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				　全世界を震撼させた新型コロナが5類になり､G7広島サミットも滞りなく終了し､広島の街もようやくコロナ前の日常を取り戻しつつあるように思えるこの頃ですが､この｢創立50周年誌｣の巻頭言を執筆するにあたり､私自身と広島同友会との関りを改めて振り返ってみたいと思います。

				　私が広島同友会に入会したのは1986年6月で､会の創立後13年目です｡当時は支部は県内に広島支部と福山支部の2支部のみで､会勢は1,000名強､日本経済は地価と株価が急激に上昇し､バブル景気に沸いていた時代でした｡広島同友会もその後年ごとに会勢を拡大し､1991年には2,000名を越え､1993年(創立20周年)にはそれまでの過去最高会勢の2,840名になります｡私が入会してからの7年間は会勢の増加に伴い､一気に会の認知度が高まった時代だったように思います｡ただ､その後の日本経済はバブル崩壊→急激な金融引き締め(公定歩合引き上げ)による景気後退→低成長→リーマンショック→デフレ経済と推移し､ここ数年は大規模自然災害や新型コロナのパンデミック､そして昨年のロシアのウクライナ侵攻などがあり､1993年以降のこれまでの30年間は､会員企業にとっても広島同友会にとっても逆風に翻弄されながらも奮闘を続ける中で､その存在意義・存在価値を問われ続けた30年だったように思います｡

				　1993年に過去最高を記録した広島同友会の会勢は､その後の日本経済の低迷･経営環境の悪化により減少･低迷を続けますが､リーマンショック直後の2011年から増勢に転じ､今年3月末に1993年以来30年ぶりに過去最高を更新し､2,901名になりました。

				　このような紆余曲折を経て､広島同友会は今年10月6日に創立50周年を迎えますが､足元の現在の我々中小企業を取り巻く環境に目を向けますと､ロシアのウクライナ侵攻や米･中関係の悪化など世界情勢がこれまでになく不安定･不透明であることに加えて､資材･エネルギー資源価格並びに人件費の高騰、少子化や若者の県外流出による人口減少に起因する人手不足(採用難)､新型コロナによる生活様式･社会環境の変化､環境問題等々､企業にとっ

				て多様な変化に対する対応力だけでなく､企業を維持し発展させていくための真の自己変革力が問われる時代になったように思います。

				　経営の舵取りが難しい時代になりましたが、私自身は､社員とのコミュニケーションを大切にして､どんな会社にしたいのか、何のために仕事をするのか、これから何に取り組んで行かなければならないか、を経営者が明確に示し、社員と共有し､「人間尊重の経営」に取り組んで行けば、どんな時代になろうと全社一丸体制の｢良い会社｣､｢強い会社｣に変わっていけると確信しています。

				　加えて、我々一人一人の自助努力だけではどうにもならない問題・課題については「会の声」として要望・提言を行い、行政・自治体と力を合わせて｢良い経営環境作り｣､「元気で豊かな地域作り」に取り組んでいければ、と思っています。

				　広島同友会が「経営が学べる会、経営者としての生きざまが学べる会」であり続けて欲しい､と思うと同時に、これまで以上に「地域から信頼されあてにされる会、地域になくてはならない会」になって行きたい、との思いから創立50周年を迎えるにあたり①新支部(備北支部)の設立､②青年経営者全国交流会の開催､③会員3,000名の達成､④創立50周年式典の開催､⑤創立50周年記念誌の発刊､⑥第8次中期ビジョンの発表､⑦一般社団法人化､の７つの取り組みを進めて来ました。

				　これまで県北地域には活動拠点となる支部がありませんでしたが、新支部(備北支部)の設立により広島県内ほぼ全域で同友会活動と同友会運動の展開が可能となり､会員3,000名の達成で「会の声」をより強く発信していけるようにもなります。一般社団法人化と併せて､会の存在意義・存在価値をさらに高めていけるように努めていきたいと思います。

				　創立50周年にあたり､改めて設立メンバー70人の方々や設立時の事務局の故落合久徳専務様始め広島同友会の発展にご尽力いただいた先輩会員・事務局諸氏に心より感謝申し上げますと共に、これから100周年に向けて会員仲間と共に力強く新たな一歩を踏み出す決意を表し､巻頭言とさせて頂きます。
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					広島県中小企業家同友会　筆頭代表理事　粟　屋　充　博

				

			

			
				
					旭調温工業株式会社 　代表取締役社長
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				　広島同友会は今年10月で50周年の節目を迎えます。

				　会員数も3,000名を目指しています。全国の同友会では3番目の会勢です。

				　1973年70名の会員で発足し、50年間時代を振り返ってみれば、石油ショック、ニクソンショック、バブル経済崩壊、リーマンショック、近いところでは新型コロナウイルスの影響など、どの時代も我々中小企業は大きな波に常に直面してきました。同友会では仲間と悩み、学び、実践を重ねその波を乗り越えてきました。

				　私も創業して45年となります。私の会社もこの波に幾度も飲まれそうになったこともありました。そのたびに仲間の会員の姿からわが社も学び乗り越えてきました。振り返ってみれば、まさにあの危機（マイナス）があったからこそそのたびに新しい事業展開（プラス）が生まれていきました。

				　現在の事業を支えているのはその中から生まれたものがほとんどなのです。

				　今、第四次産業革命（AI・IOT・EV）が足元まで来ています。これを危機ととらえるか、チャンスと捉えるか？経営者の考え方で会社大きく変わると思うのです。そのためには社員をパートナーとし、社員一丸で時代の波に漕ぎ出す…まさに自主、民主、連帯の同友会理念で「人を生かす経営」を貫くことがこれからの時代には今まで以上に必要だと思います。

				　我々経営者がその姿を地域に示し、地域からあてにされる中小企業が多く存在することが地域活性化につながると私は確信しています。

				　そして我々中小企業経営者が、今まであまりやってこなかったことが、地域の子供たちに目を向けてなかったことがあります。

				　持続可能な地域づくりには、産業界がもっと子供に目を向けることが必要だと思うのです。

				　我々は、どうしてもすぐ採用につながる高校、大学に目を向けがちですが、私は小学校、中学校の時から中小企業の魅力や地域での価値を伝え、地域を支える人材も育成していく必要があると思っています。そのためには財務改善、福利厚生など我々経営者が襟を正していかねばなりません。それが中小企業の社会的地位を向上させ、地域でなくてはならない企業となるのではないかと考えています。

				　今年度、50周年を機に備北に支部が設立しました。

				　まさに地域の活性化こそ県北部は大きな問題となっているのは皆さんもご存じの通りです。その地に同友会の支部ができたことは大きいと思っています。

				　県北にも多くの企業があり、特に農業、林業も同友会の学びで同友会理念をもとにした地域からあてにされる企業として成長してもらいたいと願っています。

				　我々中小企業の発展が地域の発展と言っても過言ではないと思います。

				　これからも同友会理念はぶれずに大きな柱として、新しい炭を入れ、仲間と学び刺激しあい新しい時代の変化に対応し、「いこる」企業になっていきましょう。
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				50年の歩みとともに

				地域からあてにされる企業をつくり

				中小企業の社会的地位を向上させよう

			

		

		
			
				
					広島県中小企業家同友会　代表理事　立　石　克　昭

				

			

			
				
					株式会社タテイシ広美社　会長
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				　昭和48年10月6日創立の広島県中小企業家同友会は50周年を迎えました。そして会員数も3千名となり全国三位です。

				　この50年の間には数多くの出来事があったと聞いています。私が入会した25年前には、ほぼ形ができていたように思います。それまで数多くの問題解決をしてこられた先輩会員の皆様、事務局の皆様に心より感謝申し上げます。

				　私は1998年11月に入会しました。目的は、新入社員の採用でした。当時のわが社は、月謝をもらって和裁を教える学校の側面と社員としてプロの和裁士を育てるという二つの側面をもっていました。高校の家政科がどんどん少なくなり、採用が難しくなっていた頃でした。すぐに共同求人活動に参加しました。先輩会員からは「３～4年かけて会社を変えないと採用は難しいよ」と言われましたが、意に反して、高校生1人、短大生3人を採用することができました。

				　それから同友会の仲間の知恵を借りながら、会社の変革に取り組みました。就業規則などの社内諸規定の整備や風通しのよい会社づくり、そして社員教育などです。中でも、いちばん勉強になったのは経営指針策定セミナーです。

				　講師役の丸山博先生や受講生から、「こんな仕事があったのね」と伝統産業としての和裁士を育てるという仕事をとても高く評価されたのです。当時、中国での縫製に依存していた私は、この言葉で創業の目的である「日本一のプロ和裁士を育てる」とい

				う初心に返り、日本国内での仕事を増やす決心をすることが出来ました。

				　また、「あなたは先生ですか？社長ですか？」という問いかけには、すぐに答えることが出来ませんでしたが、「生徒」から「社員」として遇する会社の姿勢を変えることが出来ました。この二つの指摘や問いかけを真剣に考え、行動した事で今があるように思います。

				　広島同友会の50周年を迎えるにあたり、７つの目標が掲げられました。その一つとして新支部の設立があり、県北に備北支部が6月30に発足しました。そこには若い会員が多く、地元の人がほとんどで皆さん活気一杯で、その光景を目の当たりにした私は、新鮮な気持ちと未来を作る希望を感じ、ワクワクしました。

				　その人達を中心に次の10年、20年がどのようになっていくのかが楽しみです。その中に女性会員の方がもっと増えると、より元気な支部になれるのではないでしょうか。

				　今後は広島県全体でも女性会員がもっと増えることにより、活動の幅が広がると思いますので、次の100年には半分は女性会員であってほしいと願います。

				　そんな人がもっともっと増えて、地域の企業が元気になり、会員はもとより学校や金融機関、自治体等からあてにされる広島同友会として発展していくよう心から願っています。
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				同友会のお陰で今の会社があり、

				自分がある

				～地域からあてにされる同友会を～

			

		

		
			
				
					広島県中小企業家同友会　代表理事　勝　矢　珠容子
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				　広島県中小企業家同友会が創立され、50周年の節目を迎えられたことを心からお慶び申し上げます。貴会におかれましては、昭和48年の創立以来、永年にわたり、中小企業の経営環境の改善や、経営課題の解決に取り組んで来られ、中小企業の振興及び地域の発展に大きく貢献されてこられました。これまでの関係者の皆様の御尽力に心から敬意を表します。

				　中小企業憲章制定から13年が経過し、足下では、原材料価格やエネルギー価格の高止まりのほか、深刻化する人手不足、人手を確保するための賃金引上げや働き方改革の推進など、中小企業を取り巻く環境は年々複雑さを増しています。その中においても、中小企業は経済を牽引する力であり、憲章で謳われている“中小企業は国家の財産”という位置づけに変わりはありません。当局も、憲章の基本理念を踏まえ、意欲ある中小企業・小規模事業者を支える中小企業施策を展開して参ります。

				　厳しい事業環境下で、中小企業が中長期的な成長を果たすためには、様々な挑戦とそれを支える経営戦略の構想が不可欠です。その際、戦略策定の中核を担う経営者人材の強化だけでなく、経営者同士が積極的な交流をすることで、互いに成長意欲を喚起していくことが重要です。様々な業種の中小企業経営者が同じ理念の下に集まり、知りあい・学びあうことができる貴会の存在価値は、益々高まっていくものと期待しております。

				　３年間のコロナ禍を経た今だからこそ、人の重要性が再認識されています。2023年の貴会のスローガンは、「“Human First!”～新時代へ挑戦」と伺いました。地域の発展のために貴会が先頭に立って、人を生かす経営の実践を進めていただきますよう、お願い申し上げます。

				　最後に、広島県中小企業家同友会の御発展と会員の皆様方の御活躍を祈念致しまして、お祝いの言葉とさせていただきます。
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				中国経済産業局長　實　國　慎　一

			

		

		
			
				　広島県中小企業家同友会の創立50周年を心からお祝い申し上げます。

				　貴会におかれましては、昭和48年の創立以来、現在では会員数は約2,900名を数え、業種を超えた経営者の皆様の集う団体として、成長・発展してこられました。

				　また、今年６月には県内10箇所目の拠点として備北支部を創設され、より一層地域に根差した活動を行う体制を整えられました。

				こうした体制の下、日頃から、「良い会社をつくろう」「良い経営者になろう」「良い経営環境をつくろう」という目的の実現に向けた様々な活動を通じて、本県経済の発展に多大な御貢献をいただいており、深く感謝を申し上げます。

				　さて、今年５月には新型コロナウイルス感染症が５類に移行しましたが、コロナ禍は我々の価値観や生活様式に大きな変化をもたらしました。

				　また、デジタル技術の進展や世界的な脱炭素の動きの加速によって、経済環境や産業構造・社会構造は大きく変化し、地方を取り巻く環境は新たな局面を迎え

				ようとしております。 

				　本県は、こうした局面をチャンスと捉え、「生産性向上」「ＤＸの推進」「リスキリングの推進と円滑な労働移動の実現」に注力することにより、地方を挑戦の場に変革していく「ローカル・トランスフォーメーション」を実践し、ウィズ・アフターコロナにおける経済の発展的回復につなげることで、「県民一人一人が夢や希望に「挑戦」できる」社会の実現に取り組んでいるところです。

				　申し上げるまでもなく、地域経済を支えておられるのは、中小企業の皆様であり、本県経済の発展は、皆様のお力添えにかかっていると言っても過言ではありません。

				　皆様におかれましては、知識と経験の交流を通して、生産性の向上と新たな付加価値の創出などにより、更なる発展を実現していただくとともに、引き続き、本県の施策推進に御支援・御協力をお願いいたします。

				　終わりに、貴会の益々の御発展と、会員の皆様の御健勝、御活躍を祈念いたしまして、祝辞といたします。
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				祝辞【行政】

			

		

		
			
				　広島県中小企業家同友会が創立50周年を迎えられましたことを、心よりお喜び申し上げます。

				　貴会におかれましては、昭和48年（1973年）の設立以来、50年もの長きにわたり中小企業家の自主的かつ民主的な組織として、共同の力で、「良い会社をつくり」、「良い経営者になり」、「良い経営環境をつくる」ことで、いかなる状況にあっても発展していける強靭な体質の企業作りを目指して、経営フォーラムの開催や共同求人活動、各種勉強会の実施など様々な活動に積極的に取り組まれ、国民や地域と共に歩みながら、地域経済の発展に重要な役割を果たしてこられました。歴代の代表理事をはじめ、役職員及び会員の皆様のたゆまぬ御尽力に対し深く敬意を表します。

				　さて、本市では、広島・山口・島根の３県にまたがる28の市と町で広島広域都市圏を構成し、圏域内の全ての住民が豊かな生活を享受できるよう、ヒト・モノ・カネ・情報の循環を基調とする「ローカル経

				済圏」を構築し、「経済」、「観光」、「雇用」の有機的な連携により各種施策に取り組み、圏域経済の活性化と圏域内人口200万人超の維持を目指しています。

				　特に、地域経済の振興に当たっては、中小企業等の経営基盤の強化を始め、ものづくり企業等の技術力強化や販路開拓等、様々な支援に積極的に取り組み、本市経済の屋台骨である中小企業の活性化を図ることで、持続可能なまちづくりを実現したいと考えています。

				　貴会におかれましては、会員の皆様の力強い結束のもと更に邁進され、地域経済の発展はもとより、本市及び広島広域都市圏の発展のため、引き続き御支援と御協力を賜りますようお願い申し上げます。

				　終わりに、広島県中小企業家同友会の今後ますますの御発展と、会員の皆様の御健勝と御活躍を心から祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。
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				　広島県中小企業家同友会におかれましては、創立50周年を迎えられますことを心からお慶び申し上げます。

				　貴会におかれましては、昭和48年の創立以来、「国民や地域と共に歩む中小企業」を理念とし、「自主・民主・連帯」の精神のもと、「良い会社をつくろう、良い経営者になろう、良い経営環境をつくろう」という三つの目的を掲げられ、中小企業を取り巻く様々な課題に取り組んでこられました。

				　歴代の代表理事をはじめ、役職員や会員の皆様のこれまでのご努力に対し、深く敬意を表します。

				　昨今、依然としてコロナの影響はございますが、徐々に人の動きも活発になり、呉市内でも地域の皆様が主体となった様々なイベントや事業が開催され、多くの皆様の活気ある表情を拝見する機会も増えてまいりました。

				　その一方で、原油価格・物価高騰への対応や、大規模事業所の閉鎖など、呉市内の中小企業の皆様を取り巻く経営環境は不透明な状況が続いております。

				　こうした中にあって、貴会の皆様は、日頃から会員同士で切磋琢磨され、経営に関する勉強会や共同の求人活動、社員教育活動などに取り組まれるなど、中小企業の発展を通して地域社会の繁栄にご尽力を賜っております。

				　呉市におきましては、貴会呉支部の皆様と手を携えて、市民や中小企業・小規模企業の皆様をはじめ、誰もが誇りに思える、魅力的なまちづくりを進めております。

				　呉駅周辺地域総合開発事業は、旧そごう呉店の解体が始まるなど、皆様に見える形にまで進んできました。また、ミツトヨスポーツパーク郷原の移転・再配置による企業誘致や、子育て・教育環境の充実に向けた取組も進めています。

				　さらに、事業承継や事業者向けの脱炭素経営・省エネに関する支援などによる中小企業の振興を通じて、地域経済の活性化に取り組んでいるところです。

				結びに、広島県中小企業家同友会の今後ますますのご発展と、会員の皆様のご活躍を心から祈念いたします。
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				　広島県中小企業家同友会の創立50周年並びに三原支部設立10周年を心からお慶び申し上げます。

				　貴会におかれましては、昭和48年の創立以来、中小企業の発展を通して人々の暮らしの向上と地域経済の繁栄を社会的使命とし、積極的に社会貢献活動に取り組んでこられておりますことに、敬意を表しますとともに、市政全般にわたりご協力を賜っておりますことに、厚くお礼申し上げます。

				　貴会が創立されて以来、この50年を振り返りますと、本市は重厚長大型の工業都市として急速に発展し、近年は、先端産業の誘致などにより、バランスのとれた産業構造となりました。

				　一方で、急速に進行する人口減少や少子高齢化に伴う経済の衰退や人材の不足、また、世界的規模で流行した新型コロナウイルス感染症の拡大や国際情勢等を起因とする原油価格・物価高騰等の影響に伴い、事業者の事業継続に向けた支援等、早急に取り

				組むべき課題に直面をしております。

				　このような不透明で厳しい状況が続いておりますが、本市の経済活性化は、市内の中小企業の皆様の頑張りなくしてはなし得ないものであり、市といたしましても中小企業融資制度のほか、起業化支援など、市内の中小企業の皆様の発展に向けた支援を実施してまいりたいと考えております。

				　貴会の創立50周年並びに三原支部設立10周年の節目を迎えられたことにあたり、本市と貴会との連携を更に強化し、様々な地域課題の解決に取り組んでまいりたいと考えておりますので、今後とも本市の発展に向けて、尚一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

				　終わりに、貴会並びに三原支部、更には会員各位のますますのご発展を心から祈念いたしまして、祝辞とさせていただきます。
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				　広島県中小企業家同友会が創立50周年を迎えられますことを心からお喜び申しあげます。

				　貴同友会は、昭和48年の創立以来、「国民や地域と共に歩む中小企業」を基本理念とし、「良い会社をつくろう、良い経営者になろう、良い経営環境をつくろう」という３つの目標を掲げ、長きに渡る不断の努力により、約2,900名もの会員を擁する組織に成長を遂げられました。

				　また、会員の皆様方におかれましては、日々の研鑽を積まれ、高い見識により企業経営に携わり、地域経済の成長と発展に多大なご貢献をいただき、心から感謝を申し上げます。

				　さて、我が国におきましては、少子高齢化が進展する中、人口減少社会に適応するとともに、それぞれの地域におきましては、将来にわたって活力ある地域社会を実現するため、デジタル技術の活用を取り入れた地方創生の取組を進めているところでございます。

				　本市におきましては、令和４年度を初年度とする、まちづくりの基本方針「尾道市総合計画後期基本計画」に基づき、目指すべき都市像「元気あふれ 人がつながり 安心して暮らせる～誇れるまち『尾道』～」の実現に向け、様々な行政課題を克服し、独創的なまちづくりを展開してまいる所存です。

				　折しも、本年はＧ７広島サミットの開催、来年はしまなみ海道開通25周年、瀬戸内海国立公園指定90周年を控え、国内外から注目されております。

				　会員の皆様方におかれましては、引き続き、本市市政の全般にわたり、格別のご理解とご協力を賜りますようお願い申しあげます。

				　結びに、この記念すべき50周年という節目を迎えられ、会員の皆様方が、お互いの連携を更に強められ、先人の方たちの思いを引き継ぎ、大きく邁進されるとともに、貴同友会の益々のご発展を祈念いたしまして、お祝いのご挨拶とさせていただきます。
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				　広島県中小企業家同友会の創立50周年を心からお慶び申し上げます。

				　貴会は1973年（昭和48年）10月に発足され、「良い社会をつくろう」「良い経営者になろう」「良い経営環境をつくろう」の３つの目的のもと、長年にわたって中小企業の経営環境の改善などに取り組まれてきました。現在では県内に９の支部が置かれ、2,800を超える会員が在籍し、中小企業の発展に大きな役割を果たしておられます。歴代役員並びに会員の皆さまのご尽力に、深く敬意を表します。 

				　本市にとって2023年度（令和５年度）は、「安心と成長を支える都市基盤づくり」の総仕上げの年となります。三之丸町地区の再開発や福山北産業団地第２期事業などが完了し、まちの景色が大きく変わります。こうした都市基盤整備を確実にやり遂げ、

				都市魅力を創造していくとともに、激変する社会情勢にも的確に対応してまいります。

				　また、本市には優れた技術・ノウハウを持ったオンリーワン・ナンバーワン企業をはじめ、特色ある企業が集積しています。今後も、中小企業の生産性の向上や製品開発力の強化など、経営力の向上を支援してまいります。

				　中小企業の発展は、活力と希望があふれるまちの実現にとって不可欠です。引き続き、「国民や地域と共に歩む中小企業」という理念のもと、地域社会の牽引にご尽力賜りますようお願い申し上げます。

				　結びに、貴会の今後ますますの発展と会員の皆さまのご健勝とご活躍を祈念いたしまして、お祝いのご挨拶とさせていただきます。

			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				祝辞

			

		

		
			
				福山市長　枝　広　直　幹

			

		

		
			
				　広島県中小企業家同友会が創立50周年を迎えられましたことを心からお慶び申し上げます。

				　貴同友会におかれましては、1973年の設立以来、「国民や地域と共に歩む中小企業」との理念を基に、「良い会社をつくろう」「良い経営者になろう」「良い経営環境をつくろう」を目的に掲げ、中小企業の繁栄、社会の発展のための活動を続けられ、地域 経済の発展 にご尽力されてきました。これもひとえに、歴代代表理事 をはじめ、会員の皆様方の熱意と努力の賜物であると深く敬意を表します。

				　さて、人口減少・超高齢社会が到来し、生産年齢人口の減少や今後の労働力不足など、地域社会をとりまく環境が大きく変化する中、新たな社会潮流を捉え、地域の強みを活かしたまちづくりが求められています。

				　このような中、府中市では、 選ばれるまち府中市の実現を目指し、「力強い産業が発展するまち」「人・つながりが育つまち」「活気・賑わいを生むま

				ち」「安全・安心が持続するまち」「ICT都市ふちゅうの実現」の５つの基本目標を掲げ施策を展開して おります。

				　とりわけ、Society5.0を見据え、様々な分野でのICT等の未来技術の導入やものづくり産業の優位性を活かした競争力の強化や人材確保を図るとともに、地場産業の新事業展開や新たな産業創出など、産業が活性化し、発展するまちづくりを目指し、鋭意、施策・事業に取り組んでいるところであります。

				　こうした施策・事業を力強く推進していくためには、各分野で活躍をされている貴同友会の皆様との連携が必要不可欠であると考えております。今後とも市政に対してご指導ご支援をお願い申し上げますとともに、中小企業の発展や地域社会の繁栄に大きく寄与されることを期待しております。

				　結びに、貴同友会の今後益々のご発展と、会員の皆様方のご健勝・ご活躍を心より祈念いたしまして、創立50周年のお祝いの言葉といたします。
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				　広島県中小企業家同友会の創立50周年誠におめでとうございます。中四国初の同友会として1973年10月に70名の会員からスタートした広島県中小企業家同友会が長きにわたり活動を継続され、50周年を迎えられたことは、「良い会社をつくろう」「よい経営者になろう」「よい経営環境をつくろう」と高邁な理念に基づき３つの目的を掲げ、多くの会員企業からの賛同を得られ、今まで約3,000名の会員を擁する団体にまで発展されていることが、何よりの証だと受け止めており、深く敬意を表します。

				　この50年という長い歴史を振り返ると、オイルショックをはじめ、バブル崩壊、リーマンショック、豪雨災害と大きな変化や困難に直面してきましたが、その都度、会員の皆様が団結し、支え合い、地域や企業のために力を尽くしてこられました。我が国は、就業人口の７割が中小企業で占めており、国民生活と日本経済を中小企業が支えている構図は今

				後も変わりません。また、地域と密着して企業活動を進められており、その地域経済を担っている経営者で構成されている中小企業家同友会の活発な活動が「地域の発展」に繋がります。

				　会員企業の皆様は、今後の広島の経済の将来を担われる経営者の方々です。皆様が「経営者」という同じ立場で知り合い、異なる背景を持つ人々が集まり交流を通じて、物事をさまざまな角度から見て考え、サービスや商品を生み出し、人々の生活をより豊かにしていくという意味でも、貴会の活動に対して、三次市としても大きな期待をしているところです。

				　結びに、この記念すべき創立50周年の年に、次代に向けた更なる発展への出発点として、ますますご繁栄されますとともに、会員の皆様方のご健勝と、ますますのご活躍ご繁栄をご祈念申し上げまして、お祝いのご挨拶とさせていただきます。
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					　広島県中小企業家同友会創立50周年を心よりお祝いを申し上げます。

					　貴会は、昭和48年10月の創立以来、「いかなる状況にあっても安定して発展していける強靭な体質の企業作り」を目指した様々な活動を展開されるなか、約2,900名の会員を擁する組織に成長を遂げられました。

					　半世紀にも及ぶ活動を通じて、県内中小企業と地域経済の発展にご尽力されましたことに対し、深く敬意と感謝の意を表します。

					　また、記念すべき創立50周年の年に、私ども庄原市の中小企業経営者の皆様を含む会員で構成された備北支部が設立されましたことに、重ねてお慶びを申し上げます。

					　地元自治体として、大変心強く、今後、備北支部の皆様の活動が備北地域の中小企業の益々の発展、活性化に繋がっていくものとして、大いに期待を寄せるところでございます。

					　我々を取り巻く環境は、コロナ禍に加え、ウクライナ危機等による物価高騰など、予測困難な激動の時代に直面いたしました。

					　本市としましても、市民や事業者の皆様の安心・安全な生活の確保や経済活動の維持を最優先に、様々な施策に切れ目なく取り組んでいるところでございます。

					　こうした厳しい社会経済情勢を乗り越えるためには、行政のみで成し得ることは困難であり、とりわけ貴会の皆様の積み重ねてこられました、①よい会社をつくろう、②よい経営者になろう、③よい経営環境をつくろう、という目的のもと、「地域とともに歩む企業活動」が必要不可欠であると考えております。

					　貴会におかれましては、この記念すべき創立50周年を契機として、会員相互の絆をより一層深め、経営者の学びに重点を置いた活動により、さらなる地域経済の発展に寄与いただきますとともに、引き続き、市行政に対しましてご支援、ご協力を賜りますようお願いを申し上げます。

					　結びに、貴会の今後ますますのご発展と会員の皆様のご活躍を祈念申し上げまして、お祝いの言葉とさせていただきます。
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				　広島県中小企業家同友会が創立50周年を迎えられましたことを心からお祝い申し上げます。

				　貴同友会におかれましては、創設以来、「良い会社をつくろう、良い経営者になろう、良い経営環境をつくろう」という３つの目的を掲げ、地域経済の基盤である中小企業の成長と発展を支える大きな役割を果たされてきたことに対し、深く敬意を表する次第でございます。

				　中小企業を取り巻く環境は、原材料・エネルギー価格の上昇などによる物価高騰や深刻な人手不足など厳しい状況が続いております。こうした中、貴同友会のネットワークを通じて結ばれた企業同士の経験や知識の共有、人材育成などの活動は、中小企業全体の底上げにつながり、この難局を乗り越える原動力となることに大きな期待をしているところでございます。

				　来年は、貴同友会に続いて、東広島市も市政施行

				50周年を迎えます。

				　本市では、すべての市民が幸福、いわゆる「Well?being」を感じられる「やさしい未来都市東広島」の実現を目指しております。誰ひとり取り残さない持続可能な社会を目指すＳＤＧｓの理念とＤＸを効果的かつ積極的に推進していく中で、引き続き「東広島市」が中小企業の活躍の場として、人々から選ばれるまちとなるよう、企業の皆様の成長を後押しするための様々な支援策を展開していく所存でございます。

				　貴同友会におかれましては、今後とも、地域社会発展のためにご尽力いただきまして、本市の経済活動の活性化にお力添えを賜りますようお願い申し上げます。

				　結びに、広島県中小企業家同友会の益々のご発展と会員の皆様方のご活躍を祈念して、お祝いの言葉といたします。
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				東広島市長　髙　垣　廣　德

			

		

		
			
				　広島県中小企業家同友会の創立50周年、誠におめでとうございます。心から御祝い申し上げます。

				会員企業の皆様におかれましては、昭和48年の同友会設立以来、地域社会の繁栄に貢献され、また、本市の産業振興や活力ある地域づくりに対し、多大なるご支援、ご協力を賜っておりますことに深く敬意を表しますとともに、厚く御礼申し上げます。

				　これまで、日常生活はもとより、我が国の社会経済活動に大きな影響を及ぼしてきた新型コロナウイルス感染症ですが、感染症法上の位置づけが５類に移行したことで、外出自粛要請等が求められなくなるなど、日常生活の回復基調に合わせて、経済活動にも明るい兆しが見られるようになりました。

				　本市におきましては、Ｇ７広島サミットが開催された効果もあって、宮島の来島者数はコロナ禍前のピーク時に戻りつつありますが、その一方では、島内の事業者をはじめとした市内事業者において、人手不足や世界情勢による物価高騰を背景に、生産性向上に向けたデジタルへの対応を求められるなど、

				より一層ＶＵＣＡ時代に対応できる体制構築の必要性が高まっております。

				　そうした中、本市では、持続可能な観光地域の実現に向け、この10月１日から宮島訪問税を導入し、時代の変化や増幅する行政需要に対応できる体制構築を図ることとしています。

				　また、「ゼロカーボンシティ」を宣言する本市では、宮島でのゼロカーボンパークの登録を受け、2050年カーボンニュートラルの実現に向けた動きを加速させようとしています。

				　こうした活動の実現には、「オールはつかいち」による取組として推進することが必要であり、広島県中小企業家同友会をはじめ、会員企業の皆様には、引き続きのご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

				　終わりに、創立50周年を迎えられました広島県中小企業家同友会の今後益々のご発展と、会員企業の皆様のご健勝、ご活躍をお祈り申し上げます。
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				廿日市市長　松　本　太　郎
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					　このたび、広島県中小企業家同友会様が創立50周年を迎えられましたことを心より　お慶び申しあげます。

					　貴会におかれましては、昭和48年10月に創立されて以来、幾多の困難を乗り越え、中小企業の繁栄と地域経済の発展に向けて大きく貢献されてこられました。

					　これもひとえに粟屋筆頭代表理事をはじめ歴代役職員の皆様のご熱意とご努力の賜であり衷心より敬意を表します。

					　さて、新型コロナウイルス感染症の影響により、DX・デジタル化の急速な進展、カーボンニュートラルへの対応など中小企業を取り巻く経営環境は大きく変化しています。

					　そして、本格的な高齢化社会が進む中、日本が持続的に成長を遂げていくためには、生産性・付加価値の向上と地域経済の活性化が不可欠です。

					　こうした状況において、地域における各経済団体が担う役割はさらに重要性が増しているものだと思います。それぞれが特徴と強みを活かし、連携することにより活力ある地域社会を築き、次代に繋いでいくこ

					とが大切です。

					　貴会では「自主・民主・連帯の精神」の理念のもと、企業経営者が自主的な努力によって相互の資質向上を図るとともに会員企業の発展を通して、個性ある地域づくりに向けた提言、活動をこれまで積極的に取り組まれております。

					　また、組織基盤の強化にも取り組まれ、創立以来、会員数は着実に増加をたどられています。価値観の多様化や不確実性が増す時代であるからこそ、貴会の理念に賛同され、　地域をよくしたいと考える経営者は多くいらっしゃいます。

					　今後も、粟屋筆頭代表理事を中心に当地域の発展に向けた活動にご期待を申しあげます。

					　私ども商工会議所といたしましても、中小企業の活力強化や街づくり、観光振興など地域産業の活性化を最重要課題に掲げ、地域経済の活性化に向けて取り組んで参ります。

					　結びにあたり、貴会の益々のご発展と関係各位のご健勝、ご多幸を祈念してお祝いの言葉とさせて頂きます。
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					広島県商工会議所連合会　会頭　池　田　晃　治

				

			

		

		
			
				　広島県中小企業家同友会創立50周年という大きな節目を迎えられたことを心からお慶び申し上げます。

				　貴会におかれましては、昭和48年の創立以来、「自主・民主・連帯の精神」のもと、「会員一人ひとりが主人公」を合言葉に自己研鑽に努め、経営に役立つ組織として確固たる地位を築かれました。そして、会員数は2022年度３月末においては会員数が過去最高の2,901名となり、継続的に増加されていることにつきましては、歴代関係各位のご尽力の賜物であると深甚なる敬意を表します。

				　３年に及んだ新型コロナウイルスの流行もようやく終息が見えて参りましたが、地域経済を取り巻く現状は、原材料やエネルギーの高騰など、まだまだ多種多様なマイナス要因が顕在しており、事業者にとっては依然として厳しい状況が続いています。

				　また、人口減少社会の進展や人手不足、賃上げや働き方改革、更にはインボイスへの対応が求められ

				るなど、地域経済の中心である中小・小規模事業者にとって、厳しい経営判断が迫られている状況下にあります。

				　この様な時代に、地域経済が持続的発展を遂げていくためには、ＤＸによる生産性向上への取組や、働き方改革の推進による魅力ある仕事・職場づくりが不可欠であり、そのためにも我々地域の経済団体が果たす役割は、今後ますます大きくなるものと捉えております。

				　中小・小規模事業者を取り巻く環境は、まだまだ課題が山積しておりますが、各地域において、中小企業家同友会と商工会が、これまで以上に相互連携することで、我が国経済の発展と国民生活の向上に、更なる貢献を果たせるよう活動して参ります。

				　終わりに、貴会のご発展と会員の皆様方のご健勝・ご活躍を心から祈念いたしまして、刊行に寄せる言葉とさせていただきます。
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				広島県商工会連合会　会長　平　田　圭　司
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				祝辞【経済団体/金融機関】

			

		

		
			
				　広島県中小企業家同友会が、創立50周年を迎えられましたことを心からお慶び申し上げます。

				　貴会におかれましては、昭和47年の創立以来、経営指針の確立や経営相談、人材育成研修など幅広い活動を積極的に展開され、地域の信頼や期待に応える企業づくりを通じて、中小企業の振興と地域経済の発展に多大な貢献をされてこられました。

				　これもひとえに、歴代代表理事をはじめ役職員及び会員の皆様の、熱意と努力の賜物であると深く敬意を表するところでございます。

				　我が国の経済は、ウィズコロナに向けた社会経済活動の正常化が着実に進みつつあり、緩やかに持ち直しているものの、国際情勢の緊迫化や急速な円安の進行に伴う、エネルギー・原材料価格の高騰や、働き方改革、DXの推進、持続可能なSDGs経営など、対応が求められる課題が山積しており、中小企業を取り巻く経営環境は厳しい状況が続いております。

				　このような中、中小企業が持続的に発展を遂げるには、事業環境の変化に対応するための自己変革に

				挑戦するとともに、業種や組織を超えて知恵を持ち寄り、様々な課題にスピーディーに対応していくことが求められており、会員の主体性と相互交流を重んじ、知識や経験、悩みを共有し、ともに成長をサポートする貴会の役割は極めて重要であります。

				　今後も活発な事業展開を図られ、中小企業と地域経済の活力増強や発展の牽引役となられますことをご期待申し上げます。

				　私ども広島県中小企業団体中央会も、中小企業の組織化、連携推進をはじめ、中小企業の経営支援や事業活動に対する支援を積極的に展開しております。今後さらに、貴会との連携を深め、中小企業の成長に向けた挑戦をサポートし地域経済の活性化に取り組んで参る所存であります。

				　最後に、広島県中小企業家同友会が、ますます御発展されますとともに、会員の皆様の御活躍、御健勝を心から祈念申しあげまして、お祝いのご挨拶といたします。
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				広島県中小企業団体中央会　会長　伊　藤　學　人

			

		

		
			
				　広島県中小企業家同友会の設立50周年を心からお慶び申し上げます。また、平素より日本銀行広島支店の業務にご理解・ご協力を賜り、重ねて御礼申し上げます。

				　さて、50年前、1973年といえば、円が固定相場制から変動相場制に移行し、第1次オイルショックが起こるなど、日本がグローバルな政治・経済の荒波に本格的に巻き込まれた年でした。また、広島県では、山陽新幹線や中国縦貫自動車道が起工され、広島大学の西条町（当時）への移転が決まるなど、その後の県の歴史にとっても一時代を画する年でした。

				　それからの50年、順風のときばかりではなく、バブル崩壊やリーマンショック、最近のコロナ禍などの試練もありましたが、会員の皆様が知恵と工夫によってピンチをチャンスに変え、県経済の発展に貢献されたことに深い敬意を表します。

				　中小企業が元気な街は良い街と言われます。雇用・生産・流通をはじめとするあらゆる面で中小企業が

				地域経済を支えています。今後とも、貴会がその目的として掲げられている「良い会社」「良い経営者」「良い経営環境」を実現され、地域社会に豊かさと活力を与えられることに期待しています。

				　これからの広島県では、人手、すなわち労働力がますます希少になるのは避けられません。デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進や人材育成（リスキリング）の強化などを通じて、一人ひとりが労働生産性を高めていくことが不可欠です。また、エネルギー効率の向上や再生可能エネルギーの活用などを通じて経済の脱炭素化を進め、持続可能な未来に向けた歩みを進めていくことも重要なテーマです。

				　私ども日本銀行としましても、経済や物価の安定を通じて円滑な企業活動をサポートするとともに、中央銀行の立場から皆様とともに県経済のさらなる発展に向け知恵を絞ってまいります。

				　結びに貴会および会員の皆様の益々のご発展を祈念し、ご挨拶とさせていただきます。
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				日本銀行　広島支店長　井　上　広　隆
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				　この度、広島県中小企業家同友会が創立50周年を迎えられましたこと誠におめでとうございます。衷心よりお祝い申し上げます。

				　また、会員の皆さまには平素より日本公庫の業務に格別のご理解、ご協力を賜っておりますことに対し、厚くお礼申し上げます。

				　さて、貴会におかれましては、今日まで長きにわたり、地元中小企業の発展のため継続的にさまざまな活動に取り組んでこられました。そのご努力に、深く敬意を表します。

				　特に今般の新型コロナウイルス感染症への対応に際しましては、リアルとオンラインを併用した経営フォーラムやひろしま経営指針塾などの各種セミナー・勉強会の開催に取り組まれ、広島県下の中小

				企業家における経営知識の蓄積や連帯感の醸成に努めるなど、未曾有の危機にあっても、貴会の理念に基づく活動を実践されました。

				　そうした地道な対応によって会員の皆さまを励まし、支え、地域とともに歩んでこられた結果、コロナ禍にあって会員数が過去最高になられたものと承知しております。

				　これからも企業づくり、地域づくり、同友会づくりを基本とする活動に取り組まれ、中小企業の発展を通して「広島」という地域社会の繁栄に貢献されますことを大いに期待いたします。

				　結びに、広島県中小企業家同友会の更なる発展と会員の皆さまの一層のご健勝およびご活躍をご祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。
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				日本政策金融公庫広島支店　支店長　斉　藤　卓　也

			

		

		
			
				　広島県中小企業家同友会が創立50周年を迎えられましたことを心からお慶び申し上げます。貴同友会におかれましては、昭和48年に発足されて以来、常に時代の変化に対応したさまざまな活動を積極的に展開され、中小企業の振興および地域の発展に大きく貢献されてこられましたことに対し、深く敬意を表します。

				　さて、中小企業を取り巻く経営環境は、コロナ禍からは脱しつつあるとはいえ、消費者ニーズの多様化、原材料・エネルギーの確保・価格変動、人材確保などの厳しい状況が続いておりますが、中小企業は日本の企業数の99％ 以上、雇用の約７割、付加価値の約５割を担う存在であり、中小企業が我が国の経済の原動力として、先導的な役割を果たすことが期待されています。変化に強い社会の実現のためには、中小企業の経営が変化に強くなることが不可欠です。

				　そのような中、貴同友会のみなさまが、業種を超えたネットワークで、相互研鑽を図りながら、求人活動・人材育成などの活動を通じて、会員のみなさまの事業活性化に活かしてこられたことのみならず、社会経済の発展にも大きく寄与されてこられたことは、大変意義深いことと存じます。

				　貴同友会のみなさまが更なる飛躍に向けて歩を進めていかれる中で、私どもも、変化を恐れず、ともに創り、ともに変わり続けることで、少しでもお役に立てるよう、情報の提供・金融サービスの提供等を通じて、微力ではございますが、精いっぱいお手伝いさせていただきたいと思いますので、今後ともどうかよろしくお願いいたします。

				　おわりに、広島県中小企業家同友会の今後ますますのご発展と会員のみなさまのご活躍を祈念いたしまして、お祝いのことばとします。
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				商工組合中央金庫　広島支店長　津　渡　直　人
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				祝辞【金融機関】

			

		

		
			
				　このたび、広島県中小企業家同友会が創立50周年を迎えられましたことを、心よりお慶び申し上げます。

				　貴会は1973年10月の創立以来、「いかなる状況にあっても安定して発展していける強靭な体質の企業づくり」を目指して、中小企業の経営支援をはじめとするさまざまな活動を通じて、広島県の中小企業の発展と、地域社会の繁栄に大いに貢献してこられました。

				　これもひとえに、歴代の代表理事をはじめとする役職員並びに会員の皆さまのご尽力の賜物であり、地域の中小企業を支える機関としてのたゆまぬご努力に、深く敬意を表します。

				　さて、足元では、新型コロナウイルス感染症の蔓延や、ロシアのウクライナ侵攻、燃料・原材料価格高騰などの外部環境の悪化や、人々のライフスタイル、価値観などの急速な変化に伴い、企業を取り巻く環境も大きく変化しています。

				　とりわけ、中小企業においては、物価高や人材不

				足に加え、「ゼロゼロ融資」が今年7月には返済開始のピークを迎えるなど、経営環境の厳しさも増しているものと考えます。

				　貴会におかれましては、こうした経営環境も踏まえるなか、今後とも、広島県の中小企業の活動支援と、地域経済の活性化に向けた役割をより一層発揮され、地域経済の活性化に大きく貢献していただきますようご期待申し上げます。

				　私ども広島銀行も、地域金融機関として、地域社会の持続的な発展と、地域のお客さまの成長に貢献することを使命と捉え、広島県をはじめとする地元の中小企業の皆さまを金融・非金融の両面からご支援してまいります。

				　ともに、広島県の中小企業の一層の発展と、持続的な地域社会の形成に貢献することを目指し、活動してまいりましょう。

				　結びにあたり、貴会の更なるご発展と、会員の皆さま方のご健勝とご活躍を祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。
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				株式会社広島銀行　代表取締役頭取　清　宗　一　男

			

		

		
			
				　この度は広島県中小企業家同友会が創立50周年を迎えられましたことを心よりお慶び申し上げます。

				　貴会におかれましては、創立以来、私たちの経済の基盤を支え、地域の活性化に大きく貢献されてきました。昨年度には会員数も2,901名と過去最高会員数となりましたことは誠にご同慶の至りでございます。これもひとえに会員の皆様方がひとかたならぬご尽力をしてこられた賜物であり、深く敬意を表する次第でございます。創立50周年という節目は、これまでの歴史と共に様々な困難や試練を乗り越えられてきた証でもございます。中小企業の経営者においては、常に変化する経済状況に適応し、新たなビジネスチャンスを見出すことは容易ではありません。しかし、貴会が中小企業のオーナーや経営者が情報交換やネットワーキングを通じて相互に学び合う場として、広島県の経済界に欠かせない存在となり、広島県の中小企業は発展を遂げ、延いては地域

				社会の活性化に大きく寄与してこられました。

				　急速なテクノロジーの進化や社会の変化によって、中小企業の経営環境はますます複雑化しています。しかし、これらの変化は同時に新たなビジネスチャンスをもたらす可能性も秘めています。貴会には会員企業の方々に対して、革新的なアイデアや最新の情報を提供し、新たなビジネスの創造と成長を促進する役割を担っていただきたく、これまでの功績に誇りを持ちながら、新たなチャレンジに向けて前進していただきたいと思います。皆様のご尽力により、広島県の中小企業はさらなる成果を上げることができると確信しております。

				　最後に、今後も引き続き中小企業の発展と地域社会の繁栄に貢献して頂きますようご期待申し上げますとともに、広島県中小企業家同友会の今後益々のご発展と会員皆様方のご活躍を祈念いたしましてお祝いの言葉といたします。
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				株式会社もみじ銀行　取締役頭取　小　田　宏　史
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				　広島県中小企業家同友会様は、1973年10月の創立以来、２度の石油危機やバブル経済の崩壊、新型コロナウイルス感染症の拡大など、中小企業を取り巻く経営環境が大きく変化する中で、中小企業の発展、および地域社会の繁栄のために、弛まぬご努力を重ねられ、めでたく創立50周年を迎えられました。これはひとえに、50年という歴史を通じて、多くの先人の方々が、①良い会社を作ろう、②良い経営者になろう、③良い経営環境をつくろう、という同友会の３つの目的の実現に真摯に向かい合ってこられた努力の賜物にほかなりません。その長年にわたるご努力に対しまして、ここに改めて深甚なる敬意を表する次第です。

				　さて、当金庫と同友会様とは、当金庫が設立した「呉創業支援ネットワーク」へのご参画、広島県経営研究集会での合同報告、同友会呉支部様主導による呉の飲食店を応援する「食べてクレチケット（プ

				レミアム付チケット）」への協力など、数多く連携して参りました。これらに加えて、同友会呉支部様の経営労働委員会や地区会例会等における勉強会に当金庫職員を講師としてお招きいただき、企業経営や地域活性化に関する議論を深めさせていただいております。

				　私どもは常々、当金庫の経営理念「地域社会の繁栄に貢献する」、「地域社会から信頼される信用金庫を目指す」、「働きがいのある職場の実現を目指す」が、同友会様の理念に相通じるものが多くあると感じております。同友会様とは、同じ未来を想い描く良きパートナーとして、切磋琢磨できる関係であり続けることを願っております。

				　同友会様におかれましては、創立50周年を一つの節目として、さらなる飛躍と悠久の発展を遂げられることを祈念いたします。
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				呉信用金庫　理事長　向　井　淳　滋

			

		

		
			
				　このたび、広島県中小企業家同友会が創立50周年を迎えられましたことを、心からお慶び申し上げます。

				　貴会は、昭和48年の創立以来、半世紀の永きにわたり、「自主・民主・連帯の精神」のもと、「良い会社をつくろう」「良い経営者になろう」「良い経営環境をつくろう」という３つの目的の実現に向けて、地域を支える中小企業の育成と支援に取り組んでこられました。歴代の代表理事をはじめ、役職員および会員の皆さまのたゆまぬご努力により、地域経済の発展に大きな役割を果たし続けておられますことに、深く敬意を表します。

				　私ども広島信用金庫は、貴会と平成27年５月に『広島を元気にする協定』を締結し、「中小企業の成長・発展を支援するための各種事業の連携協力により、地域社会の持続的な発展に資する」という共通の理念のもと、貴会会員様と当金庫職員の交流や、各支部様との連携に取り組んでまいりました。

				　この間、貴会が提唱され実践されている、「経営指針」成文化と、「人を生かす経営」の重要性を学ばせていただき、あらためて、地域経済の中心である中小企業の健全な育成と発展に寄与することの重要性を認識いたしました。

				　現在、社会構造の変化から生じる人手不足や事業承継問題に加え、原材料価格の高騰や賃金の引上げによる人件費の増加など、中小企業は様々な経営課題を抱えておられます。このような厳しい経営環境下におきましても、新たな時代に向けて、貴会が半世紀にわたり培われてきた「同友会の理念」を追求され、会員の皆様が強靭な経営体質の「企業づくり」を実践されていくことを確信いたしており、当金庫も手を携えて地域発展の一助となるべく努力を続ける所存です。

				　結びに、広島県中小企業家同友会の今後益々のご発展と、会員皆様方のご活躍を祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。
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				広島信用金庫　理事長　川　上　　　武
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				祝辞【金融機関】

			

		

		
			
				　広島県中小企業家同友会が創立50周年を迎えられましたことを、心からお慶び申し上げます。貴同友会におかれましては、創立以来、地元中小企業の発展をとおして、地域の活性化に大きく貢献されてきました。会員同士の交流による経営力向上、さらには中小企業を取り巻く社会・経済的な環境改善活動に取り組んでこられ、地域において確固たる信頼と基盤を確立されておられます。

				　また、会員の皆様は自らの資質向上にとどまらず、社員・取引先との信頼関係構築ならびに人材育成に注力され、仲間との交流や学ぶことの大切さについて、多くの経営者へ伝える活動を長年にわたって継続されていらっしゃいます。そのご努力と経営理念の実践、地元中小企業へのサポートに対しまして、深く敬意を表します。

				　今後も、少子高齢化やDXへの対応、SDGsを踏まえた持続可能な地域づくりなど、地域社会の一員であり輝く存在でもある会員の皆様に寄せられる期待

				は、さらに高まるものと存じます。どうか会員の皆様におかれましては、この度の記念すべき創立50周年を新たな飛躍への出発点として、より一層会員相互の絆を深められ、今後も地元中小企業のよきお手本として地域社会の発展にご尽力賜りますことをご期待申し上げます。

				　しまなみ信用金庫もおかげさまで、2024年８月に創立80周年を迎えますが、我々が掲げる理念「中小企業、家庭並びに地域社会の繁栄に奉仕する」は、貴同友会皆様の志と軌を一にするものと存じます。今後も会員皆様との連携を益々深め、共に地域の発展に貢献してまいりたいと存じます。

				　結びに、今後も会員の皆様が会社経営を通じて地域を支えられ、広島県中小企業家同友会が益々発展されますとともに、皆様のご健勝とご活躍を心より祈念いたしまして、創立50周年のお祝いの言葉とさせていただきます。
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				しまなみ信用金庫　理事長　安　原　　　稔

			

		

		
			
				
					　このたび、広島県中小企業家同友会が創立50周年を迎えられましたことを、心からお慶び申し上げます。

					　貴同友会におかれましては、昭和48年に設立されて以来、永年にわたり中小企業の経済環境の改善や経営の安定化に努められるとともに、様々な活動を積極的に展開されるなど、中小企業および地域の発展に大きな役割を果たしておられますことに対し、深く敬意を表します。

					　さて、新型コロナウイルス感染症の影響により地域経済も大きなダメージを受ける中、本年５月８日、感染症対応が「２類相当」から「５類」に移行されたことにより、少しずつではありますが、景気持ち直しの動きが見られております。

					　一方、ロシアによるウクライナ侵攻などを契機として国際的に原材料価格が上昇する中、日米の金利差を背景とした急激な円安の進行が国内の企業物価

					上昇に拍車をかけているため、価格転嫁が困難な中小零細企業の業績が漸次悪化の様相を呈しております。

					　このように、日本経済を取り巻く環境の不確実性が増している中、内外の経済情勢の激しい動きに事業先の皆さま方が翻弄されることが無いように、当金庫としましては、地域が抱えるさまざまな課題の解決に取組んでいるところであります。そうした中、本年６月30日に新たに備北支部を設立されましたことは、広島県北地域を主な事業区域とする当金庫といたしましても、大変心強く、引き続き貴同友会との連携を強化し、地域経済の発展に寄与していく所存でありますので、お力添えを賜りますようお願い申し上げます。

					　結びに、貴同友会の今後ますますのご発展と、会員の皆さま方のご健勝とご活躍を祈念いたしまして、お祝いのことばといたします。
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					広島みどり信用金庫　理事長　小　林　明　宗
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					　広島県中小企業家同友会が、この度、創立50周年を迎えられましたことを心からお祝い申し上げます。

					　貴同友会は、昭和48年に中小企業経営者の皆様が、自らの経営力を向上させ、地域社会に貢献することを目的として会員70名で設立され、その活動は、経営研修、情報提供、ネットワークづくりなどの経営に関することは勿論のこと、環境保護活動、ボランティア活動、国際交流活動など、幅広い分野にわたり、地域に根差した中小企業の振興と発展に尽力され、現在では会員約3,000名を有する広島県の中小企業経営者を代表する団体へと成長されました。

					　また、創立50周年記念事業の一環として備北支部を設立、これまで空白地域だった県北に支部をつくることで横のつながりを深め、活動強化につなげるなど、広島県の経済社会の発展に大きく貢献されています。

					　ご高承のとおり、目下、コロナ禍からの正常化の動きは強まる方向にあり、国内消費の拡大やインバ

					ウンド需要により、景気の先行きに明るさが広がりつつあります。一方で、近年、中小企業を取り巻く環境は大きく変化しています。少子高齢化や人口減少、グローバル化、デジタル化など、様々な課題に直面しています。このような状況の中で、中小企業は、新たなビジネスモデルの創出や、生産性の向上、人材の育成など、様々な課題に取り組まなければなりません。

					　貴同友会においては、このような社会経済環境の変化に機敏に対応する「強くしなやかな企業づくり」を実践され、中小企業経営者の皆様の経験交流を通して、お互いに謙虚に学び合う中で、援けあうという活動に既に取り組まれておりますが、引続き人と人とのつながりを力にする経営者集団としてご活躍されることを願っています。

					　貴同友会が、地域社会の活性化に貢献されることを期待しますとともに、今後、ますますのご発展を祈念いたしまして祝辞といたします。
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					広島県信用組合　理事長　深　山　春　幸

				

			

		

		
			
				
					　このたびは、広島県中小企業家同友会が、創立50周年を迎えられましたことを心からお祝い申し上げます。

					　貴同友会におかれましては、創立以来「人を生かす経営」の実践のため、良い会社、良い経営者、良い経営環境をつくることを目的とし、経営者の資質向上や企業間における協力体制の強化に努めることで中小企業の活性化や地域経済の発展を支えてこられました。このことは、役職員の皆さまや会員各位の長年にわたるご努力の賜物と深く敬意を表する次第でございます。

					　現在日本は、少子高齢化にともなう人口減少、グローバル化の進展、デジタル化・ＩＴ化の加速など社会経済情勢が急激に変化しており、大きな転換期を迎えております。こうしたなか、日本経済と地域経済の担い手となる中小企業の役割は、ますます重要なものとなっています。いかなる状況においても安定して発展していける強靭な体質の企業づくりに

					向け、貴同友会がこれまで50年にわたって培われた貴重な経験を踏まえて、広島県の中小企業者の皆さまの更なる発展に貢献されることを期待しております。

					　私ども広島市信用組合も、フットワークとフェイス・トゥ・フェイスの現場主義を重視し、預金と融資の本来業務に特化した経営を徹底することで、地元の中小企業の繁栄に貢献していく所存でございます。

					　今後も顧客目線、職員目線の経営のもと、地元の中小企業の存続・発展を支え、活力ある広島を目指して共に歩んでいきたいと考えております。

					　最後になりましたが、この記念すべき創立50周年という大きな節目を契機として、広島県中小企業家同友会が更なる発展を遂げられますことを期待するとともに、皆さま方のますますのご健勝とご活躍を祈念いたしましてお祝いのことばとさせていただきます。
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					広島市信用組合　理事長　山　本　明　弘
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				祝辞【金融機関/学校】

			

		

		
			
				
					　広島県中小企業家同友会様が、創立50周年の節目を迎えられたことを心からお祝い申し上げます。

					　貴同友会様は昭和48年の設立以来、めまぐるしく変化する中小企業を取り巻く経営環境において、歴代の代表理事をはじめ、会員の皆様方が、業種を超えた中小企業としての誇りを胸に、半世紀もの永きにわたり、「よい会社をつくろう、よい経営者になろう、よい経営環境をつくろう」という目的のもと、何事にも真摯に向き合い取り組まれてこられた結果、3千もの会員を擁する組織にまで成長を遂げられました。深く敬意を表します。

					　日本経済は、新型コロナ行動制限等の緩和により回復基調にはありますが、中小企業においては、人手不足、資源・原材料価格の高騰、後継者不足など、

					早急に解決しなければならない課題が今なお山積しておりますが、これらの難題においても一致団結した会員皆様方の熱意とご努力によりきっと解決していかれるものと確信しております。

					　わたしども両備信用組合におきましても、貴同友会様をはじめ地域の皆様方のご支援のもと創業70周年を迎えることができました。これからも中小企業の皆様方とともに金融を通じより一層の地域貢献をしていく所存でございます。

					　結びに、貴同友会様におかれましても今後60年70年と益々のご発展と、役員をはじめ会員皆様方のご健勝とご活躍を祈念いたしましてお祝いの言葉とさせていただきます。
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					両備信用組合　理事長　原　田　雅　文

				

			

		

		
			
				
					　昭和から令和にかけての激動の時代に、幾多の困難を乗り越えられ、このたび記念すべき創立50周年を迎えられましたこと、心よりお祝い申し上げます。社会、経済、政治の様々な面で中小企業家同友会会員の皆様が連携し、地域と共に歩んでこられた半世紀の歴史に深く敬意を表します。

					　地域経済の安定は、地域の企業1社1社の健全な経営とその安定によって実現可能性を持つものと考えます。確実な将来予測が難しい現代社会において、中小企業経営者の皆様の不断の努力と決断力が求められる中、お互いを支えあい、導きあう広島県中小企業家同友会様の役割は、今後も一層重要になってくるものとご期待申し上げます。

					　また、広島県中小企業家同友会様と広島修道大学は2008年10月に包括連携協定を締結させていただ

					き、キャリアデザイン論・起業家精神養成講座等の講義やインターンシップ、会員企業様と学生をつなげるイベント機会の提供等をいただいています。学生が自ら、将来の目標、職業人生の設計、人間としてのあり方を考え、主体的に行動を起こす大きなきっかけとなっています。この場をお借りしてお礼申し上げるとともに、今後も貴会と力を合わせ、共に地域の活力や魅力の向上、ひとづくり、しごとづくりへの貢献に向け努力していく所存であります。引き続き、より一層のご助言、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

					　最後に、貴会の益々のご発展と会員の皆様のご活躍を心から祈念申し上げ、お祝いの言葉とさせていただきます。
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					広島修道大学　学長　矢　野　　　泉
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					　広島県中小企業家同友会創立50周年に際し、衷心よりお慶びを申し上げます。

					　社会情勢の激しい変化の中で、50年もの長きに亘り、中小企業の発展と地域社会への貢献を為し遂げて来られたことは、ひとえに、会員企業の皆様が一丸となって「良い会社を作ろう」、「良い経営者になろう」、「良い経営環境を作ろう」という３つの目的のもと､ご尽力された賜であり､企業同士の強い信頼関係があって初めて可能であったことと拝察いたします。

					　本学におきましては昭和50年の開学以来､多くの卒業生・修了生を輩出しており、地元の会員企業各社でも受け入れていただいておりますが、いずれの企業においても、さらに地域で活躍できる人材として成長を遂げさせていただいており、感謝しております。

					　また、令和2年に連携協力による協定を締結して以来、「地域で活躍し、地域から国際社会につながる未来創造人の育成」に向けて連携関係を深めて参

					りました。中でも､毎年夏休み期間中に実施している「Bingo　Open　インターンシップ」には多大なるご協力をいただいております。さらに､備後地区の企業経営者と本学学生との懇談会である「Bingo Job Lab」のイベント開催に際しては､ご多忙の時間を割いて多くの経営者の皆様にご参加いただき､就活に関する悩みや働き方に関するアドバイスをいただいております。経営者の皆様を身近に感じられるという学生の声もあって、回を重ねるごとに学生の参加数が増加しております。

					　この節目の年に当たり、貴同友会と本学との連携協力がいっそう強まることを願っております。様々なイベントを通して､皆様の「良い会社を作ろう」という強い意志が学生にも伝わり､将来､地元の企業で活躍する人材が多く生まれるよう、共に手を携えて進んで行くことを願うものです。

					　最後に、改めて広島県中小企業家同友会ならびに会員各社のさらなる飛躍を祈念して、私からの祝辞といたします。
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					福山大学　学長　大　塚　　　豊

				

			

		

		
			
				
					　この度は、創立50周年をお迎えになられた広島県中小企業家同友会の皆様、誠におめでとうございます。衷心よりお喜び申し上げます。

					　1973年10月に会員数70名で発足された同友会が、その後堅実に発展され、今や3,000名に近い大きな組織に成長されたことは、まさしく驚きの一言です。その間の50年は、たゆまないご努力とご研鑽の歩みであり、同時に、地域社会へのご貢献が発揮された日々の連続であったと拝察致します。

					　そうした同友会の進展の中で、私ども広島女学院大学は幸いにも2020年に連携協定を結ぶ機会が与えられ、本学の学生のキャリア教育を大きく推進させることが出来ました。取り分け、インターンシップは企業で実際の業務に携わっている方々から直接にご指導を受け、業務内容のみならず、企業の雰囲気

					や風土に接し、学生たちが社会人になるための必要な知識や心構えを築くうえでかけがえのない機会となっています。しかも10社以上の企業が学生たちを受け入れていただいていることも感謝しております。

					　本学には食を専門とする学科（管理栄養学科）や、建築・デザインを学ぶ学科（生活デザイン学科）、さらには幼稚園や小学校の教諭を養成する学科（児童教育学科）など、直接に社会と接点を持つ学科が複数ございます。今後はこうした学科と産官共同で製品の開発やプログラムの立ち上げ、サービスラーニングの実践などにご協力いただき、広島県下の皆様に貢献したく願っております。

					　最後にもう一度、お祝いを申し上げますとともに、今後のさらなるご発展をお祈り申し上げます。
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					　広島県中小企業家同友会創立50周年を心よりお慶び申し上げます。

					　貴同友会は、1973年の創立以来、「良い会社をつくろう　良い経営者になろう　良い経営環境をつくろう」「自主・民主・連帯の精神」「国民や地域と共に歩む中小企業を目指す」の三つの理念のもと、会員企業1社1社がこれからの広島を支える主体者となれるよう「いかなる状況にあっても安定して発展していける強靭な体質の企業づくり」を目指して様々な活動を展開され、中小企業の発展に大いに貢献されてこられました。これもひとえに、歴代の役職員並びに会員の皆様方の熱意と努力の賜物であると深く敬意を表します。

					　貴同友会と福山平成大学は、2019年1月に連携協定を締結、特に福山支部の皆様との間で、インターンシップや授業、共同調査や勉強会の実施などを通じて、会員の皆様と教員並びに学生との相互理解を深め、福山市を中心とする備後地域の振興にむけて、共に歩んでまいりました。そして、コロナ禍の厳し

					い社会環境にあっても、着実に交流を重ねることで、本学の地域貢献に多大なるご支援とご協力を賜りましたこと、厚く御礼申し上げます。

					　さて、本学は来年、2024年に開学30周年を迎えます。1994年の開学から一貫して、「人間性を尊重し、調和的な全人格陶冶を目指す全人教育」を理念として掲げ、経営、福祉、教育、スポーツ、看護という五つの専門分野において、郷土・社会・国家・世界を愛することのできる視野の広い人材の養成に努めてまいりました。今後も引き続き、備後地域の高等教育・学術研究機関として、開学の理念を堅持しつつ、人をいかす教育の実践に取り組んでまいりますので、更なるご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

					　結びに、広島県中小企業家同友会の今後ますますのご発展と、役職員並びに会員の皆様方のご健勝とご活躍を心より祈念いたしまして、創立50周年のお祝いの言葉といたします。
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					福山平成大学　学長　冨　士　彰　夫

				

			

		

		
			
				
					　広島県中小企業家同友会創立50周年および50周年記念誌が刊行されますことを心よりお慶び申し上げます。

					　貴会は1973年に70名の会員により設立されて以降、企業づくり、地域づくり、同友会づくりに真摯に取り組み、現在では3,000名の会員を擁するまでに発展を遂げられました。これまでの会員・役員・事務局の皆様のご努力に敬意を表するものです。

					　企業づくりの活動においては、共同求人や社員教育、経営指針づくり、障害者雇用などの推進に取り組み、「人を生かす経営」を実践する企業を多数生み出してきました。

					　地域づくりでは、会員へのアンケート調査をもとした行政との懇談、中小企業振興基本条例の制定、学校や金融機関との連携強化などに取り組み、地域と中小企業の振興に尽力してきました。

					　さらに同友会づくりでは、県内各地に支部・地区を設立し、全国的にも高い対企業組織率を誇る同友会を創りあげてきました。

					　また、広島で開催された中同協主催の全国大会で

					は、いつも平和を希求する思いにあふれた企画をしていただき、こうした取り組みのすべてが全国の運動を磨き上げ、発展する上での大きな貢献をなしてきました。

					　その結果、私たち同友会は、日本経済と地域経済・社会の担い手として、その役割・使命が益々重要さを増しています。

					　中小企業を取り巻く経営環境は予断を許さないものがありますが、これまで築き上げてきた貴重な財産を生かしながら、学びあう仲間の輪をさらに広げ、共に切磋琢磨しながら時代の要請に応えていきましょう。

					　貴会におかれましても、これまでの優れた蓄積を力として、より影響力のある同友会へと躍進されることを期待いたします。

					　結びに、創立50周年を機に広島県中小企業家同友会が益々ご発展されますこと、あわせて会員皆様のご健勝と企業のご隆盛を心より祈念申し上げ、祝辞といたします。
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					中小企業家同友会全国協議会　会長　広　浜　泰　久
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				広島同友会の

				50年を振り返る
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				1 誕生前後（1972年～1975年）

				１）経済懇話会から同友会へ

				　広島県中小企業家同友会（以下広島同友会）の創立は、1973年10月６日です。第四次中東戦争が勃発し、直後に原油価格が暴騰、いわゆる石油ショックがおき、60年代の後半から続いていた高度経済成長は終わりをとげ、日本経済が新しい局面を迎える中での誕生でした。

				　その２年前、ベトナム戦争で莫大な戦費を使ったアメリカはドルの防衛のためにドルと金との交換を停止しました。いわゆるニクソンショックですが、これにより為替は変動相場制に移行、１ドル360円で固定されていた円は308円に切り上げられます。「激動期に入った日本経済の動向を勉強しないとこれからの企業経営は成り立っていかないのではないか」と広島在住の中小企業経営者の有志が広島商工会議所の会議室に集まって、専門家を招いて勉強会を始めました。これが同友会の前身の「経済懇話会」です。

				　73年５月の「経済懇話会」の勉強会に、安芸郡で製粉工場を操業されていた福岡同友会の鳥越俊雄氏（鳥越製粉㈱）を招きました。「福岡同友会は10年前から同友会をつくって勉強している。中小企業は苦しい中でお互いに競争しているが、同友会に企業経営者が集まってお互いに仲良くなることによって企業を発展させることが出来る」との呼びかけに共感。その後、名古屋で開催された中小企業家同友会全国協議会（以下中同協　当時10同友会が加盟）の総会に３名がオブザーバー参加、７月25日の「経済懇話会」の出席者11名全員一致で、広島中小企業家同友会準備会に切り替えることを決定しました。準備会は、リラ本店（紙屋町）や本通りグリルに毎夜のように集り、会員50名で結成することを決め、組織や規約、行事計画などの立案をすすめました。

				２）創立総会

				　1973年10月６日午後１時から、広島国際ホテルで創立総会が開かれました。70名が会員に名を連ね、代表理事に三川運輸㈱の三川琢美氏、広島洋紙㈱の

				桜井親氏、㈱万年パイプの山下時男氏の三名を選出しました。

				　創立総会のアピールとして、①公共料金・独占価格の引上げを抑制すること、②大手メーカー、商社、金融筋の土地、資材への投機をやめさせ、適正価格で中小企業の手に入るよう措置すること、③融資条件を緩和し、零細企業に対する無条件の長期低利融資を実現すること、④中小企業の公害防止施設に対する技術指導と資金支援を積極的に実施すること、を決議しており、当時の差し迫った経済情勢を反映しています。

				　来賓の一人、中同協会長の庄野慎一郎氏から「同友会は外部に依存せず、自主的な努力と団結で自らの経営を守ろうとして57年に東京でスタートしました。三つの目的をめざし、強く大きな同友会に育ててほしい」と励ましの言葉をいただきました。

				　こうして全国11番目の同友会としてスタートを切りました。余談ですが、創立メンバーの協和レジナス㈱の石川伸英氏は、「総会の参加費を10,000円集金し、実際の費用約7,000円を差し引いた残りのお金で３月までやっていこうということになった。ところが、２月ごろ事務局に問い合わせると、お金がないとのこと。急遽全会員に特別会費として2,000円を負担してもらい、発足初年度を乗り切った」と後に述懐しています。
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							広島同友会創立総会　代表役員の皆さん（1973年10月）
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					広島県中小企業家同友会
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				広島同友会の50年を振り返る

			

		

		
			
				３）創立して間もない活動

				　創立総会の翌月、最初の理事会と例会が開かれました。当時の会報からその模様を紹介します。

				　『第１回理事会に続いて初の例会を開いた。先ずお互いに顔と名前を知り合うことを主眼に、自己紹介と今一番困っていること、最も得意とすることを披露し、盛大な拍手を浴びた。この後桜井代表理事より、役員及び事務局構成について説明、最後に三川代表理事が会員増強と会の拡大を強く訴えて散会したが、参加者一人ひとりの熱い眼差しには、同友会はわれわれのもの、だからわれわれの手で育てていこう、という意欲が十分感じられた。』

				　第２回理事会では、物不足と物価高騰の中で会員から一人の犠牲者も出さないということで、中国経産局と広島県に対し物不足の緩和と緊急融資を要望することを決議しました。

				　1974年２月に長崎で行われた中小企業問題全国研究集会には、全会員が70数名のところ21名が参加、「買い占め、売り惜しみが横行する狂乱物価で未曽有の困難にある中で、われわれ中小企業家は、国民とともに生き、決して悪徳商人にならない」とのアピールを広島に持ち帰りました。

				　当初広島洋紙内におかれた事務所は、74年に十日市のセントラル瀬戸内の一室に移転、75年には堺町

				の藤本ビル内に構え、20人前後の会議や来客を迎えることが出来るようになりました。

				　このころ、会員の自主的な活動ということで地区会活動がスタートします。「地区会活動は会員同士の接触をより緊密にし、新しい積極的な会の働き手をつくり、会全体を支える大きな力となる」ことが期待されていました。また、青年部会や婦人部会も活動を始め、特に青年部会は「毎月自主的にテーマを決め、報告と討論を行ってきたのは青年部会だけで、広島同友会のバックボーンになろうとしている」と第３回県総会議案書で総括しています。

			

		

		
			
				2 経営に役立つ会づくりへ～基本的な活動を始める（1976年～1983年）

				　世界経済は、1979年のイラン革命を引き金に第二次石油ショックに見舞われ、先進国はいっそうの低成長の時代に突入することになります。日本経済は、石油ショックと狂乱物価が一段落、高度経済成長から低成長時代に向かいます。その低成長への転換は、親企業の厳しい下請再編の影響を受けた多くの中小企業に深刻な問題を及ぼし、中同協の総会や研究集会では繰り返し、下請問題が取り上げられました。

				　一方で、全国の同友会運動は前進、69年に発足した中同協の会員数は５同友会640名でしたが、80年には21同友会１万名を突破します。その勢いは広島同友会にも波及し、76年の240名の会員数から83年には679名の会員を擁する団体になり、現在につながる基本的な活動が始まっていきます。

				１）全国総会を設営

				　1976年６月、中同協の第８回定時総会が広島同友会の設営で開催されました。前年、京都で行われた

				中同協総会直後の全国幹事会で当時の代表理事が手をあげたもので、組織承認を得ないで進めたことが問題になりました。当時の理事会の様子を「野武士の集団のよう」との声があったように感情を込めた激論もあったようです。しかし、「議論を尽くして決めたらやるのが民主主義」を確認し、役員が一丸となって準備にあたり、広島同友会が一致団結する契機となりました。パソコンはもちろんファックスもなく、コピー機も十分でない中で、547名の参加者を受け入れて成功させたことは広島同友会の自信につながりました。

				　中同協総会が終わった当日の反省会で、群馬同友会から贈られた大ダルマに会員500名を願って片目が入れられました。その後、事務局の会議室に大ダルマは鎮座していましたが、両目が入ったのは６年後の82年のことでした。
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					創立2年目の定時総会（1974年4月）
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				２）経営指針の成文化運動を開始

				　中同協は1977年に、「経営指針を確立する運動」を提唱します。それに応えて広島同友会でも活動を模索します。わが社の経営理念、社是社訓、大事にしていることは何かなど、例会などで取り上げていきますが、定式がなく、コーディネーター役もいませんでした。どう進めればいいのか見当がつきませんでしたが、見えてきたのは中同協が82年に発行した『経営指針確立と成文化のすすめ（１集～３集）』からで、88年発行の『実践的な経営指針の確立と成文化の手引き』で本格的な活動が始まります。当初のコーディネーター役には手引きの著者でもある中同協の政策広報局長の吉本洋一氏に依頼、その後、経営コンサルタントで東京同友会会員の丸山博氏にお願いしていきました。

				　同友会の経営指針成文化の活動は、「労使関係の見解」（人を生かす経営）をバックボーンにした理念型の指針が大きな特徴ですが、「同友会は理念、理念と念仏のように言うが、理念で飯が食えるのか」と反発する会員もいました。「飯が食える本気になれる理念になっているのか」という問いかけに耳が傾けられるようになったのは、バブル経済が崩壊して10年あまりがたっていました。

				３）共同求人活動を開始

				　1981年、共同求人活動を始めます。当時は、中小企業が新卒を採用しようとしても、採用の仕方が分かりません。高校生の採用のために広島市周辺はもとより中国地方の高校を軒並み訪問しても反応は薄く、大学生の目を引こうと商業求人誌に多額の広告費を使っても、せいぜい大企業の引き立て役しかならないことを痛感した会員が多かった頃でした。

				　共同求人活動の先鞭をつけた北海道同友会では

				「北海道を本州の企業の草刈り場にしてはいけない。地域で育った若者は地域で働いてもらう」ことをめざし、75年から活動をすすめていました。80年にスタートさせた東京同友会の活動は、「中小企業の共同求人」としてNHKで全国放映され、社会の注目を集めていました。

				　広島同友会の会員有志で共同求人活動の可能性を語り合ったのはちょうどその頃です。会員の声を聞くためにアンケートを行ったところ、40社近くから関心が寄せられましたので、参加費やスケジュールなど具体的な活動提案をすると十数社しか集まりません。活動を始めるかどうかを悩み、「個別企業の問題である求人が、共通の課題として活動できるのか」など話し合いました。その結果、「中小企業で働く人たちは、全従業者の８割近くを占め、地域経済の大きな担い手としての役割がある。そういう社会的使命を持っているのだから、求人は決して私的な活動ではない。胸をはって活動を進めよう」と意識は高まり、次のような合意で活動を始めることになりました。

				①学校の先生方や父兄など、社会の信頼を得る長期的な展望に立った運動を展開しよう。今年は採用がゼロでも良い。三年先を目標にしよう。②事務局任せにせず、経営者自身が足を運び、手作りの求人運動を展開しよう。③参加企業が皆で力を合わせ、知恵を絞り、一致協力して運動を展開しよう。

				　一年後の総括では、全国の同友会から学んで社会教育運動という共同求人活動の性格を明らかにしました。それは中小企業の存在理由と存在意義を社会に広げていく活動だということです。同時に、①就業規則や賃金規程など魅力ある企業になっているか、②仕事を通じて人間として成長できる企業になっているかを、中小企業経営者自身に問いかけることにもなりました。
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							初の共同求人活動を報じた地元紙（1981年10月）
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							第8回中同協総会直前の広島実行委員会（1976年6月）
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				４）合同入社式、新入社員研修へと活動を広げる

				　共同求人活動を始めたことで、会内では人材育成への思い、すなわち「せっかく採用した若者を定着させ、人材に育ていきたい」という思いが強くなっていきました。

				　共同求人活動で採用した新入社員の門出を祝す、合同入社式をスタートさせたのは1982年のことです。19社70名の新入社員が参加し、「企業の頼もしい担い手として一日も早く成長すること」を願って開催され、それ以降毎年欠かすことなく続いています。

				　同じく82年、新入社員研修の前身となる「若い人のマナー教室」を実施します。北海道同友会から提供いただいたテキスト（「現代のマナー」）をもとに、「私たちが幸せかどうかを判断するには、どれだけ良い人間関係を持っているかどうかでおしはかることができます。良い人間関係を学ぶことは、会社にとってだけでなく、何よりあなた自身の幸せのためなのです」と会員経営者が講師となって、社員に語りかけました。このマナー教室が原型となって、83年からは新入社員研修の開催につながります。講師役の経営者や事務局員は教えることで自らのマナーや働くことの意味を再点検、社員の皆さんは役割分担やグループ討論を通して相互に学ぶ、「共育」を体現したものに発展していきました。

				　また、共同求人活動を始めた三年目の83年には、高校の先生方との懇談会を開きました。「学校と企業の教育の課題を考える」ことをテーマに掲げており、「若い人をどう育成するか」について、学校との連携で深めていく試みが早くも始まっていました。

				５）福山支部の設立

				　広島同友会が10周年を迎える1983年５月、二番目の地域拠点として福山支部が誕生します。第３回県総会で、「新しく支部をつくる」との方針を打ち出してから８年目のことです。

				　前年の９月から準備会を重ね、代表理事をはじめ役員が経営体験と同友会の関わりを福山市内で報告する中で、輪が広がり設立に至ったものです。祝辞を寄せた当時の中同協の会長が「一つの支部が短期間の内に100名以上の会員で発足することは全国的にもまれな快挙」とたたえたように、132名という多くの会員でスタートすることができました。設立総会の記念誌には、「設立後は異業種間の情報交換、共同研究、研修会をはじめ共同求人活動等幅広い活動で、地域に根ざした企業として、活性化をはかりたい」との思いが記されています。

				　設立二年目の支部総会で第二代の支部長に就いた石井明氏（㈱福山冷機）は、「当面は300名の会員をめざし、多くの人々が望む方向に対応し、変えていける見通しと力量を持つ経営者をめざそう」と呼び
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							高校との先生方との懇談会（1986年5月）
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							新入社員教育の模様（1987年3月）
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							福山支部設立（1983年5月）
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				かけました。

				　事務局は当初、会員企業内におかれていましたが、84年に南手城町の福山パークレーンの一室に移転、しばらくして事務局員を常駐させます。88年９月には現在も入居している福山ニューキャッスルホテルに事務局を構え、備後地域のセンターとしての役割を果たそうとしました。

				　福山支部の設立によって、広島同友会はいよいよ名実ともに全県的な組織となり、84年に会の名称を広島中小企業家同友会から広島県中小企業家同友会へ改称しました。

				６）創立10周年記念行事～市民への大感謝祭など

				　広島の地に同友会が誕生して10年、何らかの記念行事をやろうということで、1982年末から喧々囂々の議論をした結果、市民への大感謝祭をやろうということになります。

				　それは、１枚200円の招待券を３万枚発行、それを全部会員が購入して、取引先や市民に来てもらおう。当時値上げが相次いでいた野菜を安く販売

				し、招待券を抽選券に代えて、車やバイク、自転車などを賞品にしよう。広島市の中小企業会館にコマをつくって企業展示し、われわれ中小企業がどんな製品をつくり商品やサービスを提供しているか知ってもらおう、などというものです。名称は、「手をつなぐ中小企業～市民への大感謝祭」です。予算は２千万円強、すべてを会員が負担する一大イベントで、結果として、市民３万人が来場しました。この10周年記念行事は、①元気な中小企業の存在を地域住民に知らしめる目的で行いましたが、それに加え、②大きなイベントを成功に導くために会員同士の連携、そして団結につながった行事となりました。

				　なお、創立10周年記念式には広島県知事の竹下虎之助氏を迎えて、「県政への課題」と題する講演会を行いました。

				　広島同友会の最初の10年間は、同友会の三つの目的や自主民主の精神の具現化を試行錯誤しつつ、今につながる経営指針の成文化や共同求人、社員教育など基本的な活動が始まり、これからの同友会活動に展望を見出す会員が増えていく時代であったとも言えます。
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							創立10周年で竹下虎之助知事が講演（1983年10月）
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							創立10周年行事を報じる地元新聞（1983年8月）

						

					

					
						[image: ]
					

				

			

		

		
			
				3 躍進期～全県的な活動の展開（1984年～1993年）

				　国際情勢は劇的な変化をとげます。戦後の世界体制を意味していた冷戦構造が、1989年の東欧の政治改革やマルタでの米ソ首脳会談、91年末のソ連消滅によって、終焉に導かれたことです。これによって世界は大競争の時代に突入します。

				　80年代の低成長時代の中でも日本製品の国際競争力は増していきます。それは貿易摩擦を激化させ、中小企業にとっても本格的な国際化時代の厳しさの到来を予感させるものでした。85年のプラザ合意で、

				国際競争力をそぐ方向で円高に是正されます。これが円高不況につながり、輸出型企業にとっては生産拠点の海外移転、国内生産ではさらなる競争力を要求されることになり、仕事量の減少やさらなるコスト削減など中小企業にも大きな影響を及ぼしていきます。

				　円高不況への対処として、政府は金融緩和策をとりますが、これが株や土地などへの投機（バブル経済）をうみました。その対処としての金融引締め策
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				は、株や土地の暴落につながってバブル経済は崩壊しますが、実体経済も大きな影響を受けることになります。

				１）飛躍的な組織拡大

				　この時代、全国の同友会は大きな組織的前進を遂げます。全国の会員数は、1986年に２万名（29同友会）を超え、３年後の89年には３万名（37同友会）へ、さらにその３年後の92年には４万名会員（39同友会）へと到達し、正に「破竹の前進、爆発的伸び」を示しました。

				　広島同友会は82年に当面の目標だった会員500名を突破、方針としての次の目標は１千名でした。85年６月、広島エリアの７地区会長が集まって「地区会を活性化するためにも会員増強をやろう」と申し合わせ、７月の常任理事会へ「会員増強総決起大会」を提案します。開催した８月29日には73名の会員が結集、福山支部も巻き込んで９月末までに会員１千名の達成を目標に掲げました。「経営者である以上、立てた目標は必ず達成しよう」と誓い合い、毎日のように自主的に集まって全会員訪問を展開、事務局には「日中から入会申込書を持ってこられる方々の応対に大わらわした」との記録が残っています。期日の９月30日には1,028名の目標を超える会員数を達成しますが、わずか１ヶ月で300名以上の新会員を迎え入れたのは、広島同友会で初めてのことでした。以降、毎年のように増強に奮い立たせる決起大会が開催されました。

				　会員が１千名を超えたことで、さらに県内に広げようとかねてから方針化していた呉地域の組織化について、具体的な活動を始めることになります。86年10月に開催された第１回広島県経営研究集会にオブザーバーで参加した土肥惇造氏（㈱土肥工務店）の「報告者は悩みも経営数字もオープンにした。こ

				んな本音で話せる会を呉でもつくりたい」ということで、翌月には呉市のつばき会館で説明会を開催、関心を広げていきました。87年10月に103名の会員で呉特別地区会を発足させ、活動を一段と強化し、88年５月に158名で呉支部として発足しました。急速に会員増強を進めたのは「支部として発足するからには活動の要、拠点である事務局をおきたい」という役員の強い思いがあったからです。支部設立からほどなく事務局（第二平田ビル１F）を開設、広島事務所と兼務の事務局員１名を駐在させました。

				　広島本部・福山・呉の三事務所体制は現在まで続いています。地方事務所の新設の要望もありますが、健全財政の堅持の立場から、事務所の設置には会員200名前後が望ましいと申し合わせています。

				　また84年、組織的な発展に前後して会の諸規程を整備しました。一つは会運営のあり方や役員の選考方法、役員の任務、会計処理のなどを定めた「総務規程」。二つ目は規約に支部の項を追加、同時に「支部運営規程」を設け、「同友会の地域単位での発展と円滑な活動を保障するために支部を設けることができる」ことを明文化しました。

				２）第１次中期ビジョンを発表

				　組織の拡大が進む中、「会員に経営指針の成文化を提唱しているように、同友会もビジョンをつくったらどうか」との声に応え、将来への展望を示すために、1988年７月に第１次中期ビジョンを発表しました。

				　当面の情勢と経営課題として、円高の進展と国際化・情報化への対応をあげ、同友会活動の展望として、①すべての会員が経営指針の確立を、②共同求人活動をさらに堅固に、③社員教育活動の充実発展、④新たな国際化時代に対応して、⑤情報化社会への対応と情報機能の拡充を掲げました。

				　また、同友会の組織拡大と運営の強化として、①
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							呉支部設立（1988年5月）
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							会員増強総決起大会（1990年10月）
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				広島県内の法人企業の１割である３千社会員をめざし、②会員一人ひとりの多様な要望に応え、身近な同友会つくること、③財政基盤を強化（少なくとも５千万円の積立金）し力強い同友会をつくること、④会員のオアシスとして、運動のセンターとしての事務局づくりをめざすことなどを目標にしました。さらに、経営環境の改善をめぐる政策提言を国や地方自治体に働きかけ、実現をめざそうと呼びかけました。

				　このビジョンにそって広島同友会は活動をすすめることになります。

				３）多様な活動をすすめる

				　1984年９月、中同協主催の全国青年経営者交流会を広島が設営しました。実行委員会を結成して、当時725名の会員の40％が参加する目標（300名）を掲げ、青年部会だけでなく多くの会員を巻き込んで、準備に取り組みました。テーマを「再発見、わが町、わが企業」とし、一日目には18分科会、二日目には平和公園特別行事と戸田工業㈱の松井五郎氏による記念講演を行い、580名の参加者が学びあう交流会となりました。

				　86年10月には、多くの会員が一堂に会して今まで積み上げてきた経験や知識を交流しようと、広島県経営研究集会（現在の経営フォーラム）を始めました。第１回の集会の記念講演は、「経営理念と経営戦略～中国の思想家からひもとく」と題して、広島女子大学の学長、今堀誠二氏にお願いしました。10分科会がつくられ、呉市の会員外経営者などオブザーバー参加者を含め、329名が参加しました。

				　全国青年経営者交流会や広島県経営研究集会ではグループ討論の手引きをつくって「参加した会員一人ひとりが主人公になる」ことをめざしました。この頃から参加者で経営課題を深め合うグループ討論

				が重視されるようになっていきます。

				　89年には広島本部事務局を三川町の紅葉会館から大手町の植むらビルへ移転しました。紅葉会館が閉館となり、引っ越しを余儀なくされたという理由もありましたが、第一次中期ビジョンにそって、①経営者団体にふさわしく、②全県のセンターの機能を果たし、③会員のオアシスとして親しまれる事務所づくりをすすめました。倍以上のスペースを確保し、事務所の什器備品などにあてるために「皆の力で立派な事務所をつくろう」と会員に募金を呼び掛けたところ、400万円余りが寄せられ、近代的な事務所づくりに生かされました。

				　ところで、政府は戦後、好不況に左右されない安定財源を得ようと大型間接税の導入をはかってきましたが、特に、87年に大型間接税の一つである売上税の導入が計画されました。多くの流通業界や中小企業団体などによる反対運動が活発になり、「売上税が導入されれば消費不況が一層深刻となり、内需拡大は望むべくもない」とする中同協の呼びかけに応じて、広島同友会は反対署名活動を展開、407社の会員企業が16,528筆の署名を集めました。これらの活動によっていったん売上税は廃案になりましたが、89年には一般消費税として導入されました。しかし、一致団結すれば国を動かすことができるという教訓を得ることができました。

				４）創立20周年記念行事

				　1993年10月に行われた創立20周年記念行事は、会員３千名の到達を祝うと同時に、第８回広島県経営研究集会として「１千名以上が参加してその連帯の絆と熱気で不況風を吹き飛ばそう」と全支部が力を入れ、1,031名の会員が参加して盛大に開催されました。桜井親代表理事は、「21世紀に向けて、同友会が創立以来提唱してきた社会的使命感に燃え、人間として豊かに生きることをめざした人間尊重の企
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							第12回青年経営者全国交流会in広島（1984年9月）
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							経営者大学で講義する今堀誠二広島女子大学学長（1984年5月）
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				業づくりへの期待がますます高まっていくものと思われる。同友会で学び合い、励まし合いながら地域からあてにされる企業づくりに同友会に結集する３千社がめざすなら、地域の発展に貢献することは間違いない」と呼びかけました。

				　創立20周年記念事業の一環として、尾道支部、東広島支部の設立をめざします。尾道での組織づくりは、福山支部が尾道三原開発特別委員会を設置して強力に進めました。91年８月には尾道・三原説明会を開催、それ以降会員を少しずつ増やし、92年１月に43名の会員で尾道・三原特別地区会を発足させ、93年７月15日に、53名の会員で尾道支部設立総会を行いました。三原は特別地区会として活動を続けることになりました。

				　東広島での組織づくりは、呉支部と広島支部が担当し、92年９月に特別地区会として発足、93年９月14日に59名で東広島支部として発足しました。

				　会が誕生して20年、会勢は３千名に近づき、組織範囲もほぼ全県に広がります。経営フォーラムをはじめ、共同求人活動や社員教育活動、経営指針の成文化活動など、現在も続く同友会の基本的な活動を構築していきました。
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							東広島支部設立（1993年9月）

						

					

					
						[image: ]
					

				

				
					
						[image: ]
					

					
						
							創立20周年記念行事（1993年10月）
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				4 一人ひとりを主人公にする～活動の見直し（1994年～2003年）

				　バブル経済の崩壊に直面した日本経済は、1990年代を貫く不況の長期化からさらに経済危機に陥ります。出口さえ見つからない状況の中で迎えた96年の中同協第28回総会（広島）は、「戦後の日本経済を形づくってきた経済構造の枠組みが崩れ、別の枠組みに向かって大転換が進行している」と指摘し、「機敏で不断の経営革新によって対応しないと企業存続すら危うくなる可能性」がある「激変消滅」の時代と主張しました。さらに、円高の進行で工場の海外移転など日本経済の空洞化は進み、消費税は３％から５％へ増税され、内需が冷え込む中で経済は低迷、「失われた10年」とも揶揄されましたが、それは20年以上続くことになります。

				１）活動の見直し～第二次中期ビジョン

				　広島同友会は、1994年３月に第二次中期ビジョンを発表しました。一次の中期ビジョンでは、３千名会員や支部の設立、経営の発展や会活動を充実させる目標を掲げ、ほぼ計画通り遂行しました。

				　第二次中期ビジョンでは、「これからの５年間は経営と会活動の内容充実に力を注ぎ、情勢の変化に適合して革新をはかろう。そのために企業でも同友会でも原点に返って物事を考えよう」とし、同友会の三つの目的をめざす企業像や自主・民主・連帯を体現する経営者像を明らかにし、同友会で学ぶとはどういうことかを問いかけ、会員の声やニーズを大
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					尾道支部設立（1993年5月）
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				広島同友会の50年を振り返る
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				切にしようと呼びかけました。

				　そしてビジョンにそって、組織変更を行います。一つは委員会の統合で、96年にスリムな組織に改編しました。この統合によって、会の運営を担当する委員会からは「役割が見えにくくなった」という声がある一方、企業経営を担当する委員会は「経営と労働、求人と社員教育など、企業内での活動が統一して考えられるようになった」などの声が寄せられました。支部の委員会についても、県の委員会と連携して全県一体の活動をめざせるようにしました。

				　もう一つの組織変更は会員が増えた広島支部で、「会員一人ひとりが主人公となれる会づくり」をめざして97年に４ブロック化の方針を出し、98年には広島中支部、広島東支部、広島西支部、広島安佐支部の４つの地域に分割、150名から400名程度の会員数で、それぞれが自主的な支部活動を展開することになりました。良かったことは、組織が細分化され役割が増え、役員の数が増えたこと。悪かった点は力が分散したことです。

				２）阪神淡路大震災

				　バブル経済崩壊後の日本は、経済社会の変化の対応だけでなく、自然災害への対応にも迫られることになります。1995年１月17日未明、阪神淡路大震災が発生、兵庫同友会を中心に多くの会員企業が被災しました。

				　当時、戦後最悪となった災害となり、広島同友会はその夜開催の県理事会で緊急義援金活動に取り組むことを決めました。支部例会や地区例会で呼びかけ、わずか１ヶ月で230人の会員から400万円余りの義援金が寄せられました。交通の手段に困っているという現地の要望に応え自転車やバイクを寄贈、また被災された会員の方々を励まそうと激励のコメントを入れた週間カレンダーを作成するなど、わが事として動いた会員も多くいました。

				　その年の10月に経営研究集会の報告者に迎えた兵庫同友会の代表理事は感謝の言葉とともに、大震災から学んだこととして私たちに次の６点を示しました。①中小企業の社会的使命の自覚。雇用を守らない企業は存続が難しかった。②経営者・社員が一体となる大切さ。そのための経営指針の成文化。③リアルタイムの正しい情報が復興の鍵に。④困ったときはネットワークが決め手になる。⑤危機の時には経営者の人間性が白日のもとにさらけだされる。⑥自立した人間が自主的に仕事をする。

				３）金融問題の取り組み（金融アセスメント法制定運動）

				　バブル経済崩壊とBIS規制（金融機関の自己資本比率規制）は、1990年代後半に金融機関の「貸し渋り」問題などを表面化させ、広島同友会の会員も金融問題に注意を向けるようになります。98年３月に行った「銀行取引緊急アンケート調査」に、１週間という短期間に545名から回答が寄せられたのが、関心の高さをうかがわせます。１/３の会員が「融資条件が厳しくなった」と答えましたが、融資を受けている銀行は、地銀や信金・信組など広島地元の金融機関がほとんどで、「貸し渋りや貸し剥し」がきついとされる都市銀行から融資を受けているのは、わずか４％であることが分かりました。

				　経営労働委員長の川口護氏（㈱デイ・リンク）はある都市銀行から貸し剥がしを受け、急きょ地元の金融機関の融資を受ける必要に迫られます。その際、「過去５年の財務諸表が一覧でき、将来５年の財務諸表を想定するエクセルの計算表」をつくって金融機関に説明し、事なきを得ます。経営労働委員会はこのエクセルの資料を財務の勉強会で取り上げ、少なくない会員が活用しました。

				　99年５月には２回目のアンケート調査を実施（487名回答）、金利についても聞きましたが、１％～６％の範囲で融資を受けており、企業によって金利が大きく異なっていることが分かりました。事務局には「銀行さんと金利交渉をしてもいいのですか？」などの声が寄せられ、借りる立場の弱さを実感させました。

				　また、保証人問題も取り上げ、特に第三者保証人問題では「保証人に迷惑をかけられない」と経営者の自殺者を出す事例などが寄せられ、信用保証協会などに原則廃止を要望しました。

				　こうした活動を通じ、金融問題への関心はさらに高まり、中同協が始めた金融アセスメント法制定運動に広島同友会も取り組むことになります。金融アセスメント法は、①物的担保優先や連帯保証による融資の割合を減らし、②貸し手（金融機関）と借り
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					兵庫同友会のお見舞いを兼ねて被災地を訪ねる（1995年2月）
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				手（地元の企業など）の公正な取引をめざす、③地域で集めたお金を地域に供給しているかを情報公開し、その役割を果たしている金融機関を利用者が支援し育てることなどを目的にしています。

				　02年、中同協は100万筆を目標に金融アセスメント法制定の署名活動を呼びかけ、広島同友会は呼応して62,777筆（全国では101万筆が集まる）の署名を集めました。結果として金融アセスメント法の成立はなりませんでしたが、政府や国会を巻き込み、金融検査マニュアル中小企業版ができ、リレーションシップバンキングの考え方につながりました。その後、第三者保証の原則禁止（06年）、経営者保証も条件付きですが外す方向「経営者保証に関するガイドライン（15年）」へ、「金融仲介機能のベンチマーク（16年）」の公表へと、同友会が提唱してきたことが次々に反映されていきました。一般消費税反対署名に続き、中小企業の声を集めれば国政を変えることができることを実感させる活動になりました。

				　金融問題に取り組む中で、広島同友会としても主体的に地域金融機関との関係をつくっていこうということになり、「地域金融機関との信頼関係を高める会」を実施するようになります。当初は役員クラスの方をお迎えしていましたが、04年ごろから頭取や理事長などトップをお迎えするようになり、その後トップが交代されるたびに実施、お互いの経営理念や基本姿勢などを確認する場をつくっています。こうした動きは、日本政策公庫や信用保証協会にもつくられました。

				４）全国行事の開催や各地同友会への設立支援

				1995年10月、第６回全国女性部交流会を広島市で開催します。戦後50年ということもあり、被爆地ヒロシマを念頭に、メインテーマを「平和と経営」としました。全国から437名（内広島214名）が参加、平和なくして経営は成り立たないことを再確認する交流会となりました。特に、特別報告では女性部担当理事の川野登美子氏（㈱かわの寝装）が被爆体験を初めて語りました。川野さんはこれをきっかけに小中学生などに語り部としての役割を務めていくと共に、同友会の全国総会や全国研究集会などで語り部を続けることになります。

				　続いて、96年７月には第28回全国協議会総会を広島市で開催し、全国から1,716名（内広島864名）が参加しました。広島同友会では全支部が参加する実行委員会を結成、会をあげて準備に取り組みました。特に、身近な場所で全国行事が開催される好機を逃さず、参加し、学び、刺激を受けることを目標にしました。また広島同友会に残す財産として、グループ長養成（目標200人）にも力を入れました。実行委員会はグループ長の利点を、「①学び方を学ぶことができる、②『変化球２回ひねり』で学ぶことができる、③いわゆるノウハウではなく本質について学べる、④まとめる力が身につく」などとあげ、私たち自身の力量を高めようと呼びかけました。

				　中四国の同友会として最初にスタートした広島同友会は、未設立県の支援を行うことが期待されていました。その期待に応え、1985年の愛媛県と岡山県、94年の山口県、04年の鳥取県には、広島の同友会から会員を報告者に派遣するなどの支援を行いました。特に、02年に設立された島根同友会には、報告者派遣だけでなく広島同友会として担当県理事（山本勉氏）をおき、99年から２年半にわたって毎月、役員会や会員増強の支援活動を続けました。島根同友会から大変感謝されました。
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							第28回中同協総会in広島（1996年7月）
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							第6回女性経営者全国交流会in広島（1995年10月）
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				広島同友会の50年を振り返る
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				５）創立25周年・30周年記念行事

				　1998年に行われた創立25周年記念式典は「21世紀の夢、創ろう豊かな広島を!!」をスローガンに掲げ、広島同友会で最高の1,100名が参加しました。代表理事の岸英雄氏（岸工業㈱）は、誕生から四半世紀の同友会を振り返って「オイルショックの激動の中で生まれた同友会の25年の歴史に学び、同友会というネットワークを自分たちの経営に生かそう」と呼びかけました。続いて経済評論家の内橋克人氏が「歴史に学ぶことは大切。新しい時代を切り開くには、中小企業の適正規模が大切なファクターになる」と記念講演を行いました。

				　分科会は、同友会の真髄である経営指針や社員教育を深めると同時に、「どうなる、構造転換の日本経済」、「バリアフリーの時代を担う中小企業」、「異業種交流に何が必要か」、「地球環境問題の本質に迫る」など、激変の時代に対応するテーマで学びあいました。

				　創立30周年行事は2003年10月に、経営フォーラムを兼ねて行いました。テーマを「今こそ質の高い経営をめざそう」とし、初めての試みとして、行政や学校関係者を招待し、570名が参加しました。代表理事の大西寛氏（ヒロボシ㈱）は「経営指針・共同求人・社員教育などの活動を通して、同友会と共に

				あるという会員が増えてきた。いっそう同友会に結集して、強い経営体質をつくろう。私たちの企業が良くなることが地域社会の発展につながっていくことを肝に銘じて、次への40周年につなげよう」と訴えました。

				　会が誕生して30年、会勢は2,300名前後で推移します。バブル崩壊とデフレ経済の始まりという危機を切り抜けながら、組織活動を見直し、同友会の基本（理念にそった活動）をもっと大切にしようという10年間でした。
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							創立30周年記念懇親会　鏡割り（2003年10月）
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				5 「安定期～外部との関係を広げる」（2004年～2013年）

				　日本経済は、2002年２月から09年３月まで景気拡大を続けます。「いざなみ景気」とよばれ、戦後最長の景気拡大でしたが、外需を中心としたその伸び率は低く、賃金の上昇にもつながらず、拡大の恩恵を受けた中小企業も多くありませんでした。05年には過去10年間で、正規雇用が407万人減り非正規雇用が650万人増え、勤労者の貯蓄の格差も広がっているという調査も明らかにされる中での景気拡大でした。08年９月、リーマンブラザースが金融破綻したことに端を発する世界経済危機（リーマンショック）によって、景気拡大は終わります。

				　リーマンショックで経営環境が非常に厳しくなる中、代表理事の岡崎隆氏（㈱オーザック）は経営指針の再構築を呼びかけ、中でも社員の成長について「社員の進化には新入社員の雇用が欠かせません。社員一人ひとりの進化がやり甲斐や誇りになり、会社の進化につながり、成長発展していきます。09年度は非常に厳しいことが予想されますが、社員を家族と思い不況に負けない会社づくりに奔走します」

				と決意をのべています。

				１）中小企業の声を政策に～憲章・条例制定運動

				　中同協は、金融アセスメント法制定運動の成果に立ち、2003年７月の第35回総会で、国では中小企業憲章（以下、憲章）の制定を、地方では中小企業振興基本条例（以下、条例）の制定をめざす学習運動を提唱し、展開していきます。

				　そうした運動により政府は10年６月、「中小企業は、経済をけん引する力であり、社会の主役である」と謳い、「中小企業の声を聴き、どんな問題も中小企業の立場で考え、政策評価につなげる」とした憲章を閣議決定します。その後中同協は、憲章を広げ根付かせるために、①国会決議をめざすこと、②首相直属の「中小企業支援会議」を設置し、省庁横断的な機能を発揮させること、③中小企業担当大臣を設置することを提起しました。

				　広島同友会は04年度の方針で、学習運動を進める
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				ことを決定、経営研究集会の分科会や政策委員会を中心に活動を始めました。政策委員長の瀬島髙志氏（合同呉運送㈱）は、「運動の趣旨は、国の経済政策の中心に中小企業を据えようということです。それは弱者救済という視点ではなく、自立した多数の中小企業が地域を良くし、国の経済を支えるというイメージです。したがって、憲章を世に問うということは、弱い中小企業を何とかしてくれということではなく、われわれ自身がまず中小企業であることに誇りを持ち、地域をどうするか考え行動することが必要。地域を中心に経済システムを変える、そういう視点でわれわれのすすめている経営指針、共同求人、社員教育に取り組みましょう」と呼びかけました。

				　同時に、会員の経営状況や経営課題を把握するアンケート調査やその情報を発信する活動を強めていきます。特に、広島県商工労働局の幹部職員との懇談会を定期化しました。第１回は2004年11月に行われました。県の幹部の皆さんからは、「中小企業経営の実態が分かる」、「要求されないので安心して話ができる」などおおむね好評で、07年からは「広島県の活性化」というテーマで意見交換を重ねてきました。18年から、広島県に中小企業・小規模企業振興条例が制定されたことにより、懇談会は「会議」として位置づけされるようになりました。

				　憲章の閣議決定以後、広島同友会では毎年、「憲章閣議決定記念行事」を開催、①憲章の意義を中国経済産業局や広島県、そして県内各自治体の方々や中小企業経営者と再確認するとともに、②憲章の精神を地域に広げ、元気な地域づくりを考える場をつくってきました。

				　こうした活動や個別自治体への働きかけにより、広島県内で条例制定の自治体が増えていきます。主

				なものは、15年に廿日市市で、17年に広島県、19年に呉市、22年には府中市で条例が制定されました。

				２）同友会の基礎活動の強化、充実

				　中期ビジョンにそって、組織活動の強化、充実がはかられました。

				　まず、役員研修大学の開催です。役員研修大学は、役員自身が同友会の基本精神を生かしつつ自社の経営体質を強化することを目的にしました。報告者は中同協や広島同友会のトップリーダーがつとめました。会の理念と経営問題をどう切り結び、企業の維持・発展につとめているのかを体系的に学ぶ場となっており、「同友会のお陰で今の会社があり、自分がある」、こんな役員の方がたくさん輩出される広島同友会でありたいとの願いを込めて、2004年にスタートしました。

				　受講者から、「社員との信頼関係こそが会社を発展させる原動力になることを学びました。そして、まず自社が地域で光り輝く企業となる、そんなことも再確認できました」、「今までは、経営者を会社の大きさや外見で判断しがちでしたが、その基準（考え方や行動）で、見ることが出来るようになり、本質を見る目が出来つつあるように感じています。その視点で社員と接するようになってきましたし、目に見える結果重視から、目に見えない大事なものを見る目を養おうと変わってきました」などの感想が寄せられています。

				　求人社員教育委員会は、09年度の合同企業説明会に3,448名の学生を集めましたが、単に求人をするのではなく人材育成できる企業に成長していくことをねらいに活動を進めてきました。委員長の奥河内博夫氏（㈱テクシード）は、「お金は有限ですが、人間の可能性は無限です。経営資源に限界のある中小企業だからこそ人材が頼りです。社員教育の目的
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							役員研修大学で話す赤石義博中同協会長（2005年9月）
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							第1回広島県商工労働局との懇談会（2004年11月）
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				は、自立した社会人として自分の頭で考え、正しく判断できる社員を育てるためです。したがって、経営指針を語る際に頭脳労働を経営者が独占しないことが重要です。人は自ら目標をつくり、企画を考え実行することなしに、自主性を発揮したり、やる気が出たり、成長したりするでしょうか」と問いかけました。

				　こうした広島同友会の共同求人と社員教育を一体のものとする活動は全国の注目を集め、06年12月に全国共同求人活動交流会を広島で開催しました。共同求人活動を通して魅力ある企業をつくることを確認する交流会となりました。

				　また、支部や地区会の活動を支援するWebシステムとして、中同協が開発したe.doyuを導入しました。これにより、行事の出欠やアンケート、お知らせなど、同友会活動の全般の情報を役員、会員、事務局で共有できる手段を持つことになります。05年から、希望する支部から使い始めていきました。

				　そして、05年２月には、広島本部事務所を移転します。植むらビルの所有者の変更に伴うもので、現在の中区中町の広島クリスタルプラザ８Fになりました。交通の利便性も良い立地で、OA機器に対応するフロアとなり、40人と20人を収容する二つの会議室とあわせて十数名の事務局員が執務できるスペースも確保し、これからの発展を予感させるものとなりました。

				３）インターシップへの関わり

				　インターンシップ（職場体験学習）とは、学校の授業の一環として企業での就業体験を通して、就業の場への理解を深めるとともに、正しい勤労観・職業観を育成することを目的としています。

				　2001年春、呉支部が同友会として初めて組織的に呉商業高校のインターンシップを引き受けました。

				呉支部で取り組むきっかけは共同求人活動からでした。呉支部では90年から高校の先生方の企業訪問を実施しており、地域の若者を共にどう育てるかという問題意識を高めていました。地域のお役に立ちたいという会員の心意気もあり、９社で20名の生徒を受け入れたのが最初です。

				　広島４支部が始めたのは04年夏からです。広島商業高校の校長先生の「最初から中小企業で働く生徒も多いが、いったん大企業に入っても諸事情で、中小企業で働くようになる生徒もいる。ならば中小企業でインターンシップをさせたい」という熱心な思いが伝わり実施を決め、63社で92名の高校生を受け入れました。

				　同友会でのインターンシップの実施は、本来の趣旨に加え、①地域の子どもたちや先生方が中小企業に目を向けるいいチャンスになったと同時に、②自社を説明する企業側も準備が必要となり、自社を見直すいい機会になっています。

				　広島４支部のインターンシップ支援委員会は、「厳しい情勢を乗り切るための教育には、社員が自分の後輩を入れてほしいと思えるような、本質を問うものが必要だと思う。それは、自社に誇りを持つことであり、次の社員を育てたいという欲求を育てることでもある。経営者が理念にもとづく会社づくりを行うことと同じで、その意味でこのインターンシップの取組は社内にさわやかな風を吹き込むことになった」と振り返っています。

				　なお、広島商業高校のインターンシップ生の受入れは、キャリア教育の充実発展に寄与したと評価され、11年１月に文部科学大臣表彰を受賞しました。

				４）東日本大震災への支援活動

				　2011年３月、東日本を襲った大地震は大津波を引
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							キャリア教育で文部科学大臣表彰（2011年1月）
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							全国共同求人交流会を広島で開催（2006年12月）
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				き起こしたうえに、原子力発電所のメルトダウンを伴なう大災害となりました。中同協は直ちに、東日本大震災復興対策本部を設置、義援金や緊急支援物資などを募り、特に被害の大きかった岩手、宮城、福島の三県の支援を続けました。

				　広島同友会は、中同協の動きに呼応し義援金の呼びかけを行い、会員から寄せられた7,795,097円を、中同協を通じて被災地同友会におくるとともに、数多くの支援物資を届けました。特に、事務局支援の要請のあった岩手同友会には１～２週間ずつ４名の事務局員を派遣しました。現地にとっては大きな励ましになったとのことです。

				　被災地同友会では、被災直後には会員や事務局の安否確認を行うと共に、支援物資の配送で「命を守る」取り組みを行いました。また困難な中で、「雇用を守ろう」「一社もつぶさない」と雇用と企業を守る取り組みは、同友会に結集する中小企業経営者のたくましさを垣間見る思いで、広島同友会の少なくない会員に勇気を与えました。

				５）創立40周年記念行事

				　2013年10月に創立40周年を迎えることを踏まえ、12年４月の県総会で５つの記念事業を行うことを決定しました。すなわち、①会員2,500名の達成、②第44回全国研究集会の設営、③三原支部の設立、④第６次中期ビジョンの策定、⑤「いきいき同友№８」

				の発行の５つですが、すべての行事を成功に収めます。

				　特に、第44回中小企業問題全国研究集会には全国から1,288名が参加しましたが、「経営指針、社員教育、共同求人の三位一体の取り組み」や「介護と経営」、「障害者雇用」の分科会を広島同友会が担当し、広島同友会の運動の到達点を確認することができました。

				　また、三原支部を13年５月に設立しました。特別地区会として20年活動を続け、広島同友会９番目の支部として満を持しての設立でした。設立総会の記念講演は㈱宮﨑本店の宮﨑由至氏、来賓も含め100名あまりで記念講演を受けての大討論会を行いました。
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							三原支部設立（2013年6月）
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				6 「自社のための同友会～充実・発展期」（2014年～2023年）

				　リーマンショック後の世界経済の成長率は３/４に低下します。中国のGDPシェアが大幅に上昇するなど、世界の勢力図が変化したのも大きな特徴です。また、新型コロナ感染拡大やロシアによるウクライナ侵攻などをきっかけに、サプライチェーンや原材料費の問題を表面化させ、中国やインドなど第三極の台頭をからめながら、世界経済は「安定・停滞」の時代から「変動・不確実性」の時代を迎えることになります。

				　日本は、リーマンショックや東日本大震災から立ち直りをめざし財政支出を急増させます。その結果、「戦後２番目に長い回復局面」が続きました。しかし、その成長は弱く、日本経済は縮小均衡に陥ったとの指摘もありました。財政支出の急増によって、先進七か国の中で最も財政悪化が進みました。また、日本の人口は2008年をピークに減少に転じました。減少幅は人口の少ない地方ほど大きくなっています。

				人口の減少は地域の衰退を加速させ、中小企業の存立基盤も危うくさせています。

				　

				１）外形標準課税の適用拡大反対

				　2014年、政府の税制調査会は法人税減税の代替財源のひとつとして、法人事業税の外形標準課税適用拡大を提言しました。景況の良し悪しに左右されない安定財源として、中小企業への適用を拡大したいということが背景にありました。広島同友会は７月の県理事会で反対を決議します。それは、「①従業員給与や社会保険料の事業主負担分などにも課税され、労働分配率の高い小規模企業ほど負担が大きくなる。②地域を支える中小企業を元気にするのとは真逆の政策で、大企業減税の穴埋めに中小企業増税で帳尻を合わせようとしているようで納得がいかない」との理由からです。
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				　８月には反対の署名活動を開始、各支部・各地区会が目標を掲げ、広島エリアで行った初めての街頭署名活動など、会をあげて取り組んだ結果、集めた署名は目標の10万筆を超え（103,927筆）ました。金融機関をはじめ学校関係者、商店街組合の人たちなども署名、幅広い賛同の声が寄せられました。こうした活動を通して、外形標準課税の中小企業への適用拡大は見送られることになりました。県理事会は「今回は見送られたが今後再浮上する可能性もある。注意深く見守りながら、今後は中小企業の成長を後押しするような税制改革を求めていこう」としました。中小企業が力を合わせれば政府を動かせることを再び実感した活動になりました。

				２）地区会の活性化や組織の見直し

				　中期ビジョンの具体化に向けて、いくつかの取り組みを行いました。

				　一つは、地区会活動の活性化です。会員にとって地区会は同友会活動に参加する入口である大切な組織です。また、自社の問題や課題を語り、仲間から助言をもらう身近な存在でもあり、毎月１回例会を開催することにしています。すべての会員に「経営を語る場」を提供するとともに、支部や県、全国の情報を伝え、同友会理念を浸透させるという重要な役割もあります。これまでも、総務組織委員会や地区会連絡協議会で地区会長を始め役員の皆さんの悩みや課題を交流し、問題意識を高めてきました。

				　2014年には、可能な地区会からグループ活動を行うことを提唱しました。グループ会とは、地区会の中に10人から15人の最小組織をつくり、定期的に声掛けをしたり、集まったりする会です。

				　二つ目に、県同友会の組織を一部変更しました。ねらいは、①より多くの会員に学べる場の提供をできる会になること、②安定3,000名会員を達成し、その会勢にふさわしい組織と会活動を構築するた

				め、③県内の自治体に中小企業振興基本条例を制定し、地域で社員がいきいきと働く中小企業を増やし、雇用の安定と拡大などの地域からの期待に応えていくためです。主な変更点の一点目は、総務組織委員会と企画広報委員会の発展的廃止です。二点目は、新しいセクションの設置で、①県総会・研究集会実行委員会、②増強プロジェクト（現組織委員会）、③役員研修大学実行委員会、④憲章・条例プロジェクト、⑤中期ビジョン推進プロジェクト、⑥財政部、⑦広報部、です。

				　三つ目には財政の見直しを行ったことです。同友会は創立以来、会費収入の範囲内で、赤字を出さないし借入れも起こさない、健全財政で運営してきました。設立当初は3,000円の月会費でしたが、1977年に3,500円、84年に4,000円、91年に5,000円に改定し、支部や委員会等の活動費、事務所や事務局の運営費にあて、会の充実、発展を支えてきました。

				それから26年、中期ビジョンでめざす3,000名会員にふさわしい会づくりについて、支部や地区会等と意見交換を繰り返し検討してきた結果、17年10月から6,000円に改定することを決定しました。改定には、「厳しくなった会の収支を改善するだけでなく、会がさらに発展できる条件をつくろう」という積極的な意味を込めました。

				　

				　その他、会を運営していくための諸規定などを整備していきます。15年に健全な財政運営を進めるためのルールとして「支部・地区会計の会計ルール」や会員企業の経営発展を支え、地域からの期待に応えられるしっかりとした事務局をめざす「事務局の役割」、広島同友会の多岐にわたる組織が統一の指針に基づいた活動をめざす「活動の手引き～会員が主人公」、19年には「大災害の対応および、会員企業への災害見舞基準」の成文化などです。

				　特に、16年に定めた「県総会運営細則」は、規約に基づいて県総会を自主的・民主的に運営するルールを定めたものですが、少数意見を尊重し全員一致をめざす努力は最大限に大切にしながら、やむを得
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							会費改定を決めた第45回定時総会（2017年5月）
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							初の街頭署名活動（2014年9月）
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				ない場合も想定し、３/４以上の賛成で決議するという条項を成文化しました。

				３）活動の充実、強化

				　会員の経営状況を把握するために定期的なアンケート調査活動を2006年から始めました。３年間はFAXで回答を求めていましたが、09年からe.doyuで実施しています。e.doyuが不安定だった時期もありましたが、回答数は年々上昇、17年からは年２回に増やし、21年からは1,000名以上の会員が回答する調査となっています。調査結果は国の出先機関や広島県を始めとする地方自治体、金融機関へ届け、中小企業の実情を知らせています。特に、マスコミでは調査結果の特徴が必ず取り上げられています。

				　アンケート調査などをもとに、広島県の中小企業施策への提案を17年から始めました。中小企業の自助努力を前提に、中小企業のやる気と活力を引き出す環境をつくろうというのが提案のスタンスです。第１回の政策提案は、①中小企業の雇用問題を中長期で解決するために、②障害者雇用をさらに促進するために、③県の施策をさらにみのりあるものにするために、の三点に絞りました。提案の一部は施策として実行されました。

				　17年から経営指針塾を実施します。中同協が「経営指針成文化と実践の手引き」を全面改訂したことを受けて、この手引きを共通テキストにして、受講会員と先輩会員が共に学び合い、切磋琢磨するという正に「塾」を始めます。他県では「経営指針を創る会」としてすでに実施していた同友会もありました。経営労働委員長の錫木健一氏（㈱PAC）は「修了生が次回のサポーターを引き受け、会員同士の学びあう関係を続けたい。経営指針を作成するだけでなく、実践のサイクルが回り続ける環境をつくりたい」と呼びかけ、実施に至りました。講師陣は、経営指針で会社が伸びている会員経営者、同友会の誇

				る会員専門家、金融機関の職員や大学の先生方にお願いしました。

				４）中同協との連携、地域との連携が広がる

				　広島同友会では、2010年に障害者問題委員会を設置して、障害者問題の関心を高めるための研究・交流を行い、障害者雇用促進のために必要な活動を行ってきました。17年10月、障害者問題全国交流会を福山市で開催、全国から527名（内広島は163名）参加、「まず知ることから始めましょう」との呼びかけで、障害者問題を切り口に「人を生かす経営」の真髄を学びました。交流会を振り返って広島の障害者問題委員長の大植栄氏（㈲メタルワーク福山）は、「障害者問題を学ぶことは単に障害者を雇用することが目的ではありません。障害者雇用を通して『人を生かす経営』を学び実践することで『良い会社』、『良い地域』をつくっていくことが目的です。この学びは、私たちを変え、会社を変え、地域を変える契機になるはずです」とまとめました。

				 

				　19年６月には第22回女性経営者全国交流会を広島市で開催します。女性部を中心として県理事会あげて設営にのぞみました。メインテーマは「認め合い、高め合い、生かしあう関係づくりの実践を！」。実行委員会では、設営を引き受けた広島同友会に何を残すかを議論。一つは「私たちはここで生きていく」のスローガンを掲げることになり、記念講演や分科会では尾道の起業家が報告、懇親会では西日本豪雨災害の復興を支える「ゆるキャラ」も登場して、スローガンを深めるにふさわしい内容となりました。もう一つは、女性会員を増やそうという目標です。代表理事の勝矢珠容子氏（㈱勝矢和裁）の「会をもっと活性化するには女性の力が必要。同友会の女性会員を増やし、女性役員も増やしていこう」と女性部の会員を巻き込み、新しく20名の女性会員を迎え入れることができました。
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							第19回障害者問題全国交流会in福山（2017年10月）
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							第1期経営指針塾第1講（2017年7月）
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				　15年５月、広島信用金庫と「広島を元気にする」連携協定を結びます。広島信用金庫から「創業70周年を機会に、地域とともに歩む金融機関として、地域を元気にするための活動を広島同友会と一緒にやりたい」との申し出があり、連携に至ったものです。クラウドファンディングや採用問題、事業承継問題などを深め、一部は会員向けの勉強会として実施。また同友会の例会などに広島信用金庫の役職員が参加、一年間で39回の会合に228名の役職員が参加された年もありました。18年度から２年間、会員紹介活動をすすめました。同友会にとっては願ってもないことですが、広島信用金庫にとっては「同友会を紹介することで学習の場をつくり、取引先の課題を解決することで地域活性化につなげたい」との趣旨です。

				　また、広島修道大学と08年に「地域経済振興やまちづくりなどの事業」における連携協定を結び、経営者が大学に講師として招かれたり、研究者を同友会の勉強会に招いたり、活発に交流しています。福山大学や福山平成大学、広島女学院大学とも包括連携協定を結び、主には授業の協力やインターンシップの受入れ、学内合同企業説明会を行っています。

				　広島同友会はこれまで1988年から６次にわたって中期ビジョンを発表してきました。その根底には「経営に役立つ同友会づくりをめざしてきた」ことがあります。19年５月に発表した第７次中期ビジョンはさらに踏み込んで、「自社のために同友会を活用しよう」と会員の主体的関りを提唱しました。

				　その実践ツールとして「サクセスシート～入会からの実践すごろくシート」を作成しました。①起業・継承に始まり、②同友会を知り入会し、同友会入会から、③自社経営を振り返り、自問し、④経営者としてのあり方を問い直し、⑤社員や顧客と向き合いなおし、⑥経営者と社員の信頼関係の基盤ができ、経営指針の全社的実践が始まり、⑦自分がやって良かったことを周囲にも伝えたいという気持ちになり、⑧地域からアテにされる経営者、会社となり、さらに視野が広がり、⑨中小企業の経営者で良かった、同友会と出会ってよかったと心から思い、使命感をもってその体験を周囲に語るというのがゴールです。発表以後、委員会や地区会でこのシートを使った自社と自分を振り返る経営体験が行われるなど、活用がすすんでいます。

				６）新型コロナ禍の対応

				　2020年１月、中国に端を発した新型コロナウイルスは瞬く間に全世界に感染を広げ（新型コロナ禍）、人の往来が止まると同時にサプライチェーンを分断、世界経済はもちろん、日本経済にも大きな打撃を与えました。

				　広島同友会では、感染拡大直後から緊急アンケートで会員の実態把握に努めました。20年３月初めの第１回調査で92％の会員に影響が及ぶことが判明、４月１日には「①雇用を守ろう～全社一丸となって企業の存続を。②一人で悩まないで！まず、会員や事務局に相談を。③すぐに自社の現状を把握し、必要に応じた資金繰りの手当てを」という代表理事メッセージを全会員に届けました。

				　同時に、会員の実情に即した要望を中同協に届け、中同協は矢継ぎ早に緊急要望として国に発信しました。主なものは、①無担保無保証で無金利の緊急融資制度、②雇用調整助成金の抜本的拡充、③返済不要の給付金の支給、④資本性劣後ローン活用、⑤家賃など固定費削減の支援、⑥自粛・休業による売上減少などに対する補償制度の確立、⑦手続きの抜本的な簡素化などです。この多くが、国の政策として立案、実行されていきました。
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							広島信用金庫と広島を元気にする協定を結ぶ（2015年5月）
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							第22回女性経営者全国交流会in広島（2019年6月）
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							５）第７次中期ビジョン

							　　～自社のために同友会を活用しよう
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				　一方、「広島同友会からクラスターを出さない」ことを方針として、当面、感染拡大の防止のためにリアル（顔を合わせる）の会合は自粛や延期を原則としました。その代わり、バーチャルでの会合が何時でも出来るように、20年６月にZoomのライセンス53IDを取得、各支部・各地区会で自由に使えるよう振り分けました。最初は慣れない会員も多かったのですが、半年を過ぎる頃には普段よりも多い参加者で会合が開かれるようになり、グループ会のような少人数の会合から経営フォーラムのような大規模な会合まで、あらゆる会合でZoomを駆使、活発な活動が繰り広げられました。

				　新型コロナ禍から３年、国は23年５月、感染症法上の位置づけを２類相当から５類相当に変更、さまざまな制限が解かれました。この間、IT化やDX化を促進させました。新型コロナ禍がおさまってもその動きは変わらないとみられています。

				７）創立50周年に向けた取り組み～法人化へ

				　広島同友会は2023年10月６日に創立50周年を迎えます。代表理事の粟屋充博氏（旭調温工業㈱）は「創立50周年を期に、100周年を見据えた新たな50年に向けて確かな一歩が踏み出せるよう会員の皆さんと共に全力で取り組みたい」と呼びかけ、22年５月の県総会で次の７つの行事を行うことを決議しました。①会勢３千名の達成　②創立50周年記念式典の開催　③創立50周年記念誌の発刊　④第８次中期ビジョンの発表　⑤備北支部の設立　⑥青年経営者全国交流会の広島開催　⑦一般社団法人化。

				　特に、会員３千名の達成と備北支部の設立について、代表理事の立石克昭氏（㈱タテイシ広美社）は、「広島県全域に人を生かす同友会型の会員企業を増やすことが、中小企業の地位向上ならびに私たちの経営環境を良くすることにつながります」と会を挙げての取り組みを訴えました。備北支部は22年４ 月に特別地区会として活動を始め、１年間の準備を

				経て23年６月、35名で支部として発足しました。これで広島県内のほぼ全域が同友会の組織範囲となりました。

				　また、法人化については幾度もの議論を経て、決定に至りました。というのは、広島同友会は発足以来、自主的・民主的な組織として社会性の高い活動を行い、任意団体として誇りをもって進めてきており、そのことに共感する会員も少なくなかったからです。また、以前は法人化には一定のハードルがあり、自主的な活動が制限されるのではないかという想定もありました。しかし、08年に施行された公益法人改革関連３法により、法人格を取得しても自主的な活動が保障されることになりました。この法改正が、法人化を進めた背景にあります。法人化すると、会の資産や契約主体が明確になり、さらに公益性・共益性の高い活動に取り組めることになります。09年に北海道同友会が一般社団法人に移行、15年に福岡同友会、20年には東京同友会などと続き、広島同友会も23年の県総会で一般社団法人化への移行を決議しました。

				８）Human First～「人」が真ん中の経営をめざして～

				　広島同友会は、同友会理念（①同友会三つの目的、②自主・民主・連帯の精神、③国民や地域とともに生きる）を掲げる中同協に結集して50年、理念のめざす通り、「人」の問題を中心に活動を進めてきました。特に、自主の精神を柱にした人を生かす経営実践で成果をあげる会員が増えてきました。会勢は３千名を超え、組織範囲は広島県全域となり、行政や金融機関、学校など、地域社会からあてにされつつあり、少しずつ理念の具現化がすすんでいます。

				　創立100周年、50年後を展望した時、社会は激動を続け、時には厳しい環境に陥ることもあると思われますが、これからも全国の同友会の皆さんとともに、会員一人ひとりの経営を強靭なものにし、中小企業の存在価値を高めるとともに存在意義を広げ、「人」が生きる社会のあり方を追求してまいりましょう。
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					備北支部設立（2023年6月）
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				広島同友会の50年を振り返る
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				広島同友会　50年間の会員数の動き
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				各活動の歴史と

				到達点
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				共同求人活動の歴史

				　共同求人活動は「中小企業おける労使関係の見解」を柱に展開されています。

				　1969年に北海道で大企業の青田買いが展開され「若者が来てくれない、定着してくれない、育たない」という共通の悩みを議論しました。①中小企業の社会的な信用を高めるために、企業の経営体質を自力で強化する、②社員の誇りとやる気を引き出すために、労使が共に学びあう姿勢で「共育」活動を推進する、③上記の成果を示し、中小企業の持つ可能性を学校や父母に訴えていく、この３つを同時に推進することが鍵として活動が構築されました。

				　広島では1981年に共同求人活動を開始しました。先陣をきった北海道に学ぼうと進めて来ました。

				　広島では活動を進めるにあたり、共同求人活動の「３つの申し合わせ」をしました。①学校の先生や父兄など、社会の信頼を得る長期的な展望にたった運動を展開しよう。今年の採用がゼロでも良い、三年先を目標にじっくり取り組もう。②事務局任せにはせず、経営者自身が足を運び、手作りの求人活動を展開しよう。③参加企業が皆で力を合わせ、知恵を絞り、一致協力して運動を展開しよう。以上の３点が基本姿勢として続いています。

			

		

		
			
				共同求人活動の本質と課題

				　共同求人活動の本質は同友会理念の実践であり、「人づくり・企業づくり・地域づくり」の総合的実践です。　

				　共同求人活動に対する同友会の考え方（基本理念）は以下の５点になります。

				１、同友会の共同求人活動は中小企業が日本経済の中心的な担い手として、その社会的責務を果たすために必要な人材を発見し、育成するための活動です。

				２、中小企業は地域的な支えなしには存在できません。しかも、経営者も従業員も地域の住民として生活しています。したがって、人間としての育ちあいの関係を地域に依拠してすすめなければならないとする、謙虚な考えに立つ活動です。

				３、若者たちに、感動のある暮らしを保障し、人間として生きるよろこびを与えられる企業づくりをめざす活動です。

				４、就職ということの意味を広く、深く、具体的に若者たちに理解してもらい、同友会に加盟する経営者とともに働く歴史的な意義を伝えていく活動です。

				５、学生、親、教師たちとともに、学ぶとは、働く

			

		

		
			
				【共同求人活動】

			

		

		
			
				同友会はなぜ共同求人活動に

				取り組むのか

				～人を生かす経営の総合実践のために～

			

		

		
			
				
					「はばたけ若人」

					1982年に発行された就職情報誌

				

			

			
				
					「RUN」1989年版

					「はばたけ若人」から名称変更

				

			

			
				
					「Jobway」2018年に発行

					「RUN」から名称変更
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				広島同友会の就職情報誌の変化
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				とは、人間の暮らしとは、という人間にとって重要な命題を粘り強く科学的に、人間の尊厳にかけて追及する活動です。

				　以上となり、社会的要請に応えようとする中小企業家の謙虚な姿勢から生まれた活動となります。そこに採用という言葉は使われていません。

				　何年か前まで、共同求人活動は「採用が目的」という話がありました。また合同企業説明会を開催することが目的という議論もありました。基本理念には、いかに学生を動員させるか、採用の有用なやり方を提供する視点は入っていません。

				　なぜ、数年前までの共同求人活動は合同企業説明会を開催することのみの活動になっていたのでしょうか。過去の基本理念に基づいた活動が実を結び、合同企業説明会を開催すれば、多くの学生が集まってくれるようになり、結果、活動をしなくても大量の学生が集まり、いつしか基本理念や目的が忘れ去られ、運営が活動の主軸に変わった事が挙げられるのではないでしょうか。

				　委員会でも共同求人活動の理念や方針などの本質的な議論をせずに行事消化型の運営会議になっていました。その間、委員会の果たすべき役割や事務局の役割を見直しました。

				　共同求人だけを考えても活性化は難しく、経営指針や社員教育の活動と一体のものとして取り組んでいくことが一層、重要となってきました。

				共同求人活動は自社を映し出す鏡

				　経営指針の実践や時代に合わせた就業規則の改訂や福利厚生などの見直しなど、一つずつの変革の積み重ねが共同求人活動には必須事項となっています。

				　自社の課題改善を出来ることから一つずつ実行する必要となります。

				若者に選ばれる企業に

				　「学生が来てくれない、定着してくれない、育たない」「どうやったら昔のように人が採れるのか」という声を企業から聞こえてきます。

				　しかし、就職情報会社が提供する学生をいかに集めるかの方法や小手先の手法を実践しても学生には響きません。

				　有効求人倍率はバブル期を抜いて過去最高とな
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							ジョブサミット2023広島会場の様子　企業展での学生ポスター展示

						

					

				

			

		

		
			
				り、経営問題として、労働力不足は大きな課題となっています。少子化や就業人口の減少で売り手市場となり、学生や求職者が企業を選ぶ時代となり、募集しても人は来ない状況はこの先も続きます。

				　オンライン化に伴い、大企業も採用をエントリー型からオファー型に変更し、都市部だけでは採用数が足りない事から地方へのオファーが激増しています。また、インターンシップからの採用が主となり、大学３年生の３月には内々定が出るなど、採用活動も年々早期化しています。学生の大手思考もあり、「今の売り手市場なら自分も憧れの企業に入れるのではないか」という思惑もあります。親が最終的に就職先を決める事も多くなりました。

				　青少年雇用情報シートの義務化もあり、学生の気にする視点は「離職率・在籍年数、残業・有給・休暇」などの条件面が挙げられます。大学のキャリアセンターでも求人票の見方についても指導が強化されています。故に、良い会社を志さなければ、若者は見向きもしてくれない現状があります。

				若者に中小企業で働く生きがいを伝える

				　学校との信頼関係を築き、学校教職員との懇談会や、学校での経営者の講演、学生と若手社員の交流などの活動も進めています。

				　広島同友会において、ここ何年かで各大学との連携協定などが増えています。広島修道大学、広島女学院大学、福山大学、福山平成大学と４校と協定を結び、授業協力やインターンシップの試みなども開催しています。特にキャリアセンターとの関係だけでなく、大学の先生方などから、授業のなかで地域の経営者が学生の前で話をして、企業の課題などを調べる課題発見型授業などの依頼が多くなっています。それに合わせて、2020年から大学生が学生目線で企業を調べて、企業ではわかない魅了を発見して、他の大学の学生に向けて発表するという、ジョブサミットという企画を始めました。

				　多くの同友会でも学生に働くことの意味や中小企業の役割・魅力を伝えるキャリア教育が継続的に取り組まれています。地域の若者を育てる同友会の活動は期待が高まっています。

				（文責　事務局　児玉）
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							ジョブサミット2023の模様　福山会場は連携協定を結んでいる福山大学内で開催

						

					

				

			

		

		
			
				各活動の歴史と到達点
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				　同友会では「人」を中心に経営を考えます。経営者と社員とが、会社の中で社会を支える人間として互いに向き合い、共に育ち合う「共育」理念を掲げています。これは「人間尊重」「経営指針」と同様に、労使の関係をいかに強靭で確かなものにしていくかを議論する過程でまとめられてきたものです。

				　もちろん経営者と社員とは、会社内での立場・権限などが異なります。しかし、企業の社会的使命を互いに確認し、自らの人生と企業発展を重ねあわせることができれば、社員は「最も頼もしいパートナーになりうる」のです。なぜなら、経営者と社員は、企業活動を通じて社会にお役立ちするための同志だからです。

				　企業は常に社会・経済情勢の変化への対応に、正確さとスピードが要求されます。経営の原点を見つめ直し、適切な時代分析のもとで、経営戦略を再構築する必要があります。企業改革の柱は、経営者の自己革新であり、大切なことは、社員と共に社会的存在価値のある企業を築くことにあります。

				　社員教育委員会では、社員教育の原点である「経営者の自己革新」をはかるために、委員会の中で日常的に社員教育の課題を学ぶための場づくりをしています。委員会で率直な社員教育の悩みや課題を交流し、その解決策を互いの討論の中から見出そうとしているのです。

				　一般的に社員教育を語る場合、企業活動を円滑にするための「技能教育」をさすことが多いのですが、
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							社員教育は、経営者と社員の「人間共育」活動
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							経営者の自己革新と強靭な企業づくり

							～人材育成こそ企業発展の原動力～
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				教育学では、人間は一生学び続け、変革・成長し続ける存在とも捉えられています。人間の成長にとって最も大事なのは、「労働」から「仕事」への転換です。その違いは、自らの行なう仕事が、社会的にどのような価値や意味を持つかを認識することにあります。

				　「生きる」とは何なのか、何のために働くのか、目的意識を持ちながら自己の人生を設計していくことが、自主的・自立的・自律的な人材の育成や人間性豊かな社会の構築への第一歩につながるのです。

				　このような考え方にそって、同友会では新入社員研修・フォロー研修、3年目社員研修、中堅社員研修、幹部社員研修、女性キャリアアップセミナー、共育セミナーなどが行なわれています。

				　2019年には新型コロナ感染症拡大の混乱の中、初めて新入社員研修を始め集合型である社員研修の開催が危ぶまれました。一生に一度しかない新入社員研修を中止する選択はあってはならないと、オンライン開催に切り替えて、コロナ禍でその後の社員研修や委員会はオンラインを取り入れ、活動を止めることはありませんでした。

			

		

		
			
				【社員教育】

			

		

		
			
				社員教育活動

				～同友会理念に基づいた独自の活動～
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					大田尭先生を迎えて学校との懇談会
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				　同友会の社員研修の特徴は、スタッフ・講師は、すべて経営者が行なう手作りの研修であることです。研修会はあくまで「問題提起」の場に過ぎません。むしろ、その後の企業での取り組みが重要です。

				　研修の基本的な考え方や内容を検討するために、研修参加企業で実行委員会を構成し、自分たちの手で実行することが重要だと考えています。また、実行委員会では、「教育基本法」や「ユネスコ学習権宣言」なども取り込んで、「そもそも」が論議されることが多く、「実行委員会に参加することが勉強になる」と好評です。

				　特徴の二つ目に、「生きるとは」「働くとは」などの根源的な問いを軸に、研修が組み立てられていることです。つまり、それぞれの階層で必要な基本スキルだけでなく、より確かな社会人になるためのカリキュラムになっています。

				　第三に、グループ討論などを多用し、受動的に聞

			

		

		
			
				いて終わるのではなく、主体的に自分の口から疑問や意見を出すことを中心にしていることです。第四に、研修を通じて、社員間のネットワークづくりを進めようとしていることです。研修会のグループが同窓会などを行なっていることも数多く、そこに経営者スタッフが招かれることもあります。

				　同友会では高校・中学の総合学習への講師派遣や、高校生等の職場体験学習の受け入れを続けています。これからの地域を担う若い人の育成に協力する趣旨で、2004年から取り組まれている県立広島商業高校との職場体験実習は、2011年に、この取り組みが評価され、「キャリア教育優良取組企業・PTA団体等」の文部科学大臣表彰を受けました。同友会の社員教育活動が注目を集めています。

				　労働人口の減少にともない人材確保が厳しい中、いま行われているインターンシップは採用戦略を目的とするものが主流になりました。しかし、同友会では変わらず、地域の若者を地域で育てる取り組みとすることが重要であると捉えています。今後も、中小企業が働くことを通じて人間的な成長のできる場であり、最も頼れる最後の学校として地域社会から期待を寄せられている存在であることを自負し、学びを深めていくことが必要なのです。

				（文責　事務局　岡﨑）
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							頼れる最後の学校としての同友会
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				各活動の歴史と到達点
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					中堅社員研修
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					新入社員フォロー研修2023
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					新入社員フォロー研修2008
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				＜経営指針成文化・実践運動関連　略年表＞

				1957年　日本中小企業家同友会（現東京中小企業家同友会）設立総会　開催

				1969年　中小企業家同友会全国協議会（略称：中同協）設立総会　開催

				1973年　中同協第５回定時総会にて「同友会三つの目的」を採択

				1974年　第４回中小企業問題全国研究集会にて「決して悪徳商人にならない」声明を発表

				1975年　「中小企業における労使関係の見解」を発表

				1977年　中同協第９回定時総会にて「経営指針を確立する運動」を提唱

				1979年　中同協第11回定時総会で経営指針を経営理念、経営方針、経営計画と定式化し、成文化を経営者の責務とした

				1981年　中同協第13回定時総会で経営理念には科学性、社会性、人間性の三つの要素が不可欠とした

				1984年　第一回中小企業労働問題全国交流会開催（2008年からは経営労働問題全国交流会と改称）

				1988年　『実践的な経営指針の確立と成文化の手引き』発刊

				1989年　『人を生かす経営~中小企業における労使関係の見解』発刊

				1990年　中同協第22回定時総会にて「同友会理念」（三つの目的、自主・民主・連帯の精神、国民や地域と共に歩む）を採択

				　　　　広島支部「経営指針セミナー」講師：丸山博氏開講

				1993年　中同協第25回定時総会にて「21世紀型中小企業づくり」を宣言

				2002年　『経営指針作成の手引き』発刊

				2006年　「経営指針成文化運動実践交流会」滋賀主催・石川開催、07年香川、08年「経営指針成文化運動交流会」千葉開催

				2008年　第一回「人を生かす経営全国交流会（滋賀）開催

			

		

		
			
				2009年　『企業変革支援プログラムステップ１』発刊

				2012年　『企業変革支援プログラムステップ２』発刊

				2014年　中同協第46回定時総会にて「経営指針の実践」と「人を生かす経営の総合実践」を定義

				2016年　『経営指針成文化と実践の手引き』発刊

				2017年　第一期「ひろしま経営指針塾」開講

				2019年　広島エリア・東部エリアで「経営基礎講座」始まる

				2020年　第四期「ひろしま経営指針塾」完全Zoom開催。

				2022年　第六期「ひろしま経営指針塾」一部集合開催。「企業変革支援プログラムSTEP１」e.doyu登録数全国１位に

				　　　　『企業変革支援プログラムVer.2』発刊

				2023年　「経営基礎講座」全県共通カリキュラムで開講。第七期「ひろしま経営指針塾」完全集合開催（補講はZoom開催）

				　1975年に中同協で発表された「中小企業における労使関係の見解」（以下、労使見解）は十数年にわたって議論しまとめられたものです。その議論の中で、「1.経営者の責任」の項に、「われわれ経営者は資金計画、利益計画など長期的にも英知を結集して経営を計画し、経営全般について明確な指針をつくることが何よりも大切です」とあり、個々の企業が経営の指針を持つことの大切さが明らかにされました。

			

		

		
			
				【経営指針成文化・実践】

			

		

		
			
				成文化セミナーから

				経営基礎講座とひろしま経営指針塾へ

				～すべては労使見解から始まった！～
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					2008年度経営指針成文化セミナーの様子
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				　その後、1977年中同協第９回定時総会にて「経営指針を確立する運動」が提唱されました。

				　さらに、2002年中同協第34回定時総会では、「全会員が経営指針を持ち、活力に満ちた企業作りをめざす」と提起され、経営指針成文化は同友会の中心的な活動になっています。

				　広島同友会では、1977年中同協総会での「経営指針を確立する運動」の提唱を受けて、わが社の経営理念や大事にしていることなど例会等で取り上げられました。

				　さらに、中同協より1982年発行『経営指針確立と成文化のすすめ（１集～３集）』や1988年発行『実践的な経営指針の確立と成文化の手引き』の登場で、本格的な活動が始まりました。

				　当初は、先行して学んで経営指針を成文化した会員が報告したり、講師役を買って出たりしていました。各支部でも、専門家を講師に迎えた経営計画策定セミナーや経営指針セミナーを泊りがけで開催。現在も講師でお招きしている丸山博先生（㈲第一コンサルティング・オブ・ビジネス）は1990年頃からのご縁です。

				　各支部で開催していたセミナーの内容を共通化し、二泊三日、一泊二日と後日フォローの一日開催など、工夫を重ねて開催されました。基本のテキストは、中同協発行の『人を生かす経営（労使見解）』と『実践的な経営指針成文化の手引き』を使用し、同友会らしい経営指針の成文化に重点を置いて進めていきました。

				　経営指針成文化の動きは、もっと簡単に取り組めるようにプロジェクトが立ち上がり「経営指針ワンシート」を活用したり、女性部会では「女性経営者のための経営指針セミナー」、呉支部の「経営指針できるまでセミナー」の開催など、それぞれの組織で工夫をこらした活動も展開されました。

				　その後、全国各地の同友会では、受講者に先輩経営者が寄りそい、経営者同士が学ぶ「経営指針を創る会」が活発になっており、カリキュラムや運営方
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							2017年度第一期ひろしま経営指針塾。修了証を手にした参加者

						

					

				

			

		

		
			
				法・課題などが中同協経営労働委員会で共有されるようになっていました。広島同友会では、経営指針の成文化を学ぶ場は定期的に開催されていましたが、成文化した後に実践や見直しを学び続ける場がなく、中級編を開催したこともありました。この点で、「創る会」のように指針を成文化した後も、学び自社で実践するしくみの検討が急がれ、情報収集を進めました。

				　2017年、中同協より『経営指針成文化と実践の手引き』が発行されたタイミングで、これまでの指針セミナーのいいところを生かしつつ、各地の活動やカリキュラムのいいところも参考にしながら、「ひろしま経営指針塾」を開講しました。当時の県経営労働委員長の錫木健一氏（㈱PAC）は、「経営指針を成文化した後、自社で実践し、全社一丸の経営が実現するまで10年はかかると言われます。経営者の言うこととやることが一致し、社員と共有し、ようやく全社一丸になる。そのレベルまで経営指針が実践でき、他の会員のお手本となる会員企業が増えるようにこの経営指針塾を開講しました」と語ります。

				　あわせて取り組んだのが、「経営基礎講座」です。これは、経営について基礎的なことを学ぶ場として企画。特に新会員には、経営指針づくりのきっかけとなるよう積極的に声をかけていきました。

				　こうして「経営基礎講座」で学んで、「指針塾」で本格的に経営指針を成文化し実践して会社を良くする一連の流れが全県共通カリキュラムでできあがりました。

				　2020年度第四期、2021年度第五期は新型コロナの影響で完全Zoom開催、2022年度第六期は感染対策を行いながら、Zoom中心に一部講座で集合開催しました。

				　2023年度は修了生が100名を超え、第七期ひろしま経営指針塾は、21名の塾生と37名のサポーターで集合して始まりました。

				（文責　事務局　青芝）
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							2023年度ひろしま経営指針塾。共に学ぶサポーターも増えた

						

					

				

			

		

		
			
				各活動の歴史と到達点
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				　政策委員会が担うのは、３つの目的の３番目「よい経営環境をつくろう」の具体的な取り組みです。2023年７月のアンケートは、回答数1,425名（48.9%）という高い回答率を続け、今年で20回目を迎える広島県商工労働局との懇談会での政策提案のもととなっています。アンケート活動は対外的にも大きく期待が寄せられる広島同友会の活動の柱になっています。

				　しかし、創立当初より政策活動が盛んだったわけではありません。設立当初、５政党との懇談会や広島市長を囲む例会、広島県商工労働部長との懇談、売上税反対署名活動など取り組んでいましたが、３つの目的の「良い会社をつくろう」「良い経営者になろう」は、理解されやすいものですが、「良い経営環境をつくろう」は、なかなか理解が広がりませんでした。

				　政策活動が会内に大きく広がる契機となったのは、2000年の金融アセスメント法制定運動に取り組んだことです。バブル崩壊後、その反省に立ち、金融政策は大きく変化、融資先の管理を厳格化した金融検査マニュアルにより、貸し渋り、貸し剥がしという状況が生まれました。大企業とは異なり、長年の取引の中で培われた信頼関係や事業計画などを考慮した取引慣行を大事にする金融政策への転換を願ったのが「金融アセスメント法制定」に向けた運動でした。

				　街頭署名や戸別訪問など署名活動にも取り組み全国で100万筆を越え、広島でも63,000筆の署名を集めました。国民的運動として広がる中で、金融検査マニュアル別冊、リレーションシップバンキングと金融政策が我々の政策要望に添った形で実現し、昨年には経営者保証改革プログラム（原則、経営者保証不要）まで進んできました。この金融アセスの取り組み以降、広島同友会でも政策活動が継続的に取り組まれるようになりました。

				　2003年の全国総会（福岡）で、中小企業憲章、中小企業振興基本条例の制定運動が提起されました。それを受け広島でも、2016年、廿日市市の条例制定を皮切りに、広島県、呉市、府中市で制定が進みました。

			

		

		
			
				　広島県への政策提案は今年で７年目、広島県商工労働局との懇談会は2003年から20年継続しています。この懇談会は、条例制定後、広島県は関係者からの意見聴取の場として関係団体との「会議」として位置づけ、同友会としても政策要望を提出する場となっています。

				　同友会の政策要望は、アンケート調査を元にまとめられており、中小企業の生の声として受け止められています。提出した要望は、各団体からの要望のひとつに加えられ、県の中小企業施策に活かされています。

				　2023年７月に実施した直近の政策アンケートは、会員数2,916名のうち1,425名（48.9％）という回答数は、全国からも注目を集めるとても高い回答率です。県内中小企業から1,000社を超える回答を集めているアンケートは他になく、会外からも高い注目を集めています。現在のアンケートの報告先は、広島県を始め、中国経済産業局、中国財務局、広島労働局、公正取引委員会中国支所、中小企業基盤整備機構中国本部、広島銀行、広島信用金庫、広島県信用保証協会、広島県中小企業団体中央会、広島県商工連合会、中国新聞、日本経済新聞、NHKとなります。

				　中国財務局では、2023年１月のアンケートを参考にし、財務局長会議（全国の財務局長が集まり各地の景況や企業の取り組みを報告する会議）の資料が作成され、好事例企業として会員企業も取り上げられています。

				　広島エリアの支部や福山支部、呉支部では、このアンケートから支部版を作成し、広島市、福山市、呉市へ報告を行うなど、各地域も結果が返されています。

				　直近のアンケートの特徴は、コロナの５類移行に伴い経済活動への制約がなくなり、生活は落ち着き始めていますが、材料費、エネルギー費は高騰、最低賃金は1,000円に迫る見通しで、価格転嫁・利益確保が大きな課題となる中、最大の経営課題は人材不足・確保となっています。

				　このような状況を受け、2023年度の広島県への政策要望は、短期的には価格転嫁に向けた支援と共に、根本的には地域根ざした中小企業の社会的意義を地域に広げていくこと、小中学生から正しい職業観や

			

		

		
			
				【政策活動】

			

		

		
			
				政策活動を支える

				「経営課題と政策要望のアンケート調査」

				～中小企業の「生の声」を市・県・国に届ける～
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				労働観、企業観が育む地域内で連携した教育活動で、地域で働くことという選択肢を持った若者を育て、持続可能な地域づくりを進めることが、柱となっています。

				　このように同友会のアンケートが「中小企業の生の声」として内外の注目を集めているのは、各支部において政策委員や地区役員を中心に地区会単位の回答率を意識しながら取り組むことで、高い回答数（回答率）をあげていることにあります。

				　私たちの声（アンケート集計）は、県や市はもとより、国の出先機関を通じて国（各省庁）へも届いています。

				　広島同友会のアンケート活動は会内だけではなく、外部からも大きな期待を寄せられるものになっています。その大きな期待に応え、私たちの声を確実に届けるために、この活動の継続・発展が強く望まれます。

				（文責　事務局　源田）

			

		

		
			
			

		

		
			
				
					2023年度第１回アンケート　回答状況　最終

				

			

			
				
					
						会員数（7/1）

					

					
						回答数

					

					
						回答率

					

					
						広島中

					

					
						354

					

					
						155

					

					
						43.8%

					

					
						広島東

					

					
						707

					

					
						500

					

					
						70.7%

					

					
						広島西

					

					
						221

					

					
						75

					

					
						33.9%

					

					
						広島北

					

					
						156

					

					
						52

					

					
						33.3%

					

					
						福　山

					

					
						633
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				各活動の歴史と到達点
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				県商工労働局幹部との懇談会で政策要望を手渡す

			

		

		
			
				日本政策金融公庫支店長を迎えての勉強会

			

		

		
			
				広島県信用保証協会との懇談会
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				　1973年（昭和48年）10月６日に70名で発足。10月６日は第四次中東戦争が勃発し、第一次オイルショック、狂乱物価という社会情勢になっていきます。

				　1974年の運動方針には、「昨年秋以来、中小企業は未曽有の危機に直面しています。・・本年に入って、中小企業の倒産は、毎月1,000件以上に達しています。」とあります。

				　このような状況下で、1974年度末には会員数200名と倍増します。創立５周年の78年度末には340名、創立10周年の83年度末には679名、85年には会員1,000名を突破します。

				　広島同友会が10周年を迎える1983年５月福山支部が誕生、84年に福山パ―クレーンの１室に、88年９月には福山ニューキャッスルホテルに事務所を移ます。この間、福山支部は83年設立時132名、84年度末188名、88年度末470名、91年度末には717名と着実に会員数を増やし広島東部エリアの拠点となりました。

				　また、広島同友会15周年の1988年５月には158名
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							第49回定時総会
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								厳しい時代だからこそ、中小企業家の会設立

								創立12年で会員1,000名を突破！
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							広島、福山、呉の3拠点が会員拡大の鍵
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				の会員で呉支部が発足。設立からほどなく呉事務所を開設、89年度末には206名、90年度末には301名と着実に会勢を伸ばし、95年度末には549名の過去最高会員数を記録します。

				　1988年（昭和63年）、５年後を目指す中期ビジョンでは「全県にくまなく組織をつくる」こと、広島県内の法人企業の１割である3,000社会員をめざすことが目標にされます。

				　県内に３拠点、事務局を配置する事が、この後、広島同友会発展の鍵となりました。
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							呉地区発足会
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							楽しく増やそう

						

					

				

			

		

		
			
				【会員増強】

			

		

		
			
				集え！

				燦然（3,000）と輝く広島同友会

				～すべては行動する事からはじまる～
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				各活動の歴史と到達点

			

		

		
			
				　1992年には3,000名に向けての会員増強が方針になります。広島支部で「同友会運動の発展のために」をテキストにした一泊研修が８回実施されました。92年度末は会員数2,840名と目標会員数に近づきました。

				　当時の山本勉組織委員長（1992-93委員長、は、「広島ではミワメモリアルや山陽荘で読み合せの一泊研修を実施しました。中同協総会議案書や発展のために書かれている同友会の理念・考え方を会員役員が理解を深める事が会員増強の基盤になった」と懐かしく語られています。

				　1993年（平成５年）「連携の絆と熱気で不況風を吹き飛ばそう」と1031名が参加して盛大に創立20周年式典を開催。

				　この年、尾道支部は７月15日に53名で発足、東広島支部は９月14日に59名で発足。

				11月には会員数3,000名を突破しましたが、年度末には2,825名となりました。
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								「地域の期待に応える」反転攻勢、

								2,700名会員をめざす
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				　しかし、90年代にバブル経済が破綻し、中小企業経営の危機が訪れます。金融アセスメント法制定署名活動にも取り組みます。また2002年総会では、「全社黒字経営を提唱し、経営指針ワンシート運動」を展開します。

				　93年以降、会員数は徐々に減少を辿ります。2003年度期首2,294名、2008年度期首2,376名、2010年期首2,289名と2,300名を行きつ戻りつの状態が続きました。

				　入会率は12％、退会率は14％という状態が続きます。「増」も進めるが、退会率を下げ「強」を進めていく事が掲げられました。新会員オリエンテーションの充実、2004年より役員研修大学がスタートしました。2011年度には退会率は10％を下回り、2021年度には６％を切りました。「増」も「強」も進める広島同友会の形ができ上りました。

				　2008年度第５次中期ビジョンでは「地域からの期待に応えよう」と方針を掲げます。2011年より徐々
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							2500名達成懇親会
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								楽しく増やそう、我らの仲間！

								県内企業の1割、3,000名をめざす会員増強
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				に会員数が上向きになり、2013年創立40周年に三原支部を設立し、2,500名会員を回復します。

				　第６次中期ビジョンでは組織を見直し、会員増強のための増強プロジェクトが発足。先ずは、会員2,700名を達成しようと進みました。2019年度末、コロナ禍もあり僅かに届かず。

				　当時の廣本増強プロジェクト長（2014年度-2019年度）は、「総務組織委員会から増強プロジェクトに見直しにより、数字だけを追いかける、プロジェクトの運営は難しかった」と振り返ります。

				　2020年春、コロナ禍でも活動を止めない、とZoomを活用しての活動になりました。対面で会うことが難しい中、2021年期首2,651名、2022年期首2,749名、2023年期首2,901名と増勢を続けます。

				　この間、道垣内増強プロジェクト長は、「委員会を楽しく開催する、各支部持ち回り会場で開催し、巻き込んでいった。地区会長、支部長も経験したので、各支部の役員さんに出会えることも楽しい。」と語ります。

				　広島東支部は2021年度～2022年度、年間純増数の２年連続日本一になりました。役員だけでなく、地区会・小グループを巻き込んだ会員増強を進めてきた結果が表れています。

				　県総会の懇親会の時間で、支部・地区会の純増数や純増率に焦点を当て表彰制度も設けています。皆で成果を認め合い、同友会型企業を１社でもこの地域に拡げていこうという行動です。

				　2023年度６月30日には、広島同友会として20年ぶりの新支部設立（備北支部）を会員35名で設立しました。

				　2023年９月末に、会員3,000名を達成しようと頑張っています。

				（文責　事務局　川口）
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							県総会で表彰
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								集え！燦然（3,000）と輝く広島同友会

								～すべては行動することから始まる～
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				会報の歴史

				　広島同友会の発足は1973年10月６日。それに先立つ６月には、準備会の会員に会内の情報を伝える「同友会ニュース」が発行されています。B４判で、当時の事務局長の手書きで作成されたものです。

				　1976年には、全国総会を広島で開催しますが、その特集号として「同友ひろしま」が創刊されます。A５判で、季刊的な間隔での発行でした。これは1980年１月まで、11号が発刊されます。

				　1979年７月にタブロイド判の「広島同友会報」を創刊します。それまで手書きだった「同友会ニュース」を活字にすることが一つの狙いでしたが、会活動の合間を縫っての発行で、時には数か月のブランクもありました。

				　この「広島同友会報」が毎月の発行になったのは、1984年７月。この年、３人の事務局員が入局し、任務の分担が進んだのが契機の一つです。当時の広報委員会は、担当する女性事務局員がおでんを作り、それを肴に交流を深めながら行う、アットホームなものでした。

				　1988年４月には、B５判の冊子型の「同友ひろしま」にリニューアルし、表紙も２色刷りに。それを機に、15周年行事の一環として、そ

			

		

		
			
				れまでの「広島同友会報」を１冊にまとめた縮刷版を11月に刊行しました。99年11月号からは、題字を役員の皆さんに交代で書いていただくようになります（１回目は石井代表時=当時、故人）。この「同友ひろしま」は2004年４月からA４版になり、表紙は３色刷りになりました。2020年８月号からは、全ページがフルカラーになり、現在にいたります。

				支部報の登場と発展

				　同友ひろしまの紙面は限られているため、1988年にできた呉支部で、「せっかくの活動が紹介しきれない」と言う声が高まっていきました。また、「自分たちの任務は何なのか、原稿を依頼されるだけか」と言う声もありました。それを受けて、当時の委員長が手書きで通信を作成し始めました。その後ワープロが普及。支部担当事務局員も割付・編集の経験があったことから原稿作成の条件が整い、1989年６月に初の支部報「呉通信」が創刊されます。

				　「同友ひろしま」では、「支部の生き生きとした姿を伝えよう」「支部の記事は支部で担当しよう」との声の高まりを受けて、1991年に支部のページが設けられました。当初の割り当ては、広島支部３ページ、福山支部２ページ、呉支部１ページ、尾道・東広島支部が各半ページ。その後も活動は広がり、割り当てページ数への不満から、1993年に広島（ひろしまねっと）・尾道（でべら新報）・福山（BAT POST）で支部報が創刊されました。

				　結果、県・支部の両方の紙面づくりで支部委員会・事務局は作業量が増大。他方、経費削減の必要性から、97年４月号から「同友ひろしま」の支部のページを廃止し、県委員会として取り上げるべき記事のみを掲載するようになりました。ここから、「同友ひろしま」の原稿は事務局が担当、支部報の原稿は会員が担当という住みわけが行われました。1999年７月には東広島支部報（一戔）、2008年２月に三原特別地区会報（だるま時報）が創刊され、すべての支部で支部報が発行されるようになりました。

				　支部報では、特に地区会の活動を丁寧に取り上げてきました。特集記事も工夫されています。広島西支部のように「中小企業家『魂』」・「地域に生きる」の２冊の特集記事の総集編を刊行する支部もあります。

			

		

		
			
				【広報活動】

			

		

		
			
				会内のニュースを伝え続けて
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				　支部報は現在、データを縮小した最新号をホームページ上に掲載しており、どの支部のものも閲覧できるようになっています。

				周年記念誌「いきいき同友」の発行

				　1993年の20周年事業の一環として、記念誌「いきいき同友」を刊行しました。広島同友会の１年間の主な講演・報告・取材記事を、「経営を見直し、真の豊かさの追求を」「情勢変化と企業経営」との２つのシリーズにまとめた意欲的なものでした。

				　残念ながら、毎年の刊行はできませんでしたが、1995年に第２号、1996年に第３号を、それぞれ「県経営研究集会特集号」として発刊。1998年からは、周年記念誌としての位置づけとなり、５年ごとに刊行されるようになりました。今号は、その第９号になります。

				　「いきいき同友」は、各号ごとに多少の編集方針の変化はありますが、以下の３点で共通しています。

				①会の活動や到達点をわかりやすく解説する。

				②会員経営者の優れた実践を取り上げ、会員の参考にしていただけるものにする。

				③会外の方（行政や学校関係者、研究者など）に、や中小企業に対する理解を深めていただけるものにする。

				ホームページの開設

				　1996年に全国総会を設営します。その際にPRを行おうと、初めてホームページを開設しました。まだ便利なソフトウエアなどない時代。一時期の中断もありましたが、担当事務局員がコツコツとhtmlで更新を行う、手作り感満載のものでした。

				　2014年、できたばかりの広報部は、HPの改訂に取り組みます。「すでにWEBの時代なのに、このままで良いのか」「広報戦略の一環として考えよう」との問題意識で、他県のHPを研究しつつ、新たなHP構築の素案を１年にわたって検討し、以下の方針をまとめました。

				１．対象は会外の経営者、研究者・報道機関・行政、学生をイメージする。

				２．各組織の活動情報を掲載する。

				３．スマホ対応にすること。

				４．オブザーバー参加の案内を行う。経営研究集会

			

		

		
			
				などの特別行事をPRできるようにする。

				５．更新がしやすい仕組みにする。

				　こうしたことを踏まえて、2015年９月に、ホームページをリニューアルし、以後も小さな変更・更新を積み重ねてきました。

				　今、リニューアルから８年が経過。WEB環境も大きく変わっていますし、法人化の準備もすすんでいますので、再びホームページの見直しが進んでいます。

				マスコミとの関係

				　1995年の組織改定により「企画広報委員会」になった広報委員会が、さらに専門的な事項を扱う「広報部」になったのは、2014年に発表した第６次中期ビジョンによるものです。大きなねらいになっているのが、情報の外部発信でした。

				　新設された広報部では、まず広報のビジョンを作成。2015年度にホームページのリニューアルを行い、2023年までに、アンケートの回収率50％、1,500回答を実現し、情報発信を強化、マスコミとの懇談会を定期開催することを謳いました。

				　アンケートの回答は21年度第１回（７月）には972回答を実現。結果を記者会見で発表し、大きく取り上げられました。第２回（１月）には1,000回答を突破、マスコミ各社も注目のアンケートとなっています。

				　マスコミとの懇談会はコロナの蔓延もあって進捗していませんが、アンケートなどを活用して進めていきたいものです。

				広報委員会・広報部がめざしてきたことと課題

				　広報委員会・広報部が、機関紙・誌づくりに関してめざしてきた合言葉があります。それは「広報は同友会運動をリードする」です。機関紙・誌は、単なる活動報告書ではありません。何を掲載記事として選ぶのか、どのように記載するのか。その選択によって、会の運動を豊かにしていく任務があると考えてきました。このことを中同協では「情報創造」と表現しています。この考え方は、広報部の大事な任務である、外部発信にもつながります。発展的に考えていきたいものです。

				　もう一つは、WEB環境が急激に進歩する中での紙媒体の在り方です。経済性・即時性や情報量で有利なWEBに対して、紙媒体は一覧性・同時性・保存性で勝ります。こうしたそれぞれの良さを考えながら、今後の広報物の在り方を検討していく必要があります。中同協のDoyu-Newsや広島エリアの「ひろしまねっと」の取組みは、その一つの実験だと言えるでしょう。

				（文責　事務局　橋本）

			

		

		
			
				各活動の歴史と到達点
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				　1976年中同協第８回定時総会を広島同友会設営で開催したときには、パソコンやFAXもない状況で500名を超える参加者を迎え無事に成功させたそうです。

				　その後、1984年青年経営者交流会を開催した年には、第一次システム（パソコンとワープロを併用）を導入し、以降2023年現在は第七次システム（三事務所をVPNにより接続するクライアント・サーバシステム）が稼働中です。

				　第二次システムは、1989年のオフコン導入。会員データ管理と会費請求などに活用しました。

				　その後、インターネットの活用が急速に広がり、広島同友会でも1997年に設営する全国総会の開催を見据えて、1996年に初めて会のホームページを開設。当時は担当事務局員がホームページ編集ソフトで作成・更新していました。

				　先行していた同友会が独自ドメイン取得に動いたこともあり、広島でも2000年に独自ドメインを取得。

			

		

		
			
				毎月行事案内等を更新する体制を確立していきました。

				　2001年には、中同協より「インターネット活用にあたっての考え方」を発表。中小企業家同友会統一ドメイン「DOYU.JP」、全国行事参加者管理システム「NetPro」も運用開始しました。中同協に情報化促進検討会が設置されたのもこの年です。広島同友会でも独自ドメインから、「DOYU.JP」の配下の「hiroshima.doyu.jp」ドメインに変更。

				　翌2002年には全国統一版の共同求人サイト（初期Jobway）がオープン。全国各地の事務局を対象としたグループウエアが稼働し、中同協発信文書がデジタル化されました。加えて、中小企業家同友会ポータルサイト「DOYUNET」もオープンしました。

				　この年の６月に広島同友会でもＩＴ活用検討委員会が動き始め、ＩＴ活用の目的とねらいは、同友会

			

		

		
			
				【情報化推進活動】

			

		

		
			
				環境変化にあわせた

				　　　　活動のしくみづくり

				～事務局システム、e.doyu、webサイト活用など～
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					現在の中同協ポータルサイト
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					現在の中同協全国会員データベース
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						e.doyuのログイン画面
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						e.doyuの広島同友会サイト
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				運動発展のためにあると「ＩＴ活用に関する考え方」をまとめました。

				　2003年には、共同求人サイト「Jobway」から学生さんが直接エントリーできるしくみが完成。ポータルサイトから全国の会員が検索できる同友会全国会員データベースとあわせて、中同協総会で紹介され、「ITを駆使する経営者団体をめざそう」と提起。同年広島で担当事務局を対象とした中同協情報化研修交流会を開催し、交流しました。

				　2005年に中同協メールマガジン「DoyuNews」が発信されるようになり、９月に組織活動支援システム「e.doyu」がリリースされます。広島同友会では、最初に県理事と青年部会で試験的に導入し、2006年度から支部単位で本格稼働。会員一人ひとりにIDとパスワードが発行され、例会・役員会等の出欠回答や、掲示板による連絡発信、文書の共有などができるようになりました。

				　当初、例会案内はFAX送信と併用していましたが、IT活用にたけた会員が同じ地区会の会員に使い方を教えるなどして、FAXの送受信も激減しま

			

		

		
			
				した。代わりに増えたのが電子メールでのやりとりです。当時は携帯電話も普及しており、電話でのやりとりは変わらず頻繁でした。

				　会員名簿も様変わりしました。1978年度以降毎年印刷して発行していた会員名簿も、2020年度版からはスマホで使える名簿アプリに移行。

				　手のひらの上で便利に活用できるツールとしてリニューアルしました。こちらもさらなる活用をめざし、各支部・地区会でダウンロード率の目標を掲げ、活用促進を進めています。

				　2020年新型コロナウイルス感染拡大に伴い、感染拡大を防ぎながら会活動を止めない方針から、ZoomのIDを各支部・地区会に配布しました。数年前より、役員の移動の負担、予算負担軽減の観点から、検討されていた会議システムがこのピンチに大活躍しました。地理的・時間的制約を超えて、インターネットに接続できればどこでも参加できるweb会議システムに、最初は戸惑っていた会員も、社内外でもweb会議システムを導入活用するなど、あっという間に浸透しました。

				　結果、新型コロナが五類に移行した2023年には、役員会など打合せはZoom、しっかり話して交流したい例会は集合開催と使い分けが進んでいます。

				　2023年は、第51回青年経営者全国交流会を広島で設営します。開催にあたり、青全交の準備状況や魅力をタイムリーに発信しているのは、Facebookを始めとするSNS。青全交PR動画や分科会のプレ報告もダイジェスト版をウェブサイトにアップして、リアルに、よりタイミングよく発信をしています。

				　同友会の理念や目的は変わりませんが、環境変化にあわせてITを活用しながら活動を進めてきた広島同友会。今後も、さまざまなツールを活用しながら、地域とともに歩み、良い会社、良い経営者、良い経営環境をめざす、中小企業家団体として世代を超えて進んでいくことでしょう。　

				　（文責　同友会事務局　青芝）

			

		

		
			
				各活動の歴史と到達点
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					第51回青年経営者全国交流会サイト

				

			

		

		
			
				
					紙の名簿（上）は

					名簿アプリ（右）に
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				障害者問題委員会のはじまり

				　中小企業家同友会全国協議会（中同協）が本格的に「障害者問題」に取り組むようになったのは、1980年に静岡で開催された第８回青年経営者全国交流会の第13分散会がきっかけでした。この分散会は「心身障害者とともに生きて」のタイトルで開かれ、大きな反響がありました。

				　その後、1983年には第１回 障害者問題全国交流会（略称 障全交）が滋賀で開催され、以降、隔年で行われるようになりました。また、2012年に愛知で行われた「人を生かす経営全国交流会」からは、それまで３委員会（経営労働・共同求人・社員教育）の合同で開催されていた交流会に、正式に障害者問題委員会が加わるようになりました。現在は人を生かす経営の総合実践の学びを深める場として、２年に一度、同交流会が開催されています。

				　広島同友会の障害者問題委員会は、2010年の県総会で県障害者問題委員会の設立が承認され、活動を始めました。

				　

				特別支援学校の企業訪問バスツアー

				　現在、県内６校で行われている特別支援学校の企業訪問バスツアーは、福山支部で学校の先生方が職場実習や就職先を手探りで探していることを同友会が知ったことから始まりました。呉支部で長年行っていた高校の先生方のバスツアーを参考に企画し、2010年に県立福山北特別支援学校の企業訪問バスツアーが初めて行われました。

				　2018年からは、県西部の４校（県立特別支援学校、県立広島北特別支援学校、県立廿日市特別支援学校、広島市立特別支援学校）でもバスツアーが行われるようになりました。

				　特別支援学校のバスツアーの主な目的は、企業（同友会）は特別支援学校を知る事と、学校（先生）に

			

		

		
			
				地域の中小企業とその仕事を知っていただく事です。先生からは、「実際に見てみないとわからない企業の雰囲気や思いなどを感じることができ、受け持っている生徒に合うかな、とイメージすることができた」「卒業後、生徒達がやりがいや楽しみ等を感じられるよう、進路指導しなければと思いました」などの感想が寄せられ、企業を知る事だけでなく、先生の職業観や労働観、キャリア教育にもつながる結果となっています。

				　バスツアーは受入企業の経営者にも変化をもたらしています。特に製造業を中心に「自社の仕事は危険だから」「障害を持った子どもに任せられる仕事はないのでは」と思っていた経営者が、先生が「この仕事なら、うちの生徒にも出来る」「あの仕事のこの部分なら、あの子に出来る」と話しながら見学する様子を見て考えが変わってきました。

				　この取り組みは2015年の第18回障害者問題全国交流会（愛媛）の分科会「初めての障害者雇用は、学校と企業の連携から始まった「働きたい！」生徒の夢がかなう地域づくりへ」で発信され、その後、特別支援学校との関係づくりが全国に広がるきっかけとなりました。
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							広島市立特別支援学校のバスツアー（2018年）

						

					

				

			

		

		
			
				【障害者問題委員会】

			

		

		
			
				知ることから始める

				～誰もが安心して暮らせ、夢の持てる地域づくりを～
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				　２年後の2017年には福山市で第19回障害者問題全国交流会が開催されました。「誰もが安心して暮らせ、夢の持てる地域づくりを」をメインテーマとし、43同友会527名が参加しました。広島同友会は、広島県立福山北特別支援学校と福山支部の連携、特別支援学校の卒業生が働く企業３社の見学と体験報告の２つの見学分科会を担当しました。

				採用から社員教育へ

				　福山支部ではバスツアーの受け入れをきっかけに採用した企業から要望があり、2014年から特別支援学校の新規学卒者（障害者手帳を持つ新規学卒者）を対象にした、新入社員研修１日コースが行われています。新入社員が企業の枠を超えて同期の仲間を作る場になっているだけではなく、一緒に参加した経営者やスタッフとも共に学ぶ研修になっています。

			

		

		
			
				　秋には先輩社員も交えた若手・新入社員フォロー研修も開催しています。研修では一人ずつ自分の仕事や入社してからの思い、会社の様子等を発表します。それぞれ会社の大切な戦力として活躍していることや周りの社員と協力しながら働いている様子を伺い知ることができます。入社当時からの様子を知る他社の経営者も毎年、自社の社員だけではなく、他社の社員の成長を実感しています。

				知ることから始める

				　県委員会は2019年度から、「共に生きる地域づくりフォーラム」をスタートしました。このフォーラムは障害者問題をテーマ年に１度開かれ、県内各支部の持ち回りで企画設営を行っています。会員企業による雇用体験や福祉事業所の取り組みなど、各支部の特色を生かした内容で、このフォーラムをきっかけに初めて障害者問題をテーマにした勉強会に参加した会員も出てきています。

				　近年はダイバーシティ経営、ソーシャルインクルージョンなど多様な人材が活躍できる企業への社会的な期待が高まっています。また、発達障害や就職困難者など人に関する問題は多様化しています。地域と共に生きる中小企業の経営者として、採用だけではなく、人を生かす経営の視点から、障害や社会的な諸問題を知る事から始める事が大切です。

				　広島同友会では今後も企業実践に軸をおいた運動を進めていきます。

				（文責　事務局　本田）
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							共に生きる地域づくりフォーラム（2020年）

						

					

				

			

		

		
			
				各活動の歴史と到達点
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					新入社員研修1日コース
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					障害者問題全国交流会in愛媛の分科会報告
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				まったなしの地球環境問題

				　環境経営委員会は、2010年、中期ビジョンに基づいて「地球環境問題委員会」として設置されました。

				　地球環境の問題は、私たちの生存条件の問題です。現在最も強く叫ばれている地球温暖化（CO2）の問題のみならず、廃棄物の問題、エネルギー問題、水資源の問題、大気汚染、海洋の汚染、森林破壊（砂漠化）、細菌・微生物、オゾンホール破壊･･･など、広範な領域の問題です。

				　私たちは、現在のところ、この地球にしか生きることが出来ません。この地球の環境を守ることは、現代に生きる人間として、将来世代の人間に対する責務であり、同時に地球上に存在する全ての生命への責任でもあります。

				　とはいえ、私たち中小企業に一体何ができるのか、どこから手を付けたらよいのか…。手探りの中で活動は始まったのです。

				３つの課題

				　この委員会は、同友会と企業における地球環境保全のための活動について、３つの視点

				①環境保全型企業づくり

				②環境ビジネスと市場創造

				③環境保全型地域づくり

				から研究・交流し、県理事会に報告し、会員に問題提起するのが任務です。特に、環境ビジネスと市場創造の問題に注力したいと考えてきました。

				■アンケートと企業訪問

				　新設委員会である私たちが取り組んだのは、まずこの問題について、会員の皆さんがどう考え、取り組んでいらっしゃるかを知ろうということでした。そこで、2011年から毎年アンケートを行いました。特に2013年のアンケートでは、前２回の回答を基に、取り組みを具体的な選択肢に上げることで、「こんなこともエコ活動ですよ」と問題提起できたと思います。また、この回答で特徴的な活動をされている会員企業を訪問する活動も少しずつ進めてきました。

				　2018年のアンケートでは、SDGｓの17のゴールに

			

		

		
			
				対する取り組みを伺い、それを業種ごとに一覧化してホームページに掲載し、紹介しました。

				エコはコストカットの側面も

				　アンケートを通じてわかったことは、実に多くの方がエコの取り組みをされていることです。実際には、エコ活動は一定のところまではコストカットに通じます。例えば、コピー用紙の裏紙使用は86％の方が、空調温度設定や電灯のスイッチをこまめに消すなどはほぼ50％の方が取り組んでいます。経常利益率１％の企業が1万円の経費削減に成功すると、100万円の売り上げを作ったと同じ効果が得られます。

				　さらなる取り組み（費用のかかるもの）が必要な場合には、助成金の活用も有効です。委員会ではこの勉強会にも取り組んでいます。

				企業内の仕組みづくり

				　EA21やISO14000に取り組んでいる企業も少なくありません。企業の取り組みの仕組みづくりは、企業づくり（経営理念の浸透や対外ＰＲ）にも大いに寄与すると考えています。

				　中同協では、「DOYU-ECO」の活動を進めています。2013年度、初めて広島同友会からも推薦企業を出しました。2022年には、初めてDOYU-ECOに全面的に参加。全国の回答の約半数を広島同友会の会員が占め、環境経営委員長賞など、７社が表彰を受けることになりました。今後、さらに多くの方に参加いただきたいと願っています。

				新たなビジネス創造に向けて

				　エコ活動は、単にエコ企業づくりにとどめてはなりません。「地球環境問題」は今後、大きなビジネスチャンスになるはずです。商材の展開もそうですし、地域を巻き込んでの活動が花開いた事例もあります。

				　また、2011年の東日本大震災は、集中型のエネルギーのあり方にも一石を投じました。こうした課題を幅広く学んでいけば、新たなビジネスチャンスが見えてくるのではないか、と思います。

			

		

		
			
				【環境経営委員会】

			

		

		
			
				コストではない、

				　　　　　将来への投資

				～新たなビジネス創造をめざして～
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				経営指針の大事さ

				　エコ活動を進め、成果を出すためには、社員の協力・意識向上が欠かせません。その意味で、経営指針は大きな役割を果たします。アンケートでも、経営指針の有無が、エコ活動の成否に大きく関わっている事が明らかになっています。

				　まずは経営方針の中に、環境に関する方針を掲げ、目標を明確にし、担当者をおくことです。成果を見える化することで、達成感も出てきますし、PDCAサイクルを回すきっかけにもなります。

				コストではなく、将来投資として

				　私たち経営者には、地球環境問題と向き合いながらも、経営を維持・発展させていく責務があります。そのためにも環境問題の対策を、コストではなく将来への投資と捉え、実践していきたいと考えています。

				　こうした視点の深まりとともに、環境問題をより経営問題に引き付けようと、2018年度から委員会名を「環境経営委員会」に変更しました。

				広がる社会的な視野

				　委員会にとって、大きなターニングポイントになったのが、2023年３月に徳島で行われた中同協の拡大環境経営委員会です。SDGsを活用して社長の思い（経営指針）を伝える。SDGｓを活用して社員を参画させる。SDGsを活用してお客様へ企業価値を高める。が目的で進められたものです。徳島同友会の３社が実践報告しましたが、社員の経営改善のへの参画が進んだこと、地域課題の解決を自社の存在意義につなげ、新たな仕事づくりにつながっていることが印象的でした。

			

		

		
			
				　これを受けて、この活動を広島同友会でも行おうと、準備を進めています。

				SDGｓへの対応は人間尊重経営の実践

				　現在多くの企業が取り組んでいるSDGsは、同友会が提唱する「人間尊重の経営」の実践そのものと言っても差し支えありません。

				　若者の意識も高まっており、SDGsへの取り組みを公表できない企業は、採用が難しくなっていると言われます。また、取引ができなくなることも考えられます。SDGｓを軸とする環境経営は、もはや経営上の必須項目になっていると言えます。

				　まずは、自社の方針書に環境方針を加えること、目標を立てて全社で取り組むこと、そしてSDGsの17のゴールにそって、自社の取り組みを見つめなおしましょう。

				（文責　事務局　橋本）

			

		

		
			[image: ]
		

		
			
				中同協拡大環境経営員会
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					真庭市訪問

				

			

		

		
			
				各活動の歴史と到達点
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				源田）本日は地域と学校がテーマです。中小企業憲章と学校は距離が遠いと思われるかもしれませんが、憲章の行動指針の中に、学校での勤労感や職業観の育成が書かれています。そして人口減少や若年層の人口流出など、地域の課題解決のヒントになるかもしれないのが今日お話する府中明郷学園（以下、明郷学園）の事例です。

				立石）明郷学園がコミュニティ・スクールを始めたのは12年前です。スローガンは「地域の中に学校を！学校の中に地域を！」です。

				宮田）コミュニティ・スクールとは学校運営協議会を設置した学校のことで、地域（企業）・学校・家庭が、子ども達を真ん中に置いて一緒に育てようという学校です。私は12年前に当時の上司であった竹内前校長とその理解から始めました。

				竹内）明郷学園は平成22年に府中市の公立中学校2校、小学校４校が統合して出来た公立の義務

			

		

		
			
				　これまで、高校の先生のバスツアー、特別支援学校の先生のバスツアーなど学校との連携を進めてきましたが、新しく小中学校との連携が始まっています。今年度開催した「中小企業憲章閣議決定13周年記念行事」で取り上げた、府中市立府中明郷学園の取り組みを紹介します。

			

		

		
			
				㈱タテイシ広美社

				会長　立　石　克　昭氏

				（府中市明郷学園　学校運営協議会

				会長/広島同友会代表理事）

			

		

		
			
				広島同友会　専務理事　源　田　敏　彦氏

			

		

		
			
				府中市教育委員会

				教育課程研究センター

				副センター長　竹　内　博　行氏

				（前府中市立府中明郷学園　校長）

			

		

		
			
				広島県教育委員会　生涯学習課

				社会教育監　宮　田　幸　治氏

				（前府中市教育委員会　学校教育課主幹）

			

		

		
			
				教育学校です。平成26年度にコミュニティ・スクールに指定され、現在の児童生徒数は242名です。私はこれからの未来を担う子ども達のためにも教育は学校だけではなく、産業界など地域の力が必要だと校長に就任して初めての運営協議会で話しました。以前の子ども達は何かを主体的に取り組むことが少なく、最初は「山あり、山あり」の日々でした。

				模擬会社LinkSから生まれた変化

				立石）模擬会社の設立のきっかけは、竹内前校長の一代前の校長でした。生徒が社長を務める模擬会社を作りたいというのです。そして平成31年に初の模擬会社を設立ました。令和３年にはそれまで毎年変えていた会社名をLinkS（リンクス）に固定し、会社の経営理念を作りました。生徒が作った経営理念は、「お客様、地域と会社がつながって一丸となり社会

			

		

		
			
				【地域との連携】

			

		

		
			
				「中小企業憲章」閣議決定13周年記念行事

				「学校と地域企業の連携で地域に人材を育む」

				～地域の中に学校を！学校の中に地域を～
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				パネリスト
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				に貢献する～自ら考え判断して行動することで笑顔と感謝の虹をかける～」。すばらしい経営理念です。生徒達は、学校教育が求める「考える力・自己表現力」という思いを受け止めて理解していたのです。

				　　　　模擬会社は商品開発や営業、経理、広報部に分かれています。また企業支援チームを作り、経営者がサポートをしています。この企業は同友会の会員企業が中心です。周囲の大人は生徒がもし迷っても結論は言いません。アドバイスだけします。すると初めは小声で話していた生徒も、そのうち身振り手振りで商品のプレゼンをするようになりました。

				竹内）変わったのは教員も同じです。教員は子どもが主体性を出すために、待つようになりました。育った教員が子ども達を育てる、という循環が生まれました。立石会長に教えてもらった同友会の人を生かす経営は、教員の育成や学校経営につながる内容だと思っています。

				立石）私は商品の出来栄えが良くなくても、生徒にやらせることが大切だと思います。商品の値段は生徒自身が市場調査や仕入れ値を計算して決めます。2代目のＬinkSでは箸と箸袋を企画しました。値段は一膳2,400円と少々割高です。しかし生徒達は売り切りました。修学旅行で東京の府中市アンテナショップに行き、店頭販売もしました。最近は将来起業したいという子どもも数人出てきました。

				宮田）最近は県内外からの視察が増えました。見学の際に地域の人たちは、明郷学園のことを「うちの学校」と言います。

				　　　　明郷学園では学んだ事が生きて社会とつながる学びを作ろうとしています。まさにコミュニティ・スクールそのものです。今、社会から求められている人材になるためには、学校の周囲にある資源を生かし、小中学校から学びを取り込んでいく事が必要です。これを高校生からではなく、小中学校から学んでいくためにも地域の力が不可欠なのです。

				これからの学校と地域

				宮田）これから各学校からこんな学びがしたい、と発信される時代になると思います。私はそれに対応できる紹介のネットワークを作りたいと考えています。学校には地域の力を借りて育てた子どもをどう地域に返し、そして子ども達がこんな風に育ったよ、とお話しする役割があると思います。

				竹内）学校は子ども達が能動的に学ぶ力を得るためには、どんな事が必要なのか考えます。たとえ不完全でも、自ら考えて行動するサイクルをたくさん経験する事が子ども達には必要で

			

		

		
			
				す。地域の皆さんが地域の子ども達に関わることは、とても大きなことだと考えています。しかし、学校と連携する企業は自社の利益ではなく、理念を大切にした企業であることが大切です。同友会の会員とお話しすると、同じ方向を向いていると実感します。

				　　　　私が校長として一番大切にしたのは、学校の人を生かす経営です。これからは府中市に広めていきたいと思っています。

				立石）学校だけで子どもを育てる時代は終わったと思います。宮田さんは「人は、人を浴びて、人になる」と良く言います。子ども達は皆アンテナが違います。多くの大人の姿を見せて、子ども達が選ぶことが本当の教育ではないでしょうか。

				　　　　持続可能な地域を作っていくのは子ども達です。今、地方の子どもが減り、持続可能な地域になっていません。持続可能な地域は産業界にとっても重要です。私はこの活動はボランティアではやってません。地域や自社に対する将来への投資だと考えています。

				コーディネーターまとめ

				　地域や企業にはいろんな課題があって、それぞれ自分の力で解決してきました。しかし、これからはみんなで協力する時代です。大切なのは「何のためにするのか」、立場が違っても理念や目的で一致していることです。明郷学園の子どもたちが変わり、その姿を見た先生が成長する。そして期待に応えたい企業が成長する。こんな幸せな地域循環を県内に広げていくためにも、企業は理念型の経営を行い、経営指針を作って地域に誇れる企業になり、社員とその家族が幸せを感じられる企業であり続けることが必要なのではないでしょうか。

				（文責　事務局　本田）

				（同友ひろしま 2023年7月号より）
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				各活動の歴史と到達点
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				■青年部会のはじまり

				　1973年度青年部会は広島同友会発足と同時に誕生しました。

				　転機は1979年度青年部会内の有志で経営を語り合う「青年道場」の発足です。この青年道場を経て、1982年４月の県総会で規約・財政を持つ登録会員による青年部会への改組を決定し９月に新生青年部会発足総会の運びとなりました。青年道場は1983年３月に解消されました。

				　

				■会活動を支える青年部会

				　1984年度には第12回青年経営者全国交流会が広島同友会の設営で開催されました。実行委員長は当時部会長だった岸英雄氏（故人）が務め、青年部会は実行委員会に全面協力しました。

				　1988年度に行った九州産業大学の湖尻教授（当時）との交流をきっかけに、例会の軸は外部講師による講演会になっていきました。その後、鎌田勝氏との懇談例会や、当時立教大学助教授だった山口義行氏を３カ月に一度迎えての例会を1994年度から1997年度まで継続するなど青年部会の活動の幅は広がっていきました。

				　1996年度第28回中同協全国総会が広島同友会の設営で開催されるのに併せて、青年部会は、全国青年フォーラムを開催し実力に磨きをかけました。1997年度になると広島同友会の25周年行事の準備が始まり、「周年行事は青年部の手で」を隠れた合言葉に取り組みました。その後、広島支部30周年行事「え～じゃろHIROSHIMA2003」では正副実行委員長および各セクションリーダーを青年部会で担当し市民９万人の動員に成功しました。

				　青年部会は様々なイベントの主力として期待される一方で、「小間使い」的な扱いもみられたり、支部間で性質や内容・規約まで多様になり、「青年部不要論」も一部でありました。

				■青年部連絡協議会のはじまり

				　青年部連絡協議会（以下、連協）は、2007年11月10日に開催された設立総会にて発足しました。

				　それまで、広島県中小企業同友会の青年部には、７つの支部組織（広島中支部、広島東支部、広島西

			

		

		
			
				支部、広島安佐支部（現、広島北支部）、福山支部、呉支部、尾道支部）があり、それぞれ独自の活動を展開していました。その上で、調整・交流組織として県青年部会長会議があり、調整の責任者として、青年部会担当理事が選任されていました。この中で、会議が頻繁にもたれるようになった結果、全県の青年部会を束ねる「広島県中小企業家同友会青年部会連絡協議会（以後、連協と略す）」の構想が語られてきました。

				■連協構想の始まり

				　2003年度から、中同協幹事長の肝いりで「全国青年部会代表者会議」が年１回開催されるようになりました。

				　その報告の中で、全県青年部会長会議が痛感したのは、第一に、広島県同友会には青年部会をまとめる組織が無い、ということです。規約などの重要部分も表現・内容ともばらばらで、「広島同友会の青年部会は･･･」という発言はできず、「広島支部では」「福山支部では」という状況であることに気づいたのです。

				　第二に、対外的な窓口をどうするのか、という点です。各地の報告を聞くと、関東ブロック、関西ブロックでの交流が活発になっている模様でした。その他のエリアでは、個人を通じての交流はともかく、県を越えての交流はほとんどない状況でした。しか
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							青年部連協発足総会（2007年11月）
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				【青年部会】

			

		

		
			
				大志を抱き　時代を拓く

				～我々が広島経済の未来を担う～
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				し、中国地方における広島同友会の存在感は圧倒的であり、それは青年部会でも同じでした。今後ますます期待される役割は大きくなると思われました。

				　それらを解決するためには連協が必要、との合意に至ったのです。

				■連協構想の始まり

				　検討を進める中でのポイントの一つは、連協を含め、青年部会組織をどうするか、ということでした。つまり、愛知同友会のように、「青年支部」として独立するか、広島の現在の大多数の会員がそうであるように、支部・地区会に所属しながら青年部会活動を進めるか、です。結果、①現状の組織形態の方が幅広い学びが保障できる、②青年部卒業と共に会との縁が切れることを避ける、との理由で、青年部会を支部・地区から独立した組織にしないことを申し合わせました。

				　二つは、連協と各支部青年部会との関係です。

				　まず取り組まれたのは、各支部でばらばらになっている青年部会の目的、入会資格・卒業年齢の統一です。「広島同友会の青年部会はカクカクのものだ」と語るためには必要な作業でした。

				　一方で、各支部で入会金・会費・活動内容という表面上の事のみならず、各支部の運営組織や風土は、それぞれに歴史や支部カラーを反映したものであり、活力の源泉でもありました。他面、いったん停滞が始まると、長期にわたって抜け出せなかったという教訓もありました。

				　三つは、本来の青年部会活動と、他の会活動との調整をどう付けるか、でした。ある支部では、青年部会員が「パシリ」として使われたり、あるいは過

			

		

		
			
				重な会活動を担わされて、本来の目的である「学び」が阻害されるという例もありました。他方では、支部理事会との協定で、青年部会(員)への任務の振り分けを制限的に行なうという成功例も報告されています。以上のような議論をふまえて５つの基本的な合意（※）が形成されました。（※詳細は連協総会議案書に掲載されています）

				　

				■広島同友会青年部ビジョンの確立

				　2010年の第４回連協総会において、重点方針として、連協のビジョンを明確にすることが明記されました。その後、広島同友会青年部ビジョン（以下、ビジョン）は、2013年度のビジョン作製委員会によってまとめられ、2014年度の第８回連協総会で発表されました。

				　発表されたビジョンは、「2020広島同友会青年部ビジョン『日本を見据え“ひろしま”で輝く！～自分が変わり、会社を変える、広島同友会青年部～』」。特徴の一つは、「41歳ビジョンの作成と継続的な検証」が盛り込まれていることです。

				　現在の2030ビジョンは、2019年度に検討され、１年をかけて完成しました。10年後には会員一人一人の間でスローガンが合言葉のように、討論や会話の中で発せられていくための風土づくりの一歩となりました。

				　2023年度は、39年ぶりに広島で第51回青年経営者全国交流会が開催されました。思いは受け継がれ、青年部会員が地域経済を担う主体者に成長することへの期待は高まるばかりです。

				（文責　事務局　井谷）

			

		

		
			
				第51回青全交（2023年9月）
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				各活動の歴史と到達点
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				■婦人部会（現在の女性部会）のはじまり

				　広島同友会発足の翌年である1974年、第１回婦人部会の会合が開かれました。全国では愛知同友会・福岡同友会に続き、３番目の発足となります。

				　当初、婦人部会は女性経営者のみで構成されており、女性経営者が同友会へ入会する足掛かりとなりました。ですが、男性に比べ家事・育児・介護等を担うことが多いこともあり、３ヶ月におおよそ１回の会合と、活動が限定されていました。そうした困難な中での活動ではありますが、当時の総会議案書には『婦人部会は同友会の行事で常に縁の下の力持ちの役割を果たした。』と、記されています。

				■経営者夫人も学びあえる場へ

				　1985年、活動を続けていく中で「同友会の婦人部会は経営者夫人も学びあえる場でならなければならないのではないか」という意見が出されるようになりました。同年、婦人部会は会員の範囲を広げ、男

			

		

		
			
				性経営者夫人の積極的な参加を呼びかけました。婦人部設立10周年記念（1985年）には、㈱ふらんす館　鳥越綾子氏が「経営に果たす婦人の役割」をテーマに講演。婦人経営者と経営者夫人がともに学べる会を築きました。

				　男女雇用機会均等法が施行された1986年、福山支部で婦人部会が発足しました。

				　1989年には、はじめて規約を作成し、新たに年会費を徴収する新生婦人部会がスタートしました。

				■経営を担うにふさわしい名前へ

				　1992年に育児・介護休業法が施行されました。企業にも仕事と家庭の両立のための制度が、徐々に普及し始めました。

				　その翌年（1993年）、「婦人は結婚した女性、家庭のイメージが強く、経営を担うにふさわしい名前に変えよう」ということから、『婦人部会』から『女性部会』に名称を変更しました。中同協も、『中同協婦人部連絡会』から『女性部連絡会』に改称。同

			

		

		
			
				【女性部会】

			

		

		
			
				一人ひとりが輝く未来を創る

				～多様性を受け入れ活力とする、企業と同友会へ～

			

		

		
			
				女性部会設立30周年記念行事（2005年）
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				年、呉支部で女性部会が発足しました。

				　第６回女性経営者全国交流会（1995年）は、メインテーマを「平和と経営」として、戦後50年・被爆50年の年に、広島で開催されました。 

				　改称から２年後の1997年、尾道支部女性部会が発足しました。

				■元気な女性が広島の将来を拓く

				　1999年、男女共同参画社会基本法が施行。第13条により、翌2000年から５年ごとに男女共同参画計画が策定されています。同友会では2000年（広島同友会設立から27年）に、女性代表理事が誕生しました。

				　2005年女性部会設立30周年記念行事にて、「私たちは、“元気な女性が広島の将来を拓く”との自覚のもとで、平和で豊かな未来社会の創造の一翼を担っていくことを決意し、ここに女性部会創立30周年の宣言といたします」と、宣言しました。

				　2007年全県女性部会交流会では、『働きやすい職場づくりとは～子育て・介護から考える』をテーマに学びの場を企画。以降４年にわたって、男性も女性も働きやすい職場づくりについて学んできました。2012年にはそれまでの勉強内容をまとめた『中小企業経営と介護問題』の調査報告書を発刊。同年の全県女性部会交流会ではこの調査報告書をもとに、『介護と経営問題』を会の内外に発信する契機にしようと申し合わせました。

				　経営者夫人にとって敷居が低く、かつ女性経営者と一緒に学べるよう、2014年度から『経営を学び実践する女性部会をめざそう～女性だけの経営指針成文化セミナー』を４年間実施。まず自社をしっかり

			

		

		
			
				させることが重要であるという考えのもと、女性部会で経営の基本を学び直し、前を向く会員が増えました。

				　2015年、国連総会にて設定された持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）が設定されました。17のゴール・169のターゲットから構成され、地球上の「誰一人取り残さない」ことを誓っています。目標５には、『ジェンダー平等を実現しよう』が掲げられています。日本では2015年に「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」が公布され、企業へ改革が求められる風潮が強まりました。

				　第22回女性経営者全国交流会（2019年）は広島が設営しました。「わたしたちはここで生きていく」と地域で生きる覚悟を柱にし、丁寧な準備と心を込めたおもてなしは全国からの高い評価を得ました。

				　活動を広げる女性部会ですが一方で、2020年には呉支部の女性部が活動を休止しました。

				■輝く未来を創ろう!!

				　女性を取り巻く環境は変化し続けており、女性部会の活動は、時代と共に変容しています。

				　活動を行う中で、固定的な性別役割分担意識や無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）、多様性を受け入れ企業の活力とする考え方（ダイバーシティ・インクルージョン）など、今現在、そしてこれからの課題が浮き彫りになりつつあります。

				　広島同友会の第７次中期ビジョン（2019～2023）では、女性部会について、「女性部会は経営問題を軸に学びあい、女性的な感性を経営に生かして企業発展につなげ、多様性のある同友会活動に寄与します。会員の女性比率を高めます。県理事会での女性比率を高めます」と、まとめました。

				　女性部会は『輝く未来を創ろう!!』というスローガンを、2023年度の総会議案書に掲載しています。『輝く未来』とは、一人ひとりがやりがいや充実感を持ちながら働き、仕事上の責任を果たすとともに、能力を最大限に発揮して様々な価値を創り出すことができる。家庭や地域生活などにおいても、人生の各段階に応じて多様な生き方が選択・実現できることを指しています。

				　輝く未来に向けた、「人を生かす経営」の学びと実践を行う活動への期待が高まっています。

				（文責　事務局　橋詰）

			

		

		
			
				各活動の歴史と到達点
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					第22回女性経営者全国交流会in広島（2019年）

				

			

		

		
			
				69

			

		

	
		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				●はじめに

				　1973年10月６日に広島同友会が会員70名創立、広島市南区皆実町の広島洋紙内に事務所が開設されます。（初代事務局長　落合久徳　1973年～1984年まで事務局長を務める）

				　1974年５月には、広島市中区空鞘町 セントラル瀬戸内６Fに事務所を移転。この年の12月には会員200名を突破します。

				　1975年５月には、広島市中区堺町 藤本ビル２Fに事務所を移転します。

				広島県中小企業家同友会規約12条.本会の日常業務を遂行するため、事務局をおきます。事務局長以下の任免は、理事会が行います。とあります。

				　1976年度運動方針には、同友会の基盤の拡大・強化の中に「事務局を質的に強化し、会員のどんなささやかな要望にも応えられるようにする」と掲げられています。

				　４月には、国広昌伸が入局し事務局が２名体制となります。同友会の基盤拡大・強化を掲げ会員増強を進めます。

				　６月には中同協第８回定時総会を設営し、広島204名、各地より347名の参加を受け入れ大盛況で終えました。広島同友会事務局にとって、大きな自信になりました。

				　これまでの地区会活動、青年部会、婦人部に加え７月より広報誌「同友ひろしま」を発刊。創立５

			

		

		
			
				周年の1978年には、会員340名となっていました。

				●10周年で福山事務所、事務局６名体制

				　その後、1977年に「経営指針を確立する運動」、1981年には「共同求人」を開始（参加企業22社）。その翌年には、合同入社式、新入社員研修、83年には広島同友会が10周年を迎え、福山支部設立。

				　1985年には、国広が事務局長に就任。以降2013年まで事務局長を務めます。

				●事務局の経営理念を成文化

				　会員数も増え、新たな組織を作る状況になり、事務局員も７名になります。事務局は喧々諤々と下記のような経営理念を作成します。

				広島同友会事務局の経営理念　1986年２月作成

				（１）同友会運動の歴史的・社会的意義を自覚し、その運動に携わる誇りと使命感を持とう

				（２）自主・民主・連帯の精神を堅持してすべての中小企業家に働きかけ、地域と共に繁栄する同友会運動をめざそう

				（３）常に、会員一人一人の声に耳を傾け、情勢の要求に応えられる総合的能力の向上をめざし、一丸となって新しい課題に挑戦しよう

				　広島同友会15周年の1988年５月に、呉事務所を開設。広島同友会は３事務所体制となり現在までの基盤ができ上りました。

				　その後、尾道、東広島、三原、備北と県内全域に組織が広がり、地域の期待が高まっています。

				●県内全域に組織を整備

				　「1998年をめざす中期ビジョン」には、事務局の姿がまとめられました。『同友会活動のプロの立場で同友会運動に関わります。同友会のネットワークをつなぐコーディネーターです。方針を具体化し、教訓を蓄積し、会員の声を役員会に反映させます。』

			

		

		
			
				【事務局】

			

		

		
			
				同友会とともに

				事務局（事務所）がある

				～事務局は同友会運動のパートナー～
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					初代事務局長　落合久徳
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				国広昌伸
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				と提起されていました。

				●事務局の役割～新時代へ挑戦～

				　広島同友会は2023年７月現在、３事務所（広島本部、福山、呉）、19名の事務局員（うちパート５名）で運営しています。

				　広島同友会の第７次中期ビジョンは「Human　First！～新時代へ挑戦～」です。

				　事務局も世代交代の時期を迎え、若い事務局員を継続的に採用し、準備を進めています。

				　2015年には事務局の経営理念の変更、2019年には事務局のビジョンを掲げました。

				＜事務局の経営理念＞　 ※2015年作成

				【いきいき　わくわく　のびのび】

				①目的理念：存在価値、社会的使命（役立ち）

				　「21世紀型中小企業」づくりを通じて、中小企業の維持・発展と豊かな地域社会の実現をめざします。

				②行動理念：基本姿勢、行動基準（考え方）

				　同友会運動を担うひとりとして、会員と共に歩みながら、新しい課題に挑戦し続けます。

				③福祉理念：構成員の幸福

			

		

		
			
				　共に育ち合い、助け合い、常に連帯し、物心とも豊かな事務局をめざします。

				〈事務局の10年ビジョン〉　※2019年作成

				「人と企業と地域を結ぶ架け橋になる 

				少し先を見る、未来創造集団になる」

				「会員にとって、同友会にとって、地域にとって、無くてはならない事務局になる」

				１． 理念と運動は、事務局が頼り

				２． 先ずは、事務局に相談しよう

				３． 試しに事務局に預けてみよう

				　　　（と、言ってもらえるようになる。）

				　事務局は、若手とベテランが入れ替わる、大転換期です。

				　事務局員は支部を担当し、加えて１～２つの委員会・部会を担当しています。

				　同友会の歴史・理念を担い、会員の経営に寄り添い、地域との懸け橋になる。

				　中小企業の活性化が地域の活性化となるよう、地域課題を企業・同友会の課題ととらえ、解決する一助となりたいと考えています。

				　会員と共に、地域と共に、新時代へ挑戦します。

				（文責　事務局　川口）

			

		

		
			
				事務局集合写真
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				各活動の歴史と到達点
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				組織図
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				経営実践事例
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				創業150年の歴史と将来への危機感

				　創業は慶応４年、作業用や交通手段としての牛馬を買い付ける活牛馬問屋が始まりです。戦後、福島町で祖父母が一人の職人と精肉問屋を始め、昭和50年に会社を設立しました。2018年には創業150年を迎えました。私は創業から数えて６代目になります。５年前に父である先代が入院したことをきっかけに、急遽、私が会社を引き継ぐことになりました。

				　子どもの頃は、精肉問屋の娘であることで臭い、汚いと差別的な言葉を投げられたこともありました。しかし、私は大きな牛を小さな肉にしていく食肉解体技術を持った職人たちを子どもの頃から尊敬していました。私たちの仕事、そして菊貞で働く職人を始め社員の人たちをとても誇りに思っています。

				　同友会には、㈱デイ・リンクの川口会長から父に誘いがあり、弟名義で2011年に入会しました。入会後は例会等に参加することはなく、経理担当者から参加していない会の会費の支払いを指摘されたことで私が参加することにしました。高度成長期には県内500件ほどあった納品先の精肉店は大手スーパーの進出や後継者不足も相まって、１/10の50件ほどにまで減りました。またその頃、食肉業界は狂牛病やO157の影響で苦境立たされ、福島町に４社あった大手食肉問屋は２社になっていました。いま思えば、このままでわが社はやっていけるのかという危機感と閉塞感があったのだと思います。

				始まりは同友会からの青い封筒

				　高校卒業後は、大阪の専門学校に進学し、卒業後は、そのまま大阪で就職しました。３年半ほど、婦人服売り場で働き店長にもなりましたが、体を壊して24歳で広島に戻ることになりました。菊貞には一般社員として入社しました。その頃の私は、肉のことが分からないのにプライドだけは高く、父と母の言うことを素直に聞くことができず、仕事に身の入らない状態が続いていました。しかし、経理を任されるようになったことから仕事の面白さに目覚め、一所懸命に働くようになりました。会社の中で自分の居場所を見つけたのは30歳になる頃でした。

				　仕事の視野を広げるために勉強をしたいと同友会から毎月届けられる青い封筒を開けてみました。その中には経営者対象のコーチング講座がありました。父がトップダウンの経営者だったため、自分は社員の話を聞けるようになりたいという思いで受講しました。そして、その講座に参加していた方から誘われて女性部会の例会に参加しました。そこで素敵な先輩方をみて、ここでなら私も頑張れるかもしれないと思い、女性部会への入会を決めました。

				財務状況に愕然、経営指針への取り組み

				　女性部会では最初に経営指針の勉強会に参加しました。財務シートに数字を入れてみて、初めて会社がつぶれてもおかしくない状況であることを知り茫然としました。財務状況を改善するため、父である社長に２か所に分かれていた本社と精肉場を１か所に集約する

			

		

		
			
				ことを提案しました。父が受け入れてくれるか不安でしたが、根拠のある意見は受け入れられるのだと自信にもなりました。

				　また、企業変革支援プログラムの「人を生かす経営」の項目に目が留まり、共に働く社員と本音で向き合い、一人ひとりを活かし、成長できる会社になりたいと社長と私、社員の３者面談に取り組み始めました。私が社長になってからも個人面談は続けています。

				　経営指針関連の講座や勉強会は４年連続して受講しています。昨年は社内で初めて経営指針を発表することができました。経営指針に取り組み続けたことで、社長交代の際に自身の覚悟が決まっていたと思います。

				会社を変える新卒採用、そして共に学ぶ同友会の社員研修

				　社長就任１年目からは同友会の中堅社員研修に30代と40代の社員と共に参加しました。経営指針をつくったことで、中堅にも一緒に会社のことを考えてほしいという思いがでてきました。２年目は課長と現場の社員と参加しました。

				　コロナ禍に、㈱EVENTOSの川中さんが料理長を連れて、わが社を見学に来られました。そのとき、新卒採用を考えた方が良いとアドバイスされました。会社の雰囲気を変えたかったら新卒採用ということだったのでしょう。新卒採用に向けて勉強するために、地区会の求人社員教育委員長に連絡して、委員への所属を志願しました。

				　初年度、高校の先生方と経営者との情報交換会で知り合った先生とのご縁で、いきなり高校生を採用することができました。そこで同友会の新入社員研修を知り、社員と共に学ぶために参加しました。この研修には２年連続で参加しています。わが社の勤務は現場が５時から、事務は６時30分からと朝が早いですが、新卒採用した社員たちはよく頑張っています。

				　私は年を取ること自体を楽しく感じます。若さは無くなりますが、学ぶことで得るものがあるからです。いまある知恵、価値観を伝え、つないでいくことが大事だと考えています。150年続いた菊貞をこれからも残したい、次の世代につないでいきたい。厳しい時代ではありますが、社員には、どこにいても、どんな状況でも生き残れる人になってほしいと願っています。そのためにも経営者と社員が共に学びあう共育を続けていきたいと思っています。

				（文責　事務局　岡崎）

			

		

		
			
				菊　崎　伊久江 氏

			

		

		
			
				代表取締役
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				創業150年の歴史をつなぐ “共に育つ” 企業づくり
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				■当社について

				　㈱ジェイ・スマイルは、安佐北区高陽町にて２店舗のコンビニエンスストアを運営する会社です。店舗販売に加え、ネットコンビニや移動車での販売をしております。2003年に創業、2015年に設立しました。

				　創業当初は、家族経営で社員さんも少ないため、社員は入社後すぐに店長に就任するなど、社員教育には一切取り組んでませんでした。忙しい日々が続き、会社のことを考える余裕はなく、社員さんやアルバイトは次々と辞めていきました。

				■先輩委員さんのアドバイス

				　初めは他の団体活動で忙しく、3年ほど幽霊会員でした。遅れを取り返すために、求人社員教育委員会に入りました。当時は２店舗経営を始めて、売り上げが好調だったため、現状に充分満足していました。

				　ある時、先輩委員さんから「君の会社には入りたくない」と言われ強い衝撃を受けました。

				　振り返ると私は「教育は見て覚えろ」「従業員はシフトを埋めるために必要」「手柄は経営者、失敗は店長」と私が楽をすることを第一に考えていました。社員さんや会社の環境整備から背を向けていた

			

		

		
			
				ため、先輩委員さんの言葉は、胸に深く突き刺さりました。その時から、会社の将来について考えるようになり、法人化のため、行動に移しました。

				　委員会では、委員の皆様が求人や社員教育をしたことが無い私に、色々と教えてくれて「当社も取り組まなくてはならない」と日々刺激を受けました。

				■委員会での学びと実践

				　求人社員教育委員会で開催される研修では、スタッフとして必ず参加しました。スタッフとして参加することで、多くのことが学びになりました。中堅社員研修では、経営者と社員で経営理念の共有を行います。しかし経営理念や指針書が無かったため、急遽作成しました。

				　当社でも真似た研修を行うことで、社員と共に育つ“共育ち”に変わりました。結果、コンビニでは初めて、2020年広島県働き方改革認定企業として表彰されました。

				　私は、委員会での学びを必ず持ち帰り、実践に移しました。結果、組織化ができ、会社は大きく変わりました。できない理由を探すのではなく、できる方法を考え、行動しなければなりません。これからも社員さんと共に地域に必要とされる経営を目指します。

				（文責　事務局　大塚）

			

		

		
			
				経営実践事例

			

		

		
			
				実践あるのみ。

				　　　学んだことを自社に活かす
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				松　下　　　仁 氏

			

		

		
			
				代表取締役

			

		

		
			
				㈱ジェイ・スマイル

			

		

		
			
				詐欺防止で表彰を受ける
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				■当社について

				　当社は大手内装建具（内装ドア枠、引き戸枠等）を製作しています。社員数は36名です。

				平均年齢は40.3歳、平均勤続年数は10.8年になります。経営理念は「世に必要とされる企業を目指し、人に必要とされる人間を目指す」です。当社の強みは、朝注文が入った７割ほどを当日中に出荷していることです。

				■経営指針書の作成

				　27歳の時に大阪の企業を退社して、当社に入社しました。当時は、家族経営をしていました。休みなく働いていたため、利益はありました。しかし入社して7年経った頃に、会社存続の危機がありました。受注した製品の寸法を間違えたまま、2週間作り続けていました。挽回をするために、年末年始も社員総出で対応に当たりました。損害が大きく、厳しい状況を説明したところ社員の半数近くが辞めることになりました。社員を守ることができず、何をしてしまったのだろうと、日々負い目を感じていました。

				　ある時、同友会の経営指針策定セミナーに参加して経営指針書を作成しました。初めは1人で作成していましたが、4年目からは、幹部社員も交えて作成しました。社員と共にどのような会社にしたいか考える時間は、とても胸が高鳴ります。

			

		

		
			
				　経営指針書をもとに、経営理念の必要とされる会社、必要とされる人間に少しでも近づいていきたいと考えています。

				■良い会社を作り上げるために 

				　1998年から5S活動に取り組んでいます。会社ごとで解釈に違いがありますが、当社での5Sとは、整理（要るモノと要らないモノをはっきり分け要らないモノを捨てる）・整頓（要るモノを誰でもスグに取り出せるようにする）・清潔（整理・整頓・清掃の3Sを維持する）・しつけ（悪い習慣を良い習慣に変える）」です。

				　当社では、各工場で担当者を決めて改善シートの目標件数を決めています。現在は、月60枚ほどを目標としています。改善済みの活動報告は、今日までに２万482万枚の報告が上がりました。

				　5Sの活動をすることで、業務効率の向上・安全性の確保・働きやすい職場環境の実現につながります。良い習慣が身に付くことで、日々社員の成長を感じます。

				■まとめ

				　地域に必要とされる会社を目指し、社員に居場所ができることが良い会社と考えています。これからも経営指針の浸透を通して、社員と共に未来ある会社を作りあげていきたいです。

				（文責　事務局　大塚）

			

		

		
			
				住　岡　和　美 氏

			

		

		
			
				代表取締役
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				社員と共に挑戦する

				～良い会社を作り上げるために～
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				■社員の人生を背負う覚悟はあるか？

				　きっかけは共同求人活動RUN（現Jobway）への参加でした。当時三原支部長だった㈱アイテラサポートの鈴木社長の紹介で同友会に入ったのは2008年、RUNに参加したのは2012年のことです。㈱オーザックの岡崎副社長に「新卒を採用したら会社が変わる」と言われ、半信半疑で新卒求人に取り組みはじめました。

				　中途採用しか経験のない三愛機工には、新卒採用のノウハウはありません。なにもかもが初めてで、㈱ITOテクノの伊藤社長に就業規則を見せてもらい、㈱共楽堂の芝伐社長の会社説明会の方法を参考にし、オクヒロ食品㈱の奥延社長に採用試験の筆記問題を教えてもらいました。そして初めての会社説明会には4名の学生が来てくれました。

				　当初、「うちに新卒が来るわけがない」と思っていたから嬉しいばかりです。しかし、採用試験に真剣に取り組む学生を前に「このままではいけない」とも感じました。新卒を採用するということは、その子本人、将来の家族の人生も背負うことになる。その覚悟はあるのか？と意識するようになりました。

				■採用して終わりじゃない?

				　RUNを初めて2年後の春、初の新卒採用ができました。ほっと息をつく間もなく、次の悩みが頭をもたげます。新卒の教育です。同友会の新入社員研修に参加し、同じ悩みを持つ経営者との交流を通していろいろな気づきを得ました。㈱くるま生活の井上社長から「経営指針がないと社員と会社の思いを共有できない。それがあって初めて社員と共に育つことができる」と言われ、求人・社員教育・経営指針の３つが大切だと腑に落ちました。

				■同友会を活用したら会社が変わった?

				　頼もしくもうっとうしい同友会の仲間達に手取り

			

		

		
			
				足取りの指導を受けるうちに会社も私自身も変わってきたと思います。あわせて社員の成長もあり、有難いことに少しずつ増収が続いています。

				　労働環境の改善に取組んでいると、外部からも評価してもらえます。ハローワークから「ユースエール認定（若者の採用・育成に積極的で優良な中小企業を認定する制度）」の取得を勧められたり、県や市からも更なる環境改善に向けて声をかけられるようになりました。おかげで超人手不足のこの時代に採用機会も増えています。現在の目標は、「女性が働きやすい環境づくり」です。まだまだ未完成な部分は多く、これからも三愛機工は変わっていきます。

				（文責　事務局　長谷部）

			

		

		
			
				経営実践事例

			

		

		
			
				上中谷　　　浩 氏

			

		

		
			
				取締役会長

			

		

		
			
				㈲三愛機工

			

		

		
			
				新卒採用で会社が変わった?

				～同友会を使い倒して手探り改革～
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				会社概要

				設　　立　1981年

				資本金　500万円

				社員数　8名　

				事業内容　各種機械・インライン装置及び治具の設計・製作　据付・改造・修理

				経営理念

				一、我々は物づくりを通して顧客の職場環境を改善し、安全で高品質な生産活動の向上に貢献します。

				一、我々は職務を通じすべての社員が自らの家庭とその地域を含めた環境が平和で安全な生活ができるよう努力します。

				一、我々は日々の生産活動を通して物づくりの喜びと物を大切にする気持ちを顧客と共に分かち合います。
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				　弊社は、ホテル・病院等の要望に応じ、消耗品・業務用品の販売・レンタル、居室内リフォーム等のサービスを提供する会社です。二代目として28歳の時に入社。2004年33歳で社長に就任し、現在に至ります。同友会へは2003年に先代からの名義変更の形で入会しました。

				■社員が自主性を発揮できる社風をめざして

				　就任当時、私は経営について右も左もわかりませんでしたが、事業は順調でした。ですがある日、当時の営業課長が「この組織のままでいいんですか？この会社をどうしていきたいんですか？」と、私に訴えかけてきました。私はその訴えを聞いて初めて、社内に、社員同士の人間関係をはじめ、社員の定着率等に課題があることに気が付いたのです。

				　同友会の先輩経営者に相談し、組織の方向性について必死に考えました。そして自分なりに出した答えが『寺子屋みたいな会社組織作り』、でした。立場の上下関係なく、社員同士教え合い、和気あいあい育ち合う。その中で信頼と絆で結ばれ、結束力ある組織…これが私の出した答えでした。

				　社員たちに更なる自主性を発揮のため何をしていくか考え、思い切って組織の風土改革をやろうと決意しました。2019年に取り組んだのが、役職呼称の禁止です。もう一つは自己開示の一言朝礼の開始でした。2020年には、広島県働き方改革の認証を取得しました。

			

		

		
			
				　2021年、ひろしま経営指針塾に参加し、理念も変えることにしました。『居室内で過ごす皆さまに安全・快適を提供する快適空間創造会社を目覚します』です。理念が浸透するに連れ、社員は理念に照らし合わせて自主性を発揮するようになりました。これが本当の経営理念の浸透なのだと思います。

				　創業50年を超えた2022年より、私たちは初のBtoC事業となる生口島産レモン果汁を配合したハンドクリームの製造・販売の開発・販売に挑戦しています。挑戦のきっかけは、コロナ禍を受け新たな事業構築の必要性を感じ、事業再構築補助金に申請したことです。先陣を切って同友会の先輩が挑戦をする姿に勇気を貰い、挑戦する原動力になりました。初の試みで暗中模索でしたので、社内での衝突は少なくありませんでした。それでも全社一丸で取り組むことができたのは、いきいきとした社風づくり・理念の共有・経営指針を作成し実践していたからこそだと考えています。

				　新たな商品の開発にも取り組んでいます。2023年度中に、広島県産のレモンを生かした美容商品を企画・販売するべく、社員と共に挑戦を続けています。

				　社員を本気で幸せにするためにも決して驕らず、社員の声を聴き、経営をしたいと思います。

				（文責　事務局　橋詰）

				
					
						
							■初のBtoC事業。鍵は社風づくり・理念の浸透・経営指針の実践
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				太　原　真　弘 氏

			

		

		
			
				代表取締役

			

		

		
			
				中国シンワ㈱

			

		

		
			
				社員と共に！新規事業への挑戦

				～鍵は社風づくり・理念の共有・経営指針の実践～
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				おりづるタワーでのイベントの様子

			

		

		
			
				90

			

		

	
		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				　当社は福山市を中心にピアノを始めとした楽器や複合機、医療機器等の精密かつ重量物に特化した運送を行っています。会社の設立は1980年、私は2013年に２代目の社長に就任しました。

				　社長就任時の私は野心の塊でした。業績が良ければ機嫌も良く、悪ければピリピリとしていました。社員もお客様ではなく私の顔ばかり見て仕事をしていました。その転機となったのは2015年。社員が重大な事故を起こしてしまいました。それから私は社員の事が信じられなくなり、どんなことにも口を出していました。

				　私が同友会と出会ったのはそんな時です。地区例会で経営者が楽しそうに社員や経営の話をしているのを見て、私は藁をもすがる気持ちで入会しました。翌年には経営指針の勉強会にも参加し、2019年に初めての経営指針書が完成しました。

				　

				■経営指針書で変わったこと

				　経営指針を成文化することで学びの量も質も各段に変わりました。入会した４年間で社員数は20名近く増え、売上は２億円ほど伸びました。

				　経営計画は週に一度、会議で進捗状況を確認して、改善に取り組んでいます。そうすることで、自社の営業力やコミュニケーション力、レスポンス力や機動力などをしっかりと市場に投入できるのです。も

			

		

		
			
				ちろん、市場からの情報収集も欠かせません。社内実践が正しかったかどうかを判断するのは、市場（お客様）です。お客様の声を経営指針書に反映することで、経営指針書のブラッシュアップにつながっています。

				　

				■気持ちも情報も包み隠さず

				　自社では会社にとって都合のいい情報だけでなく、決算書や試算表、労務時間など社員が知りたいと言った情報は公開しています。情報公開は利益の分配だけが目的ではありません。自分たちがやってきたことが合っているのかを検証して、次に進むためでもあります。経営者が一人で抱え込むよりも情報をオープンにして、皆で考える方がいいと思うのです。私も情報を公開するようになって、気持ちが楽になりました。

				　会社の維持発展に近道はないと思います。経営指針を通して夢や想いを共有する。そして人を生かす経営の実践を続けたその上に、会社の維持発展があるのかなと思います。大切なのは一緒に働く仲間に包み隠さず自分の思いを伝え、経営指針書に書いて見える化する事です。これからも社員と一緒にビジョンを明確化し、叶えていきたいと思います。

				（文責　事務局　本田）

			

		

		
			
				経営実践事例

			

		

		
			
				藤　田　哲　也 氏

			

		

		
			
				代表取締役

			

		

		
			
				㈲シャルダン商会

			

		

		
			
				夢やビジョンは社員と共に

				～経営指針の見える化で会社が変わった！～
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				　呉の海岸通りから少し入ったホテルの目の前に修理工場兼ショールームを構える平野自動車。ひっきりなしにお客様の車がやってきます。明るい元気な声で「こんにちは！」と声がかかり、すぐに社員さんが飛び出してきて要件を伺い、愛車たちは作業場に入ります。イマドキらしくLINEでオイル交換などの予約が可能なため、お客様にとっては便利で好都合。

				　作業時間中、お客様は店舗二階のおしゃれなカフェスペースの美味しいコーヒーでリラックスタイム。作業もメカニックさんたちがテキパキ進めるので、お客様から「はぁできたんね。早いね！」との声が聞こえてきます。

				■自動車のトータルカーサービスをめざす

				　元々あった本社整備工場が手狭になったことと、ショールームとしての店舗を構えて販売を増やすため工場を移転しました。この計画は、本業の川下への展開としてものづくり補助金に応募し採択されました。

				　移転後にも、ものづくり補助金を利用して、自動ブレーキなどを装備した先進的自動車の点検ができるテスターを導入したり、事業再構築補助金を利用して本社を販売の店舗に改装して、同業他社がなかなかやらない投資も進めています。投資したらやりきるしかありません。

				　自社がめざしている姿は、呉の地域で販売から車検・一般整備・板金塗装・ロードサ－ビス・レンタ

			

		

		
			
				カーまで社内ですべてこなせる自動車のトータルカーサービスです。

				　物価が上がる中、社員さんの給与も上げていかないと生活できません。その分は会社で収益を出さないといけません。

				■経営指針で現場の仕事を辞めました

				　入会は、古くから取引のある会社の社長さんに誘われたのがきっかけです。当時、現場の仕事をしていて、勉強は嫌いではないですが、仕事優先の考えでした。それでもその方が誘い続けてくれたおかげで、幽霊会員になったことがありません。

				　その後、高校生の新卒採用をめざし、必要にせまられて経営指針できるまでセミナーに参加して、経営指針を成文化しました。成文化し、工場移転を言い続けたおかげで、土地購入の話が何度か舞い込み、現在の店舗の場所に工場兼店舗を構えることになりました。

				　できるまでセミナーで学び、現場の仕事をやめました。困ったときにはもちろん手伝いますが、社長の仕事は売上・利益をあげるために何をするかを考えて方針を出すこと。未来の投資をし、社員さんも経営者もきちんと給料をとり、自己資本比率をあげるのが本来の姿だと思います。そのためにも同友会で学び、経営指針を見直して、社員さんが効率よく働ける仕組みを作り、適正な利益の出る仕事の比率を高めていきたいと考えています。

				（文責　事務局　青芝）

			

		

		
			
				中　下　真　二 氏

			

		

		
			
				代表取締役

			

		

		
			
				平野自動車㈱

			

		

		
			
				トータルカーサービスをめざして

				～呉で車の相談といえば平野自動車と言われる企業に～
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				経営実践事例
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				　㈱村上製作所は、各種精密機械工作を行っています。材質としては鉄・ステンレス・鋳鋼・鋳物などを扱い、縦型マシニング・横中ぐりフライス盤・NC施盤・円筒研削盤による一貫生産をしています。

				　1977年に父が創業し、2012年に私が２代目の社長として就任。同時期に同友会へ入会しました。事業承継をする覚悟をもって他社で社員として修業し、新しい技術を学び戻ってきたにも関わらず、就任後は父親や叔父との衝突・足元を見られた安価な仕事の数々で「サラリーマンに戻りたい」と思う日々でした。

				■腹を割って話せる場で学んだ、お金の回し方

				　広島県中小企業家同友会　尾道支部には『寺子屋』と呼ばれる有志による組織があります。月に一度、決算書を持ち寄り、数字について具体的な相談や意見交換を行う、なんでも打ち明けられるような会です。

				　事業承継した当初、資金繰りが不調だったり、「何の為に実家の家業を継いだんだろう？」と悩むこともあり、社長業に嫌気が刺していました。そんなある日、寺子屋で私は「ものづくり補助金を申請し、落選したら会社を辞める」と宣言してしまいます。将来について不安に感じていることや、会社での悩みを聞いた周囲の会員は、私へアドバイスを送ってくださいました。その後申請は通過し、このことをきっかけに社員採用に乗り出します。親族中心で経営していた自社へ、社員を採用する後押しをしたのも、尾道支部会員のアドバイスでした。

				　寺子屋へ通い、悩みを打ち明け、相談に乗るうち

			

		

		
			
				に、数字の見方・お金の回し方を学びました。今の会社が続いているのは、この学びのお陰です。

				■信用と信頼が得られる会社へ

				　2021年１月、ご縁があり県内の各種金属の切削加工会社のM＆Aを行いました。理由は４つありました。１つ目が、M＆Aをした後の資金的なビジョンが見えており、道筋を考えることができたこと。２つ目が、人手不足を解消するために、事業と社員を一緒に獲得したかったこと。３つ目が、会社の事業内容や社風が似ていたこと。４つ目が、青年部会を卒業した後も、周囲の青年経営者に負ないよう、積極的に挑戦をしたいと考えたからです。

				　弊社の経営理念は、『金属加工技術を追求し信用と信頼を得る』です。M＆Aをした会社にも浸透を図ると共に、職場環境の改善に取り組んでいます。

				　同友会には、会社が良くなる『きっかけ』があります。それをどう掴むかが重要です。私にとってのきっかけは、会社の数字を意識して決算書をしっかり読めるようにとアドバイスしていただき、強い会社を作るための会社経営に必要なお金の回し方を学んだことでした。突然会社の数字を聞かれても答えられるようにと、先輩に鍛えられました。

				　現在、弊社は黒字が続いています。これからも社員を守り続けるために、技術力と対応力を高め会社の数字と向き合い、「あそこに任せとったら難しいもんでも安心じゃあ！」と言ってもらえる会社をめざし続けます。

				（文責　事務局　橋詰）

			

		

		
			
				村　上　令　一 氏

			

		

		
			
				代表取締役

			

		

		
			
				㈱村上製作所

			

		

		
			
				信用と信頼が得られる会社をめざして

				～同友会で掴んだのは、お金の回し方のコツ～
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				㈱村上製作所
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				原　　　さゆり 氏

			

		

		
			
				副社長

			

		

		
			
				㈲フラワーショップはなよし

			

		

		
			
				想いを花に幸せと感動の架け橋となる

				～経営指針は会社を良くしていくアイテム～
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				　私どもの会社は、1974年に父と母が八本松で創業した生花店で、花束・アレンジメント・生け花用花材等、品質にこだわったものを提供させて頂いています。 

				　学校卒業後は京都の呉服卸業で働いていました。３年経った頃、姉から贈られてきた花を見て、改めて自分がお花が大好きだったことに気づき、2003年に入社しました。 

				　2019年に社長を夫が、私は副社長として事業承継しました。当時、「会員なら経営指針を作りんさい」といわれました 。本心としては「花屋に指針書は必要なの？」と疑問を抱いていました。

				　それでも2020年の経営指針塾に参加することにしました。新型コロナウイルスが蔓延し始める時期で、先行きの見えない不安なことも背中を押してくれました。 

				■成文化して見えたこと、変わったこと 　 　

				　その年に亡くなった父である先代の死は、私が経営幹部として会社を支える決意を固めた出来事でした。笑顔で見送ろうとしている社員の姿を見た時、先代が大事にしていたのはお店だけではなかったことを知りました。お店を、そして社員を守るためにも経営指針を確立しなければと覚悟を決めました。 

				　最初の経営指針は、たくさんの助言を頂きながら、「想いを花に幸せと感動の架け橋となる」という理念のもと、ようやく完成させることができました。 

				　成文化してまず感じたのは、何のために経営しているのか、社員やお客様に対する姿勢などを「見え

			

		

		
			
				る化」できたことです。 

				　短期・中期利益目標など、方針に基づいて行っているのかを金融機関にも示すことができるようになりました。 

				　社員に対しても以前ならなぜできないのか怒っていましたが、現在はどうしたらできるかを一緒に考えられるようになりました。

				　

				■付加価値を高めるために

				　今期で成文化して４期目ですが、会社は確実に変化しているという実感があります。

				　コロナ禍で始めたことの一つですが、オンラインの構築があります。ホームページとの連動で、より多くのお客様に満足して頂けるよう、SNSを活用した「画像配信サービス」を始めました。 

				　また、顧客リストをクラウド化し、社員間で情報共有することにも力を入れています。購入されたお客様にアンケートを実施し、ニーズをキャッチすることも意識しています。 

				　経営指針を使いこなせるようになるまでには10年かかるといわれています。わが社はまだ「社員共有期」だと思っています。しかし、経営指針は会社を良くしていくアイテムであると実感していますし、これがなければ社員教育もできないと思っています。 

				　10年ビジョンの一つに「地域に求められなくてはならない会社をめざす」と掲げています。事業承継し、100年続く魅力ある会社にしていきたいです。

				（文責　事務局　木下）
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				経営実践事例
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				松　尾　友　美 氏

			

		

		
			
				代表取締役

			

		

		
			
				㈲博永

			

		

		
			
				専業主婦から経営者へ

				～自社のために同友会をフル活用～

			

		

		
			
				■事業承継のきっかけ

				　大学卒業後、25歳で結婚。三重県から広島に結婚後、移住しました。社長をしていた夫が亡くなり、突然の事業承継になりました。私は専業主婦から経営者になり、会社を継承し今年で10年目になります。

				　事業内容は民芸家具の卸小売業です。中国で製造して、日本に運搬し、自社検品、その後、全国のお取引先に配送しています。商品の特徴として、漆塗りで無垢材を使用しています。

				　今まで会社に携わってなく、最初は、名前だけ代表者になってと申し出でしたが、数カ月も立たず、経営判断を社員から仰がれる事になります。そこで、経営セミナーなどにも参加して勉強を始めます。

				　そんな時に異業種交流会でカラフルブリック島原さんの報告を聞いて、若いのに凄い報告だと関心。自分から声を掛けてみました。当時の私は、突然の事業承継で経営者の立場になったばかりで、経営はおろか、人前に立つことも人と繋がる方法すらも本当に何もわかっておらず、そんな悩みを話したところ、島原さんが「経営者の集う会がある」と同友会を紹介して下さいました。

				■家庭と仕事の両立

				　子供が二人いますが、子育てに関して、子供に関わるところと子供が自立できるところと分けて、考えています。

				　コーチング研修で自らも学び、「子供を子供扱いせず、一人の人間として育てる」方針により、今では、私よりもしっかりしています。

				　会社で仕事をし、家では子育て、夜は同友会。こ

			

		

		
			
				こまでアクティブに動けるのは私と私の会社にとってはプラスになっていることが多く、自然に会活動を頑張れているのでしょう。

				■同友会で仕事以外の人脈が広がる　

				　入会前から何かの実行委員会に入り、企画に携さわり、現在は広島東支部組織副委員長として会員増強に、休む間もなく活動をしています。

				　ある例会でタテイシ広美社の立石さんのお話を聞かせて頂きました。自社と地域の発展を同一視して考えられるようになりました。会社のために同友会をすること、そして、会員増強をすることの意味が府に落ち、更に精力的に現在、活動しています。

				■会社を存続させるために

				　事業承継した頃は、「会社を大きくして、新しいことをしていかなければならない」という思いでしたが、今では、「会社を継続すること、守ること」という意識に変化しています。

				　きっかけは、コロナウイルス蔓延での環境変化です。売上ダウンや卸先の全国のイベントが中止になり、このような状況が数年続き、この先、「会社を継続できるか」と悩んだことによります。売上は昨年度から持ち直し、コロナ前に戻りました。　

				　博永は自分で３代目になります。創業して33期の間で事業承継を２回行っています。創業者の義理の父から夫に。そして自分になります。次の世代に会社を継続していく為に、同友会を「社長の学校」として更に楽しみながら学びを深めていきたいと思います。

				（文責　事務局　児玉）
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				保　崎　伸　一 氏

			

		

		
			
				代表取締役

			

		

		
			
				㈲保崎組

			

		

		
			
				人は必ず変われる

			

		

		
			
				■食い扶持をつくるために創業

				　私が保崎組を創業したのは1994年です。建設会社の社員で働いていたのですが、上司の「災害復興のために人がいる。出来るだけ集めてくれ」との指示で、何とか６人を集めたのですが、「その仕事はなくなった。もういらん」と投げ出されてしまいました。３人は復職できたのですが、３人は就職のあてがありません。彼らの食い扶持をつくるために、知り合いの鳶職の門をたたき、技術を習得しながら親方としての道を歩み始めたのが始まりです。

				　とにかく食わせよう、施主の信頼を得ようと、がむしゃらに働きました。建設の足場を組む仕事から始め、次第に河川や山岳などの防災に必要なとび・土木の仕事が増え、今では法面工事などが７割を超えるようになりました。

				　

				■社員を幸せにする　

				　創業して９年、そこそこ利益が上がるようになったころ、同友会のある会員から「お前はよう頑張っとる。黙ってこの書類に名前を書いて判を押せ」と言われて入会しました。年齢や会社の規模に関わらず、対等の立場で勉強できるのが同友会の魅力で、たくさんの学びを得ることができました。一つは「経営者は、経営を維持し、発展させる責任がある。社員を幸せにする責任がある」という労使見解です。人生をかけて働いている社員から「保崎組で働いて良かった。ありがとう」と言われるような経営をしたいと強く思うようになりました。

				　また、ある同友会の先輩から「どこに出しても恥ずかしくない社員を育てる」との話を聞きました。17年前のことです。それ以来、イケイケの社員から人に感動を与える社員に成長してほしいとの思いを込め、社員教育に力を入れてきました。具体的には、毎月１回の「安全自社会議」にグループ討論を取り入れたことです。会議では、月次の数字や次月の目

			

		

		
			
				標、現場の失敗や問題を共有、事故・災害対策を検討し、グループ討論等で学んでいます。またマナーやモラルをテーマにしたりして、人間力も向上させています。この会議に、同友会の会員がオブザーバーで参加することもありました。中には「保崎の社員は立派」だと噂され、勝手に営業活動となり仕事を頂く事もありました。

				■保育事業に挑戦

				　2021年、企業主導型の保育園を開園しました。自然とふれあい、豊かな心を育むことを願ってnatural保育園と名付けました。鳶の職人の会社が保育に関わっているのは、珍しいと思いませんか。

				　子育て中の社員の働きやすい環境づくりと私の長女の保育事業に携わりたいという思いのコラボで実現しました。定員は30人、50％の園児は自社・他社や同友会の会員企業など20社が共同利用会社として活用、残り50％は地域の方に利用していただいています。毎年２回、保育園の職員達と現場の職人との合同交流運動会を行い社員達の士気を高めてます。弊社の社会貢献活動を通じて社員が理解し自社の強みとなること、そして弊社の社員としての誇りやプライドにつながってくれれば、なお嬉しいです。

				　リーマンショック時には、売上が大きく下がり、金融機関にリスケをお願いして乗り切ったこともあります。今では運送業・調査会社等グリープ全体で総勢45名が働いてくれる会社となりました。社員を守るためには経営者が学び、しっかりした経営理念をつくり、経営の方向性を示さないといけません。同友会が私を変えてくれました。

				　人は必ず変われる！自身が変わる事こそすべての人を守る唯一の方法だと！こうしたことを学ばせてくれたのも会の縁が始まりです。これからも同友会と共に歩んでいきたいと思っています。

				（文責　事務局　国広）
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				経営実践事例
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				大　石　剛　史 氏

			

		

		
			
				代表取締役

			

		

		
			
				㈱スマイクホーム

			

		

		
			
				スマイクホームの挑戦と成長

				～10年先の会社の姿から逆算した経営～

			

		

		
			
				■創業からの経緯

				　大石氏はサラリーマン時代に住宅販売に携わっていました。売り切り型の分譲住宅の販売に疑問を抱き、顧客満足度を重視した住宅の企画・販売を目指し、姉と共に2015年に起業しました。

				　創業時は自身がサラリーマンを続けながら自社の営業や設計などの仕事に取り組んでいました。２期目に完全独立し、売上高１億8,000万円。2023年現在は、売上高16億円を超え成長しています。

				　自社の強みは「お洒落なデザイン」「機能性を活かした生活動線」「安心・安全な構造」です。10年・20年先でも飽きの来ないデザインと住む人を想像し生活導線を考えた間取り設計を基本にしています。

				■スマイクホームの経営理念

				　経営理念は「笑顔で幸せに住んでもらいたい」です。お客様に住みよい環境と、いつまでも家族を育む場を提供するをモットーに社員一丸となってより良い家づくりを提供していくという意味が込められています。

				■売上・社員数の増加で社内の課題が出る

				　４期（2018年）には売上９億円に達し、社内も組織化し採用方法も変わり、知り合いの紹介での入社で問題なかった社内コミュニケーションに課題が生じました。この課題に対処するため、経営指針書の策定をしました。2017年の同友会入会後のスタートになります。

			

		

		
			
				　７期（2021年）に人材難に直面し、６名の中途採用を行い、社員数も16名に増えます。　

				　コロナ禍など外部環境変化で売上ダウンを経験し、自社事業を細分化します。法人向けに他社物件の建築請負や販売代行、土地売買を手掛け、個人向けに自社分譲住宅や注文住宅を提供することで、市場ニーズに応える体制を整えました。

				　この時期に社員教育の重要性を痛感し、幹部社員研修や全社員を対象にしたマナー研修を実施しました。経営指針の浸透にも再度、取り組み、中期ビジョンの社内共有や業務の課題も浮上しました。社員の仕事範囲の明確化が不十分であったことが課題の一因です。そこで、社内の仕事の棚卸し（社長、専務、課長、係長の仕事の役割）をすることにしました。

				　人材育成においても共通マニュアルで言葉の定義を明確化し、客観的にブレの少ない教育体制を構築しています。人事評価制度を組み合わせることで、組織のマネジメントを強化し、自身がプレーイングマネジャーとして、担ってきた仕事を社員に渡すことができるようになってきました。

				　

				■今後の事業展開について

				　住宅業界は衰退期に入っていきます。住宅着工件数も大幅に減るため、他社との差別化や新しい試みに挑戦することが重要です。トレンドを追い求め、新しい考え方を理解し、常に革新的な姿勢を持つことが求められます。中期ビジョンも定期的に見直し、柔軟に対応していく必要があります。

				（文責　事務局　児玉）
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				モデルハウスの外観

			

		

		
			
				モデルハウスの内観
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				安　達　　　亮 氏

			

		

		
			
				代表取締役社長

			

		

		
			
				㈲I WILL

			

		

		
			
				パートナーと幸せを一緒につくる会社へ！

				～笑顔あふれる写真館、写真スタジオアワードグランプリ受賞～

			

		

		
			
				　弊社は、創業88年目を迎える写真館『土居写場』及びダンススクール『スタジオ来夢』を運営しています。

				　同友会へは2010年に入会。当時の私は後継者として働いていたものの、仕事を楽しいと思えない日々が続いていました。

				　ターニングポイントは、ひろしま経営指針塾へ誘われ、自分の会社を振り返ったことです。振り返れば振り返るほど「自分の会社はマズい」と感じました。それから、指針塾や青年部会、寺子屋（※尾道支部内にある、有志の勉強会）で学び、実践をし続けました。

				　会社と向き合うようになってから、当時の社長である父より、「そろそろ交代をしよう」と提案され、約１年かけて準備しました。2022年に事業承継を行い、私が４代目の社長に就任しました。

				　写真館の技術や接客・こだわりなどをトータルで審査を行う『第５回写真スタジオアワード』にて、初のグランプリ受賞を受賞しました。第５回の今回は約200店が参加し、１次・２次審査を通過した５店がプレゼンテーションを行い、順位を決定。審査
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							■みんなと掴んだ、

							　写真スタジオアワードグランプリ

						

					

				

			

		

		
			
				では改善点等が記載された調査票が届きます。

				　調査票をもとに改善を繰り返していたら、Top５に入りました。最終選考は現地でのプレゼンでしたので、「自分たちの魅力をしっかり発揮をしよう」と、社員皆で乗り込みました。

				　受賞はもちろんうれしかったのですが、社員の家族に、社員が頑張って働いていることを伝え、見せることができたことが、とても嬉しかったです。

				　課題はまだまだ多いです。これからも社員と理念を共有して、一つ一つ乗り越えていきたいです。

				■社員・社員の家族が幸せになる会社をめざして

				　弊社はダンススクールも営んでいますが、母体は写真館です。いっぱい楽しんで良い笑顔で帰ってもらえるような写真館をこれからもめざします。楽しい空間を作り続けるためにまず、社員が心からこのお仕事が楽しいと思える会社にしたいです。

				　弊社の経営理念は『パートナーの幸せを一緒につくっていく』です。パートナーには社員・社員の家族も含みます。受賞を通して社員はもちろん、社員の『家族』の幸せをより考えるようになりました。これからも『幸せ』を感じる会社をみんなでつくりたいです。

				（文責　事務局　橋詰）
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					第5回写真スタジオアワードグランプリ受賞の様子
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					グランプリ賞状と安達氏
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				経営実践事例
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				宮　原　和　樹 氏

			

		

		
			
				代表取締役

			

		

		
			
				㈲広島ピーエス

			

		

		
			
				どん底が光を放つ！

				～絶望から始まった事業革新への道～

			

		

		
			
				　我が社は、1990年に父が創業し、ヒンジ（蝶番）という自動車部品の組立加工からスタートし、鉄工所となり、現在は、搬送の問題を解決するメーカーとして活動しています。現在はさらに一歩進めて 「搬送の問題を自動で解決するメーカー」を目指して事業展開をしています。

				■３回の涙を流す悔しさ、さらに続くどん底 　 　

				　私自身は、大学卒業後は金融機関に就職し、東京で働いていました。しかし、父の病気を機に2007年に広島ピーエスに入社します。2009年のリーマンショックから2012年までの４年間、悔し涙を流してしまう経験が３回ありました。この時の「教訓」は、今でも私の糧になっています。１回目の涙の理由は「お客様を選べる力がない」、２回目の涙の理由は「お金がない」、３回目の涙の理由は「いい製品が作れない」、からでした。さらにその後、「どん底」は続きます。当時30歳の新米専務、連続赤字、外部環境はリーマンショック、何をやっても利益が出せません。この時の現預金で最も少ない時が約300万円しかありませんでした。

				　さらに金融機関から借りようとしますが、取引のある銀行すべてに断られてしまいます。途方に暮れていた時期に、同友会の例会に参加した時のことです。どうやってお金を残すかというヒントを得て、「手形を現金でもらう」という手段で、なんとか今月倒産という危機を回避することができました。

				■「再建できる可能性は１％」 　 　

				　転機となったのは、相談に乗ってくれていた経営者の知り合いの「この決算書で再建できる可能性は１％。再建できたら奇跡だね」という言葉でした。ではその奇跡を誰が起こすのか。それは自分自身しかいない、ということに気づくのです。経営者は社員を背にした状態で一歩も引きさがることができないという覚悟を持つ「職業」なんだと。「奇跡を起こす決意」を「自分ができると信じること」。これで

			

		

		
			
				私はようやく「行動」することができました。

				■付加価値＝問題解決提案 　

				　事業軸をやり替えて、事業を推進していますが、深掘りしながら横に広くやっていく、というのが我々広島ピーエスのビジネスモデルのやり方です。搬送という分野のニーズに対応するには、幅広い分野の知識が必要だったのです。下請業をやめ、自分で考えて問題解決を提案する会社になろう、付加価値をつけていくことのできる会社になろう、と私は考えています。

				　現在の自社、自分があるのは、同友会で学び、実践してきた経営指針があるからです。見えないものをみんなに見せることこそ、経営者の本分ではないでしょうか。そのことに気づかせてくれた同友会には感謝しています。

				　こう考えるようになれたのは、先輩会員からの叱咤激励の様々な言葉でした。経営者としての自分の心を磨いてくれたのだと思っています。

				（文責　事務局　木下）
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				板　垣　多　一 氏

			

		

		
			
				代表取締役

			

		

		
			
				㈲榮成興産

			

		

		
			
				同友会と企業活動の双方向から

				共に生きる地域づくりを

			

		

		
			
				初めて知る障害者問題

				　私が障害者問題に関心を持ったのは、今から５～６年前のことです。親戚の水越さん（備北支部）からの相談がきっかけでした。長年、社会福祉法人で障害者支援に携わっていた水越さんは、自らが目指す支援を実現するために、独立して障害を持つ子どもたちのための放課後等デイサービス事業を始めました。

				　建設業である私ができることは、施設をつくることです。打ち合わせを重ね、窓には飛散防止フィルム、パニックになった際にクールダウンするための小部屋など、子どもたちが安心・安全に過ごせるように、これまで携わってきた住宅建築にはない工夫を凝らした施設を完成させました。

				　施設が完成した後も様子が気になり通ううちに、放課後等デイサービスを利用できる対象者は小学生から高校生であること。高校卒業後は一般企業への就職、就職できなかった場合は就労継続支援A型やB型事業所に通うことになるなど初めて知ることばかりでした。

				会社を継ぐまでの道のり

				　私は２代目です。10年前に、父の創った榮成興産に入社しました。実は、私が小学校５年生の時に家業の工務店が倒産しています。母は地元で繁盛店だった喫茶店を営んでおり、朝から深夜まで働いていました。私は度々、祖父母の元に預けられ、中学１年生の時に家が落ち着いて戻ることができました。その頃から母は病気を患い入退院を繰り返すようになりました。

				　私は両親の姿をみて手に職を付けたいと思うようになり、専門学校を卒業後、広島の旅行会社に就職しました。母は私が就職する直前に他界しました。父は今の事業を再開していましたが、会社を継ぐ気はありませんでした。旅行会社には６年間お世話になりましたが、尊敬する先輩から誘われて転職。転職先のレンタル会社で旅行事業を立ち上げ、27歳頃には事業部の責任者を任されました。そこで３年働きましたが、先輩が退職したこともあり、お客様だった水門メーカーに声を掛けられて転職しました。この会社で13年働くことになります。

				　総務部で従業員の出張管理や新卒採用を経験し、前職のレンタル

			

		

		
			
				会社で培ったノウハウで損害保険や旅行などの福利厚生業務を行う子会社を立ち上げ、順調に結果を出してきました。しかし大手企業だったため、就任した社長によって会社の方針が変わります。準備してきた仕事が突然白紙になる、中止された仕事が再開するということは当たり前で、仕事の最終的な決定権を持ちたいという気持ちが膨らんでいきました。

				　定年まで続けるか悩んでいた40歳手前の頃、退勤後に父の会社で経理事務を手伝いはじめ、夜遅くまで慣れないパソコン作業をしている姿を見て、父の労を労いたい思いになり戻ることを決めました。

				同友会と障害者問題委員会との出会い

				　会社に戻った時、平社員からのスタートを希望しました。その中でも経営者としての勉強をしたいという気持ちはあり、前職で出入業者だった方から経営を勉強する会があると誘われたのが同友会でした。参加した例会で活発なグループ討論に刺激され、即座に入会を決めました。

				　最初は所属する地区会の小組で社員教育の例会、次に経営労働委員会の例会を担当し、地区会の副会長を経験しましたが、会活動と自社の課題につながる問題意識を持てないまま数年が経ちました。そんなときに、放課後等デイサービスの施設の建設で障害者を取り巻く環境を知り、自社で役に立てることがあるのではないかと思い、志願して障害者問題委員会の門を叩きました。

				　障害者雇用や障害者を取り巻く問題について、まだまだ知らないことがあります。支部委員会では、まずは障害について知ることから始めようと年３回の勉強会を開催しています。また、福山支部で始まった企業と特別支援学校がお互いの理解を深めるための先生方の企業見学会を５年前より広島で始めました。現在、広島エリア障害者問題委員長ですが、同友会での学びを自社に落とし込み、その学びを会全体に広げていきたいです。

				障害者の自立と地域の中で共に暮らせる居場所づくり

				　障害を持つ成人した子どもの世話を高齢の親が続けることは難しく、自立が問題となっています。わが社では、新規事業で障害者のグループホーム建設を始めました。一般住宅の中古物件をリフォームすることが多いのですが、わが社では新築にこだわっています。新築でも入居者の家賃は変わらず、障害に配慮した暮らしやすい住居をつくることができます。

				　2019年に建てた最初のグループホームは、実験的に自社所有の土地に運営事業者を探して建てました。運営事業者と土地を貸してくれるオーナーのマッチングをして施設をつくることもあります。これまでに、14棟ほど建設しています。新規事業として既存の事業を上回る、わが社の柱になりました。

				　自社の障害者雇用はまだ実現していません。いまの事務所が手狭のため、３年後には事務所を移転することを計画しています。受入れができる職場環境を整えて採用をしたいと考えています。

				（文責　事務局　岡崎）
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				経営実践事例
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				田　川　富　生 氏

			

		

		
			
				代表取締役

			

		

		
			
				㈲三福林

			

		

		
			
				障害者雇用で会社が変わる

			

		

		
			
				■当社について

				　当社は、日替わり弁当の製造と販売をしています。１日に3,000食ほど生産しています。

				私は同友会に入会して17年目です。県障害者問題委員会の副委員長をしています。

				　当社には、聴覚障害者が１名、発達障害者１名、知的障害者２名、 身体障害者が１名働いています。障害者雇用を始めたきっかけは、独立する前の会社で聴覚障害の方を雇用していたことです。彼はパートとして働いていましたが、社員並みに一生懸命に働いていたため、正社員に昇格してもらいたいと考えていました。当時彼は52歳だったため、部下を付けようと試みますが、何をしたら良いのか悩み、同友会のバリアフリー委員会に参加して勉強をしました。

				■社内の変化

				　地域の特別支援学校の先生方を乗せたバスツアーがきっかけで、先生方と交流を持つようになり、特別支援学校卒業のK君を採用しました。K君は、当初８時から12時での間で勤務をしていました。しかし４年目に入るときK君の意志でステップアップしたいと話してくれました。現在も朝の出勤時間を早めて頑張っています。周りからも期待されており、成長している証だと感じています。

				　知り合いからの紹介で、左半身不随の方の雇用を相談されました。正直厳しいのではないかと感じて、社員に相談したところ、「右が動くなら採用してみよう」言ってくれました。

				　障害者雇用の受け入れについて、社内では混乱もありました。「誰が面倒を見るのか」「何かあった時はどうするのか」など様々な声が上がりました。し

			

		

		
			
				かし、実際入社すると、助けられたことの方が多かったです。これまでは、社内で派閥がありましたが、彼に目を向けるため、社員が協力的になり、社内に一体感が生まれました。

				　多様な方が入社してくれたおかげで、製造部の仕事の進め方も大きく変わり、総労働時間の短縮にもつながりました。もちろん大変なこともありますが、徐々に社員たちの心の変化が出てきました。多様な人が入社してきて、受け入れる風土が少しずつ育ってきました。

				■すべでの人が働ける会社に

				　障害を持った方の採用がきっかけで、自分の心の中にある障害者雇用の障壁が大きく邪魔をしていることに気が付きました。多様性を受け入れることは、自身の価値観や物差しを変えていく必要があります。

				　今後労働人口が減少していく中で、「すべての人が活躍することができる会社」を作るために、これからも社内環境を整えていきたいと思います。

				（文責　事務局　大塚）
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				山　仲　　　巌 氏

			

		

		
			
				代表取締役

			

		

		
			
				トーホー㈱

			

		

		
			
				地域と共に生きる経営

				～環境への取り組みを通じて地域とつながる～

			

		

		
			
				■当社の歩み

				　当社は服飾材料や手芸材料に使われるグラスビーズの製造・販売をしている会社です。1951年に祖父が創業しました。現在広島市安佐北区の大林に工場があります。

				　当社のビーズは、誤差がほとんど無く、きめ細やかな特徴があります。品質の高さから2010年には、広島市の「ザ・広島ブランド」に認定されました。現在では最高品質のビーズとして世界30か国以上に輸出をしています。

				■地域の課題と向き合う

				　大林地区は、間伐材の放置が問題となっており、2014年と2018年の２度大雨により土砂災害が起き、地域は大きな被害を受けました。

				　間伐は、森林の成長に応じて樹木の一部を伐採して、森林の密度を調整する作業のことですが、山の斜面に間伐して放置された木材が放置されています。間伐材が放置された状態が続くと豪雨が起きた時に、その間伐材が原因で大きな災害を引き起こす可能性があります。

				　私たちは、地域と一緒に取り組めることはないかと考え、大林間伐材再生研究会と連携して、間伐材を使用したSDGｓバッチを作りました。大林地区が抱える課題や里山環境について知ってもらいたいという思いで、１つ１つ手作業で制作しています。

				■新たな取り組み

				　壊れたものや、はじかれたもの、再利用できずに廃棄されるガラスボトルを加工して、グラスビーズ

			

		

		
			
				に生まれ変わらせるアップサイクルプロジェクトに取り組んでいます。ガラスは、リユースが可能です。その中でもリサイクルやリユースできない瓶を新たなものに変える取り組みです。ガラスの特性や瓶の可能性を知ってもらえるのではないかと思い、この取り組みをはじめました。

				　持続可能な社会を作り続けていくために、私たちができることを考え、これからも挑戦し続けていきます。

				■今後の展望

				　地域コミュニティにとって、なくてはならない企業になりたいと思います。日本の企業数の99％が中小企業です。地域社会・地域経済を支えるのは中小企業であり、これからも地域と企業との横のつながりを大切にしていきます。私たちの経営環境をよくすることが、結果的に地域が住みやすく明るい社会を作り上げる原動力になることを私たちは信じています。

				（文責　事務局　大塚）
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				杉　田　憲　吾 氏
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				松永花壇

			

		

		
			
				すべては笑顔のために

				～植物を通じて、人の心にお役立ち～

			

		

		
			
				　当社は初心者から業者の方まで気軽にご相談いただける種とガーデニングの専門店です。1952年に私の祖父が創業し、私は３代目です。私は「地域の人を大事にしろ」という父の口癖を聞きながら店を手伝い、仕事を覚えていきました。

				　

				■もがきなら 

				　同友会には2009年に入会し、2018年に経営指針を成文化しました。成文化のきっかけは、当時地区会長だったからです。

				　このときは地区会の仲間の経営指針や、経営労働委員会の勉強会で学んだことを参考にしながら経営指針を完成させました。つくった経営指針は、すぐに地区例会で発表しました。会員さんはもちろん、私の両親、自社のパートさんにも聞いてもらいました。発表後、経営指針を見直しましたが、役目で作った経営指針はそのまま引き出しにしまわれました。

				　発表したこともあり、2019年からは経営労働委員会に参加せざるを得なくなりました。東部エリアの経営基礎講座やひろしま経営指針塾に参加する中で、周りの影響を受け、経営指針はブラッシュアップされていきました。

				　2020年は新型コロナウイルスによって、何となくの経営ではだめだと実感しました。経営指針はコロナ対応に刷新しました。内容はコロナ禍での非接触、スタッフの健康の心配、仕事の消滅、危機感と今で

			

		

		
			
				きることの共有でした。スタッフも案外受け入れてくれ、団結できる雰囲気がつくれました。

				　

				■植物で地域を元気に

				　コロナ前、業績は緩やかに下がっていました。原因は安売りが喜ばれると思っていたことです。この考えから抜け出すきっかけは、コロナ禍での接客を通じて、お客様は安いからうちに来ているのではなく、うちで買い物をしながら店員と会話し、そして家で植物を育てることが楽しみなのだと分かったことでした。そういえば、私が働き始めたころ、松永花壇は地域の憩いの場で、植物を囲み、がやがや楽しい時間が流れていました。

				　今期71期の経営指針は、お客さまとの繋がりを深めるがテーマになりました。笑顔でお客さまの名前を呼べるようになりたいからです。

				　この思いは、2019年から１期、娘の一声に背中を押されて福山支部の環境経営委員長を務めたことで強くなりました。任期中の方針はSDGsを知ることでした。委員長をした経験が、わが社の持続可能性は適正価格での販売とお客さまとの笑顔の関係性の上に成り立つということを分からせてくれました。

				　わが社のめざすところは、植物がいきいきと育ち愛でられる地域です。人が植物と共に成長する豊かな時間を届けられる存在になっていきます。

				（文責　事務局　井谷）
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				金　光　　　昇 氏

			

		

		
			
				代表取締役

			

		

		
			
				㈱金光組

			

		

		
			
				広島で「存在力」のある企業をめざして

				～思い描くことができれば、それは実現できる～

			

		

		
			
				■ブレない軸のある経営を

				　33歳の時、叔父の会社が倒産し、連帯保証で金光組は約３億円の借金を抱えました。28歳で社長に就任した私は当時プレイングマネージャーでしたが、経営者として生きようと決心します。しかし当時の私には自信がなく、経営者としてめざすべき姿もなく、行き当たりばったりの経営をしていました。

				　そんな時に同友会に入会しました。入ってすぐ経営指針を作りました。できたのはどこかの会社の指針をパクったもの。それでも、今でも大切にしている「存在力」という言葉はありました。例会での学びや指針を見直し整理していく中で、ブレブレだった自分の中に軸ができ、経営判断をするときに迷いが消えました。

				■経営指針の実践

				　経営指針を進めようとしたとき、私の思いに賛同できないと去っていく社員もおり、大変ショックを受けました。ですが、それでも私についてきてくれる社員がいました。今では幹部社員の意見も取り入れながら、一緒に経営指針を作っています。そして、指針は作って終わりではありません。「存在力」を社内で伝え続けています。

				■人が育つ環境をつくる

				　同友会の共同求人活動RUN（現Jobway）で新卒採用にも取り組みました。２名を採用できましたが、間もなく退職。そのとき、自社には若手を育てる環境が無いことに気づきます。早く一人前に「自分たちの頃はこうだった」「そんなんじゃダメだ！」の社員教育は若手を追い込むだけでした。反省を生かしあせらず育てる社風をめざしました。また、若手が先輩社員を育てるんだということにも気づきました。若手が入れば先輩はお手本になろうと努力するものです。育てるのではなく育つ環境をつくる。現在３名の若手が順調に育っています。

			

		

		
			
				■困ったときの金光組

				　「存在力」のある企業になるために、ブランディングに力を入れています。金光組のブランディングは、特殊な技術による差別化でありません。丁寧な仕事や迅速な対応など、日々の仕事に対する姿勢です。「困ったときに助けてくれる存在」「金光組だからお願いする」そんな会社をめざしています。社員にも「人を助けられる人間になろう」「人に助けられる人間になろう」と伝えています。やりがいや社員教育にもつながることです。

				■ Dream can do　Reality can do.

				　経営指針を作り、求人・社員教育に悩み、ブランディングや障害者雇用など、同友会の学びを実践してきた20年。どれも経営指針の「存在力」のある企業をめざしてのことです。2018年の豪雨災害のとき、広島も大きな被害を受けました。金光組は復興事業個所数で広島県No.1の実績を残せました（思い描いたことが現実となりました）。この結果は自信になりました。とはいえ、自社も経営指針の浸透は道半ばです。これからも「存在力」のある企業をめざしてがんばります。

				（文責　事務局　長谷部）
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				会　社　概　要

				創　　業　1923年

				資本金　2,000万円

				社員数　37名　

				事業内容　公共事業を中心とした建設業・交通関連

				経営理念

				私達は社会基盤整備事業を通して創造力と技術力で地域社会の未来に貢献します

			

		

		
			
				経営実践事例
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				（広島中支部）

			

		

		
			
				川　野　登美子
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				かわの 和み

			

		

		
			
				使命感をもって取り組む幸せ～同友会とともに歩んで

			

		

		
			
				　私は広島に同友会が設立された３年目の1976年に入会し、すぐに女性部（当時婦人部）に入会しました。当時30代前半、しかも経営者婦人の私は、年上の女性経営者ばかりの中で、勉強というよりも仲間づくりの為に同友会に参加していました。

				　それから14年経った1990年、経営指針に出会い、学ぶうち、同友会への取り組み方や経営に対する姿勢が180度変わりました。「良い会社・良い経営者・良い経営環境をつくろう」。例会の前に唱和するこの言葉が、腑に落ちた瞬間でした。

				　４年後（1994年）には、経営理念・経営計画・10年後のビジョンを社員と共に作成、毎年社内で経営発表を続けてきました。業態を布団屋からウエディング業へと変革し、12年かかりましたが、なんとか達成することが出来ました。

				　戦後50年（1995年）の節目の年、「平和と経営」というテーマで、全国女性部交流会が広島で開催されました。そこで「原爆の子の像」建立の経緯を話すよう依頼がありました。原爆の子の像の上に立つ少女佐々木禎子さんは、私の小学校の時

			

		

		
			
				のクラスメートで、像の建立に中学時代の３年間を費やしました。私にとってはあまりにも辛く悲しい出来事だったため、36年間話すことを封印していましたが、周りの方々の後押しがあり、参加者500名の前でお話をすることを決心しました。以来28年間語り部を続け、今も小・中学生に私の体験を話すことで、平和の大切さ、命の尊さを伝え続けています。

				　５年前、同友会の有志が中心となり、広島にいる私達だからこそできることをやろうと「NPO法人 ピースマインズヒロシマ」を立ち上げ、「折り鶴ノートプロジェクト」という活動を始めました。原爆の子の像に寄せられた折り鶴を学習ノートに再生し、世界の子供たちへ「無償配布」することで平和の大切さ、命の尊さを伝える活動です。

				　会社経営は、70歳の時、交代しましたが、80歳をすぎて今なお「使命感を持って取り組むことがあるという幸せ」を感じられるのは、同友会との出会いがあったからこそです。親身になってくださった同友会の先輩の方々、事務局の方々に、心より感謝いたします。
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				（広島東支部）

			

		

		
			
				
					迫　　　慎　二

				

			

			
				
					代表取締役会長

				

			

			
				
					株式会社ネストロジスティクス

				

			

		

		
			
				教えられ、鍛えられた同友会

			

		

		
			
				　私が同友会に入会したのは20歳の時で、もう40年の月日が経ちました。最初は母が入会しており、まだ高校生だった頃の私によく声をかけてくれる同友会会員の先輩方が沢山おられました。「経営理念」だの「企業文化」だのと、私には意味不明のことをよく話してくれました。当時、両親が経営していた「上村運送㈲」は零細企業で社員は数名、車両も数台、年商も１億円にも届かない規模の会社でした。

				　短大を中退して19歳で入社した私は、毎日トラックで家具を運ぶ業務に取り組んでいました。経営なんかに全く興味もなく、楽しい毎日を過ごしていましたが、ある事件をきっかけに「経営者」としての自覚が湧きました。「経営者の勉強をするなら同友会しかない」と子供の頃から聞かされていた同友会の先輩方の「経営論」に突然興味が沸いてきたのです。

			

		

		
			
				そこで母から紹介されたのが、恩人「岸英雄」です。皆さんもご存じの通り、岸さんの同友会愛はものすごいモノで、私も必死でついて行き、もうそれからは毎日、毎日「同友会」でした。

				　そして、私に一番強く影響をくれたのは「労使見解」でした。「会社は社員と共に成長し栄えるべきなのだ」と理解しました。それから経営労働委員会での学びや経営指針の作成、共同求人活動、青年部活動。青年部では沢山の先輩に鍛えられました。それになんと言っても「30周年記念事業」の実行委員会などで組織運営を考え、人を動かす、マネジメントを体験しました。同友会は会の運営に携わることで一番の学びがあります。それを体験させてもらったからこそ、経営者としての私があり、㈱ネストロジスティクスがあるのだと思っております。
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				（広島東支部）

			

		

		
			
				株式会社ワゴーエンジニアリング

			

		

		
			
				ドゥ・トピア

			

		

		
			
				呉支部の設立と私

			

		

		
			
				同友会で歩んだ36年

			

		

		
			
				　私は呉の元ボイラーメーカーの設計部員として、1960年から15年間がむしゃらに働いてきました。35才で脱サラし37才で創業、仕事は元勤めていた会社の専属外注として発注を受けて生活は何とかなりましたが、会社経営は何も知らず暗中模索でした。

				　そんな折、広島同友会の組織委員長の吉谷正紀氏から、今度呉に支部を作りたいとのことで協力を依頼されました。当時１千社の広島同友会の次の増強拠点に呉を選んだととのこと。程なく1986年11月21日、椿会館で説明会をするから来てくれと連絡がありました。約20名の参加でグループ討論方式での質疑応答。「三つの目的唱和」を初めて聞いた時の衝撃は今でも記憶に新しいです。

				　１年後の地区会発足時には、当時の中同協会長の田山謙堂氏がショルダーバック一つ下げて、会場の森沢ホテルに歩いて来られました。全国組織のトップの人と気さくに同じ目線で話が出来る。縦社会のサラリーマン時代の感覚では考えられないことでした。土肥工務店の倉庫

			

		

		
			
				　1987年、満50歳を迎え、入会しました。

				　１年間はあまり参加しなかったのですが、２年目に経営委員会に入り、経営研究集会に約400人の会員が熱心に勉強に集まっていることを見て、本気で取り組もうと思いました。それから組織委員会に所属して委員長に就任し、福山支部や呉支部の役員会に参加して、県の方針を説明したりしました。

				　当時、広島同友会は３千名会員の達成を目標に掲げており、委員会を毎月開催していました。時には泊まり込みの委員会を開き、同友会の理念や方向をとことん話し合いました。また、１年に１回は、「同友会とはどんな会か」を勉強しようと、中同協の赤石義博幹事長を迎えて、会員増強総決起大会を行いました。皆さんの協力もあって、目標の３千名は一時的ですが達成することができました。

				　1996年、第29回中同協総会の実行委員長を引き受けました。各支部を回る中で、仲間がどんどん増えました。お陰様で、1,800人の総会を無事開催することができました。

			

		

		
			
				での発足準備役員会はストーブを囲み、みんなで知恵を絞った体験も懐かしい。支部発足総会は７代目支部長を務められた相川敏郎氏の司会で行われました。落合専務理事を筆頭に若き国広事務局長、竹河内、橋本事務局員には、右も左もわからない時代の先生役を買ってもらい、個性の塊の経営者の集まりを見事にしつけてくれました。初代支部長の故土肥惇造氏は、強者の集団を巧みにリードしてくれました。

				　支部の会員は一気に500名を超えました。会社経営では、支部発足と同時に経営理念成文化運動に参加し、当時の社員15名で経営理念を作成しました。1994年には２代目の支部長を拝命、能美ロッジでの２泊３日の合宿研修で経営計画を作成、発表会では多くの同志の前で決意表明をしました。それからは周期的におとずれる景気の波と闘ってきました。

				　今、多くの若い役員が増え、理念の継承が確実に実になりつつある同友会。永遠の発展をお祈りします。

			

		

		
			
				その後、島根県に同友会設立の支援をすることになり、その準備に２年間、役員会や会員増強の手伝いに毎月訪問しました。2002年５月に島根同友会が発足したのは本当に嬉しかったのを思い出します。

				　広島支部では、会員交流広場である「同友トピア」を1996年から開催し、会員企業のネットワークを強化しようとしました。また、南１地区会では年に１回は会員を訪問しようと、会員の誕生日に花束を届けました。訪問先では、励まし励まし合ったりして、元気に経営に頑張っていることを確認しました。

				　そのほか賛同する有志で、①二代目、三代目の新社長のお祝いの会、②論語を学ぶ会（講師　光田釥氏）、③７人昼食会、④勉の会（新旧の交流会）、⑤ゴルフの交流会などです。

				　私個人のわがままを支部の会員さんが優しい愛情でお付き合いいただいたことが一番の財産です。36年間を振り返り、感謝感謝です。会員の皆さま、有り難うございました。

			

		

		
			
				107

			

		

	
		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				
					川　口　　　護

				

			

			
				
					代表取締役会長

				

			

		

		
			
				（広島中支部）
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				（呉　支　部）

			

		

		
			
				株式会社デイ・リンク

			

		

		
			
				有限会社イマムラ

			

		

		
			
				同友会の学びは労使見解～自社経営の変化

			

		

		
			
				経営とは何かを教えてくれた会

			

		

		
			
				　私は、福山の友人から同友会での会活動を聞き、昭和62年２月に入会しました。

				　最初の例会でのテーマは、“激変消滅の時代に備えよ”と講師は熱く語られ、頭から水をぶっ掛けられた思いでした。業界以外なことはあまり関心がなかった私にとって、同友会での真摯なる学びの一歩でした。

				　入会目的は求人活動への参加でした。当時求人大手のＲ社に依頼していたが、なかなか結果が出ない時期でした。共同求人委員会で採用のイロハを学び、今日まで続いております。

				　地区会は畳の上での車座の例会、新鮮な学びの日々でした。

				　全国の経営労働委員会に参加して　同友会会員の人脈に触れ、沢山の学びを持ち帰る事ができました。　北海道、埼玉、京都など各県で活動される方々との交流です。その場はまさに学びの泉でした。

				　中同協では情報化推進委員として、”e.doyu”や個人情報保護、企業変革支援プログラム等の立ち上げにかかわりました。毎月の様に委員が集まり福岡の中村会長を中心に協議し、

			

		

		
			
				　同友会に入会して36年あまり経過しました。

				　最初に同友会らしいことを行ったのは、経営指針書を３枚の用紙に作成したことです。経営の何がなんだか分からない時でしたが、これで何のために経営するかを少し感じることができました。しかし、一番衝撃を受けたのは労使見解でした、特に、経営者の責務の一節である「どんな環境変化でも会社を守り、発展させる責任が経営者にはある」が心に深く刻まれており、それを今でも経営で実践しています。

				　そして求人社員教育委員会との出会いが、会社が存続しているターニングポイントと思っています。そこで出会った委員会メンバーと新卒採用をして、育成する事で会社が発展すると教わり、社員の採用と育成に悩んでいたので、それとばかり委員会活動に力を入れて活動しました。同じ委員会のメンバーと全国の求人委員会や、社員教育委員会に参加して

			

		

		
			
				終われば懇親の場で飲食を共にしました。今も当時の仲間とＯＢ会を開き旧交を温めています。

				　同友会での一番の学びはなんと言っても労使見解です、この数ページの冊子は、私にとっては経営のバイブル書です。特に一項の“経営者はいかなる環境の変化に対しても対応しなければならない”です。それまで社会の変化に対応するという名目で、朝令暮改が経営者の仕事と思い込んでいる面もありました。

				　経営理念を成文化することにより、物事に対する経営の判断が明確になりました。会社では経営理念方針の確認と浸透を図るよう、毎年社員総会と総会後の懇親会を開いております、総会は社員、パートさん全員参加です。当日は経営理念、企業方針、企業の経営状況等を冊子にまとめ配布し、グループ討論も交え、方針の共有を図っています。

				　今後も企業は公器であるという、労使見解の学びを愚直に実践してまいります。

			

		

		
			
				多くの学びを頂きました。特に仲間が全国総会や全研での発表者となり、私が座長等でアシストさせて頂いて、なお報告者と同じくらい深い学びを得ました。そんな方々と今でも長く交流をさせて頂いていることは、１人ではない心強さがあります。

				　それから呉支部の支部長を２期４年務めました。当時は中小企業振興条例制定運動を盛んに行っていました。呉支部も前支部長から受け継いで、私たちも呉学の講座を全10講座、毎年呉市と共に開催して、呉市の歴史や産業などを深く学び、条例作りの下地作りを行って、制定に向けて活動しました。そのおかげで呉市の商工振興課との縁が深まり、私の次期支部長の時代に晴れて制定されました。現在は振興会議に参加して、呉市と共に地域と中小企業の振興を考えています。

				　同友会は私に経営とは何か教えてくれた会だと常々思っており、感謝しています。
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				（呉　支　部）

			

		

		
			
				株式会社ヒロボシ

			

		

		
			
				株式会社スタジオアイ

			

		

		
			
				これからも学び続けます

			

		

		
			
				同友会と共に歩んで

			

		

		
			
				　同友会とともに歩んで我社も昨年50周年を迎えることが出来ました。私も今年80歳を迎えました。同友会入会は45歳の時ですから35年間、同友会と共に歩み我社も共に発展してきました。

				　入会の動機は同友会の共同求人に参加することでした。新卒採用に一人採用に100万かかる時代でした。我社もリクルートに100、200万と注ぎこんで１人か２人採用出来るかどうかの状態でした。そんな時に同級生のデイ・リンクの川口社長（当時）より声を掛けて頂きました。

				　リクルートにお金を掛けて応募を待つ採用活動から、同友会の自らが動く攻めの採用活動に変わりました。お陰様で毎年新卒を迎えることができるようになると次は社員教育ですが、ある時、優秀な女子社員さんから『これって社長さんの価値観の押し付けですよね』との指摘。その時、同友会理念の自主、民主、連帯の精神が理解できました。

				　お互いの違いを認め、尊重することが出来るようにな

			

		

		
			
				　私は、昭和63年に呉支部の第一回会員増強で入会しました。平成３年に呉支部の経営計画策定セミナーに参加し、自分は経営のことが全く分かっていないことを思い知らされ、積極的に同友会活動に参加するようになりました。

				　その後、地区会長、経営委員長、社員教育委員長、企画委員長を経て、支部長を３期６年務めさせていただきました。地区会長時代は、何とか参加者を増やそうと、基本の体験発表を中心にしながら、懇親を深める例会も企画しました。経営委員長、社員教育委員長時代は、自分が勉強したいことは、会員にも役立つだろうとの勝手な思いから、５Ｓの勉強会、あるべき人物像、製造業の為の営業etc,,、企画しました。これらの勉強は現在でも弊社にとって継続的な活動になっています。企画委員長時代では、新年互礼会が印象に残っています。地区対抗羽子板選手権では負けチームの顔に口紅を塗りたくり、フィ

			

		

		
			
				りました。と同時に『労使見解』も自分ながら身に付いた様な気がします。特に経営者の経営責任、如何なる困難にも対応し変化し、継続してやりつづけることの大切さが会社経営に於けるバックボーンになりました。

				　バブル崩壊の時は、戦後に親父達が築いた会社を２代目の私が引継いだのが50代の時でした。私の周りでも倒産が多くありましたが、我社はこれをチャンスと捉えて一層発展することが出来ました。正に労使見解の精神に則り時代の変化をいち早く読み取り会社を変えたことにより乗り切り発展することが出来ました。今回のコロナ感染症の影響は私の会社経営50年で最大の試練でしたが、正に同友会理念の『自主、民主、連帯』の精神『労使見解』に守られた３年間でした。

				　私の50年の会社経営の中で35年間広島同友会の運動に広島支部長、代表理事として長きにわたり関わらして頂き多くの会友と共に学び成長させて頂き心より感謝しております。これからも学び続けます。

			

		

		
			
				ナーレのバンド演奏ではみんなが輪になって踊り、ゲストの顔にも塗りたくって大騒ぎ、最後は餅まきで占めました。とても楽しい思い出になっています。

				　支部長になるにあたって、私は、同友会の知名度、地域での重要度が低いと感じていました。そこで、呉支部のブランド力を高めることを私の活動の重点目標の一つにしました。大きな活動としては、「呉市長候補の政策を聞く会（1,500名の参加）」、「高校生と保護者の為の企業ガイダンス」、コロナ禍の時に、呉支部の飲食店の為の「くれの和チケット（12店舗）」、呉市の補助金対象事業の「たべてくれチケット（351店舗）」を発行、これらの事業を行うことにより、呉支部の知名度は上がり、呉市からも頼りにされ、他団体との連携も取れるようになりました。

				　弊社は同友会のおかげで現在があります。又、私自身同友会で多くの友人が出来、生涯の友を得ることが出来ました。同友会に感謝です。
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				（東広島支部）

			

		

		
			
				株式会社アニバーサリー

			

		

		
			
				有限会社サンセイ工業

			

		

		
			
				同友会で、学び方を学ぶ

			

		

		
			
				同友会とともに歩んで

			

		

		
			
				　広島県中小企業家同友会創立50周年、誠におめでとうございます。中２地区会員の不動産関連コンサル会社㈱アニバ―サリ―の谷本圭一と申します。会では、平素より大変お世話になり誠にありがとうございます。

				　昭和63年、26才時に入会後、地区会、青年部会、各役員会で学ぶ中で、平成３年別府市で開催の青全交参加は、私の大きな転機となりました。

				　基調講演者のＣ社Ｎ社長は、「辛抱すること」「お金を追うな、人を追え」「経営を頭で考えるな、身体で学べ」「同友会で学び方を学べ」と熱弁されました。翌10月には、呉市での県経営研究集会でＮ社長が基調講演者と知り参加、２ヶ月連続で学ぶ機会となりました。

				　その５年後、青年部正副会長会議の終盤に、ふらっと岸英雄代表理事が来られ、「あんたら、青年部が活動をしよっても、同友会と言う銀河系の外れで、チカっ

			

		

		
			
				　私は1988年に入会、会歴35年目を迎えました。特に印象に残っているのは、東広島支部設立に関わらせていただいたことです。

				　高卒後入社した会社が倒産し、24歳の時に創業しました。82年には有限会社を設立、85年には東広島市に自宅と共に社屋を新設しました。当時はバブル景気の絶頂期で、業績も順調に伸び、あまり苦労を感じていませんでした。

				　そんな折り、先輩経営者から同友会を勧められ、88年に入会しましたが、当分は幽霊会員でした。ところが、広島同友会の20周年事業の一環で、東広島に支部を作る計画があり、東広島の会員は私一人と言うことで、設立準備委員として白羽の矢がたちました。

				　それから２年間、支部長会議を始め総務、組織、経営労働、社員教育、政策委員会、一泊研修等、同友会のあらゆる会合に出席、同友会の組織、活動を理解することにつながり、経営に必要な知識も学ぶことができました。

				　呉支部の先輩会員の支援もあり、「東広島に同友会の灯」

			

		

		
			
				と光る位で、同友会の中心ド真中で会を揺さぶる位の活動こそが青年部の存在価値・意義のはずで、支部と県の設立25周年行事をあんたら青年部でやってみないか」と言われました。当時の青年部会員は、15名位で、会員＝役員＝部会参加者の実情でした。

				　私が周年準備委員長となり、各地区会から準備委員を選出いただき、１年後に実行委員会となりました。「開催は、市民への感謝祭、会員相互の連帯、会の存存意義のPR他」コンセプト、フイッシュボ―ンチャ―ト作りの中で、Ｎ社長の教え「経営を頭で考えるな、身体で学べ、同友会で学び方を学べ」の実践の機会、会の活性化に繋がりました。閉会後、岸英雄代表理事のあたたかい一言と笑顔が忘れられません。25年前は、メールもSNSも無く、一方通行のFAXだけ。何は無くても明確な目的と伝えたい想いの成文化が、結果的に人の喜び、学びに繋がり、自社にも活きました。共に育つで、今後共宜しくお願い申し上げます。

			

		

		
			
				を合言葉に世話人会や例会を開催、27名の会員で92年に東広島特別地区会発足、翌年の93年９月14日「つるかめ」に於いて、47名の会員で設立総会を行い、東広島支部が誕生しました。

				　また98年の支部設立５周年事業「伸びろ！東広島21～COMON同友会」は、亡き上田東広島市長を来賓に迎え、中央公園にて２日間、市民2,460名の参加を得て開催できた事は、会員同士の団結、協力なくしては出来なかったと行事として強く心に残っています。

				　自社を振り返ると、バブル景気、その崩壊、リーマンショック、新型コロナ蔓延など、山あり谷ありの30年でしたが、「困ったときの同友会」で乗り越え、現在に至っています。東広島支部も30周年を迎え、170名強の会員を擁する会となり、「まじめに勉強に取り組んでいる経営者団体」と評価されています。今後も切磋琢磨しながら会員同士の「絆」を深め、「同友会運動」を通じ企業発展と地域経済の担い手として活躍をされることを祈念しています。
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				（広島東支部）

			

		

		
			
				三晃不動産株式会社

			

		

		
			
				経営者としての成長を支えてくれた同友会

			

		

		
			
				　私が初めて広島県中小企業家同友会の門を叩いたのは、新興企業の経営者だった30年前のことでした。まだ経験不足で戸惑いが多い私にとって、同友会はビジネスにおける「羅針盤」とも言える存在でした。

				　その最大のメリットは何と言っても、多種多様な業界から経営者が集まる場であるとこです。同友会はまさに情報交換の宝庫で、ここで得た様々な視点やアイデアは私の経営に新たな風を吹き込んでくれました。

				　また、同友会で築いた人脈は、予測不能なビジネスの世界で私を支えてくれる大きな力となりました。多くの会員と交流することで、新たなビジネスチャンスが生まれ、また困難に立ち向かうためのアドバイスを頂くことができました。

				　さらに、同友会が主催する講演会や研修会は、私

			

		

		
			
				に最新ビジネストレンドや経営知識を教えてくれました。それらの学びは、経営の現場で直接活かされ、私の企業を成長させる原動力となりました。

				　同友会と共に歩む中で、特に心に響いたのが地域への貢献活動でした。同友会を通じて地域の経済活性化や社会貢献に関与できたことは、経営者としての満足感をさらに高めることとなりました。

				　まとめると、同友会は私が事業を始めた当初から現在に至るまで、経営者としての成長を支えてくれる存在でした。これからも私は広島県中小企業家同友会とともに歩んでいくことを強く決意しています。そして、同友会がこれからも中小企業家の信頼できるパートナーであり続けることを心から願っています。
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					平　岡　弘　幸

				

			

			
				
					代表取締役会長

				

			

		

		
			
				（広島中支部）

			

		

		
			
				平岡工業株式会社

			

		

		
			
				役が人をつくり、育てる

			

		

		
			
				　30数年前、オフィス機器関連の紹介に来られた某社長さんより、こんな良い会があるよ、と誘って頂いたことが入会のきっかけでした。当時、家内の実家の会社の常務として、少しばかり経営に携わっており、経営について勉強したいと考えていた矢先で、かつ九州出身で地元に友人や知り合いが少なかったこともあり、迷わず入会させて頂きました。入会して初めて例会に出席した時の印象は、皆さんが真面目に真剣に熱く議論しておられ、本当に真面目な会だと実感できたし、2次会の和やかな雰囲気もすごく好感が持てたと記憶しています。

				　自社の状況はといえば、ベテラン社員ばかりで、人手が足りなくなれば、中途採用で充当する状態で、とても将来に希望が持てるような企業ではなかったので、最初は新卒採用に重点をおき、会社の雰囲気を変えることからスタートしました。同友会の求人活動に参加した当初は求人難で、まずは学生さんに同友会の会社

			

		

		
			
				説明会に来てもらえるよう、一校一校学校訪問し、就職課や教授に丁寧に協力要請を続けた結果、徐々に参加学生が増えていったことを嬉しく実感させて頂きました。学校との信頼関係が構築できるようになった頃から、徐々に新卒採用ができるようになり、少しずつ会社の雰囲気が変わっていったことを覚えています。

				　役が人を作り、育てるとも言われますが、私の場合、同友会に育てて頂いたことを強く感じています。というのも、地区会役員から始まり、地区会長、支部長、県役員と本当にたくさんのことを経験させて頂いたお陰で、今の自社や自分があると心より感謝しています。また、多くの人と知り合い、友人が増えたことも同友会のお陰だと感じます。これからも友人・知人との交流を大切にしていきたいと思っています。

				　今後とも、経営者が自ら勉強できる場と機会を提供し、良い会社と魅力あふれる地域づくりに貢献し続ける広島同友会であってほしいと心から願っています。
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				（広島東支部）

			

		

		
			
				
					湯　田　　　卓
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				（広島西支部）

			

		

		
			
				いとう歯科医院

			

		

		
			
				ユダ木工株式会社

			

		

		
			
				良い経営環境をつくる

			

		

		
			
				同友会に再チャレンジした17年間

			

		

		
			
				　現在の地（西区庚午北）に歯科医院を開設し７年、同友会入会して５年経過した1991年４月、ある患者の情報提供は衝撃的でした。「アメリカで20歳代女性が歯科治療によりエイズ感染をした」というものです。

				　当時私は、エイズ感染は海外のこと、日本ではあり得ないと思っていました。事実、日本で報道はありませんでしたが、エイズ感染問題を知った私は、院内感染対策として、切削器具の対策や使用器具の滅菌、手袋着用などを検討しました。

				　どうしても、感染対策で先行するアメリカ治療現場の視察、研修を受けたく、大学等に問い合わせるも、要領を得ません。同友会に相談したところ、アメリカンドリームの吉川浩二氏を紹介されました。３か月後、吉川氏から「ニューヨークで受け入れる病院がみつかった」と高揚した声で電話がありましたが、受け入れは92年４月です。その間、医院を休業して院内改造に取り組み、消毒滅菌専用室の設置やサックバック防止弁付きの切削器具の購入などを行いました。

				　瞬く間に日がたち、92年４月、吉川氏、職員共にニューヨー

			

		

		
			
				　同友会への入会は1989年12月（平成元年）です。当時の共同求人「RUN」に参加するためには同友会入会が必須ということで入会しました。

				　そして1992年バブルがはじけて、空白の20年、父が2005年に亡くなりました。それまで私は日々の売り上げを営業としてとってくればいいとしか思っていなく、何のために経営しているのか見失っておりました。父の死により、もっと経営の事を学びたいという思いから、17年間の幽霊会員からもっとしっかり学ぶ同友会会員へと再チャレンジしました。

				　丸山先生の経営指針セミナーを受講し、目からうろこの社会やユダ木工の現実を知り、2006年経営指針を作り、社員の前で発表いたしました。その時作った経営理念「本物の木による楽しい生活のご提案」は現在も続いており、朝礼で唱和しております。

				　2006年頃は使用している木材は100％外材でした。そして、そのころ同友会の仲間である永本建設さんの植林活動

			

		

		
			
				クのスピルマン・デンタルクリニックを訪問しました。１名の患者治療に細かい対策を予想以上に講じている点など理解でき、また私の対策も間違っていないことが確認できました。３日目の朝、「日本から感染対策の勉強に来た理由は」など、地元のテレビのインタビューを受けました。これが日本の朝のニュースに配信され、大変な話題となり、日本における感染対策の契機となったようです。

				　帰国後、さらに学んだことを取り入れ、職員ともども実践訓練し、受診される方々への安全に結びつけることができました。また、写真週刊誌のフライデーにも取り上げられ、自信をもって「地域であてにされる医院」としてスタートできた92年でした。

				　あれから30年、今回のコロナ感染においても、92年以降継承した対策が生き、一人の感染者を出すことなく、診療できたことに感謝しています。また、同友会の理念、目的を問いかける「誰のために、何のために」という熱い言葉は、現在も輝いていると思います。

			

		

		
			
				に参加して地域の森で山の木が使われなくて荒廃していっていることを知りました。そして山が荒廃すると森、川、海と地域の環境全体が痛んでいくことを知りました。そして、それではいけないと、国産材（桧）でドアを作ろう！と思い立ち東南アジアや、ロシアから輸入されていた木材を国産桧に樹種転換する計画を立て、2011年に念願の国産桧を使ったドアブランド「MIYAMA桧玄関ドア」が完成しました。　　

				　当社が国産の桧のドアを作れば山の環境が豊かになる、そして地域の経済も豊かになる。ユダ木工も地域も全体が良くなるWIN・WINの関係になることに気づきました。昨年、国産材化率100％になりました。

				　企業は利益も大事だが、それだけではいけない、地域とって有益で、大切で、あてにされる輝ける存在でないといけない。そうした良い会社になってこそ、企業の存在価値が出てくる。同友会に再チャレンジした17年間は私にとって最高の成果をもたらしてくれたと思っています。
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				（呉　支　部）

			

		

		
			
				
					山　本　千　曲
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				（広島北支部）

			

		

		
			
				トゥモローグループ

			

		

		
			
				株式会社山豊

			

		

		
			
				私の人生を振り返るようなもの

			

		

		
			
				同友会は鍛錬の場

			

		

		
			
				　同友会の思い出は、私の人生を振り返るようなもので、同友会のお陰で今の会社があり私がいます。

				　私は脱サラ華やかなりし頃の、昭和59年１月に創業しました。自ら交通事故を起こし大変難儀したことと、問題を感じ保険の道を志し、名刺に「年中無休24時間受付で現場急行」と明記して、ガムシャラに働きました。

				　契約数は順調に伸びましたが、５年目頃から積み上げている筈の顧客基盤を、増える毎に壊しているような感覚になり、経営の勉強をしようと思いました。

				　友人から中小企業家同友会を薦められ、呉事務局員の橋本さんに会い、まず経営理念作成からと指導されました。ちょうど呉支部が発足して地区会がスタートした年で、色々な経営体験報告や経営者同士の学び合いで、夜遅く迄交流したものです。

				　経営計画策定セミナーも受講し、発表会も盛大に開催しました。

				　呉支部が創立20周年の時（平成20年）に呉支部長をさ

			

		

		
			
				　私は、いとう歯科の伊藤茂さんから「後継者としての学びをするなら同友会で」と紹介頂き、平成２年に入会、東３地区会に所属しました。新会員研修会で、先輩会員さんから「社長になるのは簡単、名刺に社長と書けばよいが、経営者になるのは本当に難しい、良い経営者になってください」との激励の言葉は今でも忘れません。

				　その後、地区会長などを経験、会員同士が一つのテーマで議論し合うバズセッション、いわゆるグループ討論、これがものすごく勉強になりました。平成11年からの４年間、求人社員教育委員長を拝命し、専門学校や県内、他県（大阪）の求人委員会などへ報告者として勉強させていただきました。また県理事会での喧々諤々の白熱した議論のやりとりは、現在でも業界や保護者会活動の中でのリーダーシップの取り方や運営方法などに生きています。平成８年から共同求人に参加、積極的に新卒入社を行い、これまで40名以上が入社、現在では部門長などで活躍しているメンバーもいます。

			

		

		
			
				せて頂きました。会内活動だけでなく、まず呉の歴史文化を知ろう！と呉学を立ち上げ、行政も巻き込み繋がりが広がりました。中小企業憲章閣議決定（平成22年６月）もあり、条例づくり推進もできました。

				　平成24年、県の地域内連携推進委員長を拝命した時、経済産業省の「おもてなし経営企業選」の全国50選に応募し受賞できたのも、同友会との出会いと実践のお陰です。

				　今は社長を退き会長の立場ですので若い社長と専務に任せ、いらぬ口出しは控えるようにしています。よって、同友会の例会へは経営体験交流はできず出席していませんが、懐かしい仲間とは楽しく交流しています。

				　私も職種柄、たくさんの組織に所属してお役を頂いていますが、経営者として人として成長できたのは同友会であり感謝しております。　

				　そしてたくさんの経営者と出会えたネットワークが、今でも私の財産となっています。

			

		

		
			
				　平成７年６月には、同友会のドイツ視察研修に参加、広島大学の水島朝穂先生のコーディネートで、ドイツ国内の中小企業や過去の悲惨な歴史を肌身に感じ、改めて平和に大切さを感じた衝撃的な10日間でした。平成12年６月には、サードイタリア視察研修に参加、特にフィレンチェの伝統工芸が発達する中小企業経営者の気概に触れ、多いに刺激ある10日間でした。この２回の海外研修はその後の私の経営に対する考え方に深く刻まれることとなりました。

				　最近では、政策委員会に所属し中小企業の置かれた経営環境について学び続けています。これまで私の人生を振り返ってみると、常に予想外の事が目の前に現れるように思います。しかし、その都度指針を示し、公私共に軌道修正してくれた同友会に感謝しております。これからも中小企業家の鍛錬の場であり、地域に根差し常に先進性ある指針を与え続けてほしいものです。
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				日鐵鋼業株式会社

			

		

		
			
				会社成長のカギは「人を生かす経営」の実践

			

		

		
			
				　今から36年前、当時26歳の私は東京に勤めていた鉄鋼商社を家族の事情で急遽辞めることにして日鐵鋼業に入社しました。その３年後、楽しかった都会の生活を打ち切られ無気力に過ごす私を同友会に誘ってくれたのは中学校の先輩でその時福山支部B地区の地区会長をしていた方でした。今から思えば同友会参加も消極的で不真面目な会員だった私をいつも例会に参加するようにと電話を頂いていたその先輩には感謝しかありません。その後地区会長になってから私の同友会への関わり方は一変しました。同友会歴33年の中でたくさんの感動をし、刺激を受け、学習し、鋭い指摘を頂き、社内では悔しい思いを何度もしながらも励まされ勇気づけられ続けてきました。新卒採用や支援学校卒業生の採用など同友会にいたからこそ実現できたことも含めて全て成果が上がるまでには時間を要しましたが諦めることなくやり遂げることができたのも同友会という支えがあったからこそなのです。

				　入会当時は社員数10名、売上３億６千万円で“何もな

			

		

		
			
				い会社”でした。チャイムなし、制服無し、就業規則なし、そして社員同士も社長との会話もありません。みんなヘルメットを被らずくわえタバコで不機嫌そうに作業するそんな会社でした。その後日鐵鋼業はどう変わったか、社員数53名、売上は24億２千万と大きく成長することができました。現在私が感じていることでそれ以上に一番大きかったことは社員が自分で考え行動するようになったことです。これは「人を生かす経営」の実践であり、福山支部長就任時代に社内で取り組んだ“日鐵内総幸福の向上”の成果に他ならないと確信しています。つまり、社員にやりがい、働き甲斐を感じてもらう為に①会社の見える化②聞くコミュニケーション③還元という３つの柱を徹底して行った結果なのです。同友会は会員同士お互いに刺激し合う会です。新しいことを始めるにはエネルギーが要ります。これからも仲間と背中を押したり押されたりしながらより良い会社づくりに励んでいきたいと思います。
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					岡　崎　　　隆

				

			

			
				
					取締役会長

				

			

		

		
			
				（福山支部）

			

		

		
			
				株式会社オーザック

			

		

		
			
				スローガンと会社の成長～利他の精神を学ぶ

			

		

		
			
				　1990年に同友会に入会させて頂きました。1991年に新社屋が完成し多額の借金をしましたが、明るい未来を夢観ていました。しかし1992年に想定外の「バブル崩壊」の事態に唖然としたのも、つい最近の様な気もします。

				　その後は厳しい状況により経費削減を進める中でも、同友会だけは、継続しようと思い現在に至っています。今振り返ってみても判断は、間違いなかったと思います。

				　1992年から同友会で教わった「経営指針」の発表会を実施しております。その時の思う事を「経営スローガン」にて発信し全社的に啓蒙してきました。

				1991年は、「挨拶を活発にすること」

				1996年は、「製品に安心を付けてお届けしよう」

				2004年は、「製造業もサービス業」

				2007年は、「夢の実現は、一人ひとりの意識改革から」

				2013年は、「常に進化する我々は、No Limit精神で」

				2022年は、「DXを活用し生産性と顧客満足の向上を」

				　1991年には、社員同士や来訪者に対しての挨拶が未熟で、このスロー

			

		

		
			
				ガンに成りました。

				　「スローガン」から会社の成長を鑑みる事が出来ます。

				　そして32年間の中で、会社にとって不利益な出来事が、13回も有りました。約2.5年に1回有った事に成ります。主な出来事は、「バブル崩壊」「阪神淡路大震災」「バブル崩壊後株価最安値」「リーマンショック」「東日本大震災」「コロナウイルス感染拡大」「円安に依る経済低迷」等です。最近は、不利益のサイクルが短く成っている様にも思われます。そんな場面でも、同友会で学んだ「社員と共に」の精神が基で、社内の一体感が維持され現在の成長に繋がったと言っても過言ではないです。

				　それに「利他」の精神に付いても当初は正しく理解する事が出来ませんでしたが、数多くの場面で、先輩会員の助言に依り「利他」の重要性を徐々に理解できた事が、現在の経営に活かされています。

				　数年前から　“「社員満足」無くして「顧客満足」は無い”

				　　　　　　　“「会社は、社員が幸せに成る為の道具」です。”

				　その実現に向けて、全社員の「進化」をいつも目指します。

				　今冷静に過去を振り返って見るに、現在オーザックが存在するのは、正に「同友会のお陰」だと感謝の気持ちで一杯です。同友会有難う！
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					古　江　暢　敏

				

			

			
				
					代表取締役

				

			

		

		
			
				（広島西支部）

			

		

		
			
				
					村　上　　　進

				

			

			
				
					取締役会長

				

			

		

		
			
				（尾道支部）

			

		

		
			
				株式会社古江商会

			

		

		
			
				株式会社パイオニア電子計算センター

			

		

		
			
				「原点に返る」を学んだ同友会

			

		

		
			
				財政部で取り組んだこと

			

		

		
			
				　初めに広島県中小企業家同友会発足50周年おめでとうございます。

				　実は私も入会30年の節目を迎えることが出来ました。入会と同時に青年部に所属し同年代の青年経営者の皆と切磋琢磨し時間に惜しみなく経営について語った記憶が懐かしく思います。そして18代４支部青年部部会長、広島県青年部連絡協議会初代会長と要職を務めさせていただきました。当時の皆様に多大なる協力をして頂いたことに感謝しています。今思えば、その経験が今の我が社にも大きく反映されていると自覚しています。

				　さて、近年でいえば我が国の中小企業を取り巻く環境といえば近々３年間コロナウィルス蔓延により経済活動はもとより、生活環境をも揺るがし、我慢を余儀なくされた時代だったように思います。

				　現在ではウィズコロナ下で消費と設備投資が穏やかに持ち直し、多くの需要項目でコロナ禍前の水準を回復し始めました。しかし、ロシアによるウクライナ侵攻を契機

			

		

		
			
				　私は同友会に尾道支部設立と同時に入会し30年が経過しました。支部長時代の４年目に、幸運にも支部20周年記念行事とのめぐり逢いがあり、素晴らしい行事を経験することができたので、これを一つの節目として同友会活動は一旦休憩と思っていました。

				　しかし、丁度その頃、広島同友会では将来に向けて組織を大々的に見直すことが検討されており、その中の一つに「財政部」の新設が予定されていました。普段から同友会の財政運営について少々疑問を感じていた私は、自ら手を挙げて参加させてもらうことにしました。しかし、いざ会議を開いてみると、委員から出てくるのは事務局や他の支部と比較しての不満やグチばかり、これでは何回やっても建設的な会議にならないと感じた私は、１泊２日の合宿をして膿を一気に出し切ってもらおうと考えました。

				　合宿では充分な時間を取って意見交換できますので、結果的には現状の問題点が課題別に整理でき、また現在

			

		

		
			
				にしたエネルギー価格、原材料価格高騰、円安による輸入物価の上昇が国内消費物価を引き上げ尚且つ、欧米を中心とした金融引き締めなど、中小企業を取り巻く環境は徐々に厳しさが増してきているのではないでしょうか。

				　実は私も幾度となく我が社の経営の基盤を揺るがす事態に陥った経験があります。その時には常に原点に立ち帰り経営の足元を見直してきました。それを学ぶ事ができたのも、中小企業家同友会に入会し、青年部に所属し皆と行動を共にし、同じ釜の飯を食べ、本音で腹を割って語り合った日々の経験があったからこそではないでしょうか。

				　今まさに、世界が混沌としている世の中だからこそチャンスであり、学び、育み時代を創る経営者を目指す環境を創って頂ける広島県中小企業家同友会だとおもいます。そしてこれからも良い会社、良い経営者、良い経営環境、３つの目的の揺るぎない信念のもと益々の繁栄、発展を願っています。

			

		

		
			
				に至る課題解決の優先付けも出来たと思っています。課題の基本的な部分は、それまで個々の支部活動を尊重するあまり、広島同友会としての統一性が欠けていることが原因だと認識していましたので、私は他のことはともかく、財政管理面に関してだけは支部の独自性は必要ないと一貫した思いで活動してきました。

				　実際に会計制度を変える段階では、支部への慎重な配慮が必要になるなと感じていましたが、その間の事務局さんの粘り強い提案は私の期待を遥かに超えるものがあり、本当に頭の下がる思いでありました。

				　財政部にドップリ浸かっているとき、他の人から「あまり同友会活動に熱中しすぎると経営が疎かになるよ」と助言をいただきましたが、30年を振り返っていま感じているのは、同友会での活動は間違いなく自分を大きく育ててくれた研修の場であり、その研修成果が自社の成長発展に大きく貢献してくれたという確信にも満ちた想いであります。

			

		

		
			
				同友会と共に歩んで
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					河　村　直　孝
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				（福山支部）

			

		

		
			
				株式会社カワムラ機工

			

		

		
			
				共に学び会社を発展させよう

			

		

		
			
				　先ずは、広島同友会50周年おめでとうございます。

				　私が同友会に入会したのは日鐵鋼業の能登社長に誘われてオブザーバー参加した例会で経営に対する考え方が自分に近い同志の集まりだと感じたからです。

				　当時の私は、会社を承継するために大阪の商社で５年勤め自社へ帰ってきたばかりでした。社長である父親と仕事や社員に対する考え方の違いからケンカばかりの毎日でした。

				　ある日、社内で社長と言い争いになり、そのまま私は、営業に出ました。営業から帰ると事務の女性社員から私が出かけた後社長の機嫌が悪くなり社内が険悪なムードで仕事がやりにくかったと報告を聞き、反省し会社での発言もしなくなりました。経営指針がなかったので丸山先生の経営指針作成セミナーに参加して２泊３日で指針を作り社長に見せましたが「そんなモノがあっても役に立たない」と言われ自分の机の中にずっと入れたままでした。

				　その後、自分が社長になった時に会社で方針発表会を開き、社員みんなの前で方針を発表しました。それから現在まで毎年

			

		

		
			
				方針発表会を続けてこれているのは、同友会の仲間が同じように社員と改善や働き易い会社づくりを続けているのを、支部や地区の例会でいつも聞いていたからだと感謝しています。

				　弊社の改善すべき問題がもう一つありそれは、社内を若返らせることでした。当時社員の半分以上が50歳以上でかなり高齢化していました。新卒者を採用したいと同友会の求人活動（当時RUN、現在JOBWAY）に参加させてもらいました。

				　採用に対する準備に何が必要なのかわからなかったのですが、会社案内のパンフレットや採用試験にどんなことをして面接を何回やるかなど親切に教えてくださり、何とか新卒採用が出来、それからは、毎年求人活動に参加しています。採用と同時にわが社に変化があったのは、新卒社員と一緒に共育することで、社内での会議でグループ討論をしたり発表したり同友会での学びがそのまま会社で生かされていると感じています。

				　同友会に入会してなければ今頃どんな会社になっていたかと想像するとゾッとします。今後も多くの会員と出会い共に学び自社の発展に繋げていきたいと思います。
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				慶応義塾大学経済学部　教授　植　田　浩　史

			

		

		
			
				同友会と「憲章・条例」活動

				～孫子の時代に残したい地域の姿とは～

			

		

		
			
				　広島県中小企業家同友会設立50周年おめでとうございます。

				　私が、広島同友会さんとかかわりを持ったのは、2008年10月に開催された第23回経営研究集会分科会「孫子の時代に残したい地域の姿」で、中小企業振興基本条例について話をしてからになります。その後、呉市、福山市、府中市、広島市でも呼ばれ、条例や地域経済について話をしてきました。また、18年から19年にかけて呉市の呉市中小企業・小規模企業振興条例制定にも関わってきました。多くの広島同友会の会員企業さんも訪問させていただき、同友会企業さんが経営や地域との関わりで頑張っている姿を拝見し、日本経済と地域経済における同友会運動の重要性を再認識してきました。

				　しかしながら、現在の日本や地域の姿を見ると「孫子の時代に残したい」とは言えない状況にあります。1990年代初めのバブル経済崩壊以降の産業の国際競争力の停滞、上昇しない所得・給与と消費、進行する高齢社会と人口減少、こうした変化に対し有効な手立てを打てない政策、さらに大規模自然災害やCOVID-19など、他の先進国や周辺のアジア諸国と比べても強い閉塞感と停滞感が広がっています。将来の日本や地域に希望が持てない若者も少なくありません。15年前に広島同友会で問題提起された「孫子の時代に残したい地域の姿」は何なのか、どうやって創っていくのか、そのためには何が必要なのかについて、もう一度考える必要があると思います。

				　そうしたなかで、あらためて地域の経済・社会における中小企業の役割と重要性に関する共通認識を基礎に中小企業を支える仕組みや環境を地域全体で創造し、発展させていくことを強調した「中小企業憲章」や「中小企業振興基本条例」（中小企業・小規模企業振興条例）とその制定を進めてきた同友会運動の大切さを感じます。「憲章・条例」運動は、同友会の三つの目的と密接不可分です。三つの目的のなかに「良い経営環境をつくろう」が含まれていること、「憲章・条例」で支援するのは「良い会社になろう」と努力する中小企業であり、経営者であること、そして地域に「良い会社」「良い経営者」が増えていくことが域経済・地域社会の活性化に結びつくと「憲章・条例」で展望していることが、「憲

			

		

		
			
				章・条例」運動と同友会運動を結び付け、発展させ、その結果多くの自治体で条例が制定されてきました。条例制定運動としての「憲章・条例」運動は、すべての自治体での条例制定までは至っていませんが、2003年７月に中小企業家同友会全国協議会総会で「憲章・条例」制定運動が提起されて以降の20年間で一応のレベルに達したと判断できます。

				　とはいえ、日本経済、地域経済の閉塞感、停滞感が続く現在、「憲章・条例」運動は、制定運動から次の段階、新たな日本経済、地域経済を中小企業によって創造していく運動に質的に発展させることが必要になっています。制定した「憲章・条例」を活かし、地域の中小企業支援に有効な環境や制度を創りだし、中小企業の発展（経営力の向上、事業承継の促進、雇用の拡大等々）に結びつき、地域経済・社会の好循環を生み出していくことです。そのためにも、地域の中小企業が中小企業支援策の検討に積極的に関わり、行政や専門家、学校、金融機関などとの協働で検討する場が恒常的に必要になります。「憲章・条例」の活用によって、中小企業と地域経済・社会の発展が好循環するような仕組みや環境を、それぞれの地域に合った状況の中で、地域自らが創り上げていくことが、待ったなしで求められています。

				　条例は制定したけれども、こうした次のステップに進んでいない、あるいは次のステップへの条件が確立していない地域の方が現実には多いと思います。しかし、「憲章・条例」運動の目的からするならば、制定はその第一歩です。第二歩に進み、具体的な成果を生み出していくことを「憲章・条例」運動の次の課題としていくことが必要になっています。

				　2020年代の今日の「孫子の時代に残したい地域の姿」とは何か。これから我々が直面する時代は、科学技術、自然環境、国際環境など予想もつかないことが起きる可能性があります。こうした環境変化の中でも、地域の経済・社会・生活を守っていけるような、中小企業を中心とした地域の姿、変化に果敢に対応していく中小企業経営者の姿、そうした中小企業と経営者を支える地域の姿こそ「孫子の時代に残したい地域の姿」であるように思います。
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				今後の展望を考える

			

		

		
			
				社会学者　春　日　キスヨ

			

		

		
			
				人口変化は市場変化

				～超長寿時代と高齢者の生活ニーズ～

			

		

		
			
				　日本は世界一の長寿国だと言われる。全人口に占める65歳以上高齢者割合は今後さらに上昇し、2020年29.0％⇒2035年32.3％へと３人にひとりが高齢者となる。しかも、今後進むのはこれまでと質的に異なるものである。

				　65～74歳人口割合は2020年13.8％⇒2040年15.2％へと小幅な上昇に止まる。しかし、75歳以上割合が2020年14.7%⇒2040年20.2％と大幅に増え、病気や加齢で何らかの支援が必要な人を多数含む85歳以上高齢者をみても、2020年613万人⇒2035年981万人へと、1,000万人近くになることが予測される（「日本の将来推計人口（令和５年推計）」）。まさに「超長寿社会日本」が15年後の姿である。

				　会社経営の将来を見据えるとき、人口変化＝市場変化ととらえ、この膨大な数に上る長寿期高齢者の暮らしの実態を先取り的に把握することが必須のものとなるだろう。その際、重要ないくつかの視点がある。ひとつは病気や認知症等、生活に何らかの不自由を抱えながらも高齢者（長寿期でも）の多くが、国が推進する「地域包括ケアシステム構築」政策の下、施設ではなく住み慣れた地域で暮らす時代になるだろうという点。さらに、その人たちの家族形態がかって多かった有配偶の子ども家族との同居でなく、ひとり暮らし、夫婦暮らし、シングル子との同居など多様である点。加えて、現時点（2020年）で死亡者数が最も多い年齢は既に女性93歳、男性87歳に達するが、長寿化が進むなか今後さらに90歳過ぎまで生きる人が増え、その中で認知症を抱え地域で暮らす人も増えるという視点である。

				　こうした点を踏まえると現在の65～75歳までを主たるターゲットにした高齢者市場（旅行、飲食、健康増進,etc）に加え、歩行能力をはじめ生活能力が低下する80歳代以上高齢者の多元化した生活ニーズ（「どんな暮らしをしているか」「何に困っているか」「楽しみは何か」「何が生きがいか」等々）の把握が企業経営にとって大きな課題となってくるだろう。

				　こう述べても、ピンとこない人が多いかもしれない。そこでこうした事実を考えるうえでの具体例を

			

		

		
			
				紹介しよう。私は長寿期高齢者の生活についての聞き取り調査を続けているが、人口14万ほどの地方都市で、地域の世話役さんに「85歳以上の方の話を聞きたいのですが、何人かお集まりいただけないでしょうか」と依頼した。すると、92歳、90歳、89歳、86歳、84歳の男女５人がすぐに応じて下さった。90歳前後の長寿者が町内に何人も暮らす時代。それを実感したのがこの時だった。

				　さらに驚いたのは、集まった人たちの家族や暮らしの形が多様なことだった。「誰と暮らしておられますか」と家族の形を聞いたのだが、回答は「ひとり暮らし」「単身娘と二人暮らし」「夫、単身娘との３人暮らし」「単身息子と二人暮らし」「単身娘、単身孫娘と３人暮らし」と多様で、全員違っていた。加えて興味深かったのは「食事」に関するもの。「面倒だから宅配の弁当を取っています」「夫と娘の分も私が料理します」「総菜や弁当を息子が買ってくるのでそれを食べます。外食もするし、不自由しません」。「同居の娘が作ります。私は食卓に座っているだけ」「普段は自分でつくりますが、つくりたくないときは近所のお店で食べます」。話を聞く内に軽度の認知症かなと思う人もいたし、聞くのを控えたが尿とりパッドの使用者もいただろう。だが、絵画、社交ダンス、料理等などを楽しみ、それなりに元気な人ばかりだった。

				　ところで、従来、80歳を超えた高齢者の問題は介護問題の文脈で語られることが多かった。しかし、今後求められるのは介護関連だけでなく、このように地域で暮らし続ける高齢者の多様な生活関連ニーズを把握し、発掘し、商品をどのように届けていくかではないだろうか。既に見守りを兼ねての弁当やオムツの宅配、通院介助、等々、この年代の家族力と身体能力・移動能力の低下に応じた新しい取り組みが始まっている。今後、その流れはさらに強くなるだろう。そうしたなか高齢者宅へのアウトリーチも増え、認知症に関する知識も経営者にとって不可欠ものとなるに違いない。

			

		

		
			[image: ]
		

		
			
				119

			

		

	
		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				福山市立大学都市経営学研究科　大学院教授　前　山　総一郎

			

		

		
			
				今後の企業と地域の関係

				～「組織の中で人を活かす」ことと「地域を活かすこと」の達成にむけて～

			

		

		
			
				　創立50周年、まことにおめでとうざいます。今後のさらなる展開とご活躍をご祈念しております。特に、厳しい日本社会の転換の突破口となるのではないかと期待をもって、今後の企業と地域の関係について述べたく思います。

				「大きな課題をかかえた日本社会」

				　日米を行き来し研究している論者から見て、日本社会の固有性とともに、その時代逆行性（ガラパゴス化）がいっそう、世界の中で顕著にみられるようになっていると感じている。（他方、転換の可能性も秘められていることに後に触れたい。）

				　とりわけ日本において、先進国のなかで突出した「子どもの貧困率」の高さ、ワーキングプアの拡大といった「格差の拡大」が進んでおり、また、長年の、男性大企業中心主義という課題が、住宅問題、女性に厳しい非正規問題などの雇用問題として限界を迎えつつも、それからの脱出口が見いだせないという「男性大企業中心主義社会からの未脱却」の課題がある。そして極め付きは、労働のありかたの改善をめざすILOの条約（強制労働の廃止に関する条約105号、雇用及び職業についての差別待遇に関する条約111号）を、実に先進国の中で、ほぼ唯一、日本は何十年にもわたり今日まで受け入れていない（未批准）という「古い雇用慣行からの未脱却」という課題がある。日本の雇用・労働の場において、本来的に人を活そうとする「ディーセントワーク」の感覚が、多くの企業、経済団体、また政府にあって薄い状態にあるということである。これまで、女性、子ども、外国出身者が地域のリアルにあって生きるのに、働くのに、リアルな眼差しをもってきただろうか？　企業経営者は、リアルに社会に目を向けて働く人その関わりにある人達の人生や生き方を考えることなく、企業のなかに引きこもってはいなかっただろうか？　

				　それは次の問いに行き着く。「組織の中で人を活かす」ことと「地域を活かすこと」をどのように達成したらよいのか、という問いである。多くの自治体の商工労働関係者の方々からこの問いを頻繁に伺う。

				　ここですこし米国のワークフォース開発(workforce development)が参考になるかとおもわれるので、ご紹介したい。州各地のハローワーク的機関と州立の２年生のコミュニティカレッジ、YMCAなどの機関が、官民・営利非営利で、体系的に、就労と産業、とりわけ中小企業を支援している。特に、全米で約千校ある州立のコミュニティカレッジには、職業訓練・職業教育・仲介の機能が連邦法で定められており、とりわけ21世紀に入ってから、職業教育プログラムの策定、また実際の職業訓練に中小企業や産業関係者にコミットしてもらう仕組みとなっている。学生やリスキリング者などの求職者に特定産業のスキル等を実質的に学ばせ、かつまた雇用主に有用な人材を得させて、双方にメリットを生もう。それによって地域全体の産業と社会を活性化するという哲学である。これを「デュアル・カスタマーアプローチ」と呼ばれる哲学である。21世紀の今、米国の連邦、州（ワークフォース協議会）、カウンティ（複数の市からなる範囲）の協議会、現場のインストラクターたちが懸命に知恵と汗をかいて進めてい
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							「求職者・求人企業、地域産業を活かす米国の『ワークフォース開発』の事例

						

					

				

			

		

		
			
				る。そして、就職する人だけを考える時ではなく、また雇用主・企業だけを考える時ではなく、「組織の中で人を活かす」ことと「地域を活かすこと」を懸命に進めようとしている。

				　ここから考えると、最近、日本の就職・雇用戦線でみられる「ワンデーインターンシップ」などは相当に考えものである。一日の職業体験で学生や求職者にどの程度のことが身につくのだろうか。とくかく人材確保だけに目を向けた、前のめりの企業のゆとりのなさが目に付く。

				　今、企業自体が地域社会のなかで育ち・地域の力になることが求められている。良い事例を紹介したい。山形大学では、中小企業家同友会とジョイントして、１年生からのインターンシップを10年間実施している。インターンシップ授業で年間80名以上が起業体験をするとのことである。そしてそれは、単にCSRなどの表面的な「地域貢献」などではなく、１年生の学生をむかえることで、受け入れる企業で働く人たちが「なぜこの仕事なのか」「生き・働く上で何を大切にしているのか」の素朴な問いに答えるために考え、模範として生き働くことを考えることから、組織風土が変わってくるとのことである。それに共感された企業が受け入れてくれて、よりよい

				これを推進された山形大学松坂暢浩教授によれば、この10年間で、各企業の動きとして、信頼の情勢とともに、人を受け入れる企業組織の土壌ができて地域に良い意味ではみ出してきている。

				「中小企業家同友会の出番！」

				　中小企業家同友会が各地で懸命に樹立してくださった「中小企業振興条例」であるが、これは単なる助成支援のための条例ではなく、円卓会議の設定を基本とすることを含めて、地域の人と企業とそして産業を活性化することをうたっている。現在すべての都道府県（47）と632の市町村で制定されている。

				　筆者も広島県府中市の条例策定をサポートの機会を頂戴しているが、　「組織の中で人を活かす」ことと「地域を活かすこと」を進めることに大きな力のある法制度と捉えている。それは、中小企業家同友会の存在と力が大きいとも感じている。最後に、おめでとうございます。これからが、まさに「「中小企業家同友会の出番！」と、、中小企業家同友会様のさらなる躍進を御祈念いたします！

				＜ご参考＞

				・文部科学省「インターンシップ好事例集　－教育効果を高める工夫17選」

				・前山総一郎『米国地域社会の特別目的下位自治体 : 生活基盤サービスの住民参加実際のガバナンス』東信堂,2020年

				・前山総一郎「米国における「ワークフォース・ローカルガバナンス」の形成とワークフォース仲介機関としてのコミュニティカレッジの機能」『都市経営』14巻,2022年
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							「共育ち」を進めておられる。

							（文部科学省「インターンシップ好事例集」。
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							「山形大学=山形県中小企業家同友会の会員企業による、先端の取組み」
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				今後の展望を考える
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				広島修道大学　人間環境学部　教授　豊　澄　智　己

			

		

		
			
				環境経営は、企業の社会的責任と経済的利益の両方を追求する重要な戦略

			

		

		
			
				　この数年、新型コロナウイルスの感染拡大が社会の最大の関心事となり、日常生活が一変して新しい生活様式に適応せざるを得なくなった。およそ３年が過ぎ、多くの人々がコロナの危機を乗り越えたと安堵していたところ、驚くべきニュースが報じられた。世界気象機関（WMO）によれば、2023年から2027年までの期間で、「少なくとも１年は産業革命前の平均気温よりも1.5度高くなる確率が66%」という。地球温暖化は、我々が新型コロナウイルスと奮闘している間、何も変わらず、むしろその進行速度を速めていた。これは、2015年に採択されたパリ協定の目標（２℃より十分低く保ち、1.5℃に抑える努力）と、それによって大きな被害が明らかになるとされる「1.5度超過」が現実に迫っているということだ。

				　さらに、2023年７月は観測史上最も暑い月となる公算が「極めて大きい」と世界気象機関（ＷＭＯ）などが発表。これを受け、国連のグテーレス事務総長は「地球温暖化の時代は終わり、地球沸騰化の時代が到来した」「異常気象がニューノーマルになりつつある」と警告し、各国に気候変動対策を強化するよう訴えた。

				　むろん、恒常的なものではなく、また、エルニーニョ現象が組み合わさった予測であることに注意しなくてはならない。しかしながら、数年前までにそのような可能性はそれほど高くはなかった、あるいはほぼゼロであったことを思い出してほしい。温暖化に対して、根本的な解決策を迫られていると認識するか、あるいは「ミニ氷河期」の到来を真剣に祈らないといけないのかもしれない。

				　さて、本稿を執筆している８月末、大学ではオープンキャンパスが終わり、いよいよ秋入試の幕が開けようとしている。18歳人口減少の影響などで、私立大学はもちろんのこと、国公立大学でも秋入試での入学定員確保の動きが加速度的に増している。「受験要項」を取り寄せ、小論文対策や志望動機執筆などの準備を進められている受験生や保護者、関係者の方も少なくないのではないであろうか。その中の新しい文言に、私は驚きを覚えている。「生成系AIツールの使用を…」。ほんの２～３年前までいわゆる翻訳系ソフト・サイトは利用できなかった。あまりにも内容が酷くて、生成された日本語を理解することができなかったからに他ならない。しかしながら、深層学習の成果により「ChatGPT」「Google翻訳」「DeepL翻訳」などで翻訳された日本語はもち

			

		

		
			
				ろんのこと、プロンプト（指示テキスト）を入力して生成された文章でも「合格点」を得られるに至っている。AIの進出はテキスト文章だけではない。AIが作成した絵画やデザインがコンテストで優勝したニュースも散見されるようになってきた。つい最近まで「AIが日常生活やビジネスに入り込んでくるのは、まだまだ先の話だし、それはサイエンス・フィクションだ」と、私も強く感じていたが、その認識は間違っていたといわざるを得ない。

				　「ChatGPT」が2022年11月に誕生し、わずか２ヶ月でアクセス数が１億を超え、その伸びも進化も止まらない。日本国内では、野村総合研究所（NRI）によると、2023年２月ごろからアクセス数が急拡大し、現在でも世界有数の利用者数がいる。とりわけ、学生・教職員の利用割合が最も高く、企業でもその認知・利用の度合いは高くなっている。なお、Open AIの調査では、Fortune 500企業の80％が利用しているという。さらに、セキュリティー面などが強化された法人向け「ChatGPT Enterprise」の提供開始を受け、ますます企業における利用率は高まると推測できる。

				　「ChatGPT」のリリースは、まさに好むと好まざるとにかかわらず、我々に急速かつ多大なる変化を強いているのではないだろうか。また、「ChatGPT」は、AIが日常生活やビジネスにどのような影響を与えるかの具体例を示している。人間とは比較にならない大量のデータを即時に処理し、最適な手法の発見、機械学習のアルゴリズムを用いて最適なスケジューリングを、AIは提案することができる。

				　つまり、企業経営はもちろんのこと、環境経営の分野への影響は計り知れない。例えば、①異次元の省エネルギーや生産性の向上に貢献するであろう。その他にも、②持続可能性の強化を通じて企業イメージの向上や新しい市場へのアクセス、③世界各国で強化される環境規制への対応、③環境分野への投資や素晴らしいアイデア、④製品ライフサイクル全体での環境影響を透明化するなど消費者とのコミュニケーション向上、⑤単一企業だけでの取り組みの限界を超えて環境提携やパートナーシップ進展などが考えられる。

				　いずれにせよ、環境経営は、企業の社会的責任と経済的利益の両方を追求する重要な戦略であり、今後もその重要性は増していくと言えるであろう。皆さんのますますの活躍を期待しています。
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				広島修道大学商学部（中小企業経営論）　木　村　　　弘

			

		

		
			
				地域の中小企業に求められる役割と期待

			

		

		
			
				　創立50周年、おめでとうございます。貴同友会と関係のみなさまの益々のご発展を祈念して、「地域の中小企業に求められる役割と期待」と題して寄稿をさせていただきます。この50年、石油危機、バブル経済崩壊、リーマン・ショック、新型コロナウイルス感染拡大など、様々な問題がありました。近年は働き方改革の取り組みも活発化し、働きがいを重視する経営が求められるようになってきました。中小企業経営者に求められる事柄はさらに多くなっているように思います。これからの50年も充実した時代になるように、地域の中小企業に求められる役割と期待についてふれていきたいと思います。

				〇基本的な方向性

				　2010年に閣議決定した中小企業憲章には、中小企業は「経済を牽引する力であり、社会の主役」と明示されています。中小企業は経済やくらしを支え、牽引する存在であり、創意工夫を凝らし、技術を磨き、雇用の大部分を支えているのです。中小企業の特長として、意思決定の素早さ、行動力の高さ、個性豊かな得意分野や多種多様でありうる可能性が指摘されています。さらに、中小企業の経営者は企業家精神に溢れていることや、家族のみならず従業員を守る責任を果たしていること、経営者と従業員の一体感の発揮、一人ひとりの努力が見えやすいことも指摘されています。中小企業憲章にもとづいて、今後の政策も策定されていくため、個々の中小企業も上記の内容を意識して経営していくことで、全体として多様性を実現しながら、まとまりが出る可能性が高まると考えられます。

				　以下では、これらを実現するために、中小企業はどのような役割を意識しておけばいいのか、具体的に考えていきたいと思います。

				〇地域の中小企業の役割

				▪地域のくらしを支える

				　ひとつめに意識しておきたいのは、中小企業は私たちの日々の暮らしを支える存在であることです。中小企業の多くは地域と密着して経営活動を展開していると思います。顧客は全国や海外に展開しても、職住が近接していることが多いと思います。地域で暮らす人々のくらしを、事業を通じて支えることが、地域住民である社員の生活も支えることにつながり

			

		

		
			
				ます。当たり前のことであり過ぎて、これまで意識することがなかった内容かもしれません。社員一人ひとりが、働きがいをもって仕事に従事できるよう、社員とともに将来を考えながら、経営活動を継続することの意識です。

				▪連携で地域社会を支える

				　個々の中小企業ができることには限界があります。ここで重要になるのが、地域に存在する中小企業同士の協力体制の構築です。これを具体的な役割のふたつめとしてあげておきます。地域の経済活動はもちろん、イベント等で地元の中小企業同士の連携が重要なのは言うまでもありません。伝統を大切にすると同時に、これからの未来を切り拓いていくために、各企業の若者の活躍の場を重視していく必要もあると思います。情報通信技術の進展によって、経営をめぐる状況は進展を続けています。若い世代の情報に対する感覚をうまく取り入れながら、地域や企業の情報発信を連携して実行していく意識も大切です。

				〇今後の期待

				▪魅力づくり：自社の強みの再認識と伸長

				　これらを実現するためには、個々の中小企業が自社の存在意義を定期的に再確認しておくと良いと考えられます。魅力づくりです。小さい範囲でも良いので「地域オンリーワン」を意識することです。これが強みの再認識につながり、どこを伸ばしていきたいのか、未来の経営につながりやすくなると思います。経営の羅針盤ができあがると、舵取りが明確になりやすいと思います。魅力的な企業が増えると地域も元気になります。

				▪関係づくり：顧客と同時に社員も大切にする

				　顧客あっての経営活動ですが、やはり日々の事業を支えてくれている社員を大切にする姿勢を忘れてはなりません。関係づくりです。経営者は社員が仕事にやりがいを持ってもらえるように、今後も経営に邁進してください。社員が仕事に誇りを持つようになると、社員同士の協力関係も活発になり、組織が明るくなると思います。結果、生産性も高まって、自社にも顧客にも良い影響をもたらしやすくなると考えられます。

				　地域の中小企業はこうした場を形成しやすい存在でもあります。みなさまの益々の発展を祈念しております。
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				今後の展望を考える
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				福山平成大学経営学部　経営学科教授　堀　越　昌　和

			

		

		
			
				今後の中小企業の事業承継問題

			

		

		
			
				　中小企業が、幼少期から身近な存在だった私にとって、事業承継とは、自身のライフヒストリーと切ってもきれない、きわめて重要な、経営上の意思決定であり、行為であった。事実、物心ついた頃にはすでに、後継候補ですらないことを強烈に自覚させられつつも、家業のおかげで日々を過ごしてきた私にとって、ファミリーで営む中小企業は、反発と憧憬、感謝といった、さまざまな感情が相克する存在であり続けた。

				　このような個人的な「想い」もあって、政策金融から学術研究の世界に身を移してからの十余年、一貫して取り組んできたのが「中小企業の事業承継」問題であり、この問題の解決策を検討するうえで、最も重視したのが、中小企業の経営上の特質と、そうした特質をうみだす「規模の制約」であった。

				例えば、中小企業の事業承継問題の本質は「後継者問題」といわれることがある。しかし、あくまでもそれは結果であり、必ずしも原因ではない。後継者問題は、経営管理の問題であり、リーダーシップや人的資源管理、資本政策に金融およびそれらの相続、法的手続きや制度、少子高齢化、正当性や権威、家族の問題など、中小企業－特に、家業形態のファミリー中小企業がしばしば直面する、経営上の諸課題に端を発する。

				　そして、候補者がいても適任者がいないのではなく、それらの一部（もしくは全部）が絡み合って、跡を継ぐ者が誰もいなくなってしまった結果、後継者「不在」の問題が生じる。身内であれ、社内の人材であれ、取引先であれ、誰かが継がなければ、連綿と続いた暖簾はいずれ降ろさざるをえなくなる。

				　ところで、中小企業は、わが国企業の大半を占め、地方であるほどその位置づけに重要さを増す。こうした位置づけもあり、中小企業の事業承継問題は、高度成長期が終焉した1970年代にはすでに、政策の重要課題の一つとして認識されてきた。そして、『中小企業における経営の承継の円滑化に関する法律』、『事業承継税制』や『経営者保証に関するガイドライン』、『事業承継5ヶ年計画』など、中小企業の事業承継問題の解決に向けて、さまざまな支援策がこれまでに措置されてきた。ところが、収支・財政ともに問題のない状態にあるにもかかわらず、後継者不在による廃業が今後、相当の割合にのぼる可能性、また、頻発する自然災害や新興感染症パンデミックによる気力の減退を起因としたギブアップ廃業の増加などが、政府や信用調査機関などの調査によって

			

		

		
			
				危惧されている。

				　こうした、およそ半世紀にわたる先賢のご努力と、にもかかわらず進行する過酷な現実を前にすると、小職が「今後」を語るには僭越のそしりを免れないが、アトツギになれなかった一研究者が、あまたの文献との格闘や経営者の方々との議論でえた、成果の一つとして以下、中小企業の事業承継の円滑化のための「規模の制約の克服に向けた課題10か条」を提示することにしたい（注）。貴会が掲げる三つの目的（よい会社をつくろう、よい経営者になろう、よい経営環境をつくろう）のさらなる深化と、自主・民主・連帯の精神のますますの発揮が、今後の事業承継問題解決の糸口となることが、おわかりいただけるように思う。

				　末筆ながら、広島県中小企業家同友会の今後ますますのご発展と、役職員並びに会員の皆様方のご健勝とご活躍を心より祈念いたします。

				（注）詳しくは拙著『中小企業の事業承継－規模の制約とその克服に向けた課題－』（2021年、文眞堂）をご照覧いただきたい。
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							規模の制約の克服に向けた課題10か条

							１．事業承継を実現するには、長い時間を必要とすること

							２．複雑でセンシティブな事業承継の問題に対して、経営者がひとりで悩ないこと。経営者仲間や金融機関などのインフォーマルなネットワークの構築や参加を通じて、一つひとつの悩みに対処していくこと

							３．所有と経営は不可分の問題であり、実質的にはやり直しのきかない、ほぼ一発勝負であること

							４．可能な限り、計画的に準備し、進めていくこと

							５．事業承継の決断について経営者は、自身の「死」よりも「生」を強く意識していること。したがって、事業承継とは、経営者の健康問題の側面を有すること

							６．経営者仲間や取引先、金融機関など、身近なステークホルダーは、共に悩み、成長する機会として、より積極的に事業承継にかかわっていくことが望まれること

							７．経営者と後継者（候補を含む）の深い対話

							８．従業員やファミリーメンバー、取引先からの後継者の正当性の獲得

							９．事業承継のゴールは、経営者の地位の交代ではなく、承継後ガバナンスに目途がついたタイミングであること

							10．インテグリティ（誠実さ）の発揮
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				時代の変化にどう対応するか

				～コロナ禍から未来へ～

			

		

		
			
				●自社紹介～わが社は何業か？

				原田：今日は、50周年記念誌の取材をさせていただきます。現在の状況を確認しながら、今後に向けての展望を語り合えればと考えています。

				　　　　まず、各社のご紹介からお願いします。できればドメイン（事業領域）を一言で表現してください。

				瀬島：呉市の製造業の方をお客様に、機械類やプラントの一部を運ぶ運送業です。父の創業で来年60周年を迎えるのを機に３代目に社長交代の予定です。社員は37名。「地域製造業へのお

			

		

		
			
				役立ちを使命にした、お客様の発展への貢献業」とでも言いましょうか。もう一つ、地域の子どもたちが「トラック運転手になりたい」と思ってもらうのが目標です。

				柳原：歯車や減速機を設計・製造しています。３年後に80周年になります。私は３代目になります。社員数は49名で、別に中国法人があり、そちらに約40名います。祖父の代からメーカーをめざしてきました。「伝導機械で幸せを伝導する」業ですね。

				錫木：接待を伴う飲食店と会員制のバーを営業しています。社員は５名ですが、その他に131名のスタッフがいます。来年35周年を迎えます。自社を「サードプレイス提供業」と位置づけています。

				村井：今年45周年を迎えた「炭焼　雷」を３店舗展開しています。社員・パート・アルバイトを含めて45名です。コロナで大打撃を受けましたが、事業再構築でリクリエイトを行い、オンラインショップも始めました。飲食業ですが、社員とは、一歩踏み込んで「幸せ提案業」になりたいね、と言っています。

				岡崎：橋梁・建機・建物の連結金具を作る金属製品製造業です。２年後に創業80周年を迎えます。社員数は42名。昨年、二代目である私の主人が会長になり、娘婿に社長をバトンタッチしました。

				　　　　我が社を一言でいうと「社会のインフラサ

			

		

		
			
				副代表理事座談会
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				出席者（副代表理事の皆様）

			

		

		
			
				司会（広報部長）

			

		

		
			
				原　田　修　治 氏　㈲シーピーシー　　　　　　　　代表取締役

			

		

		
			
				大　植　　　栄 氏　㈲メタルワーク福山　　　　　　代表取締役

				岡　崎　瑞　穂 氏　㈱オーザック　　　　　　　　　取締役副社長

				錫　木　健　一 氏　㈱ＰＡＣ　　　　　　　　　　　代表取締役

				瀬　島　高　志 氏　合同呉運送㈱　　　　　　　　　代表取締役

				村　井　由　香 氏　㈱キャピタルコーポレーション　代表取締役

				柳　原　邦　典 氏　㈱広島精機　　　　　　　　　　代表取締役
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				ポート業」ですね。

				大植：食品製造機械・半導体製造機械・印刷機などの板金部門を担っている、金属製品製造業です。「お客様のコアコンピタンスを請け負うサポート企業」だという自負があります。社員数は39名。兄が創業したので、私は1.5代目だと思っています。67歳になりましたので、特例事業承継を進め、数年後には代替わりの予定です。

				●コロナの影響

				原田：今回は50年記念誌ですが、これまで100年に一度というコロナパンデミックがあり、各社ともかなりの影響があったと思います。

				瀬島：リーマンショックの時ほどではありませんが、それでも売上が12～13％減りました。元が損益分岐点の高い業種ですから、かなりダメージを受けました。さらにロシアのウクライナ侵攻に端を発した燃料高はこたえます。

				　　　　正副代表理事会でパンデミックの収束には３年くらいかかるだろうと話していましたが、まさか３年丸々かかるとは思いませんでした。

				柳原：業界全体として10%くらいのダウンになったと思います。コロナよりも、現在の材料高や電気料金の値上げの方が、経営的には大きな影響があります。

				錫木：売上－100％でした。最初はまるで魔女狩りのようでしたから、これはかなり痛かった。現在は何とか90％くらいには戻っています。G７をきっかけに、インバウンドの活性化で戻ってくるという希望はあります。年末に95％になれば良い、でも100％には戻らないのではないか、と見ています。

				村井：つらすぎて、記憶から抹殺しているくらいしんどかったです。でも同友会で「テイクアウトの日」を作ってくれたりしました。みんなの力を借りながら、どう生き残るのか、考えていました。

				　　　　もう一つは価格転嫁です。材料費は大きく上がっていますが、お客様は価格に敏感です。我が社の付加価値をどう見せるかが大事でした。価格転嫁が成功したおかげで、売上はコロナ前を上回っています。

				岡崎：売上は１割ほど減りました。でも結果は減収増益でした。逆に社員の方は今後どうなるかという危機感が高まったようで、いろいろ考

			

		

		
			
				えるようになりました。まさにピンチはチャンスですね。

				大植：皆さんには申し訳ないのですが、我社は増収増益、１月の決算では過去最高利益となりました。

				原田：それはすごい。どんな理由でそうなったのでしょう。

				大植：新規開拓と言うより、家需要を反映した食品製造業界の伸びが大きかったのだと思います。

				●コロナを機に変わったこと

				原田：ありがとうございます。

				　　　　一つにはコロナをきっかけにして、事業の見直しもあったと思います。また昨今では働く環境づくりや賃上げも大きなテーマになっています。皆さんの取り組みをお教えください。

				大植：賃金ですが、物作り補助金を受けていたので、毎年３％の賃金アップが必要で、それを進めました。今期は決算賞与も含めて10％のアップになります。

				　　　　この好成績の反動は必ず来ると思っていますので、幹部ともその意識を共有し、今後どんな成長戦略を描くのか、話し合っています。

				　　　　リーマンも含め、必ず景況には波があります。その中で業績をどう平らにしていくのかが経営者の役割です。様々な分野に出て行くこと、設備投資を行って世の中の流れに乗り遅れないようにすることが大事だと考えています。
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				原田：オーザックさんはいろいろな仕組み作りが進んでいると伺いましたが。

				岡崎：５年前に結婚して広島に行った社員が我社で働き続けられるように在宅ワークを導入していました。それで、コロナ対策としての在宅ワークはスムーズに導入できました。以後、介護や子育て中の社員の働き方としての在宅ワーク、集中して業務をするための在宅ワークと変遷してきました。同時に在宅者の電話の内線化やチャットツールを導入、発注業務、請求業務の電子化などで効率向上をはかっています。

				村井：遅ればせながら、数値管理がリアルに把握できるような仕組みを導入しました。でもコロナで一番変わったのは社員です。

				　　　　コロナの危機下では、やるしかない。新しいことを始めるときには、何かしら抵抗感があるものです。それがなくなりましね。

				錫木：多分、全国で一番最初にZoom店舗を開きました。ランチェスター勉強会がきっかけで、2018年からZoomを使い始めたので、十分ノウハウがあったのです。どこの店も開けないなら、集客できる。会議もこれでできた。DXについてこれない人は、時代に見放されるのはないか、と感じています。

				柳原：メールと電話と製品のやりとりで、ある程度の仕事はできるな、という実感ができたのは大きいですね。製造現場はあまり感染リスクは高くないので、雇調金の申請も準備しまたが、使わずにすみました。機械のコントロールを含めたDX化は、県の補助事業もあってコンソーシアムに加盟していましたので、取

			

		

		
			
				組中です。

				　　　　むしろ「事業再構築」という言葉を使わなければならない産業状況に、日本という国があるんだ、という認識が必要なのではないでしょうか。中小企業もマーケティングに基づく設計開発など、狭い領域で利益を確保できるようにしないと、大手の仕事は減っていくだろうと思います。

				瀬島：アマゾンを見ているとすごい。同じことはできないけれど、同業のネットワークを活用して対応力を高めないといけない。デジタルタコメーターも進化させて、労務管理なども一元化できるようにしたいです。

				原田：皆さんのお話を伺っていると、補助金などをうまく使っていらっしゃるようですが･･･

				大植：物作り補助金を使っています。

				岡崎；我社もそうですね。

				錫木：広島市の補助金に採択されましたが、結果、お返ししました。将来性をよく吟味しないと、それに引きずられて足枷になる可能性を感じたのです。現在、事業再構築の認定を求めて、自社の強みを活かせそうなものに絞り込む作業を、銀行と一緒に考えています。

				村井：大きいものから小さなものまで、いろいろ使いました。金融機関に融資を申し込むのは生き残りのためですが、補助金はこれからのことにチャレンジするもので、むしろ心を奮い立たせる力がある用に感じます。

				瀬島：リスキリングの認定企業にはいち早く応募しました。具体的な取り組みは、これからです。

				●働き方改革

				原田：今後のことを考えると、働き方改革は一つのキーワードになりそうですが、皆さんはどう取り組んでいらっしゃいますか？

				瀬島：2024年問題が注目されていますが、業界の対応は遅れています。業者の99％はトラック15台以下の小企業。東京に荷物を運んで帰ってくるとしたら、各種法規制のどれかに必ず引っかかります。だから東京にこれまで月４回行っていたのが、月２～３回にせざるを得ない。

				　　　　逆にこれをチャンスとして、価格交渉を進めたいです。
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				柳原：技能のある社員や、頑張りたい社員は、残業時間が長くなる傾向があります。我社は有給の消化率は高いのですが。

				　　　　他方、給与はこの間あまり上がっていない。社員からすれば、どうしてくれるんだ、ということになる。言いませんけどね。だからベースを上げざるをえなくなっている。

				　　　　この働き方改革というのは、労働環境整備にはつながっているけれど、企業負担が大きいと思います。きちんと実現するには、ある程度の時間が必要なのではないかと思います。

				錫木：働きたくても働けなかったのですから。完全週休２日はとっくに達成しました。２月から給与ベースを10％上げました。何ができるかを考えたら、働き方改革と価格決定力で乗り切れるのではないかと考えました。

				　　　　先日も大手の酒商社が来て、７月に２～３割の値上げをすると予告してきました。だから当方も値上げせざるを得ない。幸い、この業界は価格弾力性が高くて、一般の飲食店よりは値上げが容易です。業界では安めの設定をしていましたから。

				村井：自分が会社を継いだ18年前よりはましになっていると思います。ちょっとずつ良くする。社員にも、そう伝えています。

				　　　　サービス業は拘束時間が長いという固定観念があって、同業者の多くが採用に苦戦しています。自社では、外部機関の認定を積極的に受けるようにしています。外部からの評価を受けることで、社員にも「ウチはいい会社なんだ」という新鮮な驚きがあるようです。

				原田：錫木さんは以前、コロナ開けの時に、スタッフが以前のように戻ってくるか心配しているとお話しされていましたが。

				錫木：僕らの存在が悪と言われていたときですね。その頃から、３年後には以前の状況に戻るだろう。そのときに人員を確保しておくのは、社長である自分の任務だ、と思っていました。

				　　　　実はこの期間中、様々な採用のキャンペーンをしていました。今の中心メンバーは、この間に採用したスタッフたちなんです。例えば週１日しか出ない方に代えて、週３日～４日出る前向きな方にする。こうした取り組みをしています。

				　　　　また、労働環境に関するアンケートも年２回行ってきました。社員は「社長は本気なんだ」と思ったようですが、内容がだんだん悪くなってきてます（苦笑）。

			

		

		
			
				●働き方改革のしくみづくり

				原田：こうした事を進めるには、何らかの仕組みが必要だと思います。中小企業が苦手な分野ですが、皆さんのところがいかがでしょう。

				岡崎：我社は、働き方改革のしくみは構築されていると思います。おかげで、定着率は過去５年間で90％超です。

				　　　　現在、人事考課制度の見直しに取り組んでいます。コンサルタントによる全社員との面談を通して課題の抽出ができました。その課題をもとに、パーパス、コアバリューを織り込んで新たな人事考課制度が来年４月にスタートします。

				柳原：中小企業診断士の初年度訓練に協力すると約束してしまっているので、毎年診断されるのですが。マネジメントを向上させたいと考えていますが、転職が当たり前の時代になって、社員のかなりの数が転職サイトを見ているのにはびっくりします。無理をしてはいけないのですが、エンジニアですからおいそれと技能が身につくわけではない。頭の痛いことです。

				岡崎：転職サイトを見ている人は、我社でもたくさんいます。就職支援企業は、就職を斡旋した社員に向けて翌年から転職支援企業としてDMを送るのですから、企業倫理としていかがかと感じます。

				柳原：率直にいえば、我社での数年の経験を無駄にする気か、と思う。

				錫木：娘が大学のライフデザイン科で学んでいるの
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				ですが、まず３年後にどうステップアップするか、と習っている。

				柳原：学校の先生は、職業に関する現状認識が浅いんだよね。

				錫木：あれは頭の良い人、できの良い人向けなんです。キャリアプランというんですか、それに大成功した人が講師になっている。普通の人は、そうはいかない。

				柳原：要するに夢を与えて、つっている、ということですか。

				原田：大植さんは障害者雇用などにも取り組んでいらっしゃいますよね。

				大植：障害者雇用を含めた多様性のある採用を行っています。高齢者や女性、就職困難者。そうした方を含めて、それぞれの持ち味を活かせる会社作りに取り組んでいます。

				　　　　率直に、中小企業では新卒採用はハードルが高い。逆に、地域の子どもを地域で育てる。「おじさん、卒業したら雇ってよ」「おう、まっとるで」。こんな関係ができるといいなと。

				　　　　望む地域で人生を送ることができるようにする。これは中小企業の大事な役割だと思います。

				●地域との関係をどう育てるか

				原田：皆さんのお話の端々に地域を意識した言葉が出てきます。地域との関係をどうお考えですか。

				瀬島：同友会への入会当初から、呉という町を良く

			

		

		
			
				したいという思いはありました。ご存じのように、多くの大手企業が撤退し、豪雨災害もあった。そんな中で、440社の支部が維持できています。だからこそ、会の役割は大きい。その中核は、雇用と人材育成でしょう。

				原田：柳原さんは中国に進出して20年とのことですが、いかがですか。

				柳原：当初はハングリーで向上心が非常に強い印象でしたが、今はさほどではなくなっているようです。日本での研修を希望する人が、徐々に減っているように思います。

				　　　　他方、本社の社員は、地元学校の卒業生が半数を超えています。その意味で、地域に生きているのかな、と。

				錫木：地域の捉え方が難しいですね。同友会の組織でも、広島の４支部は20年以上、それに格闘しています。

				　　　　私見ですが、校外などの住宅街と、街の中心部では捉え方が違うのではないかと思います。だから、分けて考えることが必要ではないでしょうか。

				岡崎：経営理念にある「地域貢献」の一環として色々取り組んでいます。

				　　　　11年前から毎月１回「軽トラ市」という朝市を開催しています。弊社会長が生まれた頃の鞆町は人口が13,000人超でしたが、現在3,500人を割る寂しい町になりました。賑わいの創出を目的として、志を同じくする同友会の仲間や時には小学生を巻き込んで取り組んでいます。

				　　　　我々中小企業を知ってもらうために支援学校、高校、大学等との連携を深め、インターンシップや出前授業なども積極的に受け入れています。

				　　　　我社には有給休暇のほかに、地域活動休暇（有給）が年３日あります。地域行事、PTA、ボランティアなど大事な地域を支える活動に参加してもらえるように作りました。

				村井：楽しく取り組んでいます。広島は回遊性が弱い。本通りを通り抜けて終わりになるんです。それを何とかしたい。地域イベントを行ったり、商店街で面の活動を進めたり、まちづくり会社を作って活性化を考えたりしています。

				●少子高齢会への対応

				原田：私の時代は、同学年が260万人いました。と
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				今後の展望を考える

			

		

		
			
				ころが現在は80万人を割っています。こうしたことにどう対応されていますか？

				瀬島：我社の場合、採用の85％が社員の紹介なのです。チャンネルを多く持つのが必要ですが、要するに働き方改革も含めて「選ばれる会社」をどう作るか、ということではないかと思います。

				　　　　現在では、地場大手の会社から、社内の人間関係などに疲れた、ドライバーになってのんびり暮らしたい、などと応募してくる人もいます。

				柳原：我社は労働集約型企業ではないので。先週初めて、中国法人の社員が日本に出張してきました。幹部に育ってくれたのです。そこには日本人も外国人もない。

				　　　　円安もあって、海外で働いた方が所得が多くなったりする。そういうグローバルな視点で労働市場を見る必要もあるのではないかと思います。

				村井：コロナの時、本通りにさえ人がいなくて閑散としていました。私はこれが未来の広島の風景になるような気がしています。だからこそ、現在のドミナント展開で良いのか、まちづくりに自社がどう関わるのか、考える必要を感じています。

				大植：我社にも外国人研修生がいますが、実は日本の研修生は世界で一番所得が低い。一方で３年の満期で研修をしていただくと、諸経費込みで、高卒を採用するより多くのお金がかかる。あまり知られていませんが。

				　　　　だから、技能を身につけると、次の時にはもっと待遇の良い会社に流れます。

				●SDGｓをどう見るか

				原田：最近のテーマとして、SDGｓは避けて通れないものになっています。皆さんはどう取り組んでいますか？

				岡崎：SDGｓ宣言をして取り組みを進めています。ただ、特別なことをしている意識は余りません。地域に選ばれ支持される、社員に我がことと思える会社。そうしたことをめざしています。

				大植：話をぶった切るようで申し訳ないのですが、SDGｓで求められていることって、同友会が追求してきたことではないか、と感じます。だから会がいっていることを愚直に取り組めば、SDGｓの実践になるのではないでしょう

			

		

		
			
				か。

				瀬島：環境の視点でいえば、省エネ運転は実は安全運転なんです。ドライバーによって燃費に３割くらい差が出る。だから、そうした良い手のドライバーを育成するのが大事です。

				　　　　京都議定書ができたときに、車の排ガスがCO2の２割を占めていた。だからみんなが３割燃料消費を減らせば、目標は達成できるんです。

				●今後の経営上の力点は

				原田：今後10年を見据えたときに、経営上の力点はどこにおいていらっしゃいますか？

				瀬島：永遠のテーマなのが、採用と育成。他方で運賃の改定は粘り強く進めます。過当競争の中で、ドライバーは減っていくでしょう。そんな危機感の中、４～５年前から価格改定の交渉を進め、昨年取引先全社と燃料サーチャージの契約を成立させました。ただ、同業者間ではそうも行きません。

				　　　　シミュレーションや法令順守のクリア条件などを使って、さらに粘り強く価格交渉を進めていくことですね。

				柳原：新しい仕事作りです。使い古されていますが、５％の新規性と隣接異業種の開拓です。既存商品の市場が残っている内に、開発コストを投入し、助成金も活用して進めていきたい。

				錫木：アンバンドリングですね。要するにこれまでセット販売していたものを分解して、自社の得意なものを提供するということです。実際、飲食業ではサービス・場などの組み合わ
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				せを行ってきましたが、IT化やコロナを機にしたデリバリーの発達など、アンバンドリングのインフラが整ってきました。だから我社は、場（サードプレイス）の提供に力を入れる。それもどこにもまねのできないものにしたい。

				村井：コロナの時から、自社のリソースを分解して事業化を考えてきたので、錫木さんの発言には勇気づけられました。

				　　　　今後は人にどれだけ投資できるかが鍵になると考えています。サービス業は高付加価値追求型か、機械化型かに二分されていくと思います。だからこそ、我社では人を重視したい。

				　　　　幸運なことにこの５年間、退職者はゼロでした。来るべき時代に向かって、この人たちと何をめざすのかを考えていきたいと思います。

				岡崎：付加価値をどう作るかです。

				　　　　期待以上のサービスを提供し顧客に安心と感動を提供するために何をどうするか？を社員と共に追求しています。

				　　　　もう一つ。10年後には我社の商品は、日本では飽和状態になるのではないかと懸念しています。商圏を世界に広げるべく10年前から海外事業部を立ち上げ取り組んでいるところです。

				大植：大きなことを言うようですが、日本はものづくりをしないと成り立たない国だと思います。だから、我社で働きたい、ではなく、我社でものづくりをしたいという人をどう育てるか。人が育つ仕掛けと、ブランディングが大事で、人がそろえば、そこから戦略が浮かんでくるのでは、と思っています。

				原田：日本は技術はあっても、それをビジネス化できていないという声もあります。企業連携も含めて、そのあたりいかがですか？

				瀬島：業界のネットワークはありますので、それをさらに大きく、高度化する必要があると思います。他方で、現在あものを活用する。運送で言えばJR貨物の活用。あれほどのインフラを遊ばせておく法はない。環境的も良いですし。

				●今後の戦略

				原田：最後に皆さんの会社の今後の戦略軸をどこに置くのか。簡単にお話いただけますか？

				大植：時代の変化に対応するためにも、頭の切り替

			

		

		
			
				えが必要です。経営者と幹部が一体となって取り組みことが大事です。

				岡崎：繰り返しになりますが、付加価値と海外展開ですね。

				村井：地域の他の企業と連携する。まちづくりや商品作りに、同友会のスケールメリットも大いに活かしていきたいですね。

				錫木：全体としてみると、インバウンドをどう取り込むか。飲食部会でも市の環境局の方を招いての勉強会を企画しています。10年は飯が食えると思います。しかし10年先以降は、これが大事なファクターになると思います。

				柳原：メカ部分は我社で何とかできるので、制御関係を専門業者と組んで開発しています。欧米にはある規制が日本にはない。そうした事に対応できるような製品開発を、楽しくやっていきたいですね。

				瀬島：皆さんのように先がよく見えていません。法令順守をどう進めるのか。具体的な課題があります。基本は繰り返しですが、採用と育成。どれだけ優良なドライバーを育てるかがカギです。ネットワークでは、IT化をさらに高度にすることだと思います。

				原田：今日は大変勉強になりました。あえてまとめれば、会が言っていること、やっていることを、しっかり実践すること。その上で、各業界の流れに合わせて戦略を展開することだと感じました。読者の皆さんにも大きなヒントになると思います。ありがとうございます。

				（文責　事務局　橋本）
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					年度

					4/1 会員数

				

				
					月日

				

				
					広島同友会の動き

				

				
					社会の動き

				

				
					代表理事

				

				
					1973年度

					（10/６）

					70名

				

				
					10月６日

				

				
					創立総会　会員70人　於：キリンビヤホール

					・毎月例会を開催する

					・委員会・部会の活動を行う

					・全国研究集会（長崎）に参加する

				

				
					２月　円、変動相場制移行

					10月　大店法公布

					10月　第４次中東戦争勃発

					10月　第一次オイルショック

					12月　宮澤弘氏が広島県知事に就任（～81年）

					１月　日中貿易協定調印

				

				
					三川琢美

					桜井　親

					山下時男

				

				
					10月

				

				
					事務所開設（南区皆実町　広島洋紙内）

				

				
					２月

				

				
					建設部会誕生

				

				
					３月

				

				
					青年部会誕生

				

				
					1974年度

					100名

				

				
					７月11日

				

				
					第２回定時総会（62人参加）　広島共済会館

					・組織の拡大強化～委員会部会活動で会の強化をはかり、各会員は必ず新会員を１名以上獲得する

					・ひろしま同友会ニュース（手書き）を発行する

					・一人の限られた体験を一般的な教訓に高め、70年代の経営者にふさわしい自覚と教養を身につける

					一泊懇親研修会を２回開催

				

				
					７月　ニクソン米大統領弾劾

					12月　三木内閣誕生

					３月　山陽新幹線福岡まで全線開通

				

				
					三川琢美

					桜井　親

					三原義雄

				

				
					５月

				

				
					事務所移転（中区空鞘町　セントラル瀬戸内６F）

				

				
					９月～11月

				

				
					５政党との懇談会を実施

				

				
					10月15日

				

				
					婦人部会誕生

				

				
					10月21日

				

				
					創立１周年記念パーティー（101人参加）

				

				
					12月

				

				
					会員200名を突破

				

				
					1975年度

					200名

				

				
					５月14日

				

				
					第３回定時総会（100人参加）　八仙閣

					・10の委員会が、運営部門と事業部門に分かれて活動

					・会員の自主的な活動である地区会活動（５地区会）がスタート

					・毎月11日を全会員対象の例会日とし、会員の経営体験、金融問題などを実施　

				

				
					４月　ベトナム戦争終結

					７月　沖縄海洋博開幕

					10月　広島東洋カープがセリーグで初優勝

					12月　戦後初の赤字国債発行を可決

					２月　ロッキード事件追求

				

				
					三川琢美

					桜井　親

					三原義雄

				

				
					５月23日

				

				
					事務所移転（中区堺町　藤本ビル２F）

				

				
					1976年度

					240名

				

				
					４月26日

				

				
					第４回定時総会（86人参加）　キリンビアホール

					・会員企業の経営体質強化　金融問題懇談会の実施や会員講師による学び合い

					・同友会の基盤の拡大・強化　「ひとりがひとりを」を合言葉に、候補者を誘い合って参加

					市政と県政への要望書を提出

				

				
					７月　田中前首相逮捕

					11月　中小企業事業転換法公布

					12月　福田内閣誕生

				

				
					三川琢美

					桜井　親

					光田　釥

				

				
					６月４日

					～５日

				

				
					中同協　第８回定時総会（各地347人　広島204人）　広島グランドホテル　７分科会

				

				
					７月

				

				
					広報誌「同友ひろしま」を発刊

				

				
					９月３日

				

				
					９月例会「全社員の能力を引き上げるには」　総合経営教育研究所　所長　鎌田勝氏

				

				
					10月30日

				

				
					創立３周年記念行事（115人参加）キリンビアホール

					ゲストスピーカー：広島東洋カープコーチ　山本一義氏

				

				
					1977年度

					310名

				

				
					５月19日

				

				
					第５回定時総会（89人参加）　キリンビアホール

					・企業の体質強化のための再点検を促進しよう

					・会員の緊急の要望にこたえるために、専門家の協力を得て、相談室を設置する

					・経営環境を改善するために、他団体、行政、金融機関、政党等と日常的な接触を通じて、信頼関係をつくる

					・同友会を強く大きくするために、400人の会員達成と支部の構想をあたため、中期ビジョンをつくる

				

				
					６月　中小企業分野調整法公布

					11月　第三次全国総合開発計画閣議決定

					12月　中小企業倒産防止共済制度公布

					１月　中小企業円高緊急対策を閣議決定

				

				
					桜井　親

					光田　釥

					石川伸英

				

				
					７月31日

				

				
					家族そろって海水浴（250人参加）　宮島包ケ浦

				

				
					10月６日

				

				
					創立４周年記念の夕（115人参加）　広島グランドホテル

					記念講演「ブラウン管の内側から」NHKアナウンサー　塚越恒爾氏

				

				
					１月18日

				

				
					１月例会　広島市長を囲む懇談会　市政への中小企業家の要望

				

				
					３月18日

				

				
					３月例会　県商工労働部長との懇談会　県政への中小企業家の要望

				

				
					1978年度

					340名

				

				
					４月24日

				

				
					第６回定時総会（123人参加）　広島グランドホテル

					・企業の体質強化のための再点検を促進しよう

					・国や地方自治体の諸制度を積極的に活用しよう

					・同友会を強く大きく育てよう

				

				
					５月　成田空港開港

					７月　円急騰200円を割る

					10月　日中平和条約調印

					12月　第二次石油ショック

					12月　大平内閣誕生

					１月　米中、国交回復

					３月　米・スリーマイル原発事故

				

				
					桜井　親

					光田　釥

					石川伸英

				

				
					９月20日

				

				
					創立５周年記念講演会（80人参加）　広島紅葉会館

					「私の人づくり」　酔心　会長　原田曜誠氏

				

				
					10月６日

				

				
					創立５周年記念パーティー（180人参加）　新八丁堀会館

					「地区会対抗フェスティバル」

				

			

		

		
			
				｜年表｜　広島同友会の50年
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					年度

					4/1 会員数

				

				
					月日

				

				
					広島同友会の動き

				

				
					社会の動き

				

				
					代表理事

				

				
					３月20日

				

				
					春の大講演会（250人参加）　中国新聞社ホール

					「これからの日本経済と中小企業」法政大学　教授　力石定一氏

				

				
					1979年度

					420名

				

				
					４月21日

				

				
					第７回定時総会（110人参加）　広島グランドホテル

					・経営方針の確立、点検

					・中小企業施策の活用、一般消費税の導入阻止

					・同友学校経営理念講座など、その他の活発な活動～会員500名の達成

				

				
					９月　政府、一般消費税導入を断念

					12月　ソ連、アフガニスタンを侵攻

				

				
					桜井　親

					光田　釥

					石川伸英

				

				
					５月９日

				

				
					宮澤弘県知事訪問　中小企業家の要望について懇談

				

				
					５月12日

				

				
					事務局移転（中区河原町　第二相互ビル）

				

				
					６月13日

				

				
					青年部会　青年道場開き（毎第２金・第４金）

				

				
					７月22日

				

				
					社員家族そろって納涼船で花火見物（480人参加）　フェーリー貸し切り

				

				
					８月３日

				

				
					新会員歓迎の夕（150人参加）　広島国際ホテル

				

				
					10月６日

				

				
					創立６周年記念懇親の夕（120人参加）　幟町文化会館

				

				
					10月～11月

				

				
					創立６周年記念ゼミを３回にわたって開催

				

				
					１月23日

				

				
					新年交礼会（125人参加）　広島国際ホテル

					荒木武広島市長講演

				

				
					２月12日

				

				
					２月例会　日本銀行広島支店長　「景気の動向と今後の見通し」

				

				
					1980年度

					397名

				

				
					４月19日

				

				
					第８回定時総会（102人参加）　幟町文化会館

					・新時代にふさわしい経営理念を確立し、経営計画をたて、社員一丸となって目標達成に邁進しよう

					・経営環境を改善しよう

					・どんな小さな行事も軽視せず、納得のいく話し合いと綿密な計画を立てた上で実行しよう

					・500名の会員を達成してさらに前進しよう

				

				
					４月　広島市が政令指定都市となる

					７月　鈴木内閣誕生

					12月　日本の自動車生産数世界一位

				

				
					三川琢美

					石川伸英

					高原正直

				

				
					５月12日

				

				
					５月例会「夢と希望の会社づくりをめざして」　未来工業㈱　社長　山田昭男氏

				

				
					10月24日

				

				
					創立７周年記念新会員歓迎懇親パーティー（200人参加）　新八丁堀会館

				

				
					１月26日

				

				
					共同求人準備特別委員会　「共同求人について語り合う」

				

				
					1981年度

					443名

				

				
					４月22日

				

				
					第９回定時総会（125人参加）　新八丁堀会館

					・同友会の理念・目的の原点に立ち返って運動を進める

					・地区会活動や経営指針の成文化などこれまでの活動に加え。社員研修、共同求人活動に力を入れる

					・600名会員をめざす

					講演「広島～これからの街づくり」　広島市都市整備局長　田島敏男氏

				

				
					11月　竹下虎之助氏が広島県知事に就任（～93年）

					２月　ニュージャパン火災

					２月　日航機　逆噴射墜落事故

				

				
					三川琢美

					高原正直

					國政誠三

					　

					　

					　

				

				
					６月８日

				

				
					共同求人活動スタート（23社参加）

				

				
					10月13日

				

				
					初めての合同企業説明会（企業14社　学生136人参加）　広島ステーションホテル

				

				
					12月16日

				

				
					事務所移転（中区三川町　紅葉会館８F）

				

				
					1982年度

					498名

				

				
					４月２日

				

				
					初めての新入社員合同入社式（19社　70人参加）　広島ステーションホテル

				

				
					　

					11月　中曽根内閣誕生

					　

					　

				

				
					三川琢美

					桜井　親

					高原正直

					　

					　

				

				
					４月24日

				

				
					第10回定時総会（128人参加）　広島国際ホテル

					・経営理念の確立

					・労使の信頼関係の確立～共同求人活動・教育活動の推進

					・会員一人ひとりの要求をくみあげ、協力して実現をはかる

					・会内外への広報活動

					・異業種間の提携の促進

					・組織の拡大強化

					記念講演　「今からの日本的経営」　㈱みやび　社長　中野昇氏

				

				
					５月15日

				

				
					初めての大学の先生との懇談会

				

				
					５月22日

				

				
					初めての高校の先生との懇談会

				

				
					９月４日

				

				
					青年部会　再スタート

				

				
					10月８日

				

				
					創立９周年記念の夕（112人参加）　新八丁堀会館

					記念講演　「これからの中小企業」　広島修道大学　教授　尾野展昭氏

				

				
					１月24日

				

				
					初めての福山支部準備会　同友会を良く知るための後援と交流の夕

					報告　広島洋紙㈱　社長　桜井親氏

				

				
					1983年度

					549名

					　

				

				
					４月15日

				

				
					第11回定時総会（131人参加）　広島国際ホテル

					・経営指針の確立

					・労使の信頼関係の確立～共同求人活動・教育活動の推進

					・会員一人ひとりの要求をくみあげ、協力して実現をはかる

					・会内外への広報活動

					・異業種間の提携の促進

					・組織の拡大強化

					記念講演　「今からの日本的経営」　広島商工会議所　会頭　中野重美氏

				

				
					９月　大韓航空機撃墜事件

					１月　日経平均初の１万円突破

				

				
					三川琢美

					桜井　親

					高原正直

				

				
					５月10日

				

				
					福山支部設立総会（153人参加）　良縁閣

					記念講演　「小さな会社はやる気がすごい」　日本総合教育研究所　所長　鎌田勝氏
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					年度

					4/1 会員数

				

				
					月日

				

				
					広島同友会の動き

				

				
					社会の動き

				

				
					代表理事

				

				
					８月７日

					～８日

				

				
					創立10周年記念　市民への大感謝祭（市民３万人参加）　広島市中小企業会館

				

				
					10月６日

				

				
					創立10周年記念式・祝賀会（310人参加）　新八丁堀会館

					記念講演「これからの県政の課題」　広島県知事　竹下虎之助氏

				

				
					３月10日

					～11日

				

				
					広島・福山合同一泊研修会（33人参加）　「同友会のめざす経営者像」　鞆シーサイドホテル

					報告者：中同協　副議長　鳥越俊雄氏（仏蘭西館　社長）

				

				
					1984年度

					679名

				

				
					４月１日

				

				
					月会費を3,500円から4,000円に改定

				

				
					11月　新札（１万円・５千円・１千円）発行

					３月　ユネスコ学習権宣言採択

				

				
					三川琢美

					桜井　親

					高原正直

				

				
					４月28日

				

				
					第12回定時総会（122人参加）　広島国際ホテル

					・経営指針の確立　人間教育～共同求人、社員研修、経営者研修

					・業種間の共同研究

					・呉支部を、岡山同友会設立支援

					・青経営者交流会の成功

					・会員１千名をめざす

					・環境改善活動

					記念講演　「テクノポリスを柱とする県政の課題」　広島県商工労働部長　菅川健二氏

				

				
					５月26日

				

				
					経営者大学　人間形成学コース開講（40人参加・10講座実施）　RCC文化センター

				

				
					９月13日

					～14日

				

				
					中同協第12回青年経営者全国交流会（580人参加）　広島全日空ホテルほか

				

				
					10月６日

				

				
					創立11周年記念懇親の夕（65人参加）　広島月下殿

				

				
					1985年度

					730名

				

				
					４月27日

				

				
					第13回定時総会（100人参加）　広島国際ホテル

					・中期ビジョンの検討

					・経営者・社員共に学び合う環境づくり

					・経営指針の成文化

					・県内全域の組織化と岡山同友会設立支援

					・平和都市ひろしまの実現に寄与

					・運動会の実施

					記念講演　「全社員参加の全天候型経営」　中同協幹事長　赤石義博氏（東亜通信工業㈱　社長）

				

				
					４月　NTT・JT発足

					８月　日航123便墜落事故

				

				
					三川琢美

					桜井　親

					高原正直　

					　

					　

				

				
					６月８日

				

				
					経営者大学　経済学コース開講（30人参加・13講座実施）RCC文化センター

				

				
					６月15日

				

				
					広島・福山青年部会合同一泊研修会

				

				
					９月24日

				

				
					「経営指針の確立」実践コースを開講（20人参加・３講座実施）　講師　中同協　政策広報局長　吉本洋一氏

				

				
					10月25日

				

				
					会員１千名達成・創立12周年記念（180人参加）

					記念講演　「不思議な会社の経営理念」　名南製作所　取締役　長谷川淳氏

				

				
					1986年度

					1,032名

				

				
					４月24日

				

				
					第14回定時総会（161人参加）　並木パラスト

					・1200名会員の実現

					・全社あげて学べる体制

					・中期ビジョンの検討　

					・経営研究集会の実現

					・大型間接税対策の研究

					・経営者夫人の資質向上

					・地域の課題研究

					・区会活動をスタート（広島）

				

				
					４月　男女雇用機会均等法施行

					６月　ソ連チェルノブイリ原発事故

					11月　バブル景気始まる

				

				
					桜井　親

					高原正直

					岸　英雄

				

				
					９月13日

				

				
					経営者大学　経営哲学コース開講（31人参加・10講座実施）

				

				
					10月４日

				

				
					第１回広島県経営研究集会（創立13周年記念　329人参加）　広島センチュリーホテル　10分科会

					記念講演　「経営理念と経営戦略～中国思想に学ぶ」　広島女子大学　学長　今堀誠二氏

				

				
					11月12日

				

				
					呉の経営者を対象とする同友会説明会（28人参加）　つばき会館

				

				
					12月４日

				

				
					呉地区準備会12月例会　「人育てが企業の原動力」岸工業　社長　岸英雄氏（以降毎月準備例会を実施）

				

				
					１月27日

				

				
					売上税反対総決起大会（３月末までに反対署名403社、16,170筆が寄せられる）

				

				
					1987年度

					1,265名

				

				
					４月18日

				

				
					第15回定時総会（161人参加）　広島国際ホテル

					・呉地区の組織化と1,500名会員の実現

					・教育・研修活動に力を入れる

					・売上税導入に反対する

					・経営指針の成文化運動

					・中期ビジョンをつくる

					・組織の見直しや諸規定の整備

				

				
					４月　国鉄分割民営化・JR各社発足

					５月　売上税廃案

					７月　世界人口50億人突破

					10月　米・ブラックマンデー

					11月　大韓航空機爆破事故

					11月　竹下内閣誕生

				

				
					桜井　親

					高原正直

					岸　英雄

				

				
					10月２日

				

				
					第２回広島県経営研究集会（275人参加）　８分科会

					記念講演「これからの瀬戸内経済圏と企業家精神」　瀬戸内海汽船　社長　仁田一也氏
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					年度

					4/1 会員数

				

				
					月日

				

				
					広島同友会の動き

				

				
					社会の動き

				

				
					代表理事

				

				
					10月８日

				

				
					呉地区会設立（103人参加）　呉森沢ホテル

					記念講演　「企業経営と同友会運動」　中同協　会長　田山謙堂氏（千代田精油　社長）

				

				
					1988年度

					1,319名

				

				
					４月23日

				

				
					第16回定時総会（145人参加）　広島国際ホテル

					・三つの目的に沿って活動をすすめる

					・進んで同友会の活動に参加しよう

					・経営指針の確立と全社的実践をめざそう

					・人材を確保し、自らの手で人材を育てよう

					・15周年事業を成功させ、1,700名をめざそう

				

				
					４月　瀬戸大橋開通

					12月　消費税法案参議院で可決

					１月　昭和から平成に改元

				

				
					桜井　親

					高原正直

					岸　英雄

				

				
					４月28日

					～５月７日

				

				
					中国・重慶市視察・交流（10人参加）

				

				
					５月14日

				

				
					呉支部設立総会（120人参加）　呉森沢ホテル

					記念講演「生きいき社員を育てるには」　総合経営教育研究所　所長　鎌田勝氏

				

				
					７月18日

				

				
					第一次中期ビジョン発表

					・経営指針の確立

					・共同求人、社員教育活動の充実発展

					・国際化時代、情報化社会への対応

					・県内法人企業の10％、３千名会員をめざす

					・財政基盤の強化など

				

				
					８月９日

					～10日

				

				
					創立15周年記念行事「サンキューヒロシマ」（市民32,000人参加）　広島市総合展示館

				

				
					８月21日

				

				
					福山支部設立５周年記念「ありがとう福山」（市民30,000人参加）　メモリアルパーク

				

				
					10月29日

				

				
					第３回広島県経営研究集会（創立15周年記念　264人参加）　広島グランドホテル　11分科会

					記念講演「人材育成こそ経営者最大の仕事」　中小企業大学校広島校　校長　野田正浩氏

				

				
					1989年度

					1,621名

				

				
					４月22日

				

				
					第17回定時総会（165人参加）　並木パラスト

					記念講演「人間を育てる～教育の原点を考える」　愛媛大学　助教授　山本万喜雄氏

				

				
					４月　消費税（３％）導入

					６月　宇野内閣誕生

					６月　中国天安門事件

					７月　海と島の博覧会を広島で開催

					８月　海部内閣誕生

					11月　ベルリンの壁崩壊

					３月　バブル崩壊（円・株・債権のトリプル安）

				

				
					桜井　親

					高原正直

					岸　英雄

				

				
					８月１日

				

				
					広島事務所を移転（中区大手町　植むらビル６F）

				

				
					10月７日

				

				
					第４回広島県経営研究集会（270人参加）　10分科会　

					テーマ「激変の時代こそ足元を固め、夢を語ろう」　記念講演　福山職業訓練短期大学　副校長　木村浩一氏

				

				
					1990年度

					1,801名

				

				
					４月１日

				

				
					広島支部を正式にスタート

				

				
					６月　商法改正で最低資本金制度導入

					８月　イラク　クウェートに侵攻

					10月　東西ドイツ統合

					１月　湾岸戦争勃発

				

				
					桜井　親

					岸　英雄

					石井　明

				

				
					４月28日

				

				
					第18回定時総会（195人参加）　広島国際ホテル　

					スローガン「人間尊重の精神を経営に生かそう」

					記念講演　立命館大学　経営学部　教授　二場邦彦氏

				

				
					５月19日

				

				
					第１回全県役員研修会「同友会の自主・民主・連帯の精神とは」　中同協　幹事長　赤石義博氏（東亜通信工業㈱　社長）

				

				
					10月３日

				

				
					第５回広島県経営研究集会（228人参加）　広島センチュリーホテル　８分科会

					テーマ　「人間の論理を経営に生かそう」　記念講演　三和酒類㈱　名誉会長　赤松重明氏

				

				
					1991年度

					2,308名

				

				
					４月20日

				

				
					第19回定時総会（153人参加）　広島国際会議場

					スローガン　「企業家精神を基本に、お互いに切磋琢磨し、人間尊重の経営を追求しよう」

					記念講演　「わが社の人材戦略」　エーモン工業㈱　社長　広畑良記氏

				

				
					４月　牛肉・オレンジ輸入自由化

					５月　中小企業労働力確保法公布

					11月　宮澤内閣誕生

					12月　ソ連崩壊

					２月　欧州連合条約調印

				

				
					桜井　親

					岸　英雄

					石井　明

				

				
					６月１日

				

				
					月会費を4,000円から5,000円に改定

				

				
					10月12日

				

				
					第６回広島県経営研究集会（273人参加）　シティプラザカンコー　８分科会

					記念講演　「挑戦こそ成長の糧」　千房㈱　社長　中井政嗣氏

				

				
					１月19日

				

				
					尾道三原特別地区会の発足会（50人参加）　ホテルサンルート尾道

					記念講演「社員一人ひとりの力を引き出して全社一丸の経営を」　総合経営教育研究所　所長　鎌田勝氏

				

				
					1992年度

					2,538名

				

				
					４月18日

				

				
					第20回定時総会（215人参加）　広島国際会議場

					スローガン「人間尊重の企業づくりで、強い経営体質と真の豊かさを追求しよう」

					A分科会「中小企業をめぐる内外の情勢」　立命館大学経営学部　教授　二場邦彦氏　B分科会「同友会活動と企業経営は車の両輪」

				

				
					６月　PKO法案可決

					１月　欧州共同体（EC）統合市場発足

				

				
					桜井　親

					岸　英雄

					石井　明

				

				
					９月22日

				

				
					東広島特別地区会発足会（46名参加）　つるかめ

				

				
					10月３日

				

				
					第７回広島県経営研究集会（353人参加）　福山ニューキャッスルホテル　８分科会

					記念講演「自立的・創造的企業をめざして」　宮﨑本店　社長　宮﨑由至氏
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					年度

					4/1 会員数

				

				
					月日

				

				
					広島同友会の動き

				

				
					社会の動き

				

				
					代表理事

				

				
					1993年度

					2,840名

				

				
					４月16日

				

				
					第21回定時総会（152人参加）　広島国際会議場

					スローガン「経営を見直し、真の豊かさを追求しよう」

					A分科会「わが社の社員教育～同友会の考え方に学んで」　㈱福山冷機　社長　石井明氏　B分科会「経営指針の成文化と経営体質の改善」　㈱カツヤ　社長　勝矢博氏　

				

				
					７月　総選挙で自民党過半数割れ、55年体制崩壊

					８月　細川連立内閣誕生

					10月　広島空港が三原市に移転、開港

					11月　藤田雄山氏が広島県知事に就任（～09年）

					１月　政治改革法案（衆議院に小選挙区比例代表制）成立

				

				
					桜井　親

					岸　英雄

					石井　明

				

				
					７月15日

				

				
					尾道支部設立総会（85人参加）　ホテルサンルート尾道

					記念講演「同友会理念を企業経営に生かして」　広島洋紙㈱　社長　桜井親氏

				

				
					９月14日

				

				
					東広島支部設立総会（85人参加）　つるかめ

					記念講演「東広島の文化と歴史」　東広島商工会議所　会頭　石井泰行氏

				

				
					10月16日

				

				
					創立20周年記念　第８回広島県経営研究集会（1031人参加）　広島ターミナルホテル　10分科会

					記念講演「共に育つ」　㈱アイワード　社長　木野口功氏

				

				
					３月22日

				

				
					第二次中期ビジョンを発表

					「会員一人ひとりの要望が実現できる会をめざそう！！」

					１）経営環境変化の見通し

					２）経営のビジョン（変化に対応できる経営者　不況を生き残る強靭な企業　企業が生き生きと活動できる環境　21世紀型企業をめざそう）

					３）同友会のビジョン（同友会での学び方　会員のニーズに応える　仲間づくり　同友会の事業の充実　組織と活動の改善　役員の姿　事務局の姿　地域に貢献する企業家集団をめざそう）

				

				
					1994年度

					2,825名

				

				
					４月22日

				

				
					第22回定時総会（168人参加）　センチュリーシティホテル

					スローガン「経営を見直し、21世紀型企業づくりをめざそう」

					記念講演「21世紀型企業とは～これからの経営環境の見通しと企業づくり」　日本福祉大学経済学部　助教授　小栗崇資氏

				

				
					４月　週40時間労働制施行

					４月　羽田内閣誕生

					６月　村山内閣誕生

					９月　関西国際空港開講

					10月　アジア競技大会、広島で開催

					１月　WTO（世界貿易機構）発足

					１月　阪神淡路大震災発生

					３月　地下鉄サリン事件

				

				
					岸　英雄

					石井　明

					三島貞雄

				

				
					11月12日

				

				
					第９回広島県経営研究集会（430人参加）　クレイトンベイホテル

					記念講演「同友会が育んだ21世紀型企業の考え方とは～同友会活動36年の経験から」　中同協　相談役幹事　田山謙堂氏　８分科会

				

				
					1995年度

					2,696名

				

				
					４月29日

				

				
					第23回定時総会（143人参加）　広島国際会議場

					スローガン「経営を見直し、21世紀型企業づくりをめざそう」

					基調講演「日本経済の構造転換と企業経営」立教大学経済学部　助教授　山口義行氏

				

				
					７月　製造物責任（PL）法施行

					11月　ウインドウズ日本語版発売

					１月　橋本内閣誕生

				

				
					岸　英雄

					石井　明

					三島貞雄

				

				
					10月21日

				

				
					第10回広島県経営研究集会（309人参加）　福山ニューキャッスルホテル

					記念講演「極限状態での21世紀型企業の検証」　兵庫同友会復興協議会　委員長　佐藤紘輝氏

				

				
					11月９日

					～10日

				

				
					中同協第６回全国女性部交流会（437人参加）　リーガロイヤルホテル広島ほか

				

				
					1996年度

					2,625名

				

				
					４月27日

				

				
					第24回定時総会（145人参加）　広島国際会議場

					スローガン「経営を見直し、21世紀型企業づくりを実践しよう！」

				

				
					６月　住専処理、金融関連６法案成立

					12月　原爆ドームと厳島神社が世界遺産に登録

				

				
					岸　英雄

					石井　明

					大西　寛

				

				
					７月18日～19日

				

				
					中同協第28回定時総会（1,721人参加）　リーガロイヤルホテル広島ほか　18分科会

					「創ろう、真の中小企業の時代」～新世紀の胎動を広島で

				

				
					11月22日

				

				
					第11回広島県経営研究集会（237人参加）　東広島平安閣

				

				
					1997年度

					2,490名

					　

				

				
					４月26日

				

				
					第25回定時総会（176人参加）　ホテルセンチュリー21

					スローガン「経営を見直し、21世紀型企業づくりを実践しよう！」

					第１分科会「次代と戦う経営者」　㈱宮﨑本店　社長　宮﨑由至氏　第２分科会「地区会運営を経営にどう結びつけるか」　パネルディスカッション

				

				
					４月　消費税、５％に増税

					４月　就職協定廃止元年

					４月　中小企業での週40時間労働制開始

					７月　香港が中国へ返還

					７月　アジア通貨危機発生

					11月　北海道拓殖銀行破綻

					11月　山一証券自主廃業

					２月　長野冬季オリンピック開催

				

				
					岸　英雄

					石井　明

					大西　寛

				

				
					10月18日

				

				
					第12回広島県経営研究集会（250人参加）　呉シティプラザカンコー

					記念講演「企業盛衰の鍵」　㈱タダノ　名誉相談役　多田野弘氏　ほか６分科会

				

				
					1998年度

					2,468名

				

				
					４月25日

				

				
					第26回定時総会（250人参加）　広島国際会議場

					スローガン「経営の原点を見つめ直し　21世紀のスタートラインに　立てる企業をめざそう！」

				

				
					岸　英雄

					石井　明

					大西　寛

				

				
					５月２日

				

				
					福山支部設立15周年記念行事（430人参加）　福山ニューキャッスルホテル

					記念講演「果てしなき挑戦」朝日生命体操クラブ　監督　塚原光男氏　ほか６分科会
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					年度

					4/1 会員数

				

				
					月日

				

				
					広島同友会の動き

				

				
					社会の動き

				

				
					代表理事

				

				
					５月９日

				

				
					呉支部設立10周年記念行事（291人参加）　シティプラザカンコー

					講演①「社長500人に聞く、人生成功の秘訣」　タレント　宮尾すすむ氏

					講演②「呉再考～誇りある我が街」　呉市　千田武志氏

				

				
					４月　改正外為法施行（日本版金融ビッグバン）

					６月　金融監督庁発足７月　小渕内閣誕生

					10月　金融再生関連法が成立

					10月　日長銀が経営破綻

					12月　日債銀の公的管理開始１月　EU単一通貨「ユーロ」

					　　　誕生

					３月　日産自動車、ルノーとの資本提携

					３月　日銀、ゼロ金利政策実施

				

				
					５月23日

				

				
					尾道支部設立５周年記念行事（52人参加）ホテルサンルート尾道

					記念講演「ほんものの経営だけが企業を伸ばす～求められる自社最適システムの構築」　経営コンサルタント　疋田文明氏

				

				
					５月23日

					～24日

				

				
					広島支部主催25周年記念行事　「市民への感謝祭・えーじゃろHIROSHIMA」（５万人来場）　グリーンアリーナ

				

				
					６月６日

				

				
					東広島支部設立５周年記念行事　同友トピアin東広島（2,460人入場）西条中央公園

					共育講演会「いのち輝く共育を求めて～共に学び合い、育ちあう教育」　愛媛大学　教授　山本万喜雄氏

				

				
					10月６日

				

				
					創立25周年記念行事＆第13回広島県経営研究集会（1,168人参加）

					記念講演「中小企業が拓く21世紀」　経済評論家　内橋克人氏　ほか11分科会

				

				
					３月15日

				

				
					第三次中期ビジョンの発表

					「会員一人ひとりが主人公の実現をめざす」

					１）めざすべき同友会の姿

					・会員安定3,000名の実現

					・会員一人ひとりが主人公となって会活動に参加する状態

					・同友会で学び発展する企業がぞくぞくと出てくる状態

					・地域からあてにされる経営者集団　２）会の基本的な活動、事業の充実

					・共同求人、社員教育活動のさらなる発展

					・経営指針成文化と実践の運動の拡大

					・企業間ネットワークづくりの広範な構築

					・人育ての考え方を深め、広げる活動の展開

					・体験談を軸にした同友会らしい地区例会を活発にする　３）組織の拡大強化

					・会員増強の継続的な追求

					・新会員の段階での研修の充実

					・地区役員の研修の実施と充実

					・入会後10年以上経過した（役員を降りた）会員の活動の場の創造

					・事業研究部門委員会の継続性、専門性の確立

					・事務局機能の充実・強化

				

				
					1999年度

					2,429名

				

				
					５月８日

				

				
					第27回定時総会（250人参加）　シティホテル広島

					スローガン「経営の原点を見つめ直し　21世紀のスタートラインに　立てる企業をめざそう！」

					記念講演「内外情勢と中小企業～市場創造型の中小企業への挑戦」　豊橋創造大学　教授　黒瀬直宏氏　ほか６分科会

				

				
					４月　改正男女雇用機会均等法施行

					７月　経営革新支援法施行

					８月　住民台帳改正法成立、産業再生法成立

					12月　世界人口60億人突破

					12月　改正中小企業基本法施行

				

				
					　

					　

					　

					　

				

				
					10月16日

				

				
					第14回広島県経営研究集会（350人参加）　サンピア福山

					記念講演「変化の中で勝ち残る地域密着戦略～もっと前進、もっと幸せ」　㈱文化堂　社長　後藤せき子氏　ほか５分科会

				

				
					１月26日

				

				
					島根同友会設立準備会第１回（８人参加）　松江アーバンホテル

					「同友会の魅力と活動を知る」　報告者：㈲ドゥ・トピア　社長　山本勉氏

				

				
					３月11日

				

				
					初めての全県地区会長交流会（31人参加）　東広島シティホテル

				

				
					2000年度

					2,364名

				

				
					４月22日

				

				
					第28回定時総会（243人参加）　広島国際会議場

					スローガン「経営資源の革新と市場創造～激変に挑戦」

					記念講演「経営資源の革新と市場創造～激変に挑戦」　中同協　会長　赤石義博氏　　ほか４分科会

				

				
					４月　介護保険制度開始

					４月　森内閣誕生

					６月　欧州小企業憲章採択

					７月　新紙幣２千円札発行

					３月　芸予地震発生

				

				
					大西　寛

					岸　英雄

					川野登美子

					　

				

				
					10月６日

				

				
					第15回広島県経営研究集会（322人参加）　広島サンプラザ

					「小さな需要を掘り起こし、激変に挑戦！」　８分科会

				

				
					2001年度

					2,311名

				

				
					４月28日

				

				
					第29回定時総会（256人参加）　広島国際会議場

					スローガン「経営資源の革新と市場創造～激変に挑戦」

					記念講演「経営資源の革新と市場創造～激変に挑戦」　立教大学経済学部　教授　廣江彰氏　ほか４分科会

				

				
					４月　小泉内閣誕生

					９月　国内初の狂牛病確認

					９月　米・同時多発テロ事件

					９月　日経平均、17年ぶりに１万円を割る

					11月　家電リサイクル法施行

				

				
					大西　寛

					岸　英雄

					川野登美子

					　

				

				
					10月13日

				

				
					第16回広島県経営研究集会（254人参加）　シティープラザカンコー

					記念講演「二極化の分岐点を超えて～私が行ってきたその一歩とは」　㈱エステムズ　社長　鋤柄修氏　ほか６分科会

				

				
					2002年度

					2,273名

				

				
					４月27日

				

				
					第30回定時総会（240人参加）　広島国際会議場

					スローガン「経営資源の革新と市場創造～スピード・実践・成果」

					記念講演　㈱宮﨑本店　社長　宮﨑由至氏

				

				
					４月　ペイオフ制度解禁

					９月　小泉首相北朝鮮訪問

					11月　アルゼンチン、デフォルトを発表

					３月　イラク戦争開戦

					３月　中国でSARSが大流行

				

				
					大西　寛

					川野登美子

					川口　護

				

				
					５月18日

				

				
					島根同友会設立総会　広島同友会から68人が参加

				

				
					７月15日

				

				
					経営指針ワンシート運動の推進を決定
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					年度

					4/1 会員数

				

				
					月日

				

				
					広島同友会の動き

				

				
					社会の動き

				

				
					代表理事

				

				
					10月11日

				

				
					第17回広島県経営研究集会（271人参加）　テアトロシェルネ

					「自社の強み再発見～真の事業再構築を～スピード・実践・成果で」

					記念講演「新商品開発と社内改革で時代を拓く！」　日本ジャバラ工業㈱　社長　田中信吾氏　ほか５分科会

				

				
					2003年度

					2,294名

				

				
					４月19日

				

				
					第31回定時総会（170人参加）　広島国際会議場

					スローガン「経営資源の革新と市場創造～スピード・実践・成果」

					基調講演　オネストン㈱　社長　佐々木正喜氏

				

				
					４月　社保の自己負担が３割に引き上げ

					５月　個人情報保護法が成立

					12月　BSE感染で米牛肉の輸入停止

					１月　自衛隊イラク派遣

					２月　金融庁が金融検査マニュアル別冊中小企業融資編を公表

				

				
					大西　寛

					川野登美子

					川口　護

				

				
					５月10日

				

				
					呉支部設立15周年記念行事（162人参加）　シティプラザカンコー

					記念講演「中小企業の活路を切り拓く～経営者、社員、地域・・・共に育つ」　経済評論家　内橋克人氏　ほか３分科会

				

				
					５月24日

				

				
					尾道支部設立10周年記念行事（57人参加）　尾道国際ホテル

					記念講演「箸にも棒にもかかる話～儲かるという字の中に商いの心がある」　箸匠せいわ　社長　木越和夫氏

				

				
					５月24日

					～25日

				

				
					広島４支部30周年記念行事「えーじゃろHIROSHIMA」（来場者９万人）　グリーンアリーナ

				

				
					６月７日

				

				
					東広島支部設立10周年記念行事（250人参加）　東広島平安閣　記念講演「人生フルスイング」　スポーツコンサルタント　衣笠祥雄氏

				

				
					７月５日

				

				
					福山支部設立20周年記念まつり「スタート！新たな夢と未来～地域と共に」（1200人参加）　ビッグローズ

				

				
					10月11日

				

				
					創立30周年記念行事＆第18回広島県経営研究集会（594人参加）　広島国際会議場

					「今こそ質の高い経営をめざそう！～人・地域・中小企業が輝く時代を拓く」

					基調講演「イビサの顧客満足“優しさの創造”の実践」　㈱イビサ　社長　吉田茂氏　ほか９分科会

				

				
					４月19日

				

				
					第四次中期ビジョンの発表

					「自主・民主・連帯の精神で未来を創造しよう！」

					１）経営のビジョン～経営理念を掲げて、ひとが育つ会社づくりに挑戦しよう！

					２）地域とともに歩む～会員各社の発展を基礎として地域社会に貢献します！

					３）会員にとって頼もしい会をつくろう！～同友会の組織と活動を改革し、質を高める

					・組織づくりはひとづくり～役員研修に力を入れ、事務局を強化

					・全県的な組織づくりの青写真と安定３千名会員の実現

					・支部と地区会の組織の見直し

					・同友会理念を広げる

					・戦略的な広報活動と財政の見直し

					・ビジョン推進の具体化

				

				
					2004年度

					2,325名

				

				
					５月１日

				

				
					第32回定時総会（223人参加）　広島国際会議場

					スローガン「自主・民主・連帯の精神で～今こそ質の高い経営をめざそう！～人・企業・地域が輝く時代を」

					基調講演「今こそ、質の高い経営をめざそう～人・企業・地域が輝く時代を」　㈱京北スーパー　相談役　石戸孝行氏

				

				
					４月　国立大学法人化

					７月　中小機構スタート

					11月　１万円、５千円、１千円が新紙幣に

					12月　スマトラ島沖地震が発生

					１月　自動車リサイクル法施行

					２月　地球温暖化防止京都議定書発効

				

				
					川口　護

					大西　寛

					岡崎　隆

				

				
					８月７日

				

				
					役員研修大学始まる（48人参加）　９講　以降毎年開催

				

				
					10月９日

				

				
					第19回広島県経営研究集会（420人参加）　ウェルサンピア福山ほか　７分科会

					「いこれ企業家！めざせ質の高い経営を！！～人・企業・地域が輝く」

					基調講演「社員と共に、感動を生む企業づくりへの挑戦」　㈱仙仁温泉岩の湯　社長　金井辰巳氏

				

				
					11月19日

				

				
					第１回広島県商工労働部　幹部の皆さんとの懇談会　以降毎年開催

				

				
					３月７日

				

				
					広島事務所を移転（中区中町　広島クリスタルプラザ８F）

				

				
					2005年度

					2,318名

				

				
					４月25日

				

				
					第33回定時総会（450人参加）　リーガロイヤルホテル広島

					スローガン「自主・民主・連帯の精神で～今こそ質の高い経営をめざそう！～人・企業・地域が輝く時代を」

					記念講演「新しい経済システム構築への提言『中小企業憲章』制定で人・企業・地域が輝く時代を！」　中同協　幹事長　鋤柄修氏（㈱エステムズ　社長）

				

				
					４月　ペイオフ全面解禁

					４月　個人情報保護法施行

					10月　郵政民営化法成立

				

				
					川口　護

					大西　寛

					岡崎　隆

				

				
					６月６日

				

				
					地元金融機関トップとの懇談会をスタート　もみじ銀行　頭取　森本弘道氏ほか　以降トップが交代されるとその都度開催

				

				
					10月22日

				

				
					第20回広島県経営研究集会（512人参加）　広島サンプラザ　８分科会

					テーマ：「はばたけ未来へ　主役はわしらじゃ～あふれる笑顔　元気な会社　輝く広島」

					記念講演「自主・民主・連帯の精神で～今こそ質の高い経営をめざそう！～人・企業・地域が輝く」　㈱富山ハイテック　社長　山下順一氏
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					年度

					4/1 会員数

				

				
					月日

				

				
					広島同友会の動き

				

				
					社会の動き

				

				
					代表理事

				

				
					2006年度

					2,322名

				

				
					４月27日

				

				
					第34回定時総会（449人参加）　リーガロイヤルホテル広島

					スローガン「自主・民主・連帯の精神で～今こそ質の高い経営をめざそう！～人・企業・地域が輝く時代を」

					記念講演　中同協　会長　赤石義博氏　

				

				
					４月　障害者自立支援法施行

					９月　安倍内閣誕生

				

				
					川口　護

					岡崎　隆

					粟屋充博

				

				
					10月28日

				

				
					第21回広島県経営研究集会（433人参加）　クレイトンベイホテル　６分科会

					基調講演「人を生かし、先を読む～困難な時代の経営者の戦い」　㈱千代田エネルギー　会長　田山謙堂氏（中同協　顧問）

				

				
					12月７日

					～８日

				

				
					中同協共同求人活動交流会を設営（全国から132人参加）　リーガロイヤルホテル広島

				

				
					2007年度

					2,316名

				

				
					４月26日

				

				
					第35回定時総会（514人参加）　リーガロイヤルホテル広島

					スローガン「自主・民主・連帯の精神で～今こそ質の高い経営をめざそう！～人・企業・地域が輝く時代を」

					記念講演「伝統産業を生き抜く『正統派異端系』経営～同友会と共に未来をひらく、私の経営実践」　㈱宮﨑本店　社長　宮﨑由至氏

				

				
					９月　福田内閣誕生

					10月　日本郵政公社民営化

				

				
					川口　護

					岡崎　隆

					粟屋充博

				

				
					９月27日

					～28日

				

				
					中同協　全国広報・情報化交流会を設営（88人参加）　クレイトンベイホテル

				

				
					10月20日

				

				
					第22回広島県経営研究集会（328人参加）　しまなみ交流館

					テーマ「ええじゃん尾道　このまちに生きる～人が輝き、企業が輝き、地域が輝く」　記念講演　しまなみ信用金庫　理事長　大藤直也氏　６分科会

				

				
					11月19日

				

				
					青年部連絡協議会発足総会（70人参加）　クレイトンベイホテル

					記念講演　呉市海事歴史科学館　館長　斉藤義朗氏

				

				
					2008年度

					2,376名

				

				
					４月25日

				

				
					第36回定時総会（350人参加）　リーガロイヤルホテル広島

					スローガン「自主・民主・連帯の精神で～みえる経営～人・企業・地域が輝く時代を」

					報告者　①合同呉運送㈱　社長　瀬島髙志氏　②永本建設㈱　社長　永本清三氏　③㈱ププレひまわり　専務　梶原啓子氏　④平岡工業㈱　社長　平岡弘幸氏

				

				
					４月　後期高齢者医療制度施行

					９月　リーマンブラザーズ経営破綻

					９月　麻生内閣誕生

					10月　日本政策金融公庫発足

					10月　日経平均バブル後最安値（7,162円）を記録

					１月　米オバマ大統領就任

				

				
					川口　護

					岡崎　隆

					粟屋充博

				

				
					５月17日

				

				
					呉支部設立20周年行事＆支部総会（220人参加）　呉阪急ホテル

					「あらためて問い直そう『良い会社』とは？～経営者と社員の成長こそが自社の発展～驚異的成長を支えたのは社員の成長だった‼」　㈱ププレひまわり　専務　梶原啓子氏ほか

				

				
					５月21日

				

				
					尾道支部設立15周年記念講演＆支部総会（62名参加）グリーンヒルホテル尾道　講師　商売繁盛応援団長　木越和夫氏

				

				
					６月１日

				

				
					広島東支部設立10周年記念行事「えーじゃろHIROSHIMA　at　広島みなと公園」（24,003人来場）　ひろしまみなと公園

				

				
					８月29日

				

				
					広島西支部設立10周年記念行事（60人参加）　広島サンプラザ

					記念講演「広島県中小企業家同友会と共に歩んだ企業革新の道～同友会運動はどこまで進んだか」　中同協　会長　鋤柄修氏（㈱エステムズ　会長）

				

				
					９月10日

				

				
					福山支部設立25周年記念例会（220人参加）　広島県民文化センターふくやま

					テーマ「人が人として育つとは～教育（共育）の原点はここにあり」　教育学者　大田堯氏

				

				
					10月18日

				

				
					創立35周年記念＆第23回広島県経営研究集会（575人参加）　広島国際会議場　９分科会

					テーマ「自主・民主・連帯の精神で～みえる経営～人・企業・地域が輝く時代を」

					基調講演「みえる経営～『労使見解』を軸に、真に人間尊重の経営を求めて」　㈱アイワード　社長　木野口功氏

				

				
					10月18日

				

				
					広島修道大学と地域連携を深める協定書を締結

				

				
					２月７日

				

				
					全県女性部交流会「男性も女性も働きやすい職場づくりを考える」を内閣府と共催で開催（160人参加）　尾道国際ホテル

					講師：松山大学　教授　春日キスヨ氏ほか

				

				
					２月20日

				

				
					広島中支部設立10周年記念オープン例会（178人参加）　リーガロイヤルホテル広島

					「ぶれない経営こそ　百年に一度の危機突破の決め手～社員をパートナーとみた時、あなたの経営は変わる」㈲第一ビジネスコンサルティング・オブ・ビジネス　社長　丸山博氏

				

				
					３月４日

				

				
					東広島支部設立15周年記念行事（82名参加）　東広島市商工会議所会館

					講師：㈲第一ビジネスコンサルティング・オブ・ビジネス　社長　丸山博氏
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					年度

					4/1 会員数

				

				
					月日

				

				
					広島同友会の動き

				

				
					社会の動き

				

				
					代表理事

				

				
					３月16日

				

				
					第五次中期ビジョンの発表

					「自主・民主・連帯の精神で、仲間と共に強靭な企業づくりをすすめ、地域からの期待に応えよう！」

					１）わたしたちがめざしていきたい姿　２）経営に関するビジョン

					・よい会社をつくろう

					・よい経営者になろう

					・よい経営環境をつくろう

					・経営指針の成文化と実践・浸透を進めよう

					・中小企業にも要求される社会的な課題に応える　３）会のあり方に関するビジョン

					・学べる会づくり（自社の悩みを語り、仲間から助言をもらおう　地区会の活性化　学びの体系の構築　共同求人活動と社員教育活動に労使見解の精神を広げる）

					・活動の質を高め、県内全域に同友会運動を広げる（増やし強くする　会の内外に同友会の姿と理念を伝える　会員の実態を調査しデータ化する　同友会のリーダー　事務局の充実　新しい委員会の設置）　４）地域に関わるビジョン

					・地域に関わる基本姿勢

					・地域の雇用と教育の問題に積極的に関わる　中小企業憲章・中小企業振興基本条例の制定をめざす　

				

				
					2009年度

					2,365名

				

				
					４月23日

				

				
					第37回定時総会（446人参加）　リーガロイヤルホテル広島

					スローガン「自主・民主・連帯の精神で～みえる経営～人・企業・地域が輝く時代を」

					記念講演「宇宙ロケットに夢を乗せて～小さな会社の大きな挑戦」　㈱植松電機　専務　植松勉氏

				

				
					５月　裁判員制度施行

					６月　米GM経営破綻

					９月　民主党政権、鳩山内閣誕生

					11月　湯﨑英彦氏が広島県知事に就任（～現在）

				

				
					川口　護

					岡崎　隆

					粟屋充博

				

				
					10月31日

				

				
					第24回広島県経営研究集会（523人参加）　福山ニューキャッスルホテル　７分科会

					「輝け日本！日本の未来は中小企業がつくる～トンネルを抜けるとそこはバラの町だった」　

					基調講演「よい会社、よい経営」　ネッツトヨタ南国　会長　横田英毅氏

				

				
					2010年度

					2,289名

					　

				

				
					４月20日

				

				
					第38回定時総会（405人参加）　リーガロイヤルホテル広島

					スローガン「変わってますか　未来へ向けて～時代と共に　地域と共に　仲間と共に」　特別企画報告：①川口護代表理事　②岡崎隆代表理事　③粟屋充博代表理事

				

				
					４月　宮崎県で口蹄疫、発生

					６月　菅内閣誕生

					６月　中小企業憲章閣議決定

					３月　東日本大震災発生、東電原発事故

				

				
					代表理事

					川口　護

					岡崎　隆

					粟屋充博

					副代表理事

					勝矢珠容子

					奥河内博夫

					立石克昭

					瀬島髙志

				

				
					10月23日

				

				
					第25回広島県経営研究集会（308人参加）　クレイトンベイホテル　６分科会

					基調講演「つぶれない会社とは～新陳代謝を高め、地域で必要とされる会社をめざす」　㈱あさ開　社長　村井良隆氏

				

				
					2011年度

					2,339名

				

				
					４月20日

				

				
					第39回定時総会（400人参加）　リーガロイヤルホテル広島

					スローガン「変えよう未来を～時代と共に　地域と共に　仲間と共に」　記念講演：（一社）北海道中小企業家同友会　代表理事　守和彦氏

				

				
					７月　テレビ放送、地上デジタルへ移行

					８月　野田内閣誕生

					10月　世界人口70億人突破

					12月　貿易収支が31年ぶりに赤字

				

				
					代表理事

					川口　護

					岡崎　隆

					粟屋充博

					副代表理事

					勝矢珠容子

					奥河内博夫

					立石克昭

					瀬島髙志

				

				
					10月15日

				

				
					第26回広島県経営研究集会（560人参加）　広島国際会議場　９分科会

					テーマ「生き残れ！～時代とともに　地域とともに　仲間とともに」　

					基調講演「生き残る企業の条件～これから何が起きるのか、何をすべきか」　立教大学　教授　山口義行氏

				

				
					2012年度

					2,403名

				

				
					４月24日

				

				
					第40回定時総会（400人参加）　リーガロイヤルホテル広島

					スローガン「今こそ示そう我らの未来　時代を味方に～地域で輝く企業・経営者・同友会」

					記念報告「気仙沼からみた『3.11』」　㈱高田自動車学校　社長　田村満氏

				

				
					３月　TPPへの参加を表明

					12月　自公連立政権　安倍氏再び首相に

					　

					　

				

				
					代表理事

					川口　護

					粟屋充博

					立石克昭

					副代表理事

					勝矢珠容子

					奥河内博夫

					瀬島髙志

					梶原啓子

				

				
					６月18日

				

				
					中小企業憲章制定２周年記念行事（58人参加）TKP広島ガーデンシティ

					「地域の活性化と元気な中小企業づくりを考える」　報告者：①中国経済産業局　産業部長　太田秀幸氏　②呉支部長　今村徳房氏　③福山支部長　能登伸一氏　④広島西支部長　柳原邦典氏

				

				
					10月27日

				

				
					第27回広島県経営研究集会（260人参加）　グランラセーレ東広島平安閣　５分科会

					基調講演「全社一丸体制で企業と雇用を守ろう～生きる・暮らしを守る・人間らしく生きる」　信幸プロテック㈱　社長　村松幸雄氏

				

				
					2013年度

					2,443名

				

				
					４月６日

				

				
					第41回定時総会（365人参加）　リーガロイヤルホテル広島

					記念講演「市場創造と人材育成で危機をチャンスに」　エイベックス㈱　会長　加藤明彦氏

				

				
					４月　中国四川省でM7.0の地震発生

					４月　全国菓子博覧会2013を広島で開催

					12月　特定秘密保護法成立

					１月　NISA始まる

				

				
					代表理事

					川口　護

					粟屋充博

					立石克昭

					副代表理事

					勝矢珠容子

					奥河内博夫

					瀬島髙志

					梶原啓子

				

				
					５月18日

				

				
					呉支部設立25周年記念行事（123人参加）　クレイトンベイホテル

					基調講演「道がなければ自ら拓く～常識に捉われない新しい伝統づくりへの挑戦」　㈱能作　社長　能作克治氏

				

				
					６月15日

				

				
					三原支部設立総会（108人参加）　三原国際ホテル

					記念講演：「チャンス到来！？中小企業の出番がやってきた！」　㈱宮﨑本店　社長　宮﨑由至氏
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					年度

					4/1 会員数

				

				
					月日

				

				
					広島同友会の動き

				

				
					社会の動き

				

				
					代表理事

				

				
					６月27日

				

				
					中小企業憲章閣議決定３周年記念行事（65人参加）　TKP広島ガーデンシティ

					「地域の活性化と元気な中小企業づくりを考える」　①㈱藤原電子工業　社長　藤原義春氏　②八尾市産業政策課　係長　古賀仁氏

				

				
					９月30日

				

				
					広島安佐支部設立15周年記念例会（50人参加）安佐南区民文化センター

					「地域で輝く100年続く企業をめざして～広島魁の精神で未来を切り拓く！」　㈱山豊　社長　山本千曲氏

				

				
					10月６日

				

				
					福山支部設立15周年記念行事（1,500人来場）　福山ビッグローズ　

					「未来に向けて『夢』発信」

				

				
					10月20日

				

				
					広島東支部設立15周年行事「えーじゃろHIROSHIMA2013　大感謝祭」（29,000人来場）　広島みなと公園

				

				
					10月22日

				

				
					尾道支部設立20周年記念行事（230人参加）　尾道国際ホテル　

					「過去から現在、そして未来へ！良い会社をつくり、さらなる挑戦！」　㈱ふくや　社長　川原正孝氏

				

				
					10月23日

				

				
					広島西支部設立15周年記念講演会（280人参加）　リーガロイヤルホテル広島　

					「中小企業だからこそ出来るブランディング術」　㈱DDR　社長　安藤竜二氏

				

				
					10月25日

				

				
					広島中支部設立15周年記念例会（132人参加）　リーガロイヤルホテル広島　

					「価値づくり経営の実現に向けて～顧客ニーズを理解し、意味的価値の創出を」　一橋大学　教授　延岡健太郎氏

				

				
					11月23日

				

				
					東広島支部設立20周年記念行事（48人参加）　西条HAKUWAホテル　

					記念講演　「利益を出せる会社をつくろう！いま改めて問う、良い会社・良い経営者・良い経営環境とは？」　㈱宮﨑本店　社長　宮﨑由至氏

				

				
					２月13日

					～14日

				

				
					中同協　第44回中小企業問題全国研究集会を創立40周年記念行事として設営（1,288人参加）　リーガロイヤルホテル広島ほか　18分科会

					テーマ「人を生かす経営の実践を広げ、仕事をつくり、暮らしを守り、夢の持てる地域をつくろう」

					パネルディスカッション「人が育つ会社づくりこそ企業発展の道」　

					①㈱ヒロハマ　会長　広浜泰久氏②日鐵鋼業㈱　社長　能登伸一氏③㈱八木澤商店　社長　河野通洋氏

					特別報告「被爆地広島からのメッセージ」　広島市長　松井一實氏

				

				
					３月18日

				

				
					第六次中期ビジョンを発表

					「人を生かす経営の実践を広げ、仕事をつくり、暮らしを守り、夢の持てる地域をつくろう」

					１）私たちがめざしていきたいのは

					２）経営に関するビジョン

					・経営環境と経営課題

					・経営指針の成文化と実践で全社一丸の企業づくりに取り組もう！

					・人が育つ企業づくり

					・事業承継、事業継続のため、計画的に準備を

					・地域からの期待に応える

					・新しい仕事づくりに挑戦しよう　３）地域に関わるビジョン～自社の存続・発展を基礎として地域社会に貢献しよう　４）学べる会づくり

					・学べる会づくり

					・地域シェア10％の会勢をめざす

					・３千名会員にふさわしい組織と活動

				

				
					2014年度

					2,527名

				

				
					４月25日

				

				
					第42回定時総会（400人参加）　リーガロイヤルホテル広島

					記念講演「里山資本主義～地域経済は安心の原理で動く」　NHK広島放送局　チーフプロデューサー　井上恭介氏

				

				
					４月　消費税８％に増税

					６月　小規模企業振興基本法成立

					８月　広島県豪雨で土砂災害発生

				

				
					代表理事

					粟屋充博

					川口　護

					立石克昭　

					副代表理事

					勝矢珠容子

					奥河内博夫

					瀬島髙志

					田河内秀子

					柳原邦典

					能登伸一

				

				
					６月３日

				

				
					中小企業憲章閣議決定４周年記念行事（62人参加）　TKP広島ガーデンシティ　

					「憲章の意義と最近の中小企業施策」　中小企業庁　事業環境部　企画課長　蓮井智哉氏

				

				
					11月15日

				

				
					第28回広島県経営研究集会（235人参加）　尾道国際ホテルほか　５分科会

					テーマ「ええじゃん尾道～このまちに生きる～夢の持てる地域をつくろう」　基調パネルディスカッション「人が集まってこのまちをつくる～産学官協働の中核にあるのは人のつながり」　平谷祐宏尾道市長・稲田全示尾道市立大学教授・川崎育造尾道観光協会会長

				

				
					12月８日

				

				
					役員オリエンテーション（役員研修大学ステップⅠ）スタート
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					年度

					4/1 会員数

				

				
					月日

				

				
					広島同友会の動き

				

				
					社会の動き

				

				
					代表理事

				

				
					2015年度

					2,578名

					　

				

				
					４月23日

				

				
					第43回定時総会（372人参加）　リーガロイヤルホテル広島　

					記念講演「経営指針に基づく全社一丸の経営～一人ひとりと向き合い築いた相互信頼」　㈱ヒューマンライフ　社長　中山英敬氏

				

				
					９月　安全保障関連法成立

					10月　TPP協定交渉、大筋合意

					10月　改正派遣法施行

					10月　日本郵政、ゆうちょ、かんぽ、株式上場

					１月　マイナンバー制度開始

					２月　日銀、マイナス金利を決定

				

				
					代表理事

					粟屋充博

					立石克昭

					勝矢珠容子

					副代表理事

					奥河内博夫

					瀬島髙志

					田河内秀子

					柳原邦典

					能登伸一

					原田省三

				

				
					５月１日

				

				
					広島信用金庫と広島を元気にする連携協定を締結

				

				
					７月16日

				

				
					中小企業憲章閣議決定５周年記念行事（62人参加）　TKP広島ガーデンシティ　

					「地域経済分析をどう読むか～特に広島県内の分析から」　経済産業省地域経済産業グループ　地域経済産業政策課　課長補佐　荒木太郎氏

				

				
					10月７日

				

				
					第29回広島県経営研究集会あらため経営フォーラム2015（522人参加）　ANAクラウンプラザ広島ほか　10分科会

					基調講演「空想の翼で駆け、現実の山野を往かん～世界遺産岩見銀山」　中村ブレイス㈱　社長　中村俊郎氏

				

				
					2016年度

					2,639名

				

				
					４月24日

				

				
					第44回定時総会（377人参加）　リーガロイヤルホテル広島　

					スローガン「人を生かし人が育つ経営の実践！！～夢とプライドを持って」

					①分科会「情勢をふまえ人を生かす経営戦略を！」旭調温工業㈱　社長　粟屋充博氏　②分科会「地域とともに歩む企業づくり」㈱デイ・リンク　会長　川口護氏　③分科会「同友会における役員の役割」㈱タテイシ広美社　社長　立石克昭氏

				

				
					４月　廿日市市産業振興条例制定

					４月　熊本地震発生

					５月　オバマ大統領、広島訪問

					６月　18歳選挙権施行

					６月　英EU離脱を決定

					10月　日本の総人口が初の減少

					１月　米トランプ大統領就任

				

				
					代表理事

					粟屋充博

					立石克昭

					勝矢珠容子

					副代表理事

					奥河内博夫

					瀬島髙志

					田河内秀子

					柳原邦典

					能登伸一

					原田省三

				

				
					７月１日

				

				
					中小企業憲章閣議決定６周年記念行事（68人参加）　TKP広島ガーデンシティ

					「地方創生と地域のあり方を考える」　㈱四銀地域経済研究所　客員研究員　福田善乙氏

				

				
					10月６日

				

				
					経営フォーラム2016（535人参加）　リーガロイヤルホテル広島　10分科会

					スローガン「企業進化論Ⅱ～真髄を究めろ」

					基調講演「変革と継承～『労使見解』の起草と『人を生かす経営』実践への道」　中同協　顧問　田山謙堂氏

				

				
					2017年度

					2,642名

				

				
					５月18日

				

				
					第45回定時総会（346人参加）　リーガロイヤルホテル広島

					①分科会「人を活かす経営の実践」㈲メタルワーク　社長　大植栄氏　②分科会「経営指針書作成で全社一丸の経営を！」㈱エイトコーポレーション　社長　八條公貴氏　③分科会「情勢と経営課題」広島県中小企業家同友会　専務理事　国広昌伸氏

				

				
					10月　広島県中小企業・小規模企業振興条例が施行

				

				
					代表理事

					粟屋充博

					立石克昭

					勝矢珠容子

					副代表理事

					奥河内博夫

					瀬島髙志

					田河内秀子

					柳原邦典

					能登伸一

					原田省三

				

				
					６月21日

				

				
					中小企業憲章閣議決定７周年記念行事（65人参加）　TKP広島ガーデンシティ

					「中小企業が主役の地域経済をめざして～中小企業憲章閣議決定の経過とその意義」　嘉悦大学大学院ビジネス創造研究科長　三井逸友氏

				

				
					７月29日

				

				
					ひろしま経営指針塾第１期開講（20人受講）

				

				
					10月１日

				

				
					月会費を5,000円から6,000円に改定

				

				
					10月６日

				

				
					経営フォーラム2017（595人参加）　リーガロイヤルホテル広島　10分科会

					テーマ「企業進化論Ⅲ～行動こそすべて　とにかくやる！」

					基調講演「途上国から世界に通用するブランドを創る～国境を超えたものづくり・チームづくり」　㈱マザーハウス　社長　山口絵理子氏

				

				
					10月19日

					～20日

				

				
					中同協　障害者問題全国交流会を設営（527人参加）　福山ニューキャッスルホテル

				

				
					2018年度

					2,582名

				

				
					４月23日

				

				
					福山支部設立35周年記念行事（220人参加）　福山ニューキャッスルホテル　記念講演「伸びる会社の７つの法則」人を大切にする経営学会　会長　坂本光司氏

				

				
					６月　改正民法（成人年齢が18歳に）が成立

					６月　働き方改革関連法が成立

					７月　西日本豪雨災害発生

				

				
					代表理事

					粟屋充博

					立石克昭

					勝矢珠容子

					副代表理事

					瀬島髙志

					田河内秀子

					柳原邦典

					能登伸一

					原田省三

					岡崎磊造

					村上　進

				

				
					５月22日

				

				
					第46回定時総会（368人参加）　リーガロイヤルホテル広島　

					スローガン「激変の時代だからこそ、全社一丸の高付加価値企業へ～学んで語って即実践！」

					①分科会「情勢と経営課題」旭調温工業㈱　社長　粟屋充博氏　②分科会「経営を語り合う地区会活動」㈲アサヒフィルタサービス　社長　宮﨑基氏　③分科会「付加価値を高める」㈲浪漫珈琲　会長　神原栄氏

				

				
					６月27日

				

				
					中小企業憲章閣議決定８周年記念行事（66人参加）　TKP広島ガーデンシティ

					「エコノミックガーデニングから学ぶ、地域経済の活性化」　拓殖大学政経学部　教授　山本尚史氏

				

				
					10月22日

				

				
					創立45周年記念＆経営フォーラム2018（462人参加）　リーガロイヤルホテル広島　８分科会

					テーマ「企業進化論Ⅳ　めざせ！高付加価値企業～気づけ『それってすごいじゃん』」

					基調講演「高付加価値企業のブランド戦略～糸職人集団のこだわりが会社を変えた」　佐藤繊維㈱　社長　佐藤正樹氏
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					年度

					4/1 会員数

				

				
					月日

				

				
					広島同友会の動き

				

				
					社会の動き

				

				
					代表理事

				

				
					１月９日

				

				
					福山平成大学と連携協力に関する協定書を締結

				

				
					１月26日

				

				
					広島中支部設立20周年記念行事（105人参加）　TKPガーデンシティ広島駅前大橋　３分科会　基調講演「不透明な時代だから『羅針盤』が必要だ！～中小企業が生き残る道はここにある」　㈲第一ビジネスコンサルティングオブビジネス　社長　丸山博氏

				

				
					２月15日

				

				
					広島西支部設立20周年記念オープン例会（94人参加）　広島サンプラザ　「未来は地域にしかない」大学院大学至善館　教授　枝廣淳子氏

				

				
					２月16日

				

				
					広島東支部創立20周年記念行事（280人参加）ホテルグランヴィア広島ほか　記念講演「体現者に学ぶ！経営と同友会活動は車の両輪」㈱ネストロジスティクス　社長　迫慎二氏

				

				
					２月25日

				

				
					広島安佐支部設立20周年記念講演会（403人参加）リーガロイヤルホテル広島　「創業19年ベンチャー企業の軌跡～トイレのない高架下+社員ゼロからの100億円企業への成長」㈱デジアラホールディングス　社長　有本哲也氏

				

				
					３月18日

				

				
					第七次中期ビジョンの発表

					「Human　First！　新時代の幕開け～『人』が真ん中の経営をめざして」

					１）自社のために同友会を活用しよう

					・未来から逆算して考える～中期ビジョンの意義から

					・事業意欲を高く持ち、基礎的な力を高めよう！

					・変化には変化をもって対応する

					・自社を発展させることが地域への貢献

					２）経営者の成長と企業発展のドラマ～「中小企業の経営者でよかった、同友会と出会ってよかった」と心から思えるようになるまでの道

					３）ありたい姿（長期的な視点）

					４）５年後にありたい会の姿

					・2023年、50周年に向けて

					・学べる会づくり（学びの体系を整理する　学びの場の再構築）

					・同友会のブランドを確立させよう（共同求人活動の再構築　政策提言できる力をつける　広報活動の発展　外部から期待を寄せられる経営者団体にふさわしい状態をつくる）　５）中期ビジョンの具体化とPDCA

				

				
					2019年度

					2,665名

					　

				

				
					５月16日

				

				
					第47回定時総会（342人参加）　リーガロイヤルホテル広島

					スローガン「激変の時代だからこそ、全社一丸の高付加価値企業へ～学んで語って即実践！」

					①分科会「第七次中期ビジョンを経営に生かす」旭調温工業㈱　社長　粟屋充博氏　②分科会「中小企業を取り巻く情勢と経営課題」広島信用金庫　専務理事　川上武氏　③分科会「働く環境づくりの実践事例」㈱広島精機　代表取締役　柳原邦典氏

				

				
					５月　平成から令和に改元

					５月　米中貿易摩擦激化

					６月　中小企業の日、中小企業魅力発信月間の発表

					７月　呉市中小企業・小規模企業振興基本条例制定

					10月　消費税10％へ増税

					１月　新型コロナ感染症が世界に広がる

					１月　米バイデン大統領就任

					２月　英、EU離脱

					３月　WHO新型コロナ、パンデミック宣言

					　

				

				
					代表理事

					粟屋充博

					立石克昭

					勝矢珠容子

					副代表理事

					瀬島髙志

					田河内秀子

					柳原邦典

					能登伸一

					原田省三

					岡崎磊造

					村上　進　

				

				
					６月13日

					～14日

				

				
					中同協　第22回女性経営者全国交流会を設営（727人参加）　リーガロイヤルホテル広島ほか

				

				
					７月２日

				

				
					中小企業憲章閣議決定９周年記念行事（79人参加）　TKPガーデンシティ広島

					「中小企業憲章と中小企業・小規模企業振興条例で地域を元気に～その意義と活用を考える」 慶応大学経済学部　教授　植田浩史氏

				

				
					９月25日

				

				
					県北地域での初めてのオープン例会（45人参加）　霞桜会館　

					「社長の仕事とは？創業からこれまでに直面した課題」　㈱タテイシ広美社　会長　立石克昭氏

				

				
					10月９日

				

				
					経営フォーラム2019（463人参加）　リーガロイヤルホテル広島　８分科会

					テーマ「新時代の幕開け～わくわくどきどき　人を幸せにする企業づくり」

					基調講演「未来を拓く！『人を生かす経営』～伝統産業を生き抜く、情勢認識と経営戦略」㈱宮﨑本店　会長　宮﨑由至氏

				

				
					2020年度

					2,686名

				

				
					５月18日

				

				
					第48回定時総会（31人参加）　リーガロイヤルホテル広島

					※新型コロナ感染拡大を受け、少人数総会を開催

					スローガン「Human　First！ 『人』真ん中の経営をめざして」

				

				
					４月　新型コロナで緊急事態宣言

					６月　香港国家安全法案を可決

					７月　GoToトラベル開始

					９月　菅内閣誕生

				

				
					代表理事

					粟屋充博

					立石克昭

					勝矢珠容子

					副代表理事

					瀬島髙志

					田河内秀子

					柳原邦典

					能登伸一

					錫木健一

					神原　栄

				

				
					９月１日

				

				
					福山大学と連携協力に関する協定書を締結

				

				
					10月22日

				

				
					経営フォーラム2020（518人参加）　Zoom　ほか６分科会

					テーマ「いま同友会だからできること」

					基調講演（パネルディスカッション）「同友会理念と実践で、未曽有の経営危機を乗り越えよう」

					①旭調温工業㈱　社長　粟屋充博氏②㈱タテイシ広美社　社長　立石克昭氏③㈲浪漫珈琲　社長　神原栄氏

				

				
					３月１日

				

				
					広島女学院大学と包括連携協力に関する協定書を締結
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					年度

					4/1 会員数

				

				
					月日

				

				
					広島同友会の動き

				

				
					社会の動き

				

				
					代表理事

				

				
					2021年度

					2,651名

				

				
					５月17日

				

				
					第49回定時総会（229人参加）　Zoom

					スローガン「Human　First！ 『人』真ん中の経営をめざして」

					記念講演：中同協　会長　広浜泰久氏

				

				
					７月　東京オリンピック１年遅れで開催

					７月　広島空港が民営化

					10月　岸田内閣誕生

					２月　ロシア軍、ウクライナ侵攻

					３月　新型コロナ蔓延防止措置が全面解除

					３月　府中市中小企業・小規模企業振興基本条例制定

				

				
					代表理事

					粟屋充博

					立石克昭

					勝矢珠容子

					副代表理事

					瀬島髙志

					田河内秀子

					柳原邦典

					能登伸一

					錫木健一

					神原　栄

				

				
					６月24日

				

				
					中小企業憲章閣議決定11周年記念行事（80人参加）　Zoom

					「2021年版 中小企業白書・小規模企業白書～ 危機を乗り越え再び確かな成長軌道へ 」　経済産業省 中小企業庁 事業環境部 調査室 調査員　花井泰輔氏　会員報告：①㈱キャピタルコーポレーション　社長　村井 由香氏　②㈱タテイシ広美社　社長　立石克昭氏

				

				
					10月５日

				

				
					経営フォーラム2021（420人参加）　YouTubeライブ配信

					テーマ「NXネクストトランスフォーメーション～次なる進化をとげよ」

					記念講演「変化を味方に！！中小企業の底ヂカラ～次なる進化をとげる㈱吉村の七転八倒物語」　㈱吉村　社長　橋本久美子氏　ほか６分科会

				

				
					2022年度

					2,749名

				

				
					５月23日

				

				
					第50回定時総会

					スローガン「Human First～新時代へ挑戦」（277人参加）　リーガロイヤルホテル広島＆Zoom

					記念講演　「人を生かす経営の総合実践」㈱現場サポート　社長　福岡進一氏

				

				
					７月　安倍元首相、銃撃死亡

					８月　旧統一教会問題が底なしの様相に

					９月　西九州新幹線開業

					10月　円安、一時150円/ドルを突破

					11月　世界人口80億人を突破

				

				
					代表理事

					粟屋充博

					立石克昭

					勝矢珠容子

					副代表理事

					瀬島髙志

					柳原邦典

					錫木健一

					村井由香

					岡崎瑞穂

					大植　栄

				

				
					６月30日

				

				
					中小企業憲章閣議決定12周年記念行事（71人参加）　TKPガーデンシティPREMIUM広島駅北口
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				2023年度、広島同友会は50周年を迎えました。

				　創立記念日に行う記念式典にあわせて「50周年記念誌」をお届けする運びになりました。

				　「周年記念誌」は1993年に広島同友会設立20周年事業の一環として、「生き生き同友」の名で創刊されました。以後、ほぼ5年ごとに発刊し、8号を数えます。編集のコンセプトは、①同友会理念の深まりと三つの目的の追求の姿が具体的にわかる、➁社会情勢の変化の中で不変ともいえる経営の本質に迫る、③会内にとどまらず、会外の方にも読んでいただけるものにしたい、というものでした。

				　今回の「広島同友会創立50周年記念誌」は広島同友会創立50周年事業の一環として発行いたします。コンセプトとして、50年の歩みを会員が共有できるものにする、現在の各活動を、原点から、その変遷を整理・解説する、50年後の「中小企業が主役」の明るい未来を展望できるようにする、の3点を特に掲げ、「経営を維持し発展させる」「人間尊重の経営」「中小企業の存在価値を高める」「持続可能な地域社会づくり」をキーワードとしています。

				　どうぞ、じっくりお読みいただければ幸いです。
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